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公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターは、ত和56年４月に設ཱされ

てҎདྷ、37年間にΘたって京都府内の֤地域に所在する埋蔵文化財の発۷調査を

。してまいりましたࢪ࣮

これらの調査成Ռをく府ຽのօ様ํにおえし、զʑのઌのาんできた跡

をଟくのํʑに知っていただくようめることがだと考えております。

本書は、平成23年度から26年度に西日本高道路株式会社のґཔをडけて࣮ࢪ

した、京田辺市松井横穴群・向山遺跡の発۷調査報告を収録したものです。本書

をֶज़研究のࢿྉとして、また、地域の歴史や埋蔵文化財の関৺とཧղをਂめ

るために、͝׆༻いただけれいです。

発۷調査をґཔされた西日本高道路株式会社をはじめ、京田辺市ڭҭҕһ会

などの֤関機関、ならͼに調査に͝ࢀ加、͝ྗڠいただきましたଟくのօ様に

ްくおྱਃし上͛ます。

平成３÷年３月

公益財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 　　井 上 ຬ 　　
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例 ݴ

１ɽ本書は、新名神高道路備事ۀにう遺跡発۷調査報告である。

２ɽ本書に収めた報告は下記のとおりである。

　（１）松井横穴群第１～４次

　（２）向山遺跡第２次

３ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者ٴͼ報告のࣥච者は下දのとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者

（１）松井横穴群第１
～４次

（２）向山遺跡第２次

京都府京田辺市松井
向山、上西浦

平成 24 年１月 23 日～２月
28 日（第１次調査）
平成 24 年̒月̒日～平成 25
年３月̒日（第２次調査）
平成 25 年４月 22 日～平成
26 年２月 27 日（第３次調査）
平成 26 年 4 月 15 日～平成
27 年３月̒日（第４次調査）

平成 25 年 10 月２日～ 12 月
25 日（第２次調査）

西日本高道株
式会社

加藤　雅士
村田　和弘
酒井　健治
納屋内高史

山﨑　美輪
筒井　崇史

４ɽ上記１事２ۀ遺跡は本෦事所（向日市寺戸町）でཧ・報告ۀ࡞を࣮ࢪした。ۀ࡞につい

ては、調査୲当者のࣔࢦのもと調査՝اը調がྗڠして࣮ࢪした。

̑ɽ本書で༻している࠲ඪは、世界測地系ࠃ土࠲ඪ第ᶜ࠲ඪ系によっており、ํҐは࠲ඪの

北をさす。また、ࠃ土地ཧӃ発行地ܗਤのํҐは経度の北をさす。

̒ɽ土層断面の土৭やग़土遺物の৭調はྛਫ࢈লྛਫٕ࢈ज़会ٞ事ہमのʰ新൛ඪ

४土৭ʱを༻した。土層断面ਤのཻܘ区分はཻ度ඪ本を༻いた。

̓ɽ本書の編集は、調査՝調査୲当者の編集原Ҋをもとに、調査՝اը調が行った。

̔ɽݱࣸਅは主として調査୲当者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査՝اը調主査田中　জが

行った。

̕ɽ発۷調査ٴͼཧۀ࡞にあたっては、下記のํがたのࢦಋ・ྗڠをいただいた。

　坂井ल弥、高ࠀڮᆹ、中ਅ人、納屋内高史、Ֆ田উ、ඛ田、ٶԬণએ、҆村ढ़史、

和田ޗ（ेޒԻॱ、ܟশུ）
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新名神高道路備事ۀ関遺跡
平成23～26年度発۷調査報告

 ͡ Ί ʹ

新名神ࣗಈं道は、ত和62年のࠃ土։発װઢࣗಈं道建設法の一෦վਖ਼により、近ࣗـಈं道

名古屋神戸ઢとして法定予定路ઢにҐஔづけられた高ࣗಈंࠃ道である。全は約174kmにΘ

たり、名古屋市をىとし三重・࣎լ・京都・大ࡕを経てऴの神戸市ࢸる。京都府域では、

府ຕํ市とൈける17.7kmࡕ大市からӉ治田原町・城ཅ市・京田辺市・八幡市を経て大ݝլ࣎

が予定されている。

中でも、八幡－城ཅ間の3.5kmは、京ಸ和ࣗಈं道と第ೋ京ࡕ道路がଓする道路でもあるこ

とから、平成̓年に都市計ըܾ定、平成̕年にࠃ土ަ通大ਉからのྩ໋ࢪがग़され、平成15年

のࠃ土։発װઢࣗಈं建設会ٞでの経緯を経て、ଞ区間にઌۦけて平成29年４月に։通している。

ಉ区間の計ըにう埋蔵文化財調査として、これまで当調査研究センターによって、美濃山廃

寺・美濃山廃寺下層遺跡（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第148・154冊）、女谷・荒坂横穴群、ޚໟ通

２号墳、荒坂遺跡（ಉ第157・168冊）、松井横穴群、向山遺跡、田遺跡・西村遺跡・向谷遺跡（ಉ

第161冊）、ਫ主神社東遺跡、下ਫ主遺跡（ಉ第167・168冊）の調査を行っており、ॱ次報告書をץ

行しているとこΖである（第２ਤ）。

本書で報告する松井横穴群と向山遺跡は、京田辺市松井向山・上西浦に所在し、ͦれͧれ古墳

時代の横穴群と弥生時代中期～後期の散布として周知されている（第３ਤ）。遺跡範囲の一෦に高

道路予定地がかかることから、京都府ڭҭҕһ会によるݱ地౿査などを経て、西日本高道路

株式会社と京都府ڭҭҕһ会がٞڠのうえ、当調査研究センターが発۷調査のґཔをडけた。

ҭҕһ会、京田辺市ڭるとともに、京都府ࣀ松井地区に͝高をݩ地調査にあたっては、地ݱ

。をいただいたݴಋ・ॿࢦҭҕһ会にڭ

なお、調査にる経අは、西日本高道路株式会社が全ֹෛ୲した。

ʤ調査ମ੍ʥ

＜দҪԣ݀܈第̍ʙ̐࣍調査＞

（平成23・24年度）ࠀ調査ऀ　調 査 第 ２ ՝ 　　ਫ谷ᆹݱ

　　　　　　　　調　査　՝　　　ਫ谷ᆹࠀ（平成25年度）

　　　　　　　　調　査　՝　　　ੴ井ਗ਼࢘（平成26年度）

（平成23・24年度）࢘事औѻ　　ੴ井ਗ਼調査第３װ調査୲ऀ　調査第２՝主ݱ

　　　　　　　　調　　査　　՝　　ࢀ事調査第３事औѻ　　ੴ井ਗ਼࢘（平成25年度）

　　　　　　　　調査՝第１　　中和࠸（平成26年度）

　　　　　　　　主　　　　　　　ಸྑ߁ਖ਼（平成23・25・26年度）

　　　　　　　　調　　査　　һ　　筒井崇史（平成24年度）
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　　　　　　　　調　　査　　һ　　村田和弘（平成24年度）

　　　　　　　　調　 査　 һ　　加藤雅士（平成24・25・26年度）

　　　　　　　　調　 査　 һ　　酒井健治（平成26年度）

　　　　　　　　調　 査　 һ　　大∁ٛ（平成23・24・25年度）

　　　　　　　　調　 査　 һ　　ླ߁高（平成26年度）

　　　　　　　　調　 査　 һ　　山﨑美輪（平成25年度）

　　　　　　　　調　 査　 һ　　ҁ෦ါਅ（平成26年度）

ཧۀ࡞ऀ　調　査　՝　　　༗井（平成27年度）

　　　　　　　　調　査　՝　　　　　ਖ਼（平成28年度）

　　　　　　　　調　査　՝　　　খ　（平成29年度）

ཧۀ࡞୲ऀ　調査՝՝ิ݉ࠤ調査՝第３（平成27・28年度）　　　ؠ松　อ

ࢀ　　　　　　　　 事 調 査 第 ３   事  औ ѻ（平成29年度）　　　　　　ؠ松　อ

　　　　　　　　主　　　　 　　加藤雅士（平成27～29年度）

調　査　　ॴ　京田辺市松井向山・上西浦

ݱ  調 査 ظ ؒ　平成24年１月23日～平成24年２月28日（第１次）

　　　　　　　　平成24年̒月̒日～平成25年３月̒日（第２次）

　　　　　　　　平成25年４月22日～平成26年２月27日（第３次）

　　　　　　　　平成26年４月15日～平成27年３月̒日（第４次）

調 査 ໘ ੵ　第１次調査：1,000㎡　

　　　　　　　　第２次調査：5,215㎡　

　　　　　　　　第３次調査：1,800㎡

　　　　　　　　第４次調査：3,190㎡

＜࣍遺跡第̍ɾ̎ࢁ＞

調査ऀ　調ݱ 査 第 ２ ՝ 　　ਫ谷ᆹࠀ（平成23年度）

　　　　　　　　調　査　՝　　　ਫ谷ᆹࠀ（平成25年度）

（平成23年度）࢘事औѻ　ੴ井ਗ਼調査第３װ調査୲ऀ　調査第２՝主ݱ

　　　　　　　　調　査　՝ࢀ事調査第３事औѻ　ੴ井ਗ਼࢘（平成25年度）

　　　　　　　　調 　 査 　 һ　　ಸྑ߁ਖ਼（平成23年度）

　　　　　　　　調 　 査 　 һ　　大∁ٛ（平成23年度）

　　　　　　　　調 　 査 　 һ　　山﨑美輪（平成25年度）

調 査  ॴ　京田辺市松井向山

調 査 ظ ؒ　平成24年１月23日～平成24年２月28日（第１次）

　　　　　　　　平成25年10月２日～平成25年12月25日（第２次）

調 査 ໘ ੵ　第１次調査：－（松井横穴群第１次調査にؚまれる）　

　　　　　　　　第２次調査：842㎡
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京田辺市は、京都府南෦の西にҐஔする市で、西は大ࡕ府ຕํ市とಸྑݝ生ۨ市にしてい

る。北は八幡市としており、東は城ཅ市・井ख町、南はਫ਼՚町としている。

̎ʣܗ

松井横穴群が所在する京田辺市北෦から八幡市にかけての؛ࠨの地域は、基本తに西෦

の丘陵地と、北ྲྀするがつくる東෦のԭ積平とで構成されている（第４ਤ）。

西෦の丘陵地は、ੴਗ਼ਫ八幡ٶが所在するஉ山を北とし、ಸྑと大ࡕをִてる生ۨ山地にま

で連なる。これらの丘陵地は総শとして京ࡕಸ丘陵とされるが
ㅭ㉅１ㅮ

、෦分తには北から八幡市域を中

৺とした八幡丘陵、南備山近を中৺とした田辺丘陵、京都・ಸྑの府ڥݝを中৺とする平城

丘陵などにݺͼ分けられている。

このほか、八幡市美濃山近についてはศٓతに美濃山丘陵とされることもある
ㅭ㉅２ㅮ

。丘陵地から

は、平෦に向かってෳ数の຺ࢧがथࢬঢ়に৳ͼており、ͦの຺ࢧ上のͻとつに今回調査の遺跡

はҐஔしている。八幡丘陵と田辺丘陵のͦれͧれについて、ີݫにどこで区分するかは、地ཧ研

究者の間でもܾまっていないようである
ㅭ㉅３ㅮ

。྆丘陵を区分するީิのͻとつとして、京田辺市松井

とຕํ市ඌを݁Ϳ谷ےがある。Ծに、これを࠾༻すると、松井横穴群と向山遺跡は田辺丘陵に

ؚまれることになる。

丘陵地をڬんで西ଆにはՏ内地域（ຕํ市）ががる。本遺跡のすぐ北では大谷による谷ఈ平

が発ୡしており、前ड़のように谷ےを通ってຕํ市ඌํ面ൈけることができ、荒坂ӽとݺ

第１ਤ　京田辺市のҐஔ
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れている。山城とՏ内を分かつ丘陵の東西෯は、八幡市域においては最で1.5km程度とく

なることから、山城とՏ内をつなぐ丘陵をӽえる道がいくつか存在している。しかし、荒坂ӽよ

第２ਤ　八幡城ཅ間の路ઢと文化財調査（1/25,000）

第３ਤ　道路計ըと遺跡のҐஔ
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第４ਤ　遺跡周辺の地ܗ
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第̑ਤ　地࣭分ྨਤ
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り南になると、丘陵地の東西෯ががるとともにඪ高も高くなっている。つまり大和ํ面から北

上してきた合、Տ内ൈける最دりの谷ےのೖޱに松井はҐஔすることになる。

松井地域のすぐ南にある大ॅ地域近では、のྲྀ路が大きく۶ۂする。この۶ۂ෦より

上ྲྀଆでは、平෦の東西෯が約２～３kmなのにରし、下ྲྀଆは平෦が෯約４～̒kmとが

っており
ㅭ㉅４ㅮ

、南山城地域の地ཧతな南北のҟ相をみる上でͻとつの分ذとなっている。

本遺跡の北を北東ํ向にྲྀれる大谷は、谷ग़ޱでઔঢ়地地ܗを発ୡさせ、ࣗવఅを発ୡさ

せながら丘陵をఴうように北ྲྀしている。松井近で想定されているچ山ཅ道は、こうしたઔ

ঢ়地などの範な؇ࣼ地にબతにつくられていたとみられる。丘陵東の平෦は後背࣪地で

あり、ۭڏ蔵とլが北ྲྀしているが、լは人తにྲྀ路がมߋされている。

大ॅ地域近では、近世ஈ֊においてものਫがෳ数回記録されて
ㅭ㉅̑ㅮ

、これらখՏもݻ

定తなྲྀ路ではなかったと考えられる。周辺の地࣭調査では松井をؚめ、内ཬや戸、上ಸྑ・

下ಸྑといった古くからある集落を๓うように、いくつかのྲྀچ路が確認されている。したがっ

て、こうした集落はඍ高地上の地ܗにܗ成されている可能性がある。

̏ʣ࣭

遺跡周辺の丘陵地には、大ࡕ層群とݺれる地層群が分布している（第̑ਤ）。大ࡕ層群は、

新世からߋ新世にかけてଯ積したもので、ະ݁ݻの・࠭・シルτ・೪土層などで構成される。

今回の調査においても、考古ֶでいうʮ地山ʯとして大ࡕ層群を確認している。

今回の調査地から南約500̼の地である、松井ϲ丘の北ํで行ΘれたϘーリンά調査ではඪ

高48̼でࣔ४となるւ成೪土層（.ȃ）が発ݟされている
ㅭ㉅̒ㅮ

。したがって、調査地で確認した大

層群は、上෦とされるものࡕ
ㅭ㉅̓ㅮ

、あるいはটఅྦྷ
ㅭ㉅̔ㅮ

層とされるものに該当するものとみられる。

টఅྦྷ層は、ຕํ市ඌよりも北に分布しており、京ࡕಸ丘陵に分布する大ࡕ層群のなかでも

最上෦のྦྷ層である。్中でՐ山փ層（上Ґから八ஸՐ山փ層、ΧεリՐ山փ層）をڬみながら

も、基本తにはւ成೪土層（上Ґから.a̔・.a̒・.ȃ）と層のޓ層で構成される。

今回の調査においては、１・２・12τϨンνの地山である大ࡕ層群は上Ґに層、下Ґにന৭

系の೪࣭なシルτ層であった。一ํ、74号や75号横穴がある４τϨンνの東෦においては層が

গなく、੨փ৭系の೪࣭なシルτ層のׂ合がଟい。この４τϨンνの೪࣭シルτ層について当調

査研究センターの増田士༤ཧ事にݟていただいたとこΖ、ބপ性のものがؚまれているとのࢦ

ఠをडけた。

近で調査された美濃山瓦༼群跡では、遺跡の近くでの೪土۷࠾を想定している
ㅭ㉅̕ㅮ

。ւ成೪土は

মき物のࡐྉとはなりえないというがあるなかで、重要なࢦఠである。

（加藤雅士）



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-ÿ-

̎ɽྺ࢙తڥ

ここでは文ݙ史ྉにみえる松井と周辺地域、とくに大ॅについてड़べる。

௲܊تʹ͍ͭͯ

京田辺市がଐしている௲܊تは、ݱ在の八幡市・京都市෬ݟ区の一෦・城ཅ市・Ӊ治田原町・

井ख町をؚむ、྆؛の範な地域である。௲تの名に関しては、h古事記 ։ɦ化天ߖஈにʮ大

筒ਨࠜԦʯ（୴೭大ݝ主の女竹ඤとのࢠൺ古༝ໂ須美のࢠ。։化天ߖのଙ）・ʮ山代೭大筒

ਅएԦʯ（日࠱ࢠԦとᦴ܍都ൺച໋のࢠ。։化天ߖのଙ）がみえる。筒は௲تに通じており、

これらが文ݙでの௲تのॳݟである。௲܊ت西෦には古山ӄ道が想定されており
ㅭ㉅10ㅮ

、松井はՏ内

通じる荒坂ӽとަΘるަ通の要所である
ㅭ㉅11ㅮ

。

ᶃ௲تͱٶ

௲تについてされることは、大Ԧٶのঝが散ݟされることである。h 日本書لʱਔಙ天

・である൬೭ඤが大（）にணかͣ、山背Տ（）をって山背ߖ30年には、ਔಙのߖ

に向かい、ʮ筒城Ԭʯの南にࣨٶを造って、ͦこにॅんだことがみえる。൬೭ඤはਔಙの者

が࠶三๚れたにもかかΘらͣ、筒城ٶにډଓけて筒城ٶでくなった。h 古事記ʱਔಙ天ߖஈに

もಉ様のঝがあるが、筒城ٶはみえͣ、ʮ筒ؖ人ʯであるʮౕཧ能美ʯのՈに在したとある。

また、h 日本書لʱܧ体天̑ߖ年には山城筒城に都をભしたことがみえる。ন༿ٶから筒城に

ભったあと、ಉ12年にはఋٶࠃに、ಉ20年には൬༨ٶึۄにભったことがみえる。ܧ体天ߖの筒

城ٶは、京田辺市ଟʑཏ都谷近に推定されているが、確ূはない。

大Ԧٶのঝがっていることは、筒城がૣくから։かれた土地であったことをࣔしている。

筒城は、ྩ੍下においては山城ࠃ௲܊تに編成され、松井地域や大ॅ地域は大ॅڷに編成され

たとみられる。

ᶄদҪҬ

松井横穴群が所在するʮ松井ʯの史ྉ上のॳݟは、h ଓ日本لʱである。天平ๅ字 （̑761）年の

記事では、ʮ௲܊ت松井村ʯの松井ࢯが連をࣀったとあり、松井ࢯはඦࡁ系のདྷ人であると

みえる。

天平神（765）ݩޢ年の記ड़ではশಙ天ߖにରするをىこしたことでྲྀࡑとなった和ؾԦが

Ҡૹ్中のʮࠏʯでࡴされ、ಉじくに加Θったل益女はʮ௲܊ت松井村ʯでࡴされたとあ

る。ここでみえるʮ௲܊ت松井村ʯがݱ在の松井と考えられる。

ᶅେॅͷ൏ਓͱ༗ஐͷࢯ

松井の南にҐஔする大ॅの史ྉతॳݟは、h 日本書لʱ天14（685）年̒月に大ॅがੇسを

加ࢀから連れてこられてேఊのّ式に（東෦ݝౡࣇࣛ）ࠃは大۱ੇسっている記事である。大ॅࣀ

した大ॅ൏人のᧈで、大ॅにॅډしたと考えられている
ㅭ㉅12ㅮ

。

ʰਖ਼Ӄ文書ʱの天平 （̓735）年͝Ζとみられるʮ܊ࠃະৄ計ாʯは、ʮ൏人計ாʯともݺれ、

大ॅڷの計ாと推定されている
ㅭ㉅13ㅮ

。計ாには91名の人名がみえるが、൏人・൏人ࠃ公・大ॅ൏人・

大ॅੇس、Ѩଟ܅など、൏人をもつ人物は76名にの΅る。ઌほどあ͛た大ॅੇسも２名ݟえる。
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൏人・൏人ࠃ公・大ॅ൏人はもちΖん、Ѩଟ܅についても、h 古事記ʱに、Րর （໋ւ）がʮ൏

人Ѩଟ܅ʯのと記されており、൏人であることが明നである。ಸྑ時代の前の天平年間には、

かつてـ内にҠされた൏人たちの一෦が村落をܗ成していたのである。

一ํ、h 日本書لʱ༤ུ天17ߖ年の記事には、山背のʮ内村ʯにᩴ土師෦の存在がみえる。ʮ内

村ʯは、松井の北にҐஔする内ཬであると考えられ、ૹّྱや土器づくりに関連する集団であ

る土師ࢯが内ཬにもいたと考えられる。

ᶆদҪͱେॅɾ

松井横穴群とಉ一丘陵の北෦にある天神社は、h Ԇت式ʱ神明ாにみえる式内社にൺ定されて

いる。ಸྑ・平҆時代Ҏ߱、南山城には寺社のԂが次ʑとཱてられる。௲܊تではۄ井、田

原、҆ూ、ੴ垣、൧Ԭ、山本、ેࠄ、、大ॅ、松井などがある。松井は、

ఃԠ３（1224）年ࠒと考えられるએཅӃ所ྖ録には、上西Ӄ（鳥Ӌ天ߖߖ女）からએཅӃ（後

നՏ天ߖߖ女）にৡられた所ྖとしてみえる。

大ॅは、ڵ寺ྖのԂであり近世の大ॅ村に相当する。大治４（1129）年̒月22日けએ

（1158）３ݩである（อྖٶである。ੴਗ਼ਫ八幡ݟ寺ྖ大۱ʯがみえ、史ྉ上のॳڵには、ʮࢫ

年12月３日けએࢫにみえる）とは、ྡしていることからしし相をҾきىこしており、

とくにはՅఓ（1235）ݩ年からಉ２（1236）年における༻ਫ相は༗名である
ㅭ㉅14ㅮ

。山・ਫにを発

したものは、य़日神人であったః弘がࡴされたことで、ྖՈのಊऺ・神人どうしのରཱと発

展した。この相において、ࡴされたః弘は、もともとはੴਗ਼ਫ社の神人फのࢠでʮ本所ʯ（ੴ

ਗ਼ਫ八幡ٶ）に背き、य़日社神人となり、松井地域にདྷԟしていたことがみえる。

また、この相に関༩していたफ知という人物は、松井蔵人फという人物をに࣋ってい

たといい、後ड़するʰଠ平記ʱの松井蔵人はफのࢠଙとも考えられる
ㅭ㉅15ㅮ

。このように大ॅと

の૪には、松井のॅ人とࢥΘれる人物もਂくかかΘっていた。大ॅとの૪はこのあ

ともつづき、弘҆４・ （̑1281・2）年にも相がىきている
ㅭ㉅16ㅮ

。

ᶇʰଠฏهʱͷদҪଂਓ

後ޣ天ߖがחນ府の౼ນを計ըして事前に発֮したݩ弘のཚにおいては、後ޣ天ߖがּ

ஔ山からಀれてՏ内の坂城に向かう్中で、༗Ԧ山（井ख町）山中で、ਂ須ೖ道・松井蔵人にั

らえられたことがみえている（h ଠ平記ʱ巻三）。　

ᶈ൏ਓྖ࢘େॅ

ࣨ町時代の人で൏人ਖ਼などを歴した中原߁は、ࣗの日記ʰ߁記ʱで、大ॅについ

て記している。ここでの大ॅは൏人ྖ࢘大ॅである。h 大ॅྖ࢘記ʱによると、൏人߁

からは、公事（੫）としてேఊのݙ上物が記されている。ਖ਼月にはʮࣣ種ࡊʯ、ޒ月にはʮឡ
ㆡㆾㆌ

ʯ

をݙ上する例がଟくみられ、ݙ上された日は、ਖ਼月̒日、̑月４日、̓月̒日となっており、

અ会の前日にあたる。൏人ྖ࢘からの公事物は、ேఊのઅ会において༻される物品であった。

また、内には、大ঐ会ྉ田が存在していた。h 年10月17日には、中原（1455）ݩਖ਼߁記ʱ߁

るとこΖによれ、大ॅ内の大ঐ会ޠのとこΖに大ॅの名主、ʮ南ʯ（࣮名不明）がདྷて߁
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田という田地が１町２あった。ʮ西ʯ（࣮名不明。南の॑にあたる）が代ʑͦの田地を経営し

ていたが、ʮ西ʯがڈࢮし、࣮ࢠもいなかったため、１ஈ・２ஈ͝とに分けられて、ച٫された

という。

ྖ࢘っている。൏人ݴは大ঐ会田の断ઈになるので、ങいして公をめるべきことを߁

大ॅには、ʮ大ঐ会田ʯといって、天ߖଈҐのとき、行Θれる大ঐ会にあたってேఊにࢀり、

෩ଏの人のをするためのඅ༻をࢧえる田地がஔかれていた。今も大ॅ地内にʮ大ঐྉʯと

いう地名がることを考えると、大ॅが൏人ྖ࢘であったのは、大ॅがかつて大ॅ൏人たち

のॅډした大ॅڷのނ地だったのであΖう。

ʰ߁記ʱには、松井村と大ॅの相についても記している。ๅಙ３（1451）年̕月には、松

井村のඦとמのことからڥ界相をおこし、ಉ月４日に大ॅの名主྆人（東と南の名主）が

京の൏人࢘において、ૌুのҊを書き༩えられたことがみえる。このこΖになると、大ॅ村、

松井村はྡした村落として存在しており、ઓࠃのઓཚを経て近世の村につながっていく。

ᶉۙੈҎ߱

松井村の名前は大ॅ村とともに1700年のݩڷா、1834年の天อڷாにもみることができる。

明治にೖり町村੍ࢪ行時（明治22（1889）年）には、松井村と大ॅ村は合ซして大ॅ村となる。大ॅ

村はত和26（1951）年に田辺町に編ೖし、平成 （̕1997）年に田辺町は市੍にҠ行し京田辺市となる。

（酒井健治）

̏　पลͷ遺跡

松井横穴群と向山遺跡がҐஔする京田辺市北෦から八幡市にかけての؛ࠨ地域を中৺に

して、周辺遺跡のঢ়گを時代別に֓؍する（第̒ਤ）。

ᶃچੴ࣌ث

金ӈӴ垣内遺跡（八幡市美濃山井ϊݩ）では、ೋ上࢈αψΧΠτのφΠϑܗੴ器やཌྷঢ়Ṟยੴ

ྉながら報告されているࢿ集࠾ੴのཌྷঢ়Ṟยੴ֩などが༵ࠇ、֩
ㅭ㉅17ㅮ

。また遺跡の東ํの地でもν

ϟーτ製φΠϑܗੴ器が࠾集されている
ㅭ㉅18ㅮ

。近の西ϊޱ遺跡
ㅭ㉅19ㅮ

、荒坂遺
ㅭ㉅20ㅮ

跡でもφΠϑܗੴ器やཌྷঢ়

Ṟยが後世の遺構にࠞೖするかたちでग़土・࠾集されており、八幡市の内ཬから京田辺市の松

井にかけての丘陵地帯にچੴ器時代遺跡がっていると推測されている
ㅭ㉅21ㅮ

。

ᶄೄ文࣌

当該地域において、ೄ文時代の遺構・遺物はੴ器ࢿྉが断ยతに認められる程度で、金ӈӴ

垣内遺跡
ㅭ㉅22ㅮ

、美濃山廃寺下層遺
ㅭ㉅23ㅮ

跡でαψΧΠτ製の༗ઉઑ಄器がग़土している。༗ઉઑ಄器は、ԡ

く主ுされるようになってきており、ೄ文時代期のもڧ文土器にはΘないとする考えがܕ

のとみられる。

このほか、西ϊޱ遺跡ではೄ文時代のੴ᭲がग़土しており
ㅭ㉅24ㅮ

、金ӈӴ垣内遺跡では、ೄ文時代

の可能性があるੴが࠾集されている
ㅭ㉅25ㅮ

。荒坂遺跡ではೄ文時代の可能性があるαψΧΠτ製

ؠが土坑からग़土している
ㅭ㉅26ㅮ

。この土坑については、落とし穴の可能性がࢦఠされている。
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第̒ਤ　周辺遺跡分布ਤ（1/25,000）
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ᶅੜ࣌

弥生時代中期の遺跡としては、金ӈӴ垣内遺跡では中期の土器とଟྔのੴ᭲がग़土している。

また、遺跡の南200̼の地で中期中ࠒのᙈ棺がग़土している
ㅭ㉅27ㅮ

ߔ周ܗਫ遺跡で中期後のํ。

墓がݕग़されており、金ӈӴ垣内遺跡にॅむ集団の墓である可能性がࢦఠされている
ㅭ㉅28ㅮ

。ʮ狐谷

遺跡ʯからはֆը土器が土坑よりग़土しており、この土坑に関しては墓である可能性がࢦఠされ

ている
ㅭ㉅29ㅮ

。

後期にはٶϊ背遺跡
ㅭ㉅30ㅮ

、西ϊޱ遺跡
ㅭ㉅31ㅮ

、備前遺跡
ㅭ㉅32ㅮ

、南山遺跡
ㅭ㉅33ㅮ

、美濃山廃寺下層遺跡
ㅭ㉅34ㅮ

、幣原遺
ㅭ㉅35ㅮ

跡で竪

穴建物がみつかっており、いͣれも丘陵上の遺跡であり高地性集落としてཧղされている。ٶϊ

背遺跡では竪穴建物にઌ行する棺墓があるほか、ਫ遺跡で後期後～古墳時代ॳ಄にかけて

の棺墓がある
ㅭ㉅36ㅮ

。式෦谷遺跡では区࠰܌᧪銅文銅がみつかっている
ㅭ㉅37ㅮ

。

ᶆݹ࣌

前期から中期にかけては、北からੴ不ಈ古墳、西ं௩古墳
ㅭ㉅38ㅮ

、東ं௩古墳
ㅭ㉅39ㅮ

、Ԧ௩古
ㅭ㉅40ㅮ

墳などの前ํ

後ԁ墳が造られる。西ं௩古墳は墳115̼で؛ࠨ最大規模をތる。また、ಉ時期には

ӓ山古墳
ㅭ㉅41ㅮ

、大ॅ南௩古墳
ㅭ㉅42ㅮ

、大ॅं௩古
ㅭ㉅43ㅮ

墳などの前ํ後ํ墳がଟく造られ、山城地域でも特తな

地域である。ํ墳ではώル௩古墳
ㅭ㉅44ㅮ

、ԁ墳では東ೋࢠ௩古墳
ㅭ㉅45ㅮ

、西ೋࢠ௩古
ㅭ㉅46ㅮ

墳などがある。松井横穴

群近では、ޚໟ通古墳群でܗ埴輪をう中期ॳめࠒのԁ墳とํ墳がみつかっている
ㅭ㉅47ㅮ

。

後期古墳としては、̒世ل中ࠒの֟谷古墳
ㅭ㉅48ㅮ

、̒世لから̓世لにかけてのԁ墳が13基あるޱ

谷古墳
ㅭ㉅49ㅮ

群がある。؛ࠨでは、大ॅよりも北の地域で後期の横穴式ੴࣨは確認されておらͣ、

これらはいͣれも棺墳である。また、後期には八幡市美濃山から京田辺市松井の地域にか

けて、北から狐谷横穴群、美濃山横穴群、女谷荒坂横穴群が約1.5kmの範囲に集中して造られる。

山城の横穴の調査史についてはこの後のઅでふれる。

集落遺跡としては、田遺跡
ㅭ㉅50ㅮ

、内ཬ八ஸ遺
ㅭ㉅51ㅮ

跡や新田遺
ㅭ㉅52ㅮ

跡で古墳時代後期～飛鳥時代の竪穴建物

がまとまってみつかっている。範囲を֦͛るとՏচ遺跡で前期の
ㅭ㉅53ㅮ

墓があり、女Ֆ遺
ㅭ㉅54ㅮ

跡で

前期の、上ಸྑ遺跡で前期と中
ㅭ㉅55ㅮ

期の竪穴建物がみつかっている。京田辺市域では遺跡で集落の

展։が予想されている
ㅭ㉅56ㅮ

。

ᶇඈௗɾಸྑ࣌

山城地域の؛ࠨでは、ར健྄ࢯにより古山ӄ道・山ཅ道が想定されているが
ㅭ㉅57ㅮ

、内ཬ八

ஸ遺跡で古山ӄ道に該当する可能性がある道路遺構がݕग़されている
ㅭ㉅58ㅮ

。ಉじく道路遺構として、

荒坂遺跡で古代Ҏདྷの山城とՏ内を݁Ϳ道路の可能性がある遺構がݕग़されている。また、時期

不明ながらᦰతな۷ཱ柱建物がݕग़されており、ʮ大ॅڷʯあるいはʮ༗ஐڷʯのڷՈの可能

性がࢦఠされている
ㅭ㉅59ㅮ

。上ಸྑ遺跡
ㅭ㉅60ㅮ

、内ཬ八ஸ遺
ㅭ㉅61ㅮ

跡では、ಸྑ時代を中৺として大۷ཱܕ柱建物が

あるほか、ੴ帯などがग़土しており、ᦰత性֨が考えられている。

寺Ӄ跡は、ຕํ市域で̓世لの建とされている಄神廃寺があり、ౝ・金ಊ・回࿓などがݕ

ग़されている。八幡市域では瓦積基ஃの金ಊないしߨಊがあるࢤਫ廃寺
ㅭ㉅62ㅮ

、ౝ跡がݕग़されている

西山廃寺（ཱ寺）、大ܕのૅੴ۷ཱซ༻建物がݕग़された美濃山廃
ㅭ㉅63ㅮ

寺がある。
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ਫ１号ࢤした瓦༼跡は、ͦれͧれڅڙਫ廃寺と西山廃寺に瓦をࢤ
ㅭ㉅64ㅮ

༼とཱ寺瓦༼跡がॆてられ

ている。ಉじく生࢈遺跡としては、須恵器༼が松井༼跡、ަϲ原༼跡がԬ京期～平҆時代に

されていた。集落としては田遺ۀૢ
ㅭ㉅65ㅮ

跡、新田遺
ㅭ㉅66ㅮ

跡、女Ֆ遺
ㅭ㉅67ㅮ

跡で竪穴建物や۷ཱ柱建物などが

。ग़されているݕ

ᶈฏ҆࣌Ҏ߱

Տচ遺跡
ㅭ㉅68ㅮ

、内ཬ八ஸ遺跡
ㅭ㉅69ㅮ

、上屋遺跡
ㅭ㉅70ㅮ

、女Ֆ遺跡
ㅭ㉅71ㅮ

、西村遺
ㅭ㉅72ㅮ

跡などで集落跡がみつかっ

ている。なお、ੴਗ਼ਫ八幡ٶのӉࠤからのקはః（858）ݩ؍年のことである。

（１）松井横穴群第１～４次

̍ ɽೆ ࢁ   Ҭ ʹ ͓ ͚ Δ ԣ ݀ ͷ 調 査 ࢙

南山城地域における横穴の認ࣝのมભは、Ҏ下の３期にཧすることができる。

第１期：ઓ前～1960年代において横穴の報告ࣗ体がগない時期。

第２期：1960年代Ҏ߱に横穴の報告が増えていき、গ数ながらも南山城地域の範囲に横穴が

分布すると認ࣝされた時期。

第３期：第ೋ京ࡕ道路にう調査をܖ機にして、八幡市から京田辺市にかけて大規模な横穴群

の存在が判明する1990年代後Ҏ߱である。

̍ʣ第̍ظ

松井の横穴群が知られるのはこの時期であり、南山城地域で報告された最ॳの横穴である
ㅭ㉅73ㅮ

ؠ。

井ढ़ࢯは、௲܊ت史編ࢊҕһである中म一ࢯからの報で横穴の存在を知り、࣮ࡍにݱ地を

౿査した݁Ռ、横穴の分布にはߕ～ஸの４つのまとまりがあり、合計20基の横穴があるとの報告

を大ਖ਼（1912）ݩ年に行っている（第̓ਤ）。

また、ؠ井ࢯは全ࠃతに横穴を集成し、横穴の分布についての考も行っている。この中でـ

内における横穴の分布は、ʮ山城ʯで１か所（松井）、ʮՏ内ʯ

で２か所（҆寺、高井田）のみで、数がগないがࢦఠさ

れており、当時の横穴の握ঢ়گを知ることができる。

さらに、h Ԇت式 ・ɦh 記߁ ・ɦh 古事記ʱをҾいて、

大ॅに൏人がॅډしていたとしたうえで、൏人と横穴にԿ

らかの関がなかΖうかとఏىしている。八幡市から

京田辺市にかけて存在する横穴が、൏人と関連するのでは

ないかというࢦఠしたのはؠ井ࢯが最ॳであり、またͦれ

が研究のૣいஈ֊から࣋たれていたࢹであることにҙ

しておきたい。

松井の横穴については、ߐਖ਼一ࢯも1917年にϨϙーτ

しており、౿査の݁Ռとして19基の横穴の存在が報告され 第̓ਤ　大ਖ਼に報告された松井の横穴
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ている
ㅭ㉅74ㅮ

。この19基という数字は、1972年に京都府ڭҭҕһ会によってはじめてץ行された遺跡地

ਤに、ʮもと19基ありݱ在̒基։ޱʯとडけܧがれている。

1982年当時の田辺町によってץ行された遺跡分布調査֓報では、１～̕号の̕基の横穴が報告

されており
ㅭ㉅75ㅮ

、この内༰は1985年の京都府ڭҭҕһ会による遺跡地ਤの第２൛にもөされている
ㅭ㉅76ㅮ

。

2003年の遺跡地ਤの第３൛では２基が増えて、１号～11号の横穴が一ཡදに記ࡌされている
ㅭ㉅77ㅮ

。京

都府ڭҭҕһ会がΠンターωοτ上で公։している(*4൛の遺跡地ਤでは、10・11号横穴のみが

地ਤ上で۩体తなҐஔがࣔされており、ͦれまで報告された横穴のҐஔ握がࠔであったこと

がうかがえる。

第１期に、南山城地域において松井横穴群の次に知られた横穴は、荒坂横穴群と美濃山横穴群

である。八幡市荒坂横穴群は松井に次いで報告された横穴で、ക原治ࢯによって丘陵ෲに։ޱ

しているものが数基あるとհされた
ㅭ㉅78ㅮ

。また、近の八幡市美濃山でも４基が報告されている
ㅭ㉅79ㅮ

。

̎ʣ第̎ظ

南山城地域の横穴は八幡市南෦～京田辺市北෦にかけてのものであったが、1960年代Ҏ߱ͦれ

Ҏ֎の地域からの報告が増える。山城町北Տ原北谷（ݱ市）では２基の横穴が報告され
ㅭ㉅80ㅮ

、田

辺町（ݱ京田辺市）では主体෦に横穴式ੴࣨをもつງ古墳群で、２基の横穴が調査されている
ㅭ㉅81ㅮ

。

1978年には田辺市（ݱ京田辺市）൧Ԭ横穴が調査されている
ㅭ㉅82ㅮ

。八幡市南෦から～京田辺市北෦の地

域でも、女谷横穴群
ㅭ㉅83ㅮ

、狐谷横穴
ㅭ㉅84ㅮ

群が調査されている。

また、第２期は横穴が൏人の墓であるとの考えが定ணする時期でもあるが、ͦれはߒ一ࢯに

よるӨڹが大きい
ㅭ㉅85ㅮ

。ࢯは、ᶃ西田ೋࢯの研究をͻいて大ॅが൏人のॅډ地であった、ᶄ

松井の横穴をਤࣔして、横穴が丘陵にରしてࣼめ下に۷されており、地下式横穴とྨࣅしてい

る、この２を大きなࠜڌとして南山城の横穴が൏人の墓であるとした。これにより南山城に

おける横穴と൏人を݁ͼつける考えは、定આ化してΏく。ᶄのڌについてはʰ八幡市ࢽʱにお

いて荒坂横穴の例がఏࣔされている
ㅭ㉅86ㅮ

。

平ྑହࢯٱは南山城地域の後期古墳をまとめるうえで、横穴にも৮れている
ㅭ㉅87ㅮ

。特に、八幡市か

ら京田辺市にかけての横穴群については、1.5kmの範囲に一大ີ集地帯をなしているとධՁし、

これを全体でʮ美濃山・松井横穴群ʯとし、狐谷、美濃山、女谷、荒坂、松井の֤横穴群はͦの

は、女谷・荒坂横穴ํݟ群としてҐஔけている。当該地域における横穴を一つの群とଊえるࢧ

群や松井横穴群が大規模な横穴群と認ࣝされる第３期Ҏ߱にがってΏくが、発۷調査も進んで

いなかった時期にࣔされた考えでありݟといえる。なお、この地域の横穴について平ྑࢯは、

Ҡりॅんだ൏人がނ地の墓੍をとったものであるとしている。

田辺町（当時）による遺跡分布調査の֓報でも、松井、美濃山、荒坂、女谷の横穴群は近して

墓੍もڞ通していることから、本དྷ一つのάルーϓとしてଊえられる後期群集墳であるとしてい

る
ㅭ㉅88ㅮ

。これらは横穴を墓੍とする集団がもたらしたものとし、൏人の墓とするݟղを࣋ࢧしている。

̏ʣ第̏ظ

第ೋ京ࡕ道路の建設にઌཱち、1993年から荒坂横穴群、2000年から女谷横穴群が調査される。
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数次にΘたる調査は、֓報を経て2004年に報告書にまとめられるが、このなかで報告されている

調査された横穴は52基にの΅り、八幡市南෦から京田辺市北෦にかけての地域において、ଟ数の

横穴が存在することが明らかになった
ㅭ㉅89ㅮ

。

また、これまで別ʑの横穴群と認ࣝされていた女谷横穴群と荒坂横穴群は、ಉ一の横穴群であ

ることがあきらかになり、女谷・荒坂横穴群とされ、横穴の範囲とີ度から、200基近くの横穴

が存在していると෮原された。これによって、ʮ南山城最大級
ㅭ㉅90ㅮ

ʯやʮ府下最大級
ㅭ㉅91ㅮ

ʯなどのධՁに

みられるように、女谷・荒坂横穴群は大規模横穴群であると認ࣝされるようになった。

横穴群全体の規模のࢉࢼは、新名神高道路備事ۀにう女谷・荒坂横穴群の調査の後にも

行Θれており、総数300基をえる横穴の存在が෮原されている
ㅭ㉅92ㅮ

。南山城地域での横穴調査例の

増加と、横穴群の大規模性が認ࣝされるようになった第３期Ҏ߱、ͦのҐஔづけについてのٴݴ

も増えていく。

女谷・荒坂横穴群の調査を୲当したؠ松อࢯは、横穴に関する֤をܧଓతにఏग़しているが、

とくに2007年の考では、南山城で地下式横穴にྨࣅしているとされてきたものは天井が่落し

たものや、墓道が埋まったものであり、࣮ࡍはྨࣅしないことをࢦఠした
ㅭ㉅93ㅮ

。横穴と൏人を݁ͼつ

ける大きなࠜڌは事࣮ޡ認であることを明らかにしたで重要である。ؠ松ࢯは横穴造営の背後

には中央政権によるঝ認と集団のஔがあったとしている。

Ֆ田উࢯはـ内の横穴を֓؍し、ͦの中で南山城・大和北෦྆地域にڞ通する横穴について

は山城ܕとした。特には、Ӌࢠ൘ܗの平面ܗ、ઑ಄Ξーνܗの天井などをࣨݰ、͛ڍがત道よ

り一ஈ高くなっているについてはࢡচの発ୡとධՁし、ࣨݰの平面ܗに横穴式ੴࣨのӨڹをࢦ

ఠした
ㅭ㉅94ㅮ

。また、近年Ֆ田ࢯは、八幡市南෦から京田辺市北෦にかけての横穴群をʮ大ॅ・௲ت横

穴群ʯとশするべきとし、ͦこに政権ࡿ下の༗ྗ߽の੍ٖతಉಉ集団の݁ଋをಡみऔって

いる
ㅭ㉅95ㅮ

。

҆村ढ़史ࢯはـ、 内を中৺とした横穴を分ੳするなかで、南山城の横穴についても৮れている
ㅭ㉅96ㅮ

。

南山城全体の時間తなྲྀれとして、

ᶃ̒世ل後༿にํܗ平面・ドーϜ天井を中৺にӋࢠ൘ܗ平面・Ξーν天井の横穴が成ཱする、

ᶄ̒世ل༿にӋࢠ൘ܗ平面・Ξーν天井の横穴が行し̓世ل前༿ࠒまで造られる、とまと

めている。̒世ل後༿の横穴については北෦भ地域とՏ内地域からのの可能性を͛ڍ、ఝ

のग़土がগないことから棺を༻せͣ、վを行う法であることから北෦भ、とくに๛前

やஜ前からので成ཱしたものと考えている。

また、南山城において、しし横穴と൏人を関連づけるについては、ͦのࠜڌである地下

式横穴との関連のݕ౼が不े分であるとࢦఠする。さらにඃ者集団をઌに設定するのではなく、

考古ֶతなํ法に基づいてݕ౼すべきであるとしている。

খઘ༟ࢯ࢘は、南山城地域の群集墳に৮れるなかで、ಉ地域で横穴が造られる̒世ل～̓世

大している時期であることから、横穴を墓੍とした集団がೖ২したの֦・ݱは、集落がग़ࠒ中ل

ではないかとした
ㅭ㉅97ㅮ

。
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̎ ɽࠓ ࣍ 調 査 ͷ 報 告 ͱ ํ ๏

̍ʣ遺跡

ᶃ調査۠ͷܗ

横穴が造られる丘陵のࣼ面は、西ଆが南北にほ΅ઢతであるのにରし、東ଆはग़ೖりにん

だ地ܗとなっている。新名神高道路༻地近では丘陵にରしては北から２つの谷がೖりࠐんで

いる（第̔ਤ）。西谷෦は、༻地南近を谷಄とし、དྷܴ寺の南谷ޱを͛る。西谷෦と丘陵

西ࣼ面との間はഅの背ঢ়のඌࠜےになっており、ここに市道ദ原上西浦ઢがっている。調査ର

地内でのඌࠜのඪ高は52～54̼である。

東谷෦は༻地の南から南約100̼の所から発し、༻地北近で谷ޱを͛ており、谷

ఈにԊってཬ道がつくられている。谷ޱの東ࣼ面は、ͦのまま丘陵本体の東ࣼ面とଓいていく

地ܗである。

調査ର地の丘陵຺ࢧは竹ྛであり、ഓがんに行Θれている所である。発۷にઌཱち

竹ྛのെ࠾が行Θれた後、当調査研究センターによる調査を։࢝した。一帯は২土に෴Θれて

いたが、横穴がؕした可能性のあるۼみや、横穴の։ޱ෦などが数か所で؍できた。

ᶄࢁ

丘陵ࣼ面で認められる地山の種ྨは、ඪ高によってҟなっている。所によってόリΤーシϣ

ンがあるものの、֤τϨンνをڞ通し

てᶗ～ᶜ層に分けることができる。

Ҏ下に特をड़べるとともに、遺構

の࣮測ਤにも地山の種ྨをࣔした。৭

調は代දతなものを͛ڍた。

地山ᶗ層－ᶘ層より上Ґで認められ

る地山を一ׅした。෩化が進み、కま

りがऑい層でݓ大のをଟくؚんでい

る。横穴内では墓道やત道・ࣨݰの上

層に、この層からྲྀೖしたとみられる

層がଟく認められた。

地山ᶘ層－ઙԫᒵ৭で主に࠭ࡉがڧ

くకまった層である。３～１ܘDm大

のԁをଟくؚんでいる。

地山ᶙ層－ࠇ৭をఄし、主にૈཻ

࠭がඇৗによくకまった層である。

40Dm程度のްさがある。

地山ᶚ層－ᶙ層とಉじであるが、৭

調が明～৭をఄしており、80Dm第̔ਤ　調査地の地（1/5,000）ܗ
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程度のްさがある。৭調をআいた特はᶚ層とಉじであることから、ᶚ層のද層がม৭したもの

がᶙ層とみられる。

地山ᶛ層－୶ԫ৭をఄしてૈཻ࠭がྑくకまった層である。

地山ᶜ層－࣭ۉで೪࣭なシルτ層である。փന৭である。所によっては最上層にްさ30Dm程

度で、ඇৗにకまりのྑいԫᒵ৭の層が存在している。

地山ᶘ～ᶛ層は地࣭తにはະ݁ݻの層とݺれるものであるが、一定のڧ度がある。特に、

地山ᶙ・ᶚ層はకまりがڧくؠ൫ঢ়になっている。ત道・ࣨݰのଆนや天井は、地山ᶙ・ᶚ層に

造られており、ࣨݰ内のۭ間をอ࣋するため、ڧ度のある層がબされた可能性がある。

地山ᶜ層は೪࣭土層で、墓道・ત道・ࣨݰのচ面がこの層にあたるものがほとんどである。ಁ

ਫ性がなく、༙ਫやਁಁしてきたਫは地山ᶜ層上にཷまるか、ද面をって下ํにྲྀれる。

ᶅ遺ݕߏग़

遺構のݕग़ۀ࡞は、重機でද土ٴͼଯ積土をআڈしたのち、人ྗでਫ਼査を行った。横穴は丘陵

ࣼ面にಉ程度のඪ高でฒんで造られており、ݟ٢ඦ穴のように上下に造られることはない。

をఄܗग़෦は、横穴の墓道からત道にあたる෦分で、高ઢにରしてほ΅֯にॎのପԁݕ

している。また、ݕग़したものの中には、খさな։ޱ෦のある横穴も一෦存在していた。横穴の

ͼ地山上のٴग़した。墓道にあたる下分は、ᶜ層ݕग़෦のうち上分は、地山ᶘ～ᶛ層上でݕ

ଯ積土でݕग़した。

ᶆ遺ߏ൪߸

、なくτϨンν͝とに２ܻの通し番号を༩えた。ͦのうえでग़した遺構には、遺構の種別関ݕ

通し番号にはΞルϑΝϕοτの遺構記号とτϨンν番号をףして遺構番号とした。横穴には̨̭

の遺構記号を༩えた。

今回の発۷調査ऴྃ後、京田辺市ڭҭҕһ会・京都府ڭҭҕһ会とٞڠのうえ、遺構番号と別

に松井横穴群全体としての横穴番号をした。松

井横穴群ではすでに11号までの横穴番号がされ

ていたため、今回調査の横穴は12号からとなる。

本報告ではこの横穴番号を༻する（ද１）。

ᶇ遺۷ߏ

横穴の۷にあたっては主࣠を設定し、墓道の

ઌからおおむͶ２̼͝とにʮॎ断１、ॎ断２・・・ʯ

ͼʮ横断１、横断２・・・・ʯと設定し、ॖईٴ

1/10の断面ਤを࡞成しながらॱ次۷を行った。

のਂ度がਂくなるものに関しては、҆全に۷

ྀしておおむͶࠊの高さを҆に、２ないし３回

に分けて۷と記録を行った（第̕ਤ）。

と設定した主࣠が大ܗのա程で遺構本དྷの۷ 第̕ਤ　横穴調査ա程の例
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きくͣれていることが判明した合には主࣠をΫϥンΫঢ়やʮくʯの字に۶ۂさせるなどした。

るものについてはͦれよりԞは天井下の෦分にあたる。҆全ग़෦を۷りऴえると、天井෦がݕ

に調査をଓけることが不可能なので、重機で天井をআڈした後、Ҿきଓき断面を記録しながら۷

いۭ間が認められる合があっ内が埋まりきらͣに天井下にࣨݰを行った。横穴によっては

た。こうした横穴については重機で天井をআڈする前に、３̙Ϩーβー測ྔを行い天井のঢ়گを

記録した。横穴۷後はۀ࡞のਝ化のため、۷ঢ়گについても３̙Ϩーβー測ྔで記録した。

なお、３̙Ϩーβー測ྔは、第３次調査時からಋೖしたため、12τϨンνの一෦横穴では天井

のঢ়گを記録できていない。

ᶈ遺ͷऔ্͛

ग़土した遺物は、すべて原Ґஔでのऔり上͛を基本とした。ग़土Ґஔの࠲ඪとඪ高を記録する

とともに、ඞ要にԠじてग़土ঢ়گをॖई１ʗ̑のਤ面で記録した。ただし、明らかに後世にྲྀೖ

した遺物と判断できる遺物が横穴۷時にग़土した合には、۷の୯Ґと層Ґ名でऔり上͛た。

୯Ґは、ॎ断１の南・北をʮaʯ・ʮbʯ、ॎ断２の南・北をʮDʯ・ʮEʯ・・・というॱ番で۷

記号化した。たとえ、̨̭0120において、ॎ断２の南ଆの第16層にྲྀೖしたとみられる土器ย

があった合、ʮ̨̭0120－D　16層ʯというද記になる。

ᶉԣ݀ͷߏ

横穴は大きく３つの෦分に分けることができる。ೖޱ෦にあたり天井がない෦分が墓道、最も

Ԟにある天井下の遺体を埋するۭ間がࣨݰである。ત道は、墓道とત道の間にあり、天井の༗

ແで墓道と分けることができる（第10ਤ）。しかし、ଟくの横穴で天井が่落しているため、本དྷ、

天井がどのҐஔまで存在していたか不明な合がଟい。

また、天井が่落している横穴で、କのないࣨݰの平面ܗでは、ࣨݰとત道の区分が不明であ

る。҆全面のからࡉࢠに؍できなかったが、Ϩーβー測ྔによれݰがるものも存在

するようである。横穴の記ड़にあたっては、墓道

ઌからํࣨݰ向をݟた合を基本にして、ࠨ・

ӈとදݱする。

̎ʣ遺ߏ

ᶃԣ݀

֤横穴の報告にあたっては۷ঢ়گの平面ਤを

ॖई１ʗ80でࣔし、土層断面ਤٴͼॎ断とԞนの

通しݟ。通しਤを平面ਤのにಉॖईでしたݟ

ਤは、天井下にۭ間がありϨーβー測ྔを行った

ものは۷ঢ়گと天井を合成したものをࣔし、天

井を記録できなかったものは۷ঢ়گのみをࣔし第10ਤ　横穴の֤෦名শ



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-øĀ-

た。遺物のग़土ঢ়گはॖई１ʗ20の平面ਤでࡌܝし、ඞ要にԠじてཱ面のঢ়گをࣔした。

ᶄࣨݰͷྨ

ఠされているࢦが༺内の横穴式ੴࣨについては、設計にईのـ
ㅭ㉅98ㅮ

。当横穴群のࣨݰでもݕ౼し

てみたとこΖ、ほとんどの横穴において平面ܗがईのํ؟に合கしていた。よって、横穴式ੴ

ࣨとಉ様にईの༻がΘれる。༻ईについては、੬い地山につくられておりࠩޡも大きいと

考えられることから、時期による༻ईのม化のݕ౼にはえない。

このようなঢ়گではあるが、ई（約29.6Dm）に一கするものがଟかったことから、ࣨݰの分ྨ

においては、ͻとまͣईを༻して行う。ࣨݰをྨܕ化するにあたっては、ࣨݰのԞน下と

྆ଆ辺の関から、Ҏ下の２つに大きく分けた（第11ਤ）。ࣨݰԞからଆ辺は、Χーϒをඳきな

がらଓするため、設計された෯と、Ԟน下の࣮ࡍの෯はಉじではない。

ᶗ：Ԟน下にରしてࣨݰの྆ଆ辺がほ΅֯に墓道ଆのͼるもの。平面ܗはํܗなどശ

。をఄするܗ

ᶘ：Ԟน下にରしてࣨݰの྆ଆ辺は֯にならͣ、ڱまりながら道ଆのͼるもので、平面

めるのڱまりํには規֨性があり、྆ଆ辺が１ईͣつ（計２ई）෯をڱをఄする。෯のܗは三֯ܗ

にかかるさは、Ԟนから̒ईのものにはじまり、11ईのものまでがある。

。からત道にかけての෦分については、Ҏ下のように分ྨしたࣨݰ

Ћ：横穴式ੴࣨのକのように、ΫϥンΫঢ়に۶ۂして෯をڱめるものを一ׅした。

Ќ：なだらかに෯をڱめるもので、さ３ईあたり྆ଆ辺が１ईͣつ程度ڱまるもの。

上記の分ྨをみ合Θせてࣨݰをྨܕ化した。ᶗとЋの合せである̖１ྨでは、କのڱまり

かたがईのものと１ईのものが存在するようであるため、前者を̖１̰ྨ、後者を̖１̱ྨと

した。ᶘとЌの合せである̗１ྨにおいては、ࣨݰԞの෯が̒～̓ईのものがଟいが、ͦれよ

り෯がいものが存在する。ࣨݰԞの෯が̔ईや̕ईより大きくなってくると、平面ܗの印が

第11ਤ　ࣨݰ分ྨ
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大きくҟなる。

ͻとまͣ、̕ईをڥ界として、これよりڱいものを̗１̰ྨ、いものを̗１bྨに分けた。

̗１ྨは平面ܗが三֯ܗをఄするものであるが、ࣨݰがいものほど三֯ܗのײがബれ、̖ྨに

近いํܗの印をडける。ࣨݰԞの෯は基本తに̑ईҎ上で設計されているが、例֎తに４ई

や3.5ईのよりখさなαΠズのものが存在する。ͦれらを̙ྨとした。

̖２・̗１ྨについては、ࣨݰから墓道にかけてなだらかに෯がڱくなるため、ࣨݰとત道を

明ྎに区分することがしい。また̖２・̗１ྨは、ࣨݰのさにがあるため、さらにࡉ分

できる可能性がある。

̏ʣ֤ ͷ調査ঢ়گ（第12ਤ）

調査の当ॳは、横穴の分布ঢ়گを明らかにすることを第一のඪとし、まͣখ規模な調査区を

設定して遺構の༗ແを確認した。いくつかの調査区では横穴の一෦と判断される土৭のม化を確

認したため、調査区を֦ுすることで横穴のがりを握することにめた。

ᶃ第̍࣍調査（平成23年度）

調査։࢝は年度からで、西の谷෦の྆ࣼ面に１・２τϨンν、東の谷෦の྆ࣼ面に４・̑τ

Ϩンν、丘陵の東ࣼ面に̒τϨンνを設定して横穴の༗ແを確認した。１・２・４τϨンνにお

いては、横穴の可能性がある土৭ม化をݕग़した。 ・̑̒ τϨンνでは横穴はݟつからなかった。

また、向山遺跡として弥生時代の遺跡の༗ແを確認するために、丘陵෦の平ୱ地に３τϨン

νを設定した。３τϨンνでは柱穴・土坑をݕग़するとともに、แؚ層からは弥生土器がग़土し

たʢࢁ遺跡第1࣍ʣ。

ᶄ第̎࣍調査（平成24年度）

丘陵東ࣼ面での横穴の༗ແを確認するため̓・̕・10τϨンνを設定するとともに、４τϨン

νの北に̔τϨンνを設定し調査した。̓・̕・10τϨンνでは地山層を確認したのみで遺構の

で֦ுを行ܗる͛ܨग़したため、第４τϨンνとݕग़はなかった。̔τϨンνでは横穴を３基ݕ

った。

第１次調査で土৭ม化を確認した１・２τϨンνについても֦ுを行い、横穴が存在すること

を確認するとともにͦのがりを握するۀ࡞を行った。西の谷の最Ԟ෦にあたる所では11τ

Ϩンνを設定しਫ਼査を行った݁Ռ、एׯの土৭ม化を確認した。

また、丘陵の西ࣼ面は当ॳ、横穴の存在が想定されていなかったが、事ࢪ中に横穴がみつ

かったとの連བྷをडけた。京都府ڭҭҕһ会などとٞڠの݁Ռ、丘陵西ࣼ面も調査範囲にؚむこ

とになり、12τϨンνとして横穴のݕग़ۀ࡞を行った。年度後からは横穴の遺構۷を։࢝し、

12τϨンνの南にある12～19号横穴を۷した。

ᶅ第̏࣍調査（平成25年度）

年度当ॳから、４τϨンνと12τϨンνにおいて横穴の遺構۷をう調査を行った。４τϨ
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ンνでは76～78号横穴を۷し、74号横穴と

75号横穴は墓道෦分の調査を行った。また、

北に֦ுし79号横穴と80号横穴をݕग़した。

12τϨンνでは20～30号横穴を調査した。

年度中ࠒに11τϨンνの調査にணखし、前年

度にݕग़していた土৭ม化は横穴ではないこ

とを確認した。

年度後からは１・２τϨンνの横穴の調

査を࢝めた。１τϨンνでは31～35号横穴の

墓道෦分を۷し、２τϨンνでは53～58号

横穴を調査した。また、弥生時代の遺構の

がりを確認するため、丘陵෦で３τϨンν

の北にあたる෦分に13τϨンνを設定した

が、遺構や遺物は確認できなかった。

ᶆ第̐࣍調査（平成26年度）

年度当ॳから１・２・４τϨンνで調査を

行った。１τϨンνでは前年度に墓道のみ۷

していた31～35号横穴をؚめ、51号横穴ま

でを調査した。調査区֎にかかる52号横穴に

ついては、遺構۷を行Θなかった。２τϨ

ンνでは59号横穴～72号横穴を調査したが、

73号横穴は調査区֎にかかるため遺構۷を

行Θなかった。４τϨンνでは74・75・79・

80号横穴を調査した。加えてτϨンν֦ுを

南北に࠶度行い、81号横穴をݕग़したが調査

区֎に৳ͼるため、遺構۷を行Θなかった。

平成27年１月25日にݱ地આ明会を։࠵し、

985名のࢀ加をಘた。調査ऴ൫にはϥδコン・

ϔリコϓターによるۭ中ࡱӨと地ܗ測ྔを行

い、調査のঢ়گを記録した。

̐ʣ遺

ᶃ遺ཧ

ग़土遺物のཧは、ચড়ۀ࡞の͝く一෦を
第12ਤ　年度別τϨンνஔਤ
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を行ۀ࡞Өのࡱ地事所で行ったほかは、当調査研究センター本෦でચড়・合・࣮測・ࣸਅݱ

った。人骨については、土͝とऔり上͛たため、ணした土を落とすΫリーχンάۀ࡞を行

い、֤種σータϕーεなどをࢀরしながら෦Ґのಉ定を行った。

्骨については、山市ڭҭҕһ会の納屋内高史ࢯにؑ定をおئいした。鉄器はࡺ落とし・

合・࣮測・ࣸਅࡱӨのཧۀ࡞を行ったのち、Ԙのอ存ॲཧとᶠઢࣸਅࡱӨを֎෦ҕୗした。

ᶄثͷهड़

今回の調査でग़土した遺物は、横穴のࣨݰからग़土した副品が主体をめる。

ͦのうち土器ྨは、須恵器がѹతにଟ数をめ、土師器はগ数である。したがって、須恵器、

土師器のॱで報告を行う。

としてଟくの研究者に༻いられているݙによるものが基ૅ文ࢯ在、須恵器の編年は田辺ত三ݱ
ㅭ㉅99ㅮ

。

ただし、例ࣔされた土器の数がগなく、ഋҎ֎の器種のফやมભといったࡉ෦について、不明

ながଟ数存在しているのが࣮である。

また、南山城地域における地域編年については、生࢈地や都城との相ҧがࢦఠされているが、

体系తな編年がఏࣔされるにいたっていない。ͦのため、時期判断のࡉ෦については、h നੴ

考にしたࢀখ2010・২田2012ʱなどを・2006࡚ٶ・1992
ㅭ㉅100ㅮ

。

̩̠217Ҏ߱の須恵器ٴͼ土師器については、西弘ւࢯの編年Ҏ߱、研究が進められている飛

鳥地域の編年を༻する
ㅭ㉅101ㅮ

。飛鳥ᶗについては、土師器ഋ̘の調法を基にしてࡉ分されてきた経

緯があるが、今回のग़土土器は須恵器がѹతଟ数であるので須恵器の法ྔと調法を基にした

ཧにैう
ㅭ㉅102ㅮ

。ただし、࣮ࡍには、天井෦֎面がすべてέズリであるখࠖ田ࢿ05̨̙ٶྉ（松井ᶙa

期）と、ϔϥΩリもؚまれるとする̩̠209（松井ᶘ期）には、時間తな重ෳが考えられるが今後の

՝としておく。

ഋ ・ྨ土師器ᙈの器種分ྨはಸྑ文化財研究所による分ྨを༻する。中世Ҏ߱については、h中

世土器研究会1995ʱの֤અにैった
ㅭ㉅103ㅮ

。

　遺物の年代についてはҎ上のとおりであるが、須恵器の例にみるようにෳ数の文ݙをࢀরし

ており、ີݫに֤編年に४ڌしている༁ではない。ͦこで、ᶗ～ᶜ期の設定を行った。

　松井ᶗ期・・・・・田辺編年の̩̠43に該当する時期

　松井ᶘ期・・・・・田辺編年の̩̠209に該当する時期

　松井ᶙa期・・・・飛鳥編年の飛鳥ᶗ前に該当する時期

　松井ᶙb期・・・・飛鳥編年の飛鳥ᶗ後の古相に該当する時期

　松井ᶙD期・・・・飛鳥編年の飛鳥ᶗ後の新相に該当する時期

　松井ᶚ期・・・・・飛鳥編年の飛鳥ᶘに該当する時期

　松井ᶛ期・・・・・飛鳥・平城編年の飛鳥ᶙ～飛鳥ᶚ・ᶛに該当する時期

　松井ᶜ期・・・・・中世に横穴が࠶ར༻された時期

なお、遺物の時期ܾ定においては、ͦのࠜڌをできるだけ記ड़内でࣔすようにし、後からのݕ

ূが可能になるようにめた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤雅士）



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-ù３-

第13ਤ　遺構ஔਤ
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第14ਤ　12τϨンν遺構ஔਤ
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̏ ɽ1 � τ Ϩ ϯ ν ͷ 調 査

丘陵の西ࣼ面にあたる調査区である。当ॳ、この所では横穴の存在が予想されていなかった

が、発۷調査とฒ行して行Θれていた高道路の事中、横穴（30号横穴）が発ݟされため、京都

府ڭҭҕһ会と西日本高道路株式会社のٞڠの݁Ռ、発۷調査の範囲にؚめることになった。

ਫ਼査の݁Ռ12τϨンν内では、19基の横穴をݕग़した（第14ਤ）。

横穴はࣼ面にԊって、東西を主࣠にしながら南北にฒんでいる。12号横穴から19号横穴は、２

～３̼程度の間ִをあけながらほ΅間ִでฒんでいるのにରして、20号横穴から24号横穴は近

しており、20号と21号はࣨݰの一෦が重ෳしている。

横穴は、墓道ଆが大きく平されているものがଟく、特に27号横穴よりも北の横穴ではࣨݰの

一෦だけが存しているঢ়ଶである。29号横穴と30号横穴の間は横穴がݕग़されていないが、

平されている可能性もある。

横穴が造られるඪ高には大きな高低ࠩがない。墓道のりのྑい横穴では、墓道のઌはඪ高

46̼の高さにあり、地山ᶜ層を۷って造られている（第15ਤ）。ࣨݰఈ面の高さは、30号横穴を

আいて、ඪ高47̼近に集中しており、ࣨݰの天井がకまりのڧい地山ᶙ・ᶚ層にҐஔするよう

にҙࣝతに造られているようである。

第15ਤ　12τϨンν地山ঢ়گਤ
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横穴が۷られる丘陵ࣼ面は、ࣼ度20～25°であるが、ඪ高45̼近より下は大きく平されて

いるためࣼ度50°程度になっている。ཱするのもࠔなࣼٸであるため、12τϨンνでは横

穴の下に土で平ୱ面をつくり、҆全に調査するためのを確อした。調査のա程において26

号横穴と27号横穴の間でପԁܗの土৭ม化をݟつけたため、̨̭1216としたが、۷の݁Ռ、ࣗ

વ地ܗのۼみであり横穴ではないことがΘかった。

（加藤雅士）

第16ਤ　12号横穴平面・断面ਤ
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̍ʣ1�߸ԣ ʢ̨̭݀1��1ʣ

ᶃ֓ཁ

12τϨンνの最南でݕग़した横穴である。ݕग़時にはすでに天井෦のほとんどが่落したঢ়

ଶで、ݕग़෦はٯϑϥεコঢ়であった。調査にあたっては、ॎํ向を４分ׂして۷を行った。

。の主࣠は東で49°南ৼるࣨݰ。存する横穴の全は４̼を測る

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　後世のվมにしたがって、丘陵ࣼ面はٸなࣼ面となっており、墓道はすでにফࣦ

している。ત道と考えられる෦分には、ൺ高0.2̼のஈがある。ࣨݰにはକがあることから、ત

道と明ྎに区分することができる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　平面ܗはԞนにରして྆ଆ辺が墓道ଆに向かってڱくなり、ત道

とのڥでକをつくる。̗１ྨである。ࣨݰの最大෯は2.0̼であるが、Ԟนから1.57̼では1.64̼

の෯になる。ここまでがࣨݰであると考えられる。କのڱまりは、ࠨକが0.25̼、ӈକは0.36̼

である。

天井は่落していたが、Ԟน近（̳－̳ʟ）に一෦が存しており、このҐஔでの天井の高さ

は1.6̼である。本དྷ、天井はΞーνܗであったと考えられる。Ԟนは大きく่落しており、ܗ

ঢ়は不明である。

１ɽઙԫ৭（2.5:7/4）ૈ ࣭࠭土ʪ１ܘDm程のをؚむʫ
２ɽփന৭（2.5:8/2）࣭࠭ࡉ土にઙԫ৭（2.5:7/4）ૈ ࣭࠭土をؚむ
３ɽ明ԫ৭（10:37/6）ૈ ࣭࠭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
４ɽ欠番 
̑ɽ欠番 
̒ɽԫᒵ৭（10:38/6）ૈ ࣭࠭土ʪ１ܘDm程度のをؚむʫ
̓ɽᒵ৭（7.5:36/8）೪࠭土とにͿい৭（2.5:34/4）೪࣭土に

࠭の҉փ৭（2.5:33/1）࣭ߗ ؚむ
̔ɽ明ԫ৭（10:36/8）೪࣭࠭土ʪ̑ܘDm程度のඇৗにଟくؚ

む、　３ܘ～̑Dmのをগしؚむʫ
̕ɽփԫ৭（2.5:7/2）೪࣭࠭土ʪ３ܘDm程度のඇৗにଟくؚむʫ
10ɽ明ԫ৭（10:36/8）೪࣭࠭土にփԫ৭（2.5:7/2）೪࣭࠭土ؚむ

ʪ0.5～0.３ܘDm程度のをଟくؚむʫ
11ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）೪࣭࠭土ʪ１ܘDm程度のをଟくؚ

むʫ
12ɽփԫ৭（10:36/2）೪࣭࠭土ʪ0.5～0.2ܘDm程度のを
ඇৗにଟくؚむʫ
13ɽԫᒵ৭（10:38/6）೪࣭࠭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
14ɽᒵ৭（7.5:36/8）೪࣭࠭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
15ɽփԫ৭（2.5:7/2）೪࣭࠭土ʪ３ܘDm程度のをඇৗにଟくؚむʫ
16ɽઙԫ৭（2.5:7/3）೪࣭࠭土ʪ0.5～0.３ܘDm程度のをؚむʫ
17ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭࠭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむ、

２Dm程度のをগしؚむʫܘ
18ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）೪࣭࠭土ʪ１ܘDm程度のをଟくؚ

むʫ
19ɽ明ԫ৭（10:37/6）೪࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
20ɽփന৭（2.5:7/1）೪࣭࠭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
21ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm程度のをଟくؚむʫ（天井）
22ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをଟくؚむ、ࠇ

৭の߭物分গしؚむʫ
23ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ 土ʪ１～0.5ܘDm程度のが主体ʫ
24ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ２ܘDm程度のをؚむ、土器ఈ෦

ग़土ʫ

25ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ１～0.3ܘDm程度のをଟくؚむʫ
26ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ２ܘDm程度のをଟくؚむʫ
27ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ0.2ܘ～̑Dm程度のをଟくؚむʫ
28ɽࠇ৭（10:32/1）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘDm程度のੴをଟくؚむ、߭

物分によりߗくかたまるʫ
29ɽઙԫ৭（5:7/3）࠭ ࣭土 
30ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ0.5～0.3ܘDm程度のଟいʫʪ２ܘDm

程度のੴをগしؚむʫ
31ɽփԫ৭（2.5:7/2）೪土ϒϩοΫ
32ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土
33ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ３ܘDm程度のੴをؚむʫ
34ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘDm程度のをؚむ、ݓ

大のをগしؚむʫ
35ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ0.2ܘDm～１Dm程度のをଟくؚむʫ
36ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ0.2ܘDm～１Dm程度のをଟくؚむ、

ԫ৭࣭࠭土（10:37/8）೪土ϒϩοΫをଟくؚむʫ
37ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm～１Dm程度のをؚむ、ࠟ

のӨڹをडけた天井෦かʫ
38ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm～１Dm程度のをؚむ、

ࠜʫ
39ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm～１Dm程度のをগし

ؚむ、ࠜのӨڹをडけた天井෦かʫ
40ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のੴをؚむʫ
41ɽ୶ԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土
42ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm～２Dmのੴをଟくؚむʫ
43ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ̑ܘDm程度のੴをଟくؚむʫ
44ɽփԫ৭（2.5:7/2）೪࣭࠭土ʪ３ܘDm程度のੴをؚむʫ
45ɽ୶ԫ৭（2.5:7/3）೪࣭࠭土ʪಉ৭೪土ϒϩοΫをؚむʫ
46ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ 土ʪ天井存෦ややもΖいʫ
47ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ 土ʪ天井่落土ʫ
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第17ਤ　12号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ

ᶅଯੵঢ়گ

ग़したことから地ݕのఈ面ではਫ平な層がなく、地山上から副品と考えられる遺物をࣨݰ

がされていないと考えられる。ત道෦分の第２・３層は人ҝతにஔかれたと考えられる地層で

ある。地山のஈを埋めて、ࣨݰから一連の平ୱ面を造っている。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の地山上から土器、がग़土している。須恵器ഋ̝ࣨݰ （֖１）は、ࣨݰ内のݰのӈଆにおい

て෬せたঢ়ଶでग़土した。はݓ大のものが、須恵器の近くから３ग़土している。

また、ࣨݰと考えられる෦分において、ྲྀೖ土である第１・11層を۷中に弥生土器（２・３）

がग़土した。ࠞೖしたものと考えられる。

（村田和弘）

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、弥生土器である。
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須恵器ഋ̝ （֖１）の天井෦֎面はϔϥΩリະ調で、֎面にՐ᧪ࠟ

がΘͣかにる。２・３は、弥生土器のఈ෦である。

化し調ܕが10.0Dmとখܘޱग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝֖のࣨݰ

がϔϥΩリະ調であるが、土器が１しかないことから、松井ᶙ

̱期～松井ᶚ期にҐஔづけられる。

（加藤雅士）

̎ʣ1�߸ԣ ʢ̨̭݀1���ʣ

ᶃ֓ཁ

12号横穴の北ଆにྡする横穴である。ࣨݰのԞนଆの一෦をݕग़

したのみで、ࣨݰの్中から墓道ଆが大きく平されている。天井も存していなかった。遺構

存する横穴の全は1.62̼。した後に行った上෦を重機で۷ࣨݰは、҆全上のから۷

である。ࣨݰの主࣠は東で31°南ৼる。

第18ਤ　12号横穴ग़土土器

第19ਤ　13号横穴平面・断面ਤ　　

̑ɽ明ԫ৭（2.5:36/6）࣭࠭ࡉ土ʪ１～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
̒ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘDm程度のをଟくؚむ、

৭࠭ϒϩοΫをؚむʫࠇ
̓ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪ３ܘ～̑Dmのと༗機物をؚむʫ
̔ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをؚむʫ

１ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
２ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
３ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
４ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土　փԫ৭（2.5:6/2）ʪ೪土ϒϩοΫをؚ

む、１ܘDm程度のをଟくؚむʫ
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　ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　後世のվมにしたがって、墓道、ત道ともにࣦ

Θれており、規模は不明である。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　平面ܗは྆ଆ辺がԞนから墓道

ଆ向けて෯がڱくなっており、̗ྨの範ᙝに当てはまると考え

られる。ࣨݰの最大෯は2.2̼である。天井は存しておらͣ、

؍をگしたため、ঢ়ڈঢ়は不明である。Ԟนは上෦をআܗ

することができなかった。

ᶅଯੵঢ়گ

、のচ面には、地土である第̔層がްさ̕Dmでஔかれࣨݰ

この上面が埋面として༻されている。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の第̔層上面からは、土器、がग़土している。土器はࣨݰ

第20ਤ　13号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ

第21ਤ　13号横穴ग़土土器
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大のものが３、平ළを囲むようにݓӈԞに、須恵器平ළ（４）がਖ਼Ґでग़土している。はࣨݰ

ग़土している。

（村田和弘）

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。器種は須恵器平ළである。

４には、ݱঢ়でϘタンঢ়のු文が１୯Ґ確認できる。ු文からޱԑ෦をڬんでରশになる෦分

が一෦ഁଛしており、ここにもු文が存在した可能性がある。ఈ෦֎面にはΧΩϝをࢪしている。

ྉにあるが、前後のফࢿग़土遺物の年代は、Ϙタンঢ়のු文をもつ平ළは̩̠217の基४ࣨݰ

がৄしくઆ明されていない。Ծに、ఏළの年代؍をԉ༻すれ
ㅭ㉅104ㅮ

、গなくとも松井ᶘ期Ҏ߱には

Ґஔづけられる。

（加藤雅士）

̏ʣ1�߸ԣ ʢ̨̭݀1���ʣ

ᶃ֓ཁ

13号横穴の北ଆにྡする横穴で、墓道のઌは平されている。ࣨݰの天井෦についてもͦ

のほとんど存していなかった。遺構۷にあたっては、横穴のॎํ向を３分ׂして行った。ま

た調査を҆全に行うため、横穴の上෦を重機でআڈした。存する横穴の全は3.64̼を測る。

。の主࣠は東で42°南ৼるࣨݰ

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　横断１（̱－̱ʟ）近において、ࢠやがग़土していることから、墓道は存

しておらͣ、ࣨݰとત道のみが存していると考えられる。ࣨݰにକがないことから、ࣨݰと↖

道を明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは、྆ଆ辺がԞนから墓道ଆ向けてࡉくڱくな

る、̗２̰ྨである。ࣨݰの最大෯は1.76̼である。Ԟนから1.92̼のとこΖではࣨݰ෯は1.24

̼で、ࣨݰの྆ଆ辺が۶ۂし、墓道ଆに向けてさらに෯がڱくなる。Ԟนから2.56̼のとこΖで、

෯は0.72̼となっている。

天井෦は存していなかったためৄࡉは不明である。上෦をআڈしたため、Ԟนはচ面から

0.5̼の高さのみ確認した。

ᶅଯੵঢ়گ

ત道とࢥΘれる෦分からࣨݰにかけてのচ面は、第４・̑層で地されている。地は墓道ଆ

のત道と考えられる෦分ではްさが17Dmあるが、ࣨݰでは３Dm程度とかなりബく、地山のࣼ

を埋めて一連の平ୱな面としている。地土上にあるଯ積は、すべてྲྀೖ土と判断される層であ

り、ด࠹土と判断できる層は確認できない。
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第22ਤ　14号横穴平面・断面ਤ

　　　　　　　　　　１ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘDmのをଟくؚむʫ
　　　　　　　　　　２ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ̑ܘDm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　３ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ̑ܘDm程度のをগしؚむʫ
　　　　　　　　　　４ɽ҉৭（7.5:33/4）೪࣭࠭土ʪ１ܘDm程度のをগしؚむʫ
　　　　　　　　　　̑ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭土ʪ１ܘDm程度のをগしؚむʫ
　　　　　　　　　　̒ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土
　　　　　　　　　　̓ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　̔ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土
　　　　　　　　　　̕ɽࠇ৭（10:32/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
ؚ৭（7.5:34/3）೪࠭層ঢ়にઙԫ৭（10:38/3）　　　　　　　　　　　　 む
　　　　　　　　　　10ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
　　　　　　　　　　11ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　12ɽࠇ৭（10:32/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
ؚ৭（7.5:34/3）೪࠭層ঢ়にઙԫ৭（10:38/3）　　　　　　　　　　　　 むʫ
　　　　　　　　　　13ɽԫ৭（10:5/6）࠭ ࣭土　
　　　　　　　　　　14ɽࠇ৭（10:32/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
ؚ৭（7.5:34/3）೪࠭層ঢ়にઙԫ৭（10:38/3）　　　　　　　　　　　　 む
　　　　　　　　　　15ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　16ɽࠇ৭（10:32/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ　
ؚ৭（7.5:34/3）೪࠭層ঢ়にઙԫ৭（10:38/3）　　　　　　　　　　　　 む
　　　　　　　　　　17ɽԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ下෦に２ܘDm程度のをଟくؚむ、0.5ܘDm程度のをؚむʫ
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ᶆ遺ग़ঢ়گ

。がग़土している。土器のग़土はない、ࢠの地上からはࣨݰ

ࢠはの集積内からग़土しており、横穴の主࣠にަしてஔかれて

いる。は墓道ଆのӈに、ΰルϑϘール大から人಄大の大きさの

が集積されていた。の範囲は約２̼֯のํܗである。遺物をって

いることから、このҐஔで埋が行Θれた可能性がある。

（村田和弘）

ᶇग़遺

ग़土遺物には鉄器がある。ࢠ（̑）のઌは存しているが、ܪ৲

のঢ়گは不明である。中央に㮊があり、ಁաࣸਅではগなくとも背ଆ

に関は確認できない。　　　　　　　　　　　　　　　　 （加藤雅士）

第23ਤ　14号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ

第24ਤ　14号横穴
　　　　ग़土鉄器
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̐ʣ1�߸ԣ ʢ̨̭݀1���ʣ

ᶃ֓ཁ

14号横穴の北ଆにྡする横穴である。墓道のઌは平されている。遺構۷にあたっては、

横穴のॎํ向を̑分ׂして行った。天井は存しておらͣ、ॎ断３の۷ऴྃ時で۷ਂ度が

第25ਤ　15号横穴平面・断面ਤ
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ਂくなり、҆全にۀ࡞することができなくなったため、重機で上෦をআڈしてࣨݰの調査Ҡ行

した。存する横穴の全は6.6̼を測る。ࣨݰの主࣠は北で60°西にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　後世のվมにしたがって、丘陵ࣼ面はٸなࣼ面となっており、墓道のઌは平

されていると考えられる。ݕग़した墓道ઌとԞน下のൺ高は1.78̼あり、地山面は墓道ઌ

からஈやࣼมを経てԞนଆとࢸる上りࣼとなっている。墓道ઌから1.6̼にൺ高0.38̼

のஈがあるほか、墓道ઌから2.52̼にはൺ高0.9̼のখさなஈがある。ࣨݰはକを༗しており、

ત道と明ྎに区分することができるが、地山のখさなஈは、ࣨݰとત道とのڥ界のҐஔにほ΅ର

Ԡしている。天井が存していないため、墓道とત道のڥ界は不明であるが、墓道ઌから1.6

̼のஈに関しても、墓道とત道のڥ界近をࣔしている可能性がある。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺はԞนにରしてほ΅֯に墓道ଆのͼ、ત道との

の最大෯は1.8̼で、Ԟนから2.96̼の地での෯は1.52ࣨݰ。界にକがある。̖１̱ྨであるڥ

̼で、ここでକが内ଆ۶ۂする。ӈକにൺべてࠨକの۶ۂは明ྎである。ࠨକの内ଆのڱま

りは、0.33̼である。Ԟนから3.42̼での෯は8.9̼で、࠶ͼ۶ۂして墓道ଆのͼており、ここ

までがࣨݰであると考えられる。

29ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）೪࣭࣭࠭土（̑ܘᶲ程度のを͝くগしؚ
む）

30ɽ横৭（10:35/6）೪࣭࣭࠭土ʪ１ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
31ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
32ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ２ܘ～̑ᶲ程度のをؚむʫ
33ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭࣭࠭土
34ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土
35ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土
36ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土
37ɽ欠番 
38ɽ極҉৭（7/5:32/3）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘᶲ程度のをଟくؚむʫ
39ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘᶲ程度のをଟくؚむʫ
40ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ1ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
41ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ１ܘᶲ低ඌのをগしؚむʫ
42ɽփന৭（2.5:8/1）࠭ ʪ３ܘ～̑ᶲのをؚむʫ
43ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ～̑ᶲ程度のをؚむʫ
44ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）೪࣭࣭࠭土ʪ0.5ܘᶲ程度のを͝くগしؚ

むʫ
45ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭࣭࠭土ʪ１ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
46ɽ৭（10:34/4）೪࣭࣭࠭土ʪࠇ৭࠭մをؚむʫ
47ɽ明ԫ৭（10:34/4）೪࣭࣭࠭土ʪ１ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
48ɽ৭（10:34/4）೪࣭࣭࠭土
49ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土
50.ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土
51ɽにͿいԫ৭（10:35/4）೪࣭࣭࠭土ʪ３～２ܘᶲ程度のをؚ

むʫ
52ɽԫ৭（2.5:5/4）೪࣭࣭࠭土
53ɽにͿいԫ৭（10:35/4）೪࣭࣭࠭土ʪ３～２ܘᶲ程度のをؚ

むʫ
54ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ４～２ܘᶲ程度のをଟくؚむʫ
55ɽઙԫ৯（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ３～２ܘᶲ程度のをؚむʫ
56ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ４ܘ～̑ᶲ程度のをؚむʫ
57ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
58ɽԫ৭（2.5:5/4）೪࣭࣭࠭土

１ɽにͿい৭（5:34/4）೪࣭土ʪ３ܘ～̑ᶲ程度のؚむʫ
２ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ３～２ܘᶲ程度のをؚむʫ
３ɽᒵ৭（7.5:36/8）とにͿいԫᒵ৭（10T37/2）のࠞじる೪࣭土
４ɽ明ԫ৭（10:36/8）೪࣭࣭࠭土ʪ１ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
̑ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中～ૈཻ࠭、２ܘᶲ程度の

をগしؚむʫ
̒ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土
̓ɽ欠番
̔ɽփന৭（10:38/2）࠭ ʪ２ܘᶲ程度のをଟくؚむʫ
̕ɽ明ԫ৭（2.5:7.6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘᶲ程度のをؚむʫ
10ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
11ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
12ɽ明ԫ৭（10:36/5）࠭ ࣭土ʪ１ܘᶲ程度のを͝くগしؚむʫ
13ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭土ʪ２ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
14ɽにͿいԫ৭（10:36/4）ʪ３～２ܘᶲ程度のをଟくؚむʫ
15ɽにͿいԫ৭（10:34/3）ʪ２～１ܘᶲ程度のをଟくؚむʫ
16ɽփԫ৭（2.5:37/2）࠭ ࣭土ʪ３～２ܘ、ཻ࠭ࡉᶲ程度のをؚ

むʫ
17ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑ᶲ程度のをඇৗ

にଟくؚむʫ
18ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘᶲ程度のをগしؚ

むʫ
19ɽ৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ～̑ᶲ程度のをؚむʫ
20ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ̑ܘᶲ程度のを͝くগしؚ

むʫ
21ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪ２ܘ～̑ᶲ程度のをؚむʫ
22ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ２ܘ～̑ᶲ程度のをؚむʫ
23ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘᶲ程度のをؚむʫ
24ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）ʪ３～１ܘDmのଟいʫ
25ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘᶲ程度のをؚむʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘᶲ程度のをগྔؚむʫ
27ɽにͿい৭（5:34/4）೪࣭࣭࠭土ʪ３ܘ～̑ᶲ程度のをؚ

むʫ
28ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘᶲ程度のをؚむʫ
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第26ਤ　15号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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天井෦については、҆全のため重機でআڈした

ため、ܗঢ়はৄࡉであるが、横断３（̳－̳ʟ）で

はଆนが内しており、この近での天井の高さ

が1.2̼程度であったことがΘかる。

ᶅଯੵঢ়گ

、では、第38層上面で遺物がग़土しておりࣨݰ

第38層は地土と考えられる。地はࣨݰではか

なりബく、横断３（̳－̳ʟ）では地土のްさは

̒Dm程度である。一ํ、墓道か

らત道にかけて、第２・３・̑層

でްく地がなされており、地

山のஈやࣼを埋めて平ୱ面を造

っている。ࣨݰとݰ近とࢥΘ

れる土層ଯ積では、天井෦่落に

よる土࠭のྲྀೖଯ積ঢ়گが؍で

きる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

、鉄器、の地上からࣖࣨݰ

がग़土している。ࣖは、４

（̔～11）ग़土している。ࣖ̔と

̕のڑは0.15̼であり、遺体に

ணされていたҐஔをөしてい

ると考えられる。遺体はࣨݰのӈ

ଆに、主࣠に平行してஔかれたと

考えられる。಄Ґํ向は不明であ

るが、近くのが遺体の埋とಉ

時であるとすれ、಄がԞนଆに

あったと考えるのがࣗવである。

ӈଆ辺では鉄ࣨݰ （᭲12～16）がग़土している。ત道と考えられる෦分では、地層上から土師器

ഋ（̒）がग़土している。また墓道のྲྀೖ土中からは、ࠞೖと考えられる弥生土器（̓）がग़土して

いる。

（村田和弘）

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器がある。土器の器種は土師器ഋ̘、弥生土器である。

土師器ഋ （̘̒）のޱԑ෦は、内してऑいԜઢがめぐる。内面の҉文は์ࣹ一ஈで、ࠐݟみ

第27ਤ　15号横穴ग़土土器

第28ਤ　15号横穴ग़土ࣖ・鉄器
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෦にはཐટঢ়҉文がある。ఈ෦֎面はφσ調である。弥生土器（̓）は、ᙈの෦ยで、ଠいϋ

έを横させる。ࣖ（̔・̕）は、中࣮のものでද面は金৭に発৭しているが、金৭のない෦

分は҉৭をఄしているため、ۜ൘巻の可能性がある
ㅭ㉅105ㅮ

。面はたたみࠐんでおり、̔のଆ面には

۩ࠟ跡の可能性があるԜみが確認できる。10・11は、中ۭࣖである。どちらのද面も一෦に金

৭が存しており、めくれが؍できる。鉄 （᭲12～16）は、෯い᭲といܪをもつものであ

る。今回の調査でग़土したଞのᰍ᭲とൺべると、᭲が෯く、平ࠜ式にؚめるべきものか。

関のܗঢ়は、14が֯関とみられ、15ではಥઢঢ়のものが८っているのが؍できる
ㅭ㉅106ㅮ

。

数30Ҏ上である飛鳥ᶘの基ࢦ、数は29.80でありࢦ高ܘग़土遺物の年代は、土師器ഋ̘のࣨݰ

४ࢿྉより新しいものと考えられることから、松井ᶛ期にҐஔづけられる。

（加藤雅士）

̑ʣ1�߸ԣ ʢ̨̭݀1���ʣ

ᶃ֓ཁ

15号横穴の北ଆにྡする横穴である。天井は่落しており、存していなかった。遺構۷

は横穴のॎํ向を３分ׂして行った。ॎ断２の۷ऴྃ後、۷ਂ度がਂくなったため、上෦を

重機でআڈした。墓道のઌ෦は、平されていると考えられ、ݱ存する横穴の全は6.4̼を

測る。ࣨݰの主࣠は北で80°西にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は1.16̼ある。墓道ઌから4.76̼までは؇やかな上

りࣼとなっており、ͦれよりԞはほ΅ਫ平な面となっている。横断２（̲－̲ʟ）では、ଆนか

ら天井かけて地山が内しており、গなくとも横断２までは天井が存在していたと判断できる。

このҐஔでの天井の高さは෮原1.36̼である。また、地上面では、Ԟนから横断２近までは

ਫ平な面であるのにରし、横断２から墓道ଆはࣼ面となっており、横断２近で墓道とત道が区

分される可能性がある。ࣨݰにはକがなく、↖道と明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは、Ԟนから墓道ଆ向けて෯がڱくなっており三

。く、分ྨでは̗̰ྨにあてはまるの最大෯は2.25̼とࣨݰ。をఄするܗ֯

天井は、存しておらͣ、ৄࡉは不明であるが、ࣨݰ内の第̔・25・29・30層の上には重機

、存していた可能性がある。Ԟนは内にۭ間がࣨݰ、に生じたྲྀೖ土がଯ積しておりࡍの۷

上෦をআڈしたため、下の1.28̼の高さ分のみ確認した。ද面のṞ落が進んでいるが、Ξーν

。に෮原できるܗ

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には第４・̑、16～18、34～38層などで地され、ࣨݰでは埋面をつくる。地層は

ࣼ෦分ではްさ̔Dm程度であるが、横断２（̲－̲ʟ）近ではްさが35Dmあり、地山のࣨݰ

を埋めて平ୱ面をつくっている。地土上にある第２・３・13～15・19層については、土࣭や土
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第29ਤ　16号横穴平面・断面ਤ
１ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ３ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
２ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘDm程度のをؚむʫ
３ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ３ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
４ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ３ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
̑ɽにͿいԫ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘDm程度のをؚむʫ
̒ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘDm程度のをগしؚむʫ
̓ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ３～２ܘDm程度のをগしؚむʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘDm程度のをؚむʫ
̕ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘDm程度のをଟくؚむʫ
10ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm程度のをؚむ、ݓ大の
　　をগしؚむʫ
11ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘDm程度のをগしؚむʫ
12ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
13ɽにͿいԫ৭（10:35/4）೪࣭࠭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
14ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土
15ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ
16ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のと̑Dm程

　　度のをؚむʫ
17ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘDmのをؚむʫ
18ɽ明৭（10:37/8）೪࣭࠭土ʪ0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ
19ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘDm程度のをؚむʫ
20ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘDm程度のをؚむ、明
　　ԫ৭࠭ࠢをؚむʫ
21ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
22ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度の、̑ܘDm～
　　̒Dmのをؚむʫ
23ɽ҉৭（10:33/3）೪࣭࠭土ʪ４～２ܘDmのをؚむʫ 
24ɽ৭（10:34/4）೪࣭࠭土ʪ１～0.5ܘDmのをগしؚむʫ
25ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࠢとࠇ৭（7.5:32/1）࠭ ࠢをؚむʪ天
　　井่落ʫ
26ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࠢʪ天井่落ʫ
27ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭࠭土ʪ0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ
28ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
29ɽࠇ৭（7.5:32/1）࠭ ࠢ
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30ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࠢ
31ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
32ɽ明৭（5:35/6）೪࣭࠭土ʪ３～１ܘDm程度のをଟくؚむʫ
33ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘDm程度のをؚむ、明
　　ԫ৭࠭ࠢをؚむʫ
34ɽԫ৭（2.5:5/4）೪࣭࠭土　ૈ࠭ʪ0.1ܘDm程度の࠭をগし

　　ؚむ、ؚࠜࡉむʫ
35ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭࠭土ʪ0.5～0.1ܘDm程度のをؚむʫ
36ɽ୶ԫᒵ৭（10:38/4）೪࣭࠭土に҉৭（2.5:35/4）೪࣭࠭土
　　গしؚむ、ૈ࠭ࠞじり
37ɽ明৭（7.5:35/8）೪࣭土ʪ中～ૈ࠭গしؚむʫ
38ɽփԫ৭（2.5:6/2）ૈ ࠭

第30ਤ　16号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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性からは明確に判断できなかったが、

墓道とત道が区分される可能性があ

る෦分にϚンドঢ়に存在している

ことから、ด࠹土の可能性がある。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

内の地上から土器、がग़ࣨݰ

土している。土器は、Ԟน近で須

恵器ᰍᆵ（17）、土師器ഋ （̘18）が

ある。はݓ大のものが、さが4.3̼、

෯約1.2̼の範囲のํܗにෑかれて

いる。墓道ଆのํܗの۱にあたる෦分には、人಄大のが֯をҙࣝしたように２ஔかれてい

る。ఝがग़土していないことから、遺体をせた൘などをのせる、棺ঢ়のものと考えられる。

ੴෑきの上面からは࣭のࠟ跡などは確認できなかった。

（村田和弘）

ᶇग़遺

16号横穴からは、土器がग़土している。土器の器種は、須恵器ᰍᆵ、土師器ഋ̘である。

須恵器ᰍᆵ（17）は、体෦֎面ٴͼ内面にࣗવᬵがかかっており、ਖ਼Ґでম成されたものであ

る。ఈ෦֎面は、12.5ܘޱDm程度のものと、重Ͷমきされたࠟ跡がっている。ޱԑ෦֎面には

ӈ上がりのऑいϋέϝঢ়のࠟ跡が؍できる。土師器ഋ （̘18）の֎面調はޱԑ෦がφσ、ఈ෦

はΦαΤである。内面には一ஈの์ࣹ҉文をࢪす。

数が37.26と背が高いことから松井ᶙa期にҐஔづࢦ高ܘग़土遺物の年代は、土師器ഋ̘のࣨݰ

けられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤雅士）

̒ʣ17߸ԣ ʢ̨̭݀1���ʣ

ᶃ֓ཁ

はしていޱ存していたが、։で、さ2.24̼、最大෯1.36̼である。天井がܗग़෦はପԁݕ

なかった。横穴の全は４̼で、主࣠は東で３°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下とのൺ高は0.68̼ある。地山面は墓道ઌから1.32̼までは

ൺ高0.31̼の上りࣼとなっているが、ͦれよりԞはほ΅ਫ平になっている。天井が本དྷどのҐ

ஔまであったか不明であるため、墓道とત道を区分する所は不明である。ࣨݰにはକがなく、

ત道とは明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆのͼる。Ԟน

から0.92̼のとこΖでのࣨݰ෯は1.04̼で最大となり、ここで྆ଆ辺はऑく۶ۂして෯をڱめな

第31ਤ　16号横穴ग़土土器
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第32ਤ　17号横穴平面・断面ਤ

　　　　　　　　　　１ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪ２ܘDm程度のをؚむ、地山ʫ
　　　　　　　　　　２ɽࠇ৭（7.5:33/1）೪࣭土ʪࡉかいࠜଟいʫ
　　　　　　　　　　３ɽԫ৭（10:5/6）೪࣭土ʪ１ܘDm程度のをগしؚむʫ
　　　　　　　　　　４ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土　
　　　　　　　　　　̑ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土
　　　　　　　　　　̒ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪࠜࡉによるΧΫϥン大きいʫ
　　　　　　　　　　̓ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）೪࣭土
　　　　　　　　　　̔ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
　　　　　　　　　　̕ɽࠇ৭（10:33/2）೪࣭࠭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
　　　　　　　　　　10ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）೪࣭土
　　　　　　　　　　11ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ２ܘDm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　12ɽにͿい৭（7.5:35/3）೪࣭土ʪ３ܘ～̑Dmのをؚむʫ
　　　　　　　　　　13ɽփԫ৭（10:36/2）೪࣭࠭土ʪ２ܘDm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　14ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　15ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm程度のをগしؚむʫ
　　　　　　　　　　16ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘDm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　17ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）೪࣭土ʪ࠭をଟくؚむ、３ܘ～̑Dmのをؚむʫ
　　　　　　　　　　18ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ～̑Dmのをؚむʫ
　　　　　　　　　　19ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土
　　　　　　　　　　20ɽ҉৭（10:33/3）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘDm程度のをଟくؚむʫ
　　　　　　　　　　21ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪόΠϥン土、地山่落ʫ
　　　　　　　　　　22ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘDm程度のをؚむʫ
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がら墓道ଆのͼている。Ԟนから྆ଆ辺の۶ۂ෦までの෯がڱく、Ԟน近では平面ܗがਖ਼ํ

。分ྨでは̖２ྨにあてはまるࣨݰ。となるܗ

天井෦は、Ԟน下から測って1.92̼のさが存している。天井の内面はṞ落しており、本

དྷのܗঢ়をอっていない。ݱ存する天井ೖޱ෦の高さは1.36̼である。Ԟนはややද面のṞ落が

あるが、Ξーνܗのܗঢ়を確認できる。Ԟนの高さは1.28̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

内の最下層である第22層は地と判断した層で、埋面である上面からは遺物がग़土してࣨݰ

いる。土࣭・土性からの判断はつかなかったが、第17層が天井ೖޱ෦近でϚンドঢ়に存在し

ていることからด࠹土の可能性がある。Ծにด࠹土であるとすると、第17～20層が第22層上面を

෴っていることから、時の地と考えるべきであΖう。また、第15・16層もϚンドঢ়に存

在していることから、ҟなる時期のด࠹土の可能性がある。第１層は、存する天井である。天

井と第15・16層の人ҝతにஔかれた可能性のある層の間は、ྲྀೖ土でຬたされている。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

ଆࠨ。ଆとӈଆで分かれてग़土しているࠨのࣨݰ。内の第22層上面で土器がग़土しているࣨݰ

第33ਤ　17号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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では須恵器ഋ̝֖２（19・20）とഋ２（22・23）、ӈଆน近では須恵器ഋ̝ （֖21）の上にഋ

（24）が重なってग़土した。また、墓道を۷中に弥生土器（25）がग़土している。　（村田和弘）

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、弥生土器である。

須恵器ഋ̝ （֖19～21）の෦֎面調は、いͣれもϔϥΩリະ調。19は、෦֎面には一文

字のϔϥ記号があり、ϔϥىこし時のέズリঢ়のࠟ跡が֎周෦にある。内֎面にはম成時のփが

ணしている。ಉ（22～24）のఈ෦֎面はϔϥΩリະ調。22は、とセοτでম成されたと考

えられるもので、փのணঢ়گがडけ෦の内と֎でҟなる。23のఈ෦֎面は、ϔϥىこし時のέ

ズリঢ়のࠟ跡がる。24は、ఈ෦֎面にࣗવᬵがかかり、ٯҐでのম成とみられる。弥生土器（25）

は、খܕのᙈ体෦ยである。

が11Dmで調がすべてϔϥΩリであることかܘޱग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝の֖ࣨݰ

ら、松井ᶙD期にҐஔづけられる。

（加藤雅士）

̒ʣ1�߸ԣ ʢ̨̭݀1��7ʣ

ᶃ֓ཁ

平さで、天井がほとんど่落したঢ়ଶであった。墓道は大きくܗग़෦は、ॎの۱ؙํݕ

れている。遺構۷にあたっては、横穴のॎํ向を３分ׂして行った。۷ਂ度がਂくݥةであ

ることから、ॎ断２の۷ऴྃ後、横穴の上෦を重機でআڈした。存する横穴の全は5.2̼

を測る。ࣨݰの主࣠は東で11°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は0.64̼で、地山面はなだらかな上りࣼとなってい

る。天井が存していないため、墓道とત道のڥ界は不明であるが、横断１（̱－̱ʟ）ではଆน

が内するようすがなく、このҐஔまで天井が存在したとは考えにくい。一ํ、横断２（̲－̲ʟ）

の下ではଆนが内しており、横断２のҐஔでは天井があったと考えられ、横断１と横断２の

第34ਤ　17号横穴ग़土土器
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第35ਤ　18号横穴平面・断面ਤ

１ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘᶲ程度のをؚむʫ
２ɽ明৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘᶲ程度のをগしؚむʫ
３ɽ明ԫ৭（10:36/8）೪࣭࣭࠭土ʪ１ܘ～̑ᶲ程度のをগしؚむʫ
４ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）೪࣭࣭࠭土ʪ２ܘ～̑ᶲ程度のをؚむʫ
̑ɽԫ৭（2.5:5/6）೪࣭࣭࠭土ʪ２ܘ～̑ᶲ程度のをগしؚむʫ
̒ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）೪࣭土ʪ４～２ܘᶲ程度のをଟくؚむʫ
̓ɽᒵ৭（7.5:36/6）೪࣭土ʪྲྀ路ʫ
̔ɽ୶ԫ৭（2.5:38/3）೪࣭土ʪ１ܘ～̑Dmのをଟくؚむʫ
̕ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘDmのをؚむʫ
10ɽにͿいᒵ৭（5:36/4）࠭ ʪにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭
　　土をؚむʫ
11ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）೪࣭土
12ɽ明ԫ৭（10:36/8）೪࣭࠭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ
13ɽᒵ৭（5:36/6）೪࣭土　
14ɽԫ৭（10:35/6） ೪࣭࠭土ʪ１ܘDm程度のをؚむʫ
15ɽ明ԫ৭（10:36/8）೪࣭土ʪ１ܘDm程度のをؚむʫ
16ɽにͿいԫ৭（10:35/4）೪࣭࠭土ʪ３～１ܘDm程度のをؚむ
17ɽԫᒵ৭（10:35/8） ೪࣭土　
18ɽにͿい৭（5:35/4）࠭ ʪ３ܘ～̑Dmのをؚむʫ
19ɽ৭（5:34/6）࠭ ʪ３ܘ～̑Dmのをؚむʫ

20ɽ明ԫ৭（10:36/8）೪࣭土ʪ２ܘ～̑Dmのをؚむʫ
21ɽにͿいᒵ৭（5:36/4）࠭ ࣭土
22ɽ明ԫ৭（10:37/6）೪࣭土ʪ࠭をؚむʫ
23ɽᒵ৭（7.5:36/6）೪࣭土ʪ３ܘDm程度のをؚむʫ
24ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭土
25ɽ明৭（7.5:35/8）೪࣭土ʪやや࠭ࠞじりʫ
26ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをؚむʫ
27ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm程度のଟいʫ
28ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをؚむ、փന
　　৭（2.5:7/1）೪土ϒϩοΫをؚむʫ
29ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
30ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ
31ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘDm程度のをগしؚむʫ
32ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm程度のをؚむʫ
33ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土
34ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭࠭土ʪ１ܘDm程度のをؚむʫ
35ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）೪࣭࠭土ʪ２～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
36ɽԫ৭（2.5:5/6）೪࣭࠭土ʪ２～0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ
37ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）೪࣭土ʪ４～２ܘDm程度のをଟくؚむʫ
38ɽ明৭（7.5:35/6）೪࣭࠭土ʪ２～１ܘDm程度のをؚむʫ
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間に本དྷの天井ೖޱ෦があったと考えられる。ࣨݰにକがなく、ત道との区分は明ྎではないが、

くなる横断１と横断２の中間まڱする横断２近までか、ないし྆ଆ辺の෯がۂのଆ辺が۶ࣨݰ

でがࣨݰであると考えられる。この合、ࣨݰのさは2.0～2.56̼となる。したがって、ત道の

さは極めていものと考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　平面ܗは、྆ଆ辺がԞนから墓道に向けて෯がڱくなる。ࣨݰの

第36ਤ　18号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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最大෯は、Ԟน近にあり2.88̼である。Ԟนから2.0̼でのࣨݰ෯は1.92̼であり、ࠨଆ辺はこ

こで明ྎに۶ۂして墓道ଆ向けて෯をڱめる。Ԟนଆからଓくࣨݰ内のが、この۶ۂ෦近

で్れている。ࣨݰ分ྨでは̗２̱ྨにあてはまるが、ܗଶとしては̗１ྨにも通じるとこΖ

がある。

天井のܗঢ়については、่落しているため不明である。上෦をআڈしたため、Ԟนは高さ1.2

̼分のみ確認した。ද面のṞ落はগなく、Ξーνܗに෮原できる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、第１～̒・17・38層で地がなされ、地山面のࣼを埋めて平ୱ面を造っている。

では地土上面にがෑかれ、埋面となっている。地土上にϚンドঢ়にある第18層にࣨݰ

ついては、ด࠹土の可能性があるが、土࣭からは判断がつかなかった。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

のӈଆを中৺にग़土しており、須恵ࣨݰ、の地上から土器、がग़土している。土器はࣨݰ

器のഋ̝֖が１（26）、ಉが２（27・28）、ഋ̜ （֖29）、ᆵ （֖31）がग़土している。ࣨݰのӈ

ଆ辺では須恵器ఏළ（32）、平ළ（33）がग़土している。また、ݰ近で須恵器ഋ̜（30）がग़土

している。土器の年代には時期ࠩがあり、が行Θれていたと考えられる。

はΰルϑϘール大から人಄大の大きさで、Ԟนから２̼の範囲までのほ΅全面にෑかれてい

た。ෑの墓道ଆのは、ࣨݰ主࣠にަしたઢతなものであり、ࠨଆ辺が۶ۂする෦分にର

Ԡしている。 

（村田和弘）

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝・̜、ᆵ֖、ఏළ、平ළである。

須恵器ഋ̝は、 （֖26）、（27・28）ともにϔϥΩリະ調のものである。ഋ̜ （֖29）は、փの

ணঢ়گからとセοτでম成されたとみられる。ᆵ֖と考えられる31は、天井෦֎面をϩΫϩ

第37ਤ　18号横穴ग़土土器
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έズリした後、つまみをけている。

からग़土した遺物の年代は、ࣖがϘタンঢ়のఏළは松井ᶘ期にҐஔづけられるࣨݰ
ㅭ㉅107ㅮ

。３あ

るഋ̝の֖ܘޱは11Dmऑで、調がすべてϔϥΩリであることから松井ᶙD～松井ᶚ期、ܘޱ

8.6Dmのഋ̜は松井ᶚ期である。ഋ̝と̜とఏළには時期ࠩがある。

（加藤雅士）

̓ʣ1�߸ԣ ʢ̨̭݀1���ʣ

ᶃ֓ཁ

は、横穴のॎํ向を３分をఄしており、天井は่落していた。遺構۷ܗग़෦はॎのପԁݕ

ׂして行った。ॎ断２の۷ऴྃ後、҆全のため横穴の上෦を重機でআڈした。横穴の全は

5.5̼である。この横穴は、墓道の෦分で۶ۂしているため、ࣨݰと墓道の主࣠がҟなっている。

。の主࣠は東で33°北ৼるࣨݰ

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は0.96̼である。墓道ઌから0.72̼まではൺ高0.48

̼のൺֱతٸなࣼ面であるが、ͦれよりԞนଆは؇やかなࣼ面となっている。墓道とત道は天井

のೖޱ෦で分けられる。横断２（̲－̲ʟ）のҐஔでは、本དྷ天井が存在したと考えられるが、横

断１（̱－̱ʟ）では、ଆนが内するようすがなく、天井があったとは考えられない。したがって、

横断１と横断２の間に、墓道とત道のڥ界があったと考えられる。ࣨݰにはକがなく、ત道と明

ྎに区分できない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺はԞนにରしてほ΅֯に墓道ଆのͼる。ࣨݰの

最大෯は1.52̼で、Ԟนから1.44̼での෯は1.45̼ある。ここで྆ଆ辺は、۶ۂして෯をڱめて

墓道ଆのͼる。ࣨݰの分ྨで̖２ྨにあてはまる。

天井のܗঢ়については、่落しているため不明である。第19層上には、重機で上෦をআڈした

存していた可能性がある。Ԟนは高さ0.94̼内にۭ間がࣨݰ、にྲྀೖした土があることからࡍ

分のみ確認した。Ԟนのද面はややṞ落しているが、Ξーνܗに෮原できる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、第４・̑・16～18層で地がなされる。ࣨݰでは、地層上にがෑかれ、埋

面を造る。ด࠹土と判断できる層は確認できなかった。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

ӈԞで須恵器平ළ（34）がਖ਼Ґでग़ࣨݰ、がग़土した。土器は、ࣖ、の地上から土器ࣨݰ

土している。ࣖ（36）は、ࣨݰの中央のの上からग़土している。ࣨݰ内には、ݓ大から人಄大

のがい範囲に存在するが、ࠨࣨݰଆでは主࣠に平行したさ2.1̼、෯0.7̼のํܗ෦分に

が集中している。ఝがग़土していないことから、遺体をのせた൘などがஔかれた可能性がある。

墓道からは、土師器高ഋย（35）がग़土している。　　　　　　　　　　　　　　　　（村田和弘）
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第38ਤ　19号横穴平面・断面ਤ

１ɽにͿいԫ৭（10:35/3）೪࣭土ʪをଟくؚむʫ
２ɽԫ৭（10:35/6）೪࠭ʪ1～0.5ܘDmؚむʫ
３ɽ৭（10:34/4）೪࣭土ʪࠜによる֧ཚʫ
４ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪをগしؚむʫ
̑ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土
̒ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭土ʪཻ࠭をؚむ、をগしؚむʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土
̔ɽփԫ৭（10:34/4）೪࣭土ʪࠜによるʫ
̕ɽ৭（10:34/6）೪࣭土ʪ１ܘDm程度のをগしؚむʫ
10ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࠭ʪ1～0.5ܘDmগしؚむʫ
11ɽԫ৭（10:35/6）೪࠭ʪ1～0.5ܘDmগしؚむʫ
12ɽԫ৭（10:35/8）೪࠭ʪ1～0.5ܘDmগしؚむʫ

13ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭࠭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ
14ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭࠭土ʪ２～１ܘDm程度のをؚむʫ
15ɽᒵ৭（7.5:6/8）೪࣭࠭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
16ɽにͿい（5:35/4）࠭ ࣭土
17ɽ৭（7.5:34/3）೪࣭࠭土ʪ１ܘDm程度のをগしؚむʫ
18ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ1ܘDmগしؚむʫ
19ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࠭土ʪ１ܘDm程度のඇৗにଟく
　　ؚむ、２ܘDm程度のをؚむʫ
20ɽԫ৭（2.5:5/4）೪࣭࠭土ʪ３～１ܘDmのࢠをؚむ、土
　　器ยؚむʫ
21ɽ明৭（7.5:35/6）೪࣭࠭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ
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第39ਤ　19号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖがある。

土器の器種は須恵器平ළ、土師器高

ഋがある。須恵器平ළ（34）は、Ϙタ

ンঢ়のු文を２ݸつけ、ఈ෦֎面は

ϩΫϩέズリする。খܕだが重ྔが

あり、ްखのつくりとみられる。ࣖ

（36）は中࣮で、ද面は大きくめく

れている。ද面はくすんだ金৭で、

金৭のない෦分は҉৭をఄする。

面はたたみࠐんでいるか。

ग़土土器の年代は、平ළがϘࣨݰ

タンঢ়のු文をもっており、松井ᶘ

期Ҏ߱にҐஔづけられる。

̔ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀1�1�ʣ

ᶃ֓ཁ

天井が大きく่落しているため、ݕग़෦は不ܗでさ4.08̼、最大෯は1.52̼である。遺構

した。横断４（̴－̴ʟ）からԞで、天井がΘͣかにࢪは、横穴のॎํ向を̑つに分けて࣮۷

存していたため、۷後に天井とԞนのঢ়گをϨーβー測ྔで記録した。横穴の全は5.12̼で、

主࣠は北で46°東にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面は、墓道ઌから0.96̼はٸなࣼ面となっている。また、墓道ઌから

2.56̼の෦分ではൺ高0.38̼のஈが設けられており、ࣨݰଆが一ஈ高くなっている。このஈは、

第４・̑層にしたがって埋められており、機能面としてはࣼ面となっている。ஈからすぐԞの෦

分にはด࠹にう遺物がまとまってग़土している。また、横断２（̲－̲ʟ）ではଆนが内する

ようすがなく、このҐஔに天井があったとは考えられない。したがって、このஈは、墓道とત道

のڥ界近にҐஔすると考えられる。ࣨݰの平面ܗはԞนから墓道にかけて一連のものとしてな

だらかに෯がڱまっていることから、ࣨݰとત道を明ྎに区分することはできないが、ࣖのग़

土Ґஔと地山のஈのڑが0.86̼であることから、ત道は極めていものと考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰはԞนから墓道ଆ向けて、ほ΅ઢతに෯がڱまり、平面

の最大෯は1.76̼である。地山にஈが設けられる෦分での෯は、0.94ࣨݰ。をఄするܗは三֯ܗ

̼である。ࣨݰ分ྨでは̗２̰ྨにあてはまる。ࣨݰからત道にかけては、Ԟนٴͼӈ辺に෯

第40ਤ　19号横穴ग़土土器

第41ਤ
19号横穴ग़土ࣖ
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0.36̼のഉਫߔが地山に۷られている。ഉਫߔの埋土は࣭࠭の土で埋めされており、҉ڎとし

て機能したと考えられる。本横穴のࣨݰ෦では༙ਫが認められ、調査中も30分程度でਂさ１Dm

程度のখさなਫたまりができていた。このഉਫߔは、墓道ଆのஈଓいていることから、ഉਫは

地土である第４・̑層中にછみग़した後、ࣼをって墓道ઌൈけることをҙਤしていた

と考えられる。

天井は่落が進んでいる。ࠨଆนのԞน近では、Ԟน下から1.52̼分の天井が෦分తに

存しているが、Ṟ落によって本དྷのද面はしていない。Ԟนは、ൺֱత存ঢ়گがྑく、෦

のややؙいΞーνܗが؍できる。最大෯は、地山上で測って1.92̼、高さは1.32̼である。

第42ਤ　20号横穴平面・断面ਤ
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ᶅଯੵঢ়گ

墓道の地山上には第２・４・̑層で地がなされ、ત道とのڥにあるஈを埋めている。ત道と

にも第４層が存在しているが、ްさは１Dm程度でありඇৗにബい。地山がஈをつくる෦分ࣨݰ

には、第２層がϚンドঢ়に存在しており、ด࠹土の可能性がある。第２層と地土上面の間に

は、第３・32層があり、墓道ଆにある遺物は第32層に෴Θれている。したがって、第３・32層は、

第２層よりも古いஈ֊のด࠹土が、横穴の進ೖのࡍに平らにならされたものの可能性がある
ㅭ㉅108ㅮ

。

では機能面上に地山の่落土がある。横断３（̳－̳ʟ）や横断４（̴－̴ʟ）では埋面上にࣨݰ

地山ᶚ層が่れた第13層があり、ͦの上に地山ᶙ層が大規模に่落した第11層がある。第11層は

きたようである。この上には第ى範囲に認められることから、一度に大規模な天井の่落が

10・28・29層などのྲྀೖ土がଯ積し、さらにͦの上に൳ঢ়に存していた天井である第26・27層

が大きなմとして落ちている。この上を෴う第̒層はをඇৗにଟくؚんでおり、上ํの地山ᶗ

層が่落・ྲྀೖした層である。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

のࣨݰ、がग़土している。土師器ᙈ（45）はࣖ、と考えられる෦分の第４層上では、土器ࣨݰ

どうしࣖ、は２ग़土しておりࣖ。であるܗ΅Ԟに横Ґであり、土ѹでׂれているがほࠨ

のڑが0.37̼のڑであることから、遺体にணされていたҐஔをほ΅อっているものとみら

れる。遺体は、ࣨݰ主࣠にରしてަするかたちであったと考えられる。　

ત道と考えられる෦分では、第４層上で土器が主࣠にަするかたちでまとまってग़土してい

る。須恵器 （֖37）はਖ਼Ґ、須恵器高ഋ（38～41）・ᰍᆵ（42）は横Ґでのग़土である。土師器ഋ（44）

はਖ਼Ґである。

１ɽにͿいԫ৭（10:36/3）೪࣭土
２ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ด࠹ʫ
３ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
４ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、地ʫ
̑ɽ明փ৭（7.5:37/2）೪࣭土ʪ೪࣭な極ཻ࠭ࡉ、地山ᶜ層༝
　　དྷの土、地ʫ
̒ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）ʪ４～１ܘDm程度のԁで構成され
　　る層、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̓ɽઙԫᒵ৭（7.5:38/3）ʪ中ཻ࠭ٴͼ１ܘ～̑Dm程度のԁ
　　をؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̔ɽ明փ৭（7.5:37/2）࠭ ʪ中ཻ～ૈ࠭、１ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
̕ɽփന৭（10:38/2）ʪ２～１ܘDm程度のԁで構成され
　　る層、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
10ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、２ܘDm～４Dm程度の天井่落土をগしؚむʫ
11ɽփ৭（2.5:34/1）ʪ１ܘDm程度ので構成される層、天井่
　　落土ʫ
12ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭、しまりྑい、地山༝དྷʫ
13ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、しまりྑい、地山༝དྷʫ
14ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
15ɽփന৭（10:38/2）ʪ３～１ܘDmのԁをؚむʫ
16ɽઙԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、࠭ࡉDm程度のԁをଟくؚむʫ
17ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ

18ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
19ɽփന৭（10:38/1）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
20ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉʫ
21ɽ欠番
22ɽ欠番
23ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
24ɽփന৭（2.5:7/1）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
25ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭ʫ
26ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪしまりのྑいૈཻ࠭、3～１ܘDm
　　程度のԁをଟくؚむ、天井่落土ʫ
27ɽࠇ৭（10:33/1）࠭ ࣭土（ؠ൫）ʪしまりのྑいૈཻ࠭、ܘ
　　１～3Dm程度のԁଟくؚむ、天井่落մʫ
28ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３～１ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
29ɽ୶ԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭、２ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
30ɽփന৭（10:38/1）ʪ３～0.5ܘDm程度のԁをؚむʫ
31ɽփന৭（7.5:38/1）ʪ２～0.5ܘDm程度のԁをؚむʫ
32ɽփന৭（10:38/2）೪࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
33ɽ୶ԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭ʫ
34ɽにͿいԫ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ഉਫߔ埋土ʫ
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ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖがある。土器の器種は、須恵器֖、ແ֖高ഋ、ແ֖低٭高ഋ、٭

ᰍᆵ、ఏළ、土師器ഋ̜、ᙈ̖である。

（֖37）は、ഋ̝のܗঢ়ͦのものであるが、֎面につまみのࠟ跡とみられるものがあるため֖

とした。ഋ̜にରԠするには大きす͗るので、ᆵなどの֖とするために、製࡞時にഋ̝がྲྀ༻さ

れた可能性がある。ແ֖高ഋ（38）は、ޱԑ෦内面をআいてփがணしており、ཱঢ়ଶでম成さ

れたと考えられる。ແ֖低٭高ഋ（39～41）は、いͣれもম成がೈ調で、ಉ一の࢈地と考えられる。

ম成が特にѱい39の器นは、瓦器にࣅたง囲ؾになっている。ఏළ（43）は、Ϙタンঢ়のࣖをష

第43ਤ　20号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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りけるもので、体෦にはম成時のண物がଟ数ある。土師器ഋ （̜44）は、器面がṞ落しており、

҉文の༗ແは不明であるが、土がਫ਼ྑではないため、ഋ̜と考えられる。ޱԑ෦内面は内۶

してઢが८る。ᙈ （̖45）の֎面は、ଠいϋέϝで調する。ࣖ（46・47）は中࣮のもので、ど

ちらも存ঢ়گがྑく、全体が金৭をఄする。面はたたみࠐんでいる。

。ग़土遺物の年代はఏළがϘタンঢ়のࣖをもつことから、松井ᶘ期にҐஔづけられるࣨݰ

第44ਤ　20号横穴ग़土土器

第45ਤ　20号横穴ग़土ࣖ
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̕ʣ�1߸ԣ ʢ̨̭݀1�11ʣ

ᶃ֓ཁ

天井がすべて่落し、横穴の平面ܗとಉじ土৭ม化をݕग़した。۷にあたっては、ॎํ向を

３分ׂして行った。ࣨݰのଆนはྡにある20号横穴と重ෳ関にある。今回調査した横穴群の中

で།一、ࣨݰの重ෳが確認できた例である。横穴の全は4.24̼で、主࣠は北で47°東にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面は墓道ઌから0.84̼まではࣼがٸになっており、ͦれよりԞはほ΅平

ୱ面となっている。墓道ઌから2.16̼の地はஈঢ়になっており、ஈのൺ高は0.24̼である。

20号横穴の例から、墓道とત道・ࣨݰとをڥ界する෦分近にこのஈがあると考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆにのͼた後、෯

をڱめており、̖２ྨに該当する。ࣨݰの最大෯は2.0̼である。Ԟนから1.28̼の෦分での෯は

1.92̼あり、ここで۶ۂして墓道ଆ向かって෯をڱめる。横断１と横断２の間にある地山のஈ

の෦分では、෯は1.18̼である。ࣨݰのӈଆนԞは、20号横穴と重なりあうかたちでつながって

いる。ࣨݰ平面でのり合いはなく、ࣨݰ地山面の高さは21号横穴のํが0.36̼高い。ઌ後関

を土層でݕ౼することはできなかった。

天井は、ほ΅すべてが่落していたため当ॳのঢ়ଶは不明である。ԞนもṞ落が進んでおり、

本དྷのܗঢ়や高さは不明である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山面上には地がされている。墓道ଆには第２・４～̔・11層がஔかれ、ત道・ࣨݰとのڥ

にあるஈを埋めてなだらかな機能面をつくっている。ࣨݰは、10・11・18・19層で地をしてい

る。遺物は確認できなかったが、この地層上面が埋面であると考えられる。Ԟน近は地

山が一ஈ高く࡞られており、この෦分の地はബい。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

遺物はग़土しなかった。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀1�1�ʣ

ᶃ֓ཁ

天井がすべて่落しているため、ݕग़෦は横穴ఈ面とಉじܗঢ়である。調査にあたっては、横

穴のॎํ向を̑分ׂして遺構۷を行った。۷のա程でॎ断２の一෦が่落したため、一෦土

層が記録できなかった所が存在している。横穴の全は6.88̼で、主࣠は北で46°東ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道の地山面は、ࣨݰଆに向かって、いくつかのࣼมがありながらొりޯ

となっている。墓道ઌから測って2.72～3.96̼の間は、ൺ高0.36̼のൺֱతٸなࣼとなっ

ており、ͦ れよりԞนଆはほ΅平ୱになっている。地山のࣼมとࣨݰ平面がڱまる෦分は、
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第46ਤ　21号横穴平面・断面ਤ

　　　　　　　　　　１ɽԫᒵ৭（10:37/8）೪࣭土ʪ̑ܘDm程度のをؚむ、ྲྀೖ土ʫ
　　　　　　　　　　２ɽ明ԫ৭（10:36/6） ೪࣭土ʪ３ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　３ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪやや೪࣭ʫ
　　　　　　　　　　４ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土
　　　　　　　　　　̑ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土
　　　　　　　　　　̒ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ３ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　̓ɽ明ԫᒵ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ２ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ２ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
　　　　　　　　　　̕ɽ欠番 
　　　　　　　　　　10ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm程度のੴをଟくؚむ、փന৭のࠞじりଟいʫ
　　　　　　　　　　11. 明ԫ৭（10:35/8）೪࣭土
　　　　　　　　　　12ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）ʪ２～0.5ܘDm程度のԁをଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
　　　　　　　　　　13ɽΦリーϒࠇ৭（5:3/1） ʪ２～0.5ܘDm程度のԁをଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
　　　　　　　　　　14ɽにͿい৭（7.5:35/4） ʪ１ܘDm程度のԁをଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
　　　　　　　　　　15ɽ୶ԫᒵ৭（10:38/3） ʪ３～１ܘDm程度のԁからなる層、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
　　　　　　　　　　16ɽ13とಉじ
　　　　　　　　　　17ɽ14とಉじ
　　　　　　　　　　18ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
　　　　　　　　　　19ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
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第47ਤ　22号横穴平面・断面ਤ
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近いҐஔにあることから、このࣼมにはࣨݰとત道を区分するҙࣝしたものと考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰはԞนにରして྆ଆ辺は、ほ΅֯に墓道ଆにのͼた後、۶

෯は1.64̼で、こࣨݰの最大෯は1.96̼である。Ԟนから2.64̼でのࣨݰ。めているڱして෯をۂ

こで۶ۂして墓道ଆ向かって෯をڱめる。平面ܗが۶ۂするҐஔは、地山のࣼมがある

Ґஔと全には一கしないがඇৗに近い。天井はすべて่落していたため、横穴ங造当ॳのঢ়گ

は不明である。Ԟนは下のみ存しており、Ξーνܗに෮原できる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には地がなされ、機能面をつくっている。ࣨݰから墓道・ત道にかけての地はൺֱ

తബく、機能面上でも地山のى෬をөしている。ࣨݰ内の埋面上にはӍਫにう։ޱ෦から

のଯ積土はなく、第25層や第23層など、上ํにある地山ᶗ層༝དྷのをଟくؚんだ層がްくଯ積

している。したがって、地山ᶗ層が上ํからྲྀれるのにって、天井が่落したと考えられる。

̕～16層はཚ層であり、特に横断２（̲－̲ʟ）において平をडけているঢ়گを確認できる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

い範囲にまとまってग़土してڱ۱のࣨݰ。۱において土器がग़土しているࠨでは、Ԟนのࣨݰ

いることや、須恵器 （ു48）の内ଆに高ഋ（51）が重なったঢ়ଶにあることから、当ॳ副品として

。まれたものが後にまとめられたものと考えられるࠐち࣋内にࣨݰ

１ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）೪࣭土ʪ3～1ܘDmのをؚむʫ
２ɽにͿいԫ৭（10:35/4）೪࣭土ʪ3～1ܘDmのをؚむʫ
３ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ3～1ܘDmのをଟく
　　ؚむʫ
４ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ3～1ܘDmのをଟく
　　ؚむʫ
̑ɽ明փ৭（7.5:37/1）࠭ ࣭土ʪ1ܘDm程度のをؚむʫ
̒ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ1ܘDm程度のをؚむʫ
̓ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ1ܘ～̑Dmのをଟくؚむʫ
̔ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～1ܘDm程度のԁ
　　をଟくࠞじる、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̕ɽઙԫᒵ৭（7.5:38/4）ʪ中ཻ࠭、３～１ܘDm程度のԁ
　　をؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
10ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
11ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ極３～１ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
12ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ྲྀೖ土ʫ
13ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
14ɽ13とಉじ
15ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
16ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪ極２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগྔしؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
17ɽᒵ৭（7.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
18ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
19ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度
　　のԁをগしؚむʫ
20ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～1ܘ、࠭ࡉDm程度の
　　をすこしࠞじるʫ
21ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁগ
　　ྔؚむʫ
22ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２ܘDm程度のԁ

　　গྔؚむʫ
23ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～中࠭、গしࠇくくすむ、
Dm程度のをؚむ、೪土ϒϩοΫؚむʫ̑～３ܘ　　
24ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中࠭、３～２ܘDm程度の
　　をଟくࠞじる、ݓ大のをগしؚむʫ
25ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ʪૈ～極ૈ࠭、１ܘDm程度の
　　をଟくؚむ、地山༝དྷʫ
26ɽ҉৭（5:33/2）࠭ ʪૈ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度
　　のをଟくؚむ、地山༝དྷ、̑ܘDm程度のをؚむʫ
27ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm程
　　度のԁをগしؚむʫ
28ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３ܘDm程度のԁ
　　ଟくؚむʫ
29ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３ܘ～̑Dm程度
　　のԁଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
31ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
30ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　ଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
32ɽઙԫ৭（5:7/3）࠭ ʪ中ཻ࠭、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
33ɽᒵ৭（7.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
34ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中～ૈཻ࠭、３～２ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむ、ݓ大のをগしؚむʫ
35ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ　
36ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉʫ
37ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
38ɽփന৭（10:38/2）࠭ ʪ中ཻ～ૈཻ࠭、２ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
39ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、࠭ࡉDm程度のԁをଟく
　　ؚむʫ
40ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土 ʪ࠭ࡉʫ
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ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種はു、ແ֖高ഋ、ແ֖低٭高ഋ、٭ᰍᆵ、土師器ᙈ

̖がある。

第48ਤ　22号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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須恵器 （ു48）は、体෦֎面にʮ̙ʯ

字ܗの書記号がある。ແ֖低٭高ഋ

（50）は、٭内面とഋ෦֎面にփがく

ことから、ཱでম成されたと考えら

れる。48～51の須恵器は、৭調がࣅて

いることやম成がೈ調であることから

ಉ一の࢈地と考えられる。٭ᰍᆵ

（52）は、٭がんでおり、֎面にはম

成時のփがணする。土師器ᙈ （̖53）

は、内面の体෦下を۩φσする。

内面の෦最大ܘよりやや下には、ٖ

ԑに合したとみられるࠟ跡があޱ

り、これを横Ґのϋέで調している。

体෦֎面にはࠇൗが一か所ある。

ग़土遺物の年代は、ແ֖高ഋのࣨݰ

ಁかしのແいものがあることから、松

井ᶛ期の新しいํをؚめて松井ᶙ・ᶚ

期を中৺にした時期が考えられる。

11ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀1�1�ʣ

ᶃ֓ཁ

は、ॎํはしていなかった。۷ޱでさ4.08̼、最大෯1.17̼である。։ܗग़෦は、ପԁݕ

向を̑つに分けて࣮ࢪした。ॎ断３の۷ऴྃ後に、ͦれҎ上の۷が不可能となったが、横穴

内にۭ間が確認できなかったため重機で天井をআڈした。墓道は、丘陵のࣼにަして۷られ

ているが、్中でત道・ࣨݰが東くの字に۶ۂしている。横穴の全は7.12̼、ࣨݰの主࣠は

北で49°東ৼる。墓道ઌとԞน下のൺ高は、地山で測って1.76̼である。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道の地山面はࣼมがいくつかあり、ࣼ面と平ୱ面を܁りฦしながらࣨݰ

上っていく。墓道ઌから1.96̼にはൺ高0.32̼のஈがある。墓道ઌから4.4̼ではൺ高0.12

̼の地山のஈがある。後者のஈは、ࣨݰの平面ܗがڱまるとこΖにあたることから、ત道とࣨݰ

を区分する所に該当すると考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯でํܗをఄした後、۶

の最大෯は1.84̼である。Ԟนからࣨݰ。めてのͼている。̖２ྨであるڱして墓道ଆ෯をۂ

1.44̼でのࣨݰ෯は1.72̼で、ӈଆ辺はここで۶ۂし、෯をڱめて墓道ଆのͼる。ࠨଆ辺は、

第49ਤ　22号横穴ग़土土器
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Ԟนから2.1̼のとこΖで۶ۂしており、ここでのࣨݰ෯は1.6̼である。

天井は、横断３（̳－̳ʟ）近まで存しているが、内෦はすべて土࠭でຬたされていた。Ԟ

นは、ද面のṞ落がすすんでおり、ܗঢ়の確認はできなかった。

第50ਤ　23号横穴平面・断面ਤ
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ᶅଯੵঢ়گ

地山上は、第４・̓・16層などで地がなされる。墓道の地のްさは最大で48Dmあり、地

山のஈを埋めてなだらかなࣼ面としている。ࣨݰの地は、ްさ̓Dmとബく、この上面で埋

面を造る。地上にある第15・27層は、地山ᶚ層༝དྷで、ࣗવに่落やྲྀೖしたものとは考えら

れないことから、ด࠹土の可能性がある。天井まで高さがなく、一෦のみ存していると考えら

れる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

には、ਖ਼Ґの須恵器ഋ̝ࠨ中央ややࣨݰ。の地面上から、土器、がग़土しているࣨݰ （֖54）

とٯҐのಉ（55）がある。ฒんでग़土していることから、ປとして༻された可能性がある。ӈ

１ɽにͿい৭（7.5:36/3）೪࣭土ʪ３～２ܘDmのをؚむʫ
２ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ～̑Dmのをଟくؚ
　　む、中ཻʫ
３ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪをগしؚむʫ
４ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻʫ
̑ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪやや೪࣭ʫ
̒ɽ୶ԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土　やや೪࣭ʫ
̓ɽԫ৭（10:34/4）೪࣭࠭土ʪ２ܘ～̑Dmのをଟくؚむ、
　　中～ૈ࠭ʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm程度のをؚむ、
　　中～ૈ࠭ʫ
̕ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘDmのをগしؚむ、
　　中ཻʫ
10.ɽにͿいԫᒵ৭（10:35/4）೪࣭࠭土　１ܘDmのを極গしؚ
　　む、中～ૈ࠭ʫ
11ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭࠭土ʪ２～１ܘDmのをগしؚむ、
　　中～ૈ࠭ʫ
12ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中～４～２ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　のをଟくؚむ、10ܘDm程度のੴগしいؚむʫ
13ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中～４～２ܘ、ཻ࠭ࡉDmのを
　　গしؚむʫ
14ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ４ܘDm程度のੴをؚむ、土器をؚむʫ
15ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ中～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のをগ
　　しؚむʫ
16ɽ҉৭（10:33/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のをඇ
　　ৗにଟくؚむ、２～１ܘDmのをগしؚむʫ
17ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中～ૈ࠭、２～１ܘDm程度の
　　をؚむʫ
18ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～中ཻ、明փന৭೪土ࠞじる、
　　三֯ଯ積ʫ
19ɽ欠番
20.ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、ྲྀೖ土ʫ
21. ԫփ৭（2.5:4/1）　ʪ２～0.5ܘDm程度のԁからな
　　る、地山の่落土ʫ
22ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
23ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
24ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ྲྀೖ土ʫ
25ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ྲྀೖ土ʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
27ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
28ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ

29ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山༝དྷのଯ積土ʫ
30ɽ୶ԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
31ɽ欠番
32ɽ୶ԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
33ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中～ૈཻ࠭、２ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
34ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
35ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、しまりڧい、地山༝དྷ
　　のྲྀೖ土ʫ
36ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
37ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ極３～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
38ɽփԫ৭（10:36/2）೪࣭土ʪシルτ～極ཻ࠭ࡉʫ
39ɽ欠番 
40ɽ欠番
41ɽփന৭（10:38/2）೪࣭土ʪしまりのややྑい極ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　0.5Dm～２Dm程度のԁをଟくؚむ、地山ʫ
42ɽ୶ԫ৭（2.5:7/4）೪࣭土ʪシルτ、ڊが෩化したものかʫ
43ɽࠇ৭（10:33/1）ؠ൫ʪしまりのྑい中ཻ～0.5ܘDmのԁ
　　、地山、ؠ൫ʫ
44ɽփന৭（10:38/2）࠭ ʪ中ཻ࠭～２ܘDmのԁ、41の෩化ྲྀ
　　ೖ土ʫ
45ɽփന৭（2.5:8/2）ʪ３ܘDm程度のԁで構成される層ʫ
46ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土　中ཻ࠭ʫ
47ɽփ৭（10:34/1）ʪ２～１ܘDm程度のԁで構成される層、
　　43層༝དྷʫ
48ɽփന৭（10:38/2）ʪ４～１ܘDm程度のԁで構成される層ʫ
49ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪཻࡉ～中ཻ࠭ʫ
50ɽ47とಉじ
51ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、19༝དྷ、52.42とಉじʫ
53ɽࠇ৭（7.5:33/1）ؠ൫ʪしまりのྑい中ཻ࠭～２ܘDm程度
　　のԁ、地山のおちた層ʫ
54ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ؠ൫の่落෩化土ʫ
55ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪૈ࠭～、１ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
56ɽࠇ৭（10:32/1）ؠ൫ʪしまりのྑい中ཻ࠭～２ܘDm程度の
　　ԁ、地山のおちた層ʫ
57ɽࠇ৭（10:32/1）ؠ൫ʪしまりのྑい中ཻ࠭～１ܘDm程度の
　　ԁ、地山のおちた層ʫ
58ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ؠ൫の่落෩化土ʫ
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のଆน近くでは、須恵器平ළ（56）がਖ਼Ґでग़土している。

は、須恵器ഋ̝のすぐԞนଆにあり、ࣨݰのࠨ分をԞとख前の２つに区ըするように、ݓ

大の10ݸをࣨݰの主࣠にަしてฒべている。Ծに、須恵器ഋ̝がປであるとすると、遺体は

。の主࣠に平行にஔかれ、を墓道ଆに向けていたと考えられるࣨݰ

墓道۷中には土師器ഋ （̘57）がग़土している。

第51ਤ　23号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須

恵器ഋ̝、平ළ、土師器ഋ̘がある。

須恵器ഋ̝は、 （֖54）の天井෦、（55）の

ఈ෦֎面ともにϔϥΩリະ調のものであ

る。土師器ഋ （̘57）は、内面に์ࣹ一ஈ҉文

とཐટঢ়҉文がある。֎面の調は、器นの

荒れのため不明である。ఈ෦֎面にはࠇൗが

あり、いΘΏるΩズϞϊである
ㅭ㉅109ㅮ

。

11DmऑでϔϥΩリ調であることから、松井ᶙbܘޱग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝の֖ࣨݰ

～ᶚ期の範囲で考えられる。墓道ग़土の土師器ഋ̘は、ࢦܘޱ数が36.36で、松井ᶙa～ᶙb期で

ある。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀1�1�ʣ

ᶃ֓ཁ

、でさ4.27̼、最大෯は0.87̼である。横断２（̲－̲ʟ）近においてܗग़෦は、い۱ؙํݕ

ત道෦分にあたる天井が෦分తに存していた。遺構۷は、横穴のॎํ向を４分ׂして行った。

ॎ断２の۷ऴྃ後、重機でࣨݰ෦分の上෦をআڈしࣨݰ෦の調査をଓ行した。横穴の全は

7.04̼で、主࣠は北で40°東ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は地山で測って1.72̼ある。墓道ઌから1.0̼は、ൺ

高が0.59̼あるٸなࣼ面となっている。また、墓道ઌから2.84̼と5.12̼の地の地山面には、

ൺ高0.1̼程度のখさなஈが設けられている。後者のஈが࡞られるҐஔよりも墓道ଆで須恵器

ᰍᆵ（58）・ᰍᆵ（60）がग़土しており、このஈでࣨݰとત道が区分される༁ではない。天井のೖ

෦の天井が大きく่落しているようすもないため、墓道とત道は横断ޱ存しており、ೖ෦がޱ

２近で区分されるものと考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは、Ԟนにରして྆ଆ辺がほ΅֯に墓道ଆにのͼ

た後、۶ۂしてڱまっている。̖２ྨである。ࣨݰの最大෯は1.5̼である。ࣨݰのࠨӈのଆ辺は、

ରশではなく、ӈଆ辺は、Ԟนから1.52̼でࣨݰ෯が1.44̼のとこΖで۶ۂし、墓道ଆ向けて

෯をڱめている。ࠨଆ辺は、Ԟนから2.0̼でࣨݰ෯1.28̼のとこΖで۶ۂしている。

天井は、ત道とࢥΘれるとこΖに、෦分తにΞーνঢ়に存しているだけであり、ࣨݰ෦の天

井はすべて่落している。Ԟนは、ද面のṞ落が進んで本དྷの面をさͣ、ܗঢ়は不明である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上は第̑・14・33層などで地がされており、地山面に設けられたஈを埋めてなだらかな

第52ਤ　23号横穴ग़土土器
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第53ਤ　24号横穴平面・断面ਤ

１ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগ
　　しؚむ、ྲྀೖ土ʫ
２ɽփന৭（10:38/2）೪࣭土ʪシルτ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
４ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ྲྀೖ土ʫ
̑ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
̒ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３～２ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、ྲྀೖ土かʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ極２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
̕ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、ྲྀೖ土ʫ

10ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３～１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
11ɽ明փന৭（7.5:37/1）೪࣭土ʪシルτ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
12ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
13ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
14ɽઙԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、೪࣭なシルτのϒϩο
　　Ϋ40ˋؚ、地ʫ
15ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ極１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、ྲྀೖ土ʫ
16ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～中ཻ࠭、２～１ܘDm程度
　　のԁଟくؚむ、天井่落後のྲྀೖ土ʫ
17ɽ天井の地山が่落した層
18ɽઙԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、২物のࠜをগしؚみ
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第54ਤ　24号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ

　　৯化進むʫ
19ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、২物のࠜをଟくؚみ
　　৯化進むʫ
20ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁଟ
　　くؚむʫ
21ɽփ৭（10:34/1）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉ、২物のࠜをଟくؚみ৯
　　化進むʫ
22ɽにͿいԫ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉʫ
23ɽઙԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のを
　　ؚむʫ
24ɽઙԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　をଟくؚむʫ
25ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のを

　　ଟくؚむʫ
26ɽ天井の地山が่落した層
27ɽઙԫ৭（2.5:7/3）ʪ４～１ܘDm程度のつまるʫ
28ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のをଟ
　　くؚむ、২物のࠜをؚむ৯化進むʫ
29ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/3）࠭ ʪૈཻ࠭ʫ
30ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘ～̑Dm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
31ɽࠇ৭（10:33/1）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭、２～１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむ、地山ᶙ層༝དྷʫ
32ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭、２～１ܘDm
　　程度のԁをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
33ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉ～中ཻ࠭、地ʫ
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ࣼ面としている。ࣨݰ෦では地が

ബく、ްさが２Dm程度である。

天井ೖޱ෦近の地山上には、第

１・４・15層がϚンドঢ়に存在し

ている。土性・土࣭からは判断がつ

かなかったが、ด࠹土の可能性も

っている。ࣨݰ෦分では天井の่落

土がްくଯ積しており、横断３（̳－

̳ʟ）ではଆนが่落してଯ積した第

32層の上に、天井にあたる地山ᶙ層

༝དྷの第31層がଯ積している。ൺֱ

తૣく天井が่落したとみられ、天

井の่落土の上に、天井ೖޱ෦から

のྲྀೖ土である第̒～̕層などが෴

っている。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の中央近には、須恵器ᰍᆵ（59）がࣨݰ。の地面上から土器、がग़土しているࣨݰ

ある。ݞ෦より上を欠ࣦして、ਖ਼Ґの࢟にあった。ࠨଆ辺の墓道ଆのҐஔからは、ᰍᆵ（58）

とᰍᆵ（60）が横Ґでग़土している。

ત道の地面上からは、土器がग़土している。ӈଆ辺の近くで、土師器ഋ（61）がਖ਼Ґでग़土し

ている。このഋはׂれているが、ܗに෮原でき、ഁยも散らっていないことから土ѹでׂれ

たものと考えられる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。器種は、土師器ᰍᆵ、ᰍᆵ、ᰍᆵ、土師器ഋである。

須恵器ᰍᆵ（58）は、ম成時のփがかかり֎面全体にޫがある。ఈ෦֎面には9.6ܘDmのも

のと重Ͷমきしたࠟ跡がる。ᰍᆵ（59）の٭෦には、̒ܘmmのԁܗのが෮原で４୯Ґ

である。土師器ഋ（61）は、内֎面とも器面が荒れており、҉文の༗ແが確認できない。

。ঢ়であることから、松井ᶙ～ᶛ期の範囲で考えられるܗをுるݞग़土遺物はᰍᆵがࣨݰ

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀1�1�ʣ

ᶃ֓ཁ

天井がほとんど่落しているため、ݕग़෦は横穴の平面ܗをөしたܗでさ7.36̼、最大෯

は2.32̼である。調査にあたって、ॎํ向を̑分ׂして۷を行った。ほ΅天井がっていない

ため、重機を༻せͣに۷することができた。横穴の全は7.72̼で、主࣠は北で24°東ৼる。

第55ਤ　24号横穴ग़土土器
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第56ਤ　25号横穴平面・断面ਤ
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ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下の地山面でのൺ高は2.24̼ある。墓道ઌから1.68̼はൺ高

0.68̼のٸなࣼ面となっており、ͦれよりԞは֊ஈঢ়にԞนଆが高くなっている。天井が存し

ていないため墓道とત道のڥ界は不明であるが、横断３（̳－̳ʟ）近にある第12層は天井と考

えられる地山ᶙ・ᶚ層༝དྷのものであることから、本དྷこのあたりまで天井が存在した可能性が

ある。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは、Ԟนにରして྆ଆ辺がڱまりながら墓道ଆの

ͼるものであり、ࣨݰ分ྨでは̗１̰ྨにあたる。ࣨݰの最大෯は2.04̼である。ࣨݰにକがな

いため、ࣨݰとત道の区分は不明ྎであるが、ࣨݰの遺物やは横断３（̴－̴ʟ）近より墓道

ଆはがっておらͣ、この近で区分されると考えられる。

天井は、ほ΅すべて่落しており、Ԟน近で一෦がኈঢ়に存しているのみである。Ԟนは

上෦の存ঢ়گがѱく、ܗঢ়ははっきりしない。高さは1.16̼でଞの横穴のようにΞーνܗに

はならͣ、۱ؙのܗঢ়をఄすると考えられる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には地がなされる。墓道෦分は、第̒・̓・13層などで地がなされている。墓道෦

分の地層はඇৗにްく、横断２（̳－̳ʟ）近では最大で72Dmのްさがある。地土は墓道の

　１ɽઙԫ৭（2.5:8/4）೪࣭土ʪシルτ、地山༝དྷの土でϞβΠΫঢ়をఄす、２～1ܘDm程度のԁをগしؚむ、地ʫ
　２ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）　ʪ３～1ܘDm程度のԁ、ࠜにう落ちࠐみʫ
　３ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ࠜのࠟʫ
　４ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～1ܘDm程度のԁগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
　̑ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極1ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
　̒ɽにͿいԫ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
　̓ɽփԫ৭（2.5:37/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～1ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
　̔ɽ欠番
　̕ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ極２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগしؚむʫ
　10ɽ欠番
　11ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～２ܘDm程度のԁをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
　12ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁをগしؚむ、地山༝དྷ、ࠇ৭࠭ϒϩοΫؚむʫ
　13ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）೪࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、փԫ৭೪࣭土ϒϩοΫがϞβΠΫঢ়をఄす、１にࣅるʫ
　14ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～１ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
　15ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
　16ɽ҉৭（5:33/4）と明ԫ৭（10:37/6）がࠞじる࣭࠭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
　17ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5～0.2ܘDm程度のをଟくؚむ、２ܘDm程度のԁをؚむʫ
　18ɽփന৭（10:38/1）࠭ ࣭土ʪ中～ૈ࠭にփന৭（10:37/1）と明ԫ৭（10:36/8）がࠞじる、೪土ϒϩοΫଟくؚむʫ
　19ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中～ૈཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
　20ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２ܘDm程度のԁをগしؚむʫ
　21ɽփԫ৭（10:34/2）　ʪ３～１ܘDm程度のԁで構成ʫ
　22ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/3） 　ʪ１～0.5ܘDm程度のしまりのྑい֯、地山の่落層ʫ
　23ɽઙԫᒵ৭（7.5:38/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
　24ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、࠭ࡉDm程度のԁをଟくؚむʫ
　25ɽ24とಉじ
　26ɽփന৭（2.5:8/2）೪࣭土ʪシルτ、地山のྲྀೖ土ʫ
　27ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉ～中ཻ࠭ʫ
　28ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁをଟくࠞじるʫ
　29ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ややしまりがྑい、３～１ܘDm程度のԁをؚむ、地山の่落土ʫ
　30ɽ29とಉじ
　31ɽ29とಉじ
　32ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、࠭ࡉDm程度のԁをؚむʫ
　33ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉ、փന৭（2.5:8/2）の೪࣭なシルτのϒϩοΫ̓ˋؚむʫ
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ઌଆを全に埋めてしまっており、機能面としての横穴は墓道ઌから1.7̼程度からはじま

っている。ࣨݰ෦分では第̒・33層で地がなされており、第̒層上面が埋面であると考えら

れる。第４・11・16層などの地上にଯ積している層は、ଞの横穴でみられるようにࣼしてお

らͣ、ਫ平にଯ積している。横穴の։ޱ෦からの土࠭のྲྀೖがなかったことをࣔしており、横穴

内のۭ間は天井の่落によりૣいஈ֊で埋まってしまった可能性がある。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

から土器、がग़土している。土器は、ӈଆ辺近に須恵器ഋ̝ࣨݰ （֖62）がٯҐでग़土して

いる。はݓ大～人಄大の大きさで、ࣨݰのӈ分のみにஔかれている。

第57ਤ　25号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。器種は須恵器ഋ̝֖で、62の天井෦֎面

の調はϔϥΩリະ調である。

が10.7DmでϔϥΩリ調ܘޱग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝֖のࣨݰ

あることから松井ᶙ̱期～松井ᶚ期の範囲で考えられる。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀1�17ʣ

ᶃ֓ཁ

墓道からࣨݰが大きく平され、Ԟน近のみが存している横穴である。ݕग़෦は、さ

0.86̼、最大෯は1.76̼で、ࣼ面のࣼにରしてަする横のପԁܗであった。平面ܗが横

であることや、遺物がग़土がしていないことから、当ॳはࣗવ地ܗのۼみと認ࣝしていたが、ఈ

面が平ୱであり、ଆนからԞนにかけてのコーφーがしっかりとつくられていること、ӈଆนが

内していることから横穴と判断した。

。存は0.8̼で、主࣠は北で69°東ৼる

ᶄنͱߏ

大きく平されているため、ࣨݰの平面ܗは不明である。ࣨݰの最大෯は1.68̼である。天井

は存しておらͣ、Ԟนも下෦の存している。Ԟนのࠨଆนが内しているため、Ξーν

。の可能性があるܗ

第59ਤ　26号横穴平面・断面ਤ

第58ਤ　25号横穴ग़土土器
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ᶅ遺ग़ঢ়گ

遺物のग़土はなかった。

1�ʣ�7߸ԣ ʢ̨̭݀1�1�ʣ

ᶃ֓ཁ

墓道からࣨݰにかけて、大きく平されているࣨݰである。ݕग़෦は、ํܗに近い不ܗで、

さ1.32̼、最大෯は1.96̼である。۷はॎํ向を２分ׂして行った。Ԟน近に天井がΘͣ

かに存していたが、۷の్中で่落したため、重機で天井をআڈせͣに۷することができ

た。横穴の存෦の全は1.68̼で、主࣠は北で110°東ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ଆが大きく平されており、ࣨݰのԞ分のみ存している。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは、Ԟนにରして྆ଆ辺がほ΅֯に墓道ଆのͼ

第60ਤ　27号横穴平面・断面ਤ
１ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～極ૈ࠭ࠞじる、２ܘ
　　Dm程度のԁをؚむʫ
２ɽ明ԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5～0.2ܘDm程度の
　　をଟくؚむ、４～３ܘDm程度のԁをগしؚむʫ
３ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈ࠭、４～２ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
４ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5～0.2ܘDm程度の
　　をଟくؚむ、３～２ܘDm程度のԁをؚむʫ
̑ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁ
　　をؚむʫ
̒ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～２ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ

̓ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、３～２ܘDm
　　程度のԁをؚむʫ
̔ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３ܘDm程度のԁをؚむʫ
̕ɽにͿいᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
10ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
11ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、４～１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
12ɽԫփ৭（2.5:6/1）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ؠ൫の่落土ʫ
13ɽփന৭（10:38/2）　ʪ１ܘDm程度のԁで構成される層ʫ
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ており、̖ྨである。天井はԞน近で、一෦൳ঢ়に存していた。遺構۷の్中で天井とと

もに่落したため、Ԟนのܗঢ়は不明であるが、ॎ断۷中に確認したԞนの高さは0.52̼であ

る。高さから෮原すると、Ԟนのܗঢ়はઑ಄Ξーνではなく、۱ؙのܗと考えられる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上に地土を確認することができなかった。ଞの横穴では地のްさは、ࣨݰのԞน近

ではඇৗにബいことから、本横穴においてもಉ様であると考えられる。ࣨݰ内はをଟくؚむ層

がଯ積している。第̑・̒層は、墓道ଆが高くなっており、։ޱ෦からྲྀೖしたと考えられ、横

穴内が埋土でຬたされた後に墓道ଆが平されたと考えられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の地山上から土器、鉄器、がग़土している。土器は須恵器ഋ̝ࣨݰ （֖63）がԞน近にٯҐ

で、ಉ（64）はࣨݰの中央近にਖ਼Ґでग़土している。٭ᰍᆵ（65）は、ࣨݰのࠨԞにおいて

横Ґでग़土しているが、ޱԑ෦と٭෦がׂれているため、本དྷはਖ਼Ґの࢟であった可能性があ

る。鉄器には鉄（66）があり、横穴の主࣠にରしてࣼめのঢ়ଶでஔかれている。ઌとৌ৲金۩

がࣨݰのࠨଆを向き、はਕを墓道ଆ向けている。は、ࣨݰのӈ分のҐஔに、ݓ大～人

಄大の大きさのものが散在している。

第61ਤ　27号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、鉄器がある。土器の

器種には須恵器ഋ̝、٭ᰍᆵがある。

須恵器ഋ̝ （֖63）は、天井෦֎面をൺֱ

తஸೡにるものである。器นは全体తに

ຯがかっており、生মけの印をうける。

鉄（66）は、ઌからܪ৲まで存してお

り、ܪにはఝがっている。ৌ金۩は、

ପԁ筒ܗのもので、ݕग़時にઌのҐஔに

あったためৌ৲金۩とした。内面に࣭が

。存している

ग़土遺物の年代は、٭ᰍᆵはಁかし

が三ํで古い要ૉをもっている。須恵器ഋ̝は、֖ܘޱが12Dm程度でϔϥΩリ調であり、全

体としては松井ᶘ期としてཧղすべきであΖう。

第62ਤ　27号横穴ग़土土器

第63ਤ　27号横穴ग़土鉄
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1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀1���ʣ

ᶃ֓ཁ

で、さ2.08̼、最大෯1.88̼である。調査にあたっては、ॎํ向を２つにܗग़෦は۱ؙํݕ

分けて۷を行った。天井は、Ԟน近に͝く一෦が൳ঢ়に存していたが、ͦれҎ֎はすべて

่落していた。墓道ଆが大きく平されており、存෦の全は2.24̼で主࣠は北で69°東ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道からࣨݰにかけて平されている。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてࠨଆ辺はほ΅֯に墓道ଆにのͼ

第64ਤ　28号横穴平面・断面ਤ

　　　　　　　　１ɽփന৭（10:38/1）࠭ ʪ３～１ܘ、࠭ࡉDm程度のԁをଟくؚむʫ
　　　　　　　　２ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
　　　　　　　　３ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ʪૈཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
　　　　　　　　４ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、࠭ࡉDm程度のԁをগしؚむʫ
　　　　　　　　̑ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉʫ
　　　　　　　　̒ɽ୶ԫ৭（10:38/3）࠭ ʪૈཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
　　　　　　　　̓ɽ４とಉじ
　　　　　　　　̔ɽ̑ とಉじ
　　　　　　　　̕ɽփന৭（7.5:38/1）ʪ中ཻ࠭およͼ３～１ܘDm程度のԁで構成される層ʫ
　　　　　　　　10. 明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉ、地ʫ
　　　　　　　　11. ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉ、しまりྑいʫ
　　　　　　　　12. 明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ0.5～0.2࠭ࡉDmのੴをগしؚむʫ
　　　　　　　　13. ԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中～ૈཻ࠭ʫ
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ており、分ྨでは̖ྨにؚまれると考えられる。ࣨݰの最大෯は1.88̼である。Ԟนから2.36̼

でࣨݰ෯は1.72̼あり、特にࣨݰのࠨଆ辺はここで明ྎに۶ۂして、෯をڱめて墓道ଆのͼる。

天井は、Ԟน下から0.24̼のさのみ存していたが、۷のա程で一෦が่落した。Ԟนは、

ද面のṞ落が進んでおり、۷のա程でも上෦が่落したがΞーνܗに෮原できる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には第10層で地がなされ、埋面を造っている。地上には第̕層がްくଯ積してい

る。地山༝དྷの土であることから、天井やଆนの่落層と考えられる。第̕層の上にଯ積してい

る４～̔・12・13層は、Ӎਫなどにうྲྀೖ土である。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の中央に須恵器ແ֖高ഋ（67）と土ࡍがग़土している。土器には、Ԟน、ࣖ、から土器ࣨݰ

師器ᙈ̖がある。高ഋは、ഋ෦の上に٭෦がのっており、ᙈ̖は横Ґの࢟でޱԑ෦～体෦の約

分を欠いていることから、これらの土器は、人ҝతにまとめられたものと考えられる。ࣖは、

中࣮と中ۭのものがある。中࣮のࣖは、ࣨݰのࠨに２（69・70）ある。２のग़土Ґஔのڑ

は0.15̼である。ࣖどうしのڑが近いことから、遺体にணされていたҐஔをөしている

第65ਤ　28号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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と考えられ、遺体はࣨݰの主࣠にほ΅平行か、ややࣼめにஔかれていたと考えられる。中ۭࣖ

は、１のみ（71）がࣨݰのӈଆでग़土している。は、中࣮のࣖの近くにݓ大よりやや大きい

ものが散在している。

中࣮と中ۭのࣖがあることから、ࣨݰのࠨӈに遺体がগなくとも２体あったと考えられ、土

器をԞนଆにまとめる行ҝは、にって行Θれた可能性がある。

ᶇग़遺

がग़土した。土器の器種には、須恵器ແ֖高ഋ、土師器ᙈ̖がある。須恵ࣖ、から土器ࣨݰ

器ແ֖高ഋ（67）は、ఈ෦のがগしみ、ഋ෦内面と٭෦֎面にփがかかる。土師器ᙈ （̖68）の

֎面調は、෦上がॎํ向のϋέ、෦下はέズリである。内面は、෦をϤコϋέ調、

ఈ෦はΦαΤである。

ࣖ（69・70）は中࣮で、খͿりの金である。ද面のめくれがみられ、面はたたみࠐんでい

る。中ۭࣖ（71）は、ද面のほとんどが欠ࣦしているが、͝く一෦で金৭が؍できる。

ग़土遺物の年代は、須恵器ແ֖高ഋのಁかしがೋஈೋํであることから、松井ᶘ期を中৺とし

た時期と考えられる。

17ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀1���ʣ

ᶃ֓ཁ

12号横穴からଓいている東西に主࣠をもつ横穴のうち、最も北にҐஔしている横穴である。本

横穴から、南北に主࣠をとる30号横穴までの約30̼の間は、平されている可能性があるものの

横穴はݕग़されていない。天井はほとんど存しておらͣ、ݕग़෦はପԁܗでさ2.8̼、最大

෯1.96̼である。横穴の下のࣼ面からग़土した土器が、横穴内の土器と合しており、墓道から

ત道、またはࣨݰが平されていることをࣔしている。ݕग़した全は3.2̼で、主࣠は北で79°

東ৼる。

第67ਤ　28号横穴ग़土ࣖ第66ਤ　28号横穴ग़土土器
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第68ਤ　29号横穴平面・断面ਤ
１ɽઙԫ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～１ܘDm程度の
　　ԁଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
２ɽઙԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
３ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３～１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ　
４ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̑ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̒ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘ～̑Dm程度のԁ
　　をଟくؚむ、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̓ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～中ཻ࠭、地山༝དྷʫ
̔ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭ʫ
̕ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5～0.2ܘDmのを
　　ଟくؚむ、　２ܘDm程度のԁをؚむʫ
10ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　をଟくؚむʫ
11ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、0.5ܘDm程度
　　のをଟくؚむ、地山༝དྷ、ࠜࡉଟい、もΖい、地山がࠜ
　　によりӨڹをडけたかʫ
12ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、0.5ܘDm程度
　　のをؚむʫ
13ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、２ܘDm
　　程度のをؚむ、地山༝དྷのփന৭࣭࠭ϒϩοΫؚむʫ
14ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のをଟ

　　くؚむ、２～１ܘDm程度のԁをؚむʫ
15ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
16ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
17ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
18ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、１ܘDm～
　　３Dm程度のԁをଟくؚむʫ
19ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭ʫ
20ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）ʪ１ܘDm～̑Dm程度のԁで
　　構成、地山༝དྷのྲྀೖ土ʫ
21ɽઙԫᒵ৭（7.5:38/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
22ɽઙԫᒵ৭（7.5:38/4）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
23ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ４～１ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
24ɽઙԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉʫ
25ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
26ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２ܘDm～４Dm程度のԁ
　　をؚむʫ
27ɽにͿいԫᒵ৭（10:35/4）೪࣭土ʪ１～0.5ܘDm程度のを
　　গしؚむʫ
28ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
29ɽ明փ৭（7.5:37/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
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ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　平によって墓道は存していない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）地山面は、ݕग़෦ઌからࣼになっており、ઌから1.36̼でൺ

高が0.3̼あり、ͦれよりԞは平ୱになっている。ࣨݰの平面ܗは、྆ଆ辺がԞนにରしてほ΅

֯になってശܗをఄした後、۶ۂして墓道ଆのͼている。̖２ྨである。

天井は、ほ΅すべて่落しており、Ԟน下から測って0.32̼のみ存している。Ԟนは上

෦が่落しており、確認できるのは下෦のみである。Ξーνܗと考えられる。

第69ਤ　29号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、第̓・28・29層で地される。地山のࣼมが埋められており、埋面である

地上はほ΅平ୱになっている。遺物は、第̓層上面からग़土しており、ྲྀೖ度である第̒層が

ͦれをύοΫしている。第16・19・22層は、Ӎਫにうྲྀೖ土であり、ͦれͧれの層の間に天井

の่落土と考えられる層がある。ࣨݰ内のۭ間が、天井の่落と։ޱ෦からのྲྀೖをަޓに܁り

ฦしながら埋まっていったようすがうかがえる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

のӈ分のҐஔでग़土していࣨݰ鉄器がग़土している。人骨は、ࣖ、からは人骨、土器ࣨݰ

る。骨がࣨݰの主࣠にฒ行してあり、近くにࣃをった下ֺ骨がある。これらより墓道ଆに

は಄骨がある。骨と下ֺ骨のҐஔが近く、人ҝతにಈかされたものとみられる。

土器は、ࣨݰの墓道ଆのҐஔにあり、一෦はત道にあたるҐஔにஔかれている可能性がある。

ͦのがりは、主࣠とަするように南北にがっている。須恵器ഋ̝ （֖72）は、ਖ਼Ґでのग़土

である。ಉ（73）はٯҐで、ࣖの近くにあることからປの可能性がある。須恵器༗֖高ഋ（74

～76）は、横Ґでのग़土である。78・79は、ݕग़ۀ࡞中に横穴より西下ํからग़土したもので、

横穴の平にい遺構֎にྲྀग़したものと考えられる。須恵器ແ֖高ഋ（77）は、ಉじく西下ํか

らग़土したഁยとࣨݰ内のものが合した。

ࣖは、ࠨࣨݰଆに２（80・81）ग़土している。２つのࣖのڑは0.16̼であることから、

第70ਤ　29号横穴ग़土土器
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遺体にணしていたものが落したものと考えられる。ͦのҐஔから、遺体はࣨݰの主࣠にฒ行

で、಄を墓道ଆに向けていたと考えられる。

鉄器は、横穴のӈ分のҐஔから鉄 （᭲82・84・83）、（85）ࢠがग़土しており、ࣖのҐஔか

ら想定される遺体にう副品である可能性がある。ࢠは、横穴の主࣠に平行で、ઌをԞน

ଆに、ਕはࠨに向けている。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、༗֖高ഋ、ແ֖高ഋである。

須恵器ഋ̝ （֖72）の天井෦֎面はϔϥΩリະ調。ಉ（73）はఈ෦֎面をϩΫϩέズリするも

ので、৭調のҧいから֖をඃせてম成されたものである。༗֖高ഋ（75）のഋ෦のࠐݟみ෦には、

ಉ৺ԁ文の可能性があるࠟ跡が確認できる。

ࣖ（80・81）は、中࣮である。ද面は金৭で、෦分తに大きくめくれてਊが࿐ग़しており、

面はたたみࠐんでいる。鉄 （᭲82）の᭲は三֯ܗで、関は֯関である。ܪに࣭が存している。

83・84は、ްみがあるもので、関は֯関である。83には、ܪに࣭がணしている。（85）ࢠは、

ઌからܪ৲まで存している。㮊があり、੨に෴Θれていることから、鉄Ҏ֎のૉࡐが考え

られる。ܪには࣭が存しており、ಁաࣸਅで背ଆの関が確認できる

。ग़土遺物の年代は、༗֖高ഋが存在することから松井ᶘ期にҐஔづけられるࣨݰ

第71ਤ　29号横穴ग़土ࣖ・鉄器
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第72ਤ　30号横穴平面・断面ਤ
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1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀1�1�ʣ

ᶃ֓ཁ

道路事のࢪ中に不時発ݟされ、丘陵西ࣼ面に横穴群が展։することが判明するきっかけと

なった横穴である。12τϨンνの北෦にあり、主࣠は本τϨンνで།一南北ํ向をとっている。

調査ணख時には、平で่れた土が横穴内にॆຬしているঢ়گであり、։ޱはしていなかった。

横穴の全は1.68̼で、主࣠は北で44°東にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓɾࣨݰ　重機による平をडけており、墓道・ત道ともに存していない。Ԟนか

ら0.24̼分のみは本དྷのܗঢ়をしているが、ͦれよりख前は重機でਂく平されている。Ԟน

はΞーνܗで下෯は1.04̼で、高さは0.92̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

横穴は、大きく平をうけていたが、本དྷの埋土が一෦でも存している可能性があったため、

断面を記録しながら۷を行った。しかし、記録できた第１～12層のすべては重機で平されて

おり、横穴内にଯ積した土であった。これらの土はඇৗにకまりがѱく、ॎ断２は۷の్中で

่落した。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

遺物はग़土していない。

1�ʣ̨ ̭1�1�

26号横穴と27号横穴間の西1.8̼のҐஔで、ݕପԁܗの土৭ม化をݕग़した。さ1.75̼、෯１

̼、ਂさ0.4̼である。埋土からは、須恵器ഋ̝֖が３ग़土して

おり、上ํにある26号ٴͼ27号横穴のいͣれかから、平にい

ྲྀग़した遺物であると考えられる。

ग़遺

須恵器ഋ （̝86～88）はいͣれも天井෦֎面をϩΫϩέズリする

ものだが、86はややࡶなέズリである。

１ɽにͿいԫ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、しまりऑく一෦Ϟ
　　βΠΫঢ়をఄし竹のഁยؚむʫ
２ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、しまりऑいʫ
３ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
４ɽઙԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
̑ɽփന৭（10:37/1）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̒ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、しまりऑく竹のഁยؚむʫ

̓ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆน༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̔ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆน༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̕ɽփന৭（10:38/1）࠭ ࣭土ʪシルτ、シルτ࣭ۉ、Ӎਫによ
　　るྲྀೖかʫ
10ɽփന৭（2.5:8/1）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
11ɽփന৭（5:38/1）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
12ɽઙԫᒵ（10:38/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ

第73ਤ　̨̭1216ग़土土器
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̐ ɽ̍ τ Ϩ ϯ ν

̍τϨϯνͷ֓ཁ

西谷෦の西ࣼ面に設定した調査区で、南北のさは78.5̼である。第１次調査において、さ

50.5̼のʮくʯの字ܗをしたখ規模な調査区を෯̼̑で設定して遺構の༗ແをਫ਼査した݁Ռ、後

に32号～38号横穴、43号～46号横穴とする横穴の墓道෦分に該当する土৭ม化を確認した（第74

ਤ）。

第２次調査では、֤遺構の全༰を明らかにするとともに、谷の西ࣼ面での横穴のͻΖがりを明

らかにするため調査区を֦ுした。

第３次調査では31号～38号横穴のݕग़෦である墓道෦分のみを調査した。

第４次調査ではすべての横穴を۷するとともに、１・２τϨンν間の谷෦のଯ積土を横穴ங

造時の層Ґまで۷し、横穴間をつなぐ通路が存在しないか確認をした。また、谷෦の３か所

（北น・谷中央෦・谷南෦）でਂ۷りを࣮ࢪし、ଯ積ঢ়گの記録・確認を行った。

墓道をݕग़したࣼ面は、ࣼ度20～30°であるが、横穴の天井ೖޱ෦より高Ґになるとࣼ度50°程

度になり、よりٸなࣼ面となっている。横穴は、平ۉして１̼程度の間ִをもちながら横にฒん

で造られている（第75ਤ）。よりৄࡉにみると、45号横穴と46号横穴のように、ࣨݰが近する例

がある一ํ、36号横穴と37号横穴の間ִが３̼程度あるなど、平面తな分布にはૈີがある。ݰ

ࣨの高さは、おおむͶ北に低く、南に向かってࣨݰのඪ高が高くなっている。

のఈ面高がඪ高45̼近であるが、最ࣨݰ、を確認した最も北の横穴である51号横穴ではࣨݰ

第74ਤ　１τϨンνখ規模調査ঢ়گਤ
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も南の31号横穴ではඪ高47̼近にある。これは、南の谷಄に向けて、ڧ度のある地山のඪ高が

高くなっているためである。ࣨݰの天井が造られる地山ᶙ層とᶚ層の層ཧ面は、１τϨンνの北

น近でみると45～46̼近にあるが（第76ਤ）、31号横穴近では48̼近であり、２̼程高く

なっている。

第75ਤ　１τϨンν遺構ஔਤ
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横穴をݕग़した面は、ࣨݰ～ત道にあたる෦分では地山上であり、墓道෦分は谷のଯ積土上

である。１τϨンνでݕग़した横穴の墓道は、ೖޱであるઌに向かってڱくなって収ଋしてお

り、墓道のઌはほとんど平されていないと考えられる。墓道ઌから谷ఈにかけての෦分で

は、横穴間をつなぐ通路の確認ۀ࡞のため、ݕग़面とݕग़面にରԠする面で平面తਫ਼査を行っ

た。あΘせて断面؍も行ったが、通路は認められなかった。

調査区南では、ߔঢ়の土৭ม化を確認した。̨̭0101として۷した݁Ռ、ӍਫのӨڹに

よるࣗવ࡞༻によるߔঢ়のۼみと判断した。第１τϨンνでݕग़した遺構は、̨̭0101をআくと

すべて横穴である。本調査区での横穴の総数は、31～52号横穴の計22基である。

ʢ̎ʣଯੵঢ়گ（第76・77ਤ）

谷ࣼ面から谷ఈにかけては、竹のࠜをଟくؚんだද土（第１層）がްさ10～20Dmで存在する。

ࣼ面෦ではද土下に45～130Dmのްさでଯ積土があり、ͦの下に大ࡕ層群の地山がある。谷ఈ෦

ではද土下に竹ഓのためにೖれられた造成土の層がある。１τϨンν北น（̰－̰ʟ）では第

第76ਤ　１・２τϨンν北น断面ਤ
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11・13・14層、谷南෦（̳－̳ʟ）では第２層がこれにあたる。造成土の下にはӍਫによって、

土࠭がӡれたとみられるࣗવଯ積層がある。

北นでは第15～19層、谷中央෦（̲－̲ʟ）では第２層、谷南෦では第３層がこれにあたり、ࣶ

ঢ়のϥϛφ構造が認められる。この下には、چද土とみられるްさ15～75Dmの༗機化した層が

ある。谷東ࣼ面においては、谷中央෦・南෦ともに、大ࡕ層群の地山上にچද土がある。

西ࣼ面のݕग़面は、谷中央෦ではଯ積土上で、谷南෦では地山上であるが、いͣれもچද土と

̰ʕ̰ʟ
１ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭0.5ܘ～̑ᶲ大の
　　をগྔؚむ。҉ڎ
２ɽ（10:32/1）ࠇ࠭ ࣭土　３～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをগྔؚむ
　　ද土
３ɽ（10:34/6）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭３～0.5ܘᶲ大のを
　　গྔؚむ
４ɽԫ（2.5:5/6）࠭ ࣭土　0.5ܘཻ࠭ࡉ～̔ᶲ大のをଟくؚむ
̑ɽ（10:34/4）࠭ ࣭土　0.5ܘཻ࠭ࡉ～̑ᶲ大のをଟくؚむ
̒ɽԫ（2.5:5/4）࠭ ࣭土　0.5ܘཻ࠭ࡉ～̑ᶲ大のをଟくؚむ
̓ɽ明ԫ（10:36/6）࠭ ࣭土　３～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをগྔ
　　ؚむ
̔ɽにͿいԫᒵ（10:36/4）࠭ ࣭土　0.5ܘཻ࠭ࡉ～̑ᶲ大のを
　　গྔؚむ
̕ɽにͿいԫᒵ（10:35/4）࠭ ࣭土　0.5ܘཻ࠭ࡉ～̑ᶲ大のを
　　গྔؚむ
10ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　0.5ܘཻ࠭ࡉ～̑ᶲ大のをଟྔに
　　ؚむ
11ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　10～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをଟྔに
　　ؚむ
12ɽ明ԫ（10:36/8）࠭ ࣭土　３～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のを͝く
　　গྔؚむ
13ɽԫ（10:35/8）࠭ ࣭土　10～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをଟྔに
　　ؚむ
14ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　10～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のを͝くগ
　　ྔؚむ
15ɽԫ（10:35/8）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭10～0.5ܘᶲ大のを
　　͝くগྔؚむ。ϥϛφঢ়をఄする
16ɽ明ԫ（2.5:7.6）シルτ、明ԫ（10:36/6）中ཻ࠭ࠞૈ࠭がޓ
　　層ঢ়にϥϛφをఄする
17ɽ明ԫ（2.5:6/6）シルτ、明ԫ（10:36/8）ૈ ཻ࠭がޓ層ঢ়に
　　ϥϛφをఄする
18ɽ明ԫ（10:36/6）࠭ ࣭土中ཻ࠭ࠞૈཻ࠭３～0.5ܘᶲ大のを
　　গྔؚむ。ϥϛφঢ়をఄする
19ɽ明ԫ（10:37/6）࠭ ࣭土　中ཻ࠭ࠞ３～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大の
　　をগྔؚむ
20ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　３～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のを͝くগ
　　ྔؚむ
21ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭３～0.5ܘᶲ大のを
　　গྔؚむ
22ɽ明ԫ（10:36/8）࠭ ࣭土　10～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをগྔؚ
　　む
23ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　３～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをগྔؚむ
24ɽԫ（10:35/8）࠭ ࣭土　10～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをଟくؚむ
　　横穴墓道の埋土か
25ɽ明ԫ（10:36/8）࠭ ࣭土　0.5ܘཻ࠭ࡉ～̑ᶲ大のをগྔؚ
　　む
26ɽԫ（10:35/8）࠭ ࣭土　0.5ܘཻ࠭ࡉ～̑ᶲ大のをগྔؚむ
27ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　0.5ܘཻ࠭ࡉ～̔ᶲ大のをଟくؚむ
28ɽ明ԫ（10:36/8）࠭ ࣭土　４～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをଟྔに
　　ؚむ
29ɽ明ԫ（2.5:7/6）࠭ ࣭土　３～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをগྔؚむ
30ɽにͿいԫ（2.5:6/4　１～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のを͝くগྔؚむ

̱ʵ̱ʟ
１ɽࠇ৭（10:32/1）২土　ཻ࠭ࡉ　ද土
２ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土　極４ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のをগྔؚむ
３ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土　極̒ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のを͝くগྔ
　　ؚむ
４ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土　極10ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のをଟྔにؚ
　　む
̑ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土　極３ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のを͝くগ
　　ྔؚむ
̒ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土　ࠞ̔ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のをඇৗにଟ
　　くؚむ
̓ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土　極10ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のをଟ
　　くؚむ
̔ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土　極̔ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のをগྔؚむ
̕ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土　極２ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のを͝くগྔ
　　ؚむ
10ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土　極４ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のを͝
　　くগྔؚむ
11ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土　ࠞ２ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のをඇৗにଟ
　　ྔؚむ
12ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土　ࠞ10ܘ　ཻ࠭ࡉᶲ大のをඇৗに
　　ଟྔؚむ
13ɽにͿいԫ৭（105/4）と明ԫ৭（10:36/8）がࠞじる࣭࠭土極
４ᶲ大のをগྔؚむܘཻ࠭ࡉ　　
14ɽփന৭（2.5:7/1）೪࣭土　シルτ
15ɽփന৭（2.5:8/2）೪࣭土　シルτ
16ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土　中ཻ࠭̑ܘᶲ大のを͝くগྔؚみ
　　༗機化する　چද土
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第77ਤ　１・２τϨンν谷෦断ׂ断面
̍ɾ̎τϨϯνதԝஅ໘ਤ৭
１ɽԫ（10:35/8）࠭ ࣭土　中ཻཻ࠭ࠞ࠭ࡉ
３ᶲ程度のをଟくؚむ～0.5ܘ　　
２ɽ明ԫ（10:36/6）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
ᶲ程度のを͝くগྔؚむ̑～1.5ܘ　　
３ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　中ཻཻ࠭ࠞ࠭ࡉ
１ᶲ大のをগしؚむ～0.5ܘ　　
４ɽփന（10:7/1）シルτ　地山่落土か
̑ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　ཻ࠭࠭ࠞ中ཻ࠭
10ᶲ大のをඇৗにଟྔؚむ～0.5ܘ　　
̒ɽにͿいԫ（10:35/4）࠭ ࣭土　中ཻ࠭
１ᶲ大のをඇৗにଟྔؚむ～0.5ܘ　　
̓ɽ（10:34/4）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
３ᶲ大のをඇৗにଟྔؚむ～0.5ܘ　　
̔ɽ（10:34/6）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
１ᶲ大のをଟྔにؚむ～0.5ܘ　　
̕ɽԫ（2.5:5/6）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭
２ᶲ大のをগྔؚむ～0.5ܘ　　
10ɽԫ（2.5:5/4）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
ᶲ大のをଟくؚむ̑～0.5ܘ　　
11ɽ明ԫ（2.5:6/6）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
２ᶲ大のをগྔؚむ～0.5ܘ　　
12ɽԫ（2.5:5/6）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭
ᶲ大のをଟくؚむ̑～0.5ܘ　　
13ɽにͿいԫ（10:34/3）࠭ ࣭土　中ཻ࠭
　　地山ᶙ層のϒϩοΫ
14ɽ（10:34/4）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭
ᶲ大のをগྔؚむ̑～0.5ܘ　　
15ɽԫ（2.5:5/6）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭
ग़面ݕ。２ᶲ大のをগྔؚむ～0.5ܘ　　
16ɽにͿいԫ（10:35/4）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
10ᶲ大のをগྔؚむ～0.5ܘ　　
17ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　中ཻ࠭
２ᶲ大のをগྔؚむ～0.5ܘ　　
18ɽփന（10:7/1）シルτ　地山

̍ɾ̎τϨϯνதԝஅ໘ਤ৭
１ɽ（10:32/2）ࠇ࠭ ࣭土　極ཻ࠭ࡉ　ද土
２ɽにͿいԫᒵ（10:37/3）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ極ཻ࠭ࡉ
３ɽ明ԫ（10:36/8）࠭ ࣭土　極１～0.5ܘཻ࠭ࡉཻࠞ࠭ࡉᶲ大の
　　を͝くগྔؚむみ、一෦でϥϛφঢ়をఄする
４ɽにͿいᒵ（7.5:37/3）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
̑ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭３～0.5ܘᶲ大のをଟ
　　くؚむ
̒ɽԫ（10:35/8）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭
̓ɽ҉（10:33/4）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭0.5ܘ～̑ᶲ大のੴを͝
　　くଟྔにؚむ　چද土
̔ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　中ཻ࠭ࠞ１～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをඇ
　　ৗにଟྔؚむ。
̕ɽԫཻࠞ࠭ࡉ（10:35/8）中ཻ࠭　0.5ܘ～̑ᶲ大のをগྔؚむ
10ɽにͿいԫ（10:35/4）࠭ ࣭土　中ཻ࠭ࠞ１～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大の
　　をଟྔにؚむ
11ɽԫ（2.5:5/4）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭0.5ܘ～̑ᶲ大のをଟ
　　ྔにؚむ。地山ᶛ層のϒϩοΫをؚむ
12ɽ（10:34/6）࠭ ࣭土　中ཻ࠭ࠞ１～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをඇৗ
　　にଟྔؚむ
13ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　中ཻ࠭ࠞ３～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをඇ
　　ৗにଟྔؚむ
14ɽ明ԫ（10:37/6）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
15ɽ明ԫ（10:36/8）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
16ɽ明ԫ（10:36/6）࠭ ࣭土　極ཻ࠭ࡉ
17ɽԫ（10:35/8）࠭ ࣭土　１～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のをগྔؚむ
18ɽ明ԫ（2.5:7/6）࠭ ࣭土　極２～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のを͝くগ
　　ྔふくむ
19ɽにͿい（7.5:35/3）࠭ ࣭土　ཻ࠭ࡉ
20ɽ明ԫ（2.5:6/6）࠭ ࣭土　極２～0.5ܘཻ࠭ࡉᶲ大のを͝くগ
　　ྔؚむ
21ɽԫ（2.5:5/6）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭３～0.5ܘᶲ大のをগ
　　ྔؚむ
22ɽԫ（10:35/6）࠭ ࣭土　ཻࠞ࠭ࡉ中ཻ࠭10～0.5ܘᶲ大のを大
　　ྔにؚむ。地山ᶛ層のϒϩοΫをؚむ。
23ɽփന（10:8/1）シルτ
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の間にはްさ40Dm程度のଯ積層（谷中央（̲－̲ʟ）の第̕層、谷南෦（̳－̳ʟ）の第13層など）が

間層として存在している。したがって、このچද土は横穴が造られた後のもので、間層がܗ成さ

れるまでのएׯの時間があると考えられる。横穴ங造時の谷ఈのਂさは、北นでඪ高39̼程度、

谷中央෦（̲－̲ʟ）で40̼程度、谷南෦（̳－̳ʟ）で44̼程度である。これより下Ґは横穴ங造Ҏ

前のଯ積となるが、これに該当する谷中央෦の第16層、谷南෦の第22・23層は༗機化しており、

横穴ங造にઌཱつࣼ面の造成でද土などが谷ఈにଯ積した可能性がある。

遺物は、چද土下～ݕग़面のଯ積土中にݶられており、چද土などͦれͧれの層のܗ成時期に

ついては不明である。ग़土遺物には、須恵器、土師器、弥生土器、埴輪がある。須恵器、土師器

は横穴からస落したものと考えられ、弥生土器、埴輪は古い時期のものがࠞじりこんだものと考

えられる。

̍ʣ�1߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

１τϨンνの最も南にある横穴である。２τϨンνの最南の横穴である53号横穴よりも南に

第78ਤ　31号横穴平面・断面ਤ（１）
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Ґஔしており、最も谷Ԟに造られた横穴となる。ݕग़෦は、さ4.5̼、最大෯1.6̼のପԁܗで、

։ޱはしていなかった。遺構۷にあたっては横穴のॎํ向を４回に分けて۷した。ॎ断３の

内のۭ間が確認できたので、３̙Ϩーβー測ྔで天井を記録後、天井ࣨݰした時でྃが۷

をআڈしࣨݰの調査を行った。横穴の全は5.64̼である。主࣠は西で南に̒°ৼる。本横穴の

Ԟนと、北ྡにある32号横穴のଆนの間は、τンωルঢ়に۷られた穴でつながっている。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとࣨݰԞの地山面でのൺ高は1.46̼で、Ԟに向かって؇やかな上りޯ

になっている。地山面は、墓道ઌから2.2̼近で、ൺ高0.28̼のΘͣかな֊ஈঢ়に۷られてい

る。墓道とત道のڥ界は不明であるが、横断２（̲－̲ʟ）では地山のΦーόーϋンάがみられͣ、

この近まで天井が存在したとは考えにくい。また、ࣨݰにうと考えられる須恵器平ළ（91）が、

横断２と横断３の中間෦分近でग़土している。したがって、本དྷは横断２から、２と３の中間

近までの間が、墓道とત道のڥ界であると考えられる。ࣨݰからત道にかけてはକなどがなく、

明ྎに区分できない。

１ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土（࠭ࡉ～中࠭。４～１ܘᶲ程のを
　　ؚむ）
１ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
２ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむ、地山ᶗ層༝དྷʫ
３ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
４ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̑ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̒ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、墓道の地とࢥΘれる
　　層ʫ
̓ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
̔ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
̕ɽにͿい৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
10ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむ、ྲྀೖ土ʫ
11ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ４～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
12ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
13ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
14ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
15ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
16ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪཻࡉ～中ཻ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
17ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪཻࡉ～中ཻ࠭、̒と11層のࠞ
　　じった層ʫ
18ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻࡉ～中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のԁをଟくؚむ、ྲྀೖ土ʫ
19ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
20ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ４～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
21ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶚ層༝དྷ、 天井่
　　落土かʫ

22ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
23ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷʫ天井な
　　いしଆนの่落土༝དྷʫ
24ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
25ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
27ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
28ɽ23とಉじ
29ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
30ɽԫᒵ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　গしؚむ、陶ଡѱい、ด࠹土ʫ
31ɽᒵ৭（7.5:36/4）やや೪࣭な࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉ、ด࠹土ʫ
32ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ด࠹土ʫ
33ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）やや೪࣭な࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶜ層が
　　主となるʫ
34ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむ、陶ଡѱい、ด࠹土ʫ
35. にͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむ、陶ଡѱくࠞͥฦした土の印、ด࠹土ʫ
36ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ３ܘDm程度の
　　天井の่落ࠢʪ地山ᶛ層をগしؚむʫ
37ɽԫᒵ৭（10:38/6）ؠ൫ʪ天井の地山ᶛ層の่落ࠢʫ
38ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
39ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
40ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆน（地山ᶛ層）の่
　　落ࠢʫ
41ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆนの่れた層ʫ
42ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井ないしଆน、地山
　　ᶛ層がϒϩοΫঢ়にೖるʫ
43ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
44ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
45ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
46ɽփന৭（5:7/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
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ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは、Ԟนにରして྆辺が墓道ଆにむけてほ΅ઢత

にڱまり、三֯ܗをఄする。ࣨݰの最大෯は1.83̼である。ࣨݰの分ྨでは̗２̰ྨにあてはまる。

。ଆนは、大きく่落したとみられ、෯0.2̼のςϥεঢ়になっているࠨのࣨݰ

天井ٴͼԞนのද面はṞ落しており、本དྷの面をしていない。天井は、Ԟนఈ面から測って

0.88̼分のさが存している。横断３（̳－̳ʟ）では、ࠨଆのඪ高47.5̼近に内する地山の

ཱち上がりが存しており、天井の高さがඪ高48̼ऑであったと෮原できる。本དྷの天井は、ત

道に向かって౩が下るようにのͼており、ด࠹土の෦あたりまで天井があったと考えられる。

Ԟนのཱ面は、背の低いΞーνܗで、高さは1.1̼である。ྡの横穴との間に۷られた穴は、

Ԟนのఈ面近をࣼめԞに大きく۷りࠐんでいる。穴のఈ面のඪ高は、32号横穴のํ0.25̼が高

く、31号横穴からは上りޯのτンωルとなる。Ծに本横穴から穴を۷ってྡの横穴と連བྷさせ

ようとする合、ଆนに穴をあけるのが最も؆୯なํ法である。しかし、Ԟนが大きくられて

いるから推すると、32号横穴ଆから下向きに۷り、31号横穴のԞนに౸ୡしたと考えるํが

ࣗવであΖう。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上にࣨݰから墓道のઌにかけて、第̒層によって̑～10Dmのްさで地される。地は、

んでいない。穴の中にはଯ積土でٴのԞนまでなされるが、Ԟนに։けられた穴には地はࣨݰ

ある第46層などがೖりࠐんでいる。第̒層の上には墓道ઌから4.24̼近を中৺にして34層が

Ϛンドঢ়に存在しており、ด࠹と考えられる。また、第34層上にある第28～35層も౫ଡがѱく

第79ਤ　31号横穴平面・断面ਤ（２）
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ࣗવଯ積土とは考えにくいため、ด࠹土と判断した。特に、第33層は人ҝతにಈかされたと確࣮

に判断できる層である。ࣨݰにある須恵器ഋ)・平ළは、ด࠹土にύοΫされるとともに、ࣨݰ

内のかなりのεϖーεをด࠹土が෴っていたとみられる。ࣨݰ内のด࠹土上には、ྲྀೖ土と天井

่落土がଯ積している。墓道・ત道も、地土上はྲྀೖ土がଯ積している。横断１（̱－̱ʟ）と

横断２（̲－̲ʟ）では、断面ʮ6ʯ字ঢ়をఄする第２・10層が存在する。第２・10層は、上ํの

地山ᶗ層༝དྷのをଟくؚむ層であり、ઌにଯ積していたྲྀೖ土をりࠐみながら上ํからྲྀれ

てきたものと考えられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

、の第̒層上から土器、がग़土した。土器には、須恵器ഋ)（89・90）、平ළ（91）がありࣨݰ

いͣれもܗ品でਖ਼Ґの࢟でग़土している。ࣨݰのԞଆには、人಄大のѥ֯が２ある。ど

ちらも࠭ؠで、ԫന৭系の৭調をしている。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、平ළである。須恵器ഋ)は、ఈ෦֎面

をϔϥΩリ後ະ調のもの（89）と、φσ調するもの（90）がある。89は、ఈ෦֎面にম成時のփ

がணしている。平ළ（91）は、֎面にϘタンঢ়のු文を一つだけもつ。

第80ਤ　31号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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がܘޱग़土遺物の年代は、ഋ)のࣨݰ

11DmでϔϥΩリのものかりであるこ

とから、松井ᶙD期にҐஔづけられる。

̎ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

で、さ5.4ܗはପԁܗग़෦の平面ݕ

̼、最大෯2.2̼をݕग़した。։ޱはして

いなかった。調査にあたっては、ॎํ向を̒回に分けて۷した。ॎ断４の۷をऴྃしたとこ

Ζでࣨݰ内のۭ間が確認できたため、３̙Ϩーβー測ྔで天井内を記録し、ͦの後、天井をআڈ

してࣨݰの調査を行った。横穴の全は7.2̼である。主࣠は西で11°南ৼる。ࠨࣨݰଆ面にܘ

40Dmのԁܗの穴があり、31号横穴のԞนとつながっている。また、この横穴は中世に࠶ͼ墓と

して࠶ར༻されている。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　　墓道ઌからԞน下のൺ高は、地山で測って1.38̼である。地山のఈ面は、

墓道ઌから2.2̼まではൺ高は0.88̼のٸなࣼであるが、ͦれよりԞは؇やかなࣼとなって

いる。墓道ઌから4.4̼のとこΖにはൺ高0.2̼のஈが一つある。このஈは、地土によって埋

められており、機能面上ではөされないが、ด࠹の第63層などはこのஈのҐஔにほ΅ରԠして

いる。横穴ங造のஈ֊で、墓道とત道を区分するҙࣝがಇいていたと考えられる。ࣨݰからત道

にかけての平面ܗは一連のものとなっており、明ྎに区分できない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは、Ԟนから墓道ଆに向かってઢతにڱまって三

、の最大෯は2.24̼である。Ԟนから地山のஈまではࣨݰ。をఄしており、#２̰ྨであるܗ֯

。主࣠෦分で測って2.64̼であり、ここでの෯は1.40̼であるࣨݰ

天井は、Ԟน下から測って1.84̼のさが存しているが、ද面がṞ落しており、本དྷのܗ

ঢ়と高さをしていない。Ԟนは、本དྷのද面がൺֱతྑくっており、Ξーνܗが確認できる。

地山からの高さは1.72̼で、෯は2.24̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

墓道からࣨݰまでの地山上には、第21層でബく地が行Θれており、ࣨݰでは埋面を造って

いる。地山のஈ近の地層上には、ॎ断面でみるとϚンドঢ়に存在する層があり、ด࠹土と

判断した。ด࠹には、第20・29・65・63・62層からなる高まりと、第18・61・64・58・57層から

なる高まりが上下に重なっており、ด࠹のタΠϛンάに時間ࠩがあると考えられる。上のํの高

まりにؚまれる第18層は地山第ᶚ層༝དྷで、天井の่落土をؚんでいる。横穴に࠶進ೖした後、

่落土などをۉすなどしてด࠹したものと考えられる。

ด࠹土よりࣨݰଆでは、地山ᶚ層༝དྷの天井Ṟ落土と考えられる層（第50・52・55・64・55層）、

第81ਤ　31号横穴ग़土土器
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地山ᶛ層༝དྷのଆนṞ落土と考えられる層（第52・70層）、ྲྀೖ土（第54・73層）がͦれͧれ10～

20Dmのްさで重なっており、天井内のۭ間が埋まっていくա程をөしている。ଯ積్中の第

76・81層上面では人骨がग़土していることや、副品と考えられる遺物がग़土していることから、

横穴が墓として࠶ར༻されたと判断される。ด࠹土よりも墓道ଆでは、地山ᶗ層༝དྷのྲྀೖ土（第

１層）やӍਫにうྲྀೖ土（第14・35層）がଯ積している。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

、からત道にあたる෦分の第21層上面から土器、鉄製品、がग़土している。ग़土土器はࣨݰ

須恵器であり、ग़土ҐஔはԞนから墓道ଆに向かって෯がかなりڱくなっているҐஔである。こ

れらの須恵器はด࠹土である第65層にύοΫされており、ด࠹にう遺物の可能性がある。ഋ̜

（95・96）はਖ਼Ґ、ಉ （֖92～94）はٯҐでのग़土である。Ԟน近には鉄製品とがある。鉄製

品（97）はࢠで、Ԟน近で２つにંれてग़土した。はいͣれも࠭ؠで、ްさ３Dm程度の平

第82ਤ　32号横穴平面・断面ਤ（１）
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第83ਤ　32号横穴平面・断面ਤ（２）

１ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、上からのྲྀೖ土、ଯ積
　　土༝དྷʫ
２ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、下ํの地山ᶜ層༝དྷʫ
３ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむ、上からのྲྀೖ土、地山ᶗ層層༝དྷʫ
４ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむ、上からのྲྀೖ土、地山ᶚ層༝དྷʫ

̑ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむ、上からのྲྀೖ土ʫ
̒ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ４～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
̓ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～２ܘDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
̔ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
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　　のԁをগしؚむʫ
̕ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
10ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
11ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
12ɽ明ԫᒵ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
13ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ 、0.5ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
14ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをগしؚむ、上からのྲྀೖ土、ଯ積土༝དྷʫ
15ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、上からのྲྀೖ土、
　　ଯ積土༝དྷʫ
16ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
17ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪٴཻ࠭ࡉͼ３～0.5ܘDm程度の
　　ԁからなる層、地山ᶗ層層༝དྷʫ
18ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
19ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
20ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
21ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地下の地山、地山༝དྷの層、
　　地の可能性ありʫ
22ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のԁ
　　をଟくؚむ、地山ᶗ層層༝དྷʫ
23ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
24ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
25. にͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭ʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
27ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
28ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむ、ؠ൫（）༝དྷのྲྀೖ土ʫ
29ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆน地山ᶘないしᶛ層、 
　　༝དྷのྲྀೖ土ʫ
30ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
31ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
32ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
33ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆน地山ᶘないし
　　ᶛ層、 ༝དྷʫ
34ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ٴͼ３～0.5ܘDm程度のԁ
　　からなる、地山ᶗ層層༝དྷʫ
35ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、３ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
36ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２ܘ～̑Dmのԁをؚ
　　む、ଆน存ʫ
37ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭ʫ　
38ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～0.5ܘDmのԁをや
　　やଟくؚむʫ
39ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、２ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
40ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、４～0.5ܘDmのԁを
　　ଟくؚむʫ
41ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
42ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDmのԁをඇৗ
　　にଟくؚむʫ
43ɽᒵ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３～１ܘDm程度のԁをؚ
　　むʫ
44ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１～0.5ܘDmのԁをଟく
　　ؚむʫ
45ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDmのԁをඇৗにଟ
　　くؚむ、地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ

46ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDmのԁをඇৗに
　　ଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
47ɽ明৭（5:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１～0.5ܘDmのԁをඇ
　　ৗにଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
48ɽ৭（7.53:4/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDmのԁをଟくؚむ、
　　地山ᶙ層༝དྷʫ
49ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１～0.5ܘDmのԁをඇ
　　ৗにଟくؚむ、地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
50ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDmのԁをඇৗに
　　ଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
51ɽ明৭（5:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDmのԁをଟく
　　ؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
52ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～0.5ܘDmのԁを極
　　গしؚむʫ
53ɽԫ৭（10:35/8）～৭（10:34/4） ࣭࠭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑Dm程度のԁをؚむʫ
54ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、３～0.5ܘDm、
Dmのԁをؚむʫ 10ܘ　　
55ɽԫᒵ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、１～0.5ܘDmの
　　ԁをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
56ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ ２～0.5ܘDmのԁをؚ
　　むʫ
57ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　のԁをଟくؚむ、時のด࠹土かʁʫ
58ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３～１ܘDmのԁをଟくؚ
　　む、時のด࠹土かʁʫ
59ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、１ܘ～̑Dmの
　　ԁをؚむ、時のด࠹土かʁʫ
60ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、２～0.5ܘDm
　　のԁをඇৗにଟくؚむʫ
61ɽ明৭（5:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、２ܘDmのԁを
　　ؚむ、地山ᶚ層༝དྷの่落土ʫ
62ɽԫ৭（2.5:7/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、２ܘDmのԁを
　　ଟくؚむʫ
63ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、３～１ܘDmのԁ
　　をଟくؚむ、ॳ時のด࠹土かʁʫ
64ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、２～0.5ܘDm
　　のԁをଟくؚみ、̑ܘDmのԁを極গしؚむʫ
65ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　のԁをඇৗにଟくؚむ、ॳ時のด࠹土かʁʫ
66ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、ॳ時のด࠹土
　　かʁʫ
67ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDmのԁをগしؚむʫ
68ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～極ૈཻ࠭、２ܘ～̑Dm
　　のԁをগしؚむʫ
69ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭ʫ
70ɽԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、２ܘDmのԁ
　　をଟくؚむʫ
71ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭ʫ
72ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʻ中ཻ࠭ʼ
73ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʻ中ཻ࠭ʼ
74ɽԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʻཻ࠭ࡉʼ
75ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʻ中ཻ࠭ʼ
76ɽઙԫ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʻ中ཻ࠭ʼ
77ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
78ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻཻ࠭ࠞ࠭ࡉʫ
79ɽઙԫ৭（2.5:37/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のをগし
　　ؚむʫ
80ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
81ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
82ɽઙԫ৭（2.5:37/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
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らなものである。

第76・81層上面は、Ԟนから1.1̼ある؇ࣼ面を墓として࠶ར༻している。ここからは骨、鉄

製品がग़土している。骨ยには、ώτのࣃ、骨ยがある。鉄製品は、᭔が２（98・99）ग़

土している。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、鉄器がある。土器の器種は須恵器ഋ(である。須恵器ഋ(は、 （֖92～

第84ਤ　32号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）
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94）・（95・96）ともに、ಉ一࢈地のものと考

えられるものである。いͣれもম成がೈ࣭で、

ඇৗに੬く、遺存ঢ়ଶがѱい。ఈ෦の調が判

明するのは、ϩΫϩέズリをしている（96）だけ

である。鉄器には（17）ࢠがある。存してお

り、ܪに࣭が遺存している。

、ར༻面からは᭔がग़土している。98・99は࠶

ʮ6ʯ字をした握り᭔である。

ܘޱग़土遺物の年代は、須恵器ഋ(のࣨݰ

が10Dm前後で調がέズリであることから、

松井ᶙb～ᶙD期にҐஔづけられる。࠶ར༻面か

らは土器がग़土していないため、時期は不明で

あるが、࠶ར༻が確認されたଞの横穴の事例か

ら、中世のஈ֊と考えられる。この時期、握り

᭔はڸなどとともに女性の埋にう副品と

されており、本例もこれにあてはまると考えら

れる。

第85ਤ　32号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（２）

第86ਤ　32号横穴ग़土土器

第87ਤ　32号横穴ग़土鉄器
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̏ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

にはしていなかった。遺構۷ޱでさ5.75̼、最大෯は２̼である。։ܗग़෦は、ପԁݕ

あたっては、ॎํ向を̑回に分けて۷を行った。ॎ断４の۷がऴྃした時で、ࣨݰ内のۭ

間が確認できͣ、ͦれҎ上の۷が不可能となった。したがって、重機で天井をআڈした後、ݰ

ࣨの調査を行った。横穴の全は7.56̼である。主࣠は西で11°南ৼる。

当ॳ、本དྷの墓道ઌ෦よりઌの0.95̼の෦分も墓道として۷していたが、断面؍の݁Ռ、

この෦分は墓道ではないと判明した。Ӎਫなどでߔঢ়になっていたとこΖであΖう。ࣨݰは、中

世に墓として࠶ར༻されている。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は0.85̼である。墓道ઌからԞนまでは、加面と

地による機能面ともに、なだらかなࣼ面となっている。ॎ断の墓道ઌにある第２層は、地山

面のԜತであり、ߔや土坑ではない。横断３（̳－̳ʟ）では྆ଆนが内しており、この近ま

で天井が存在したと考えられるが、横断２（̲ʕ̲ʟ）では天井が存在したようすは認められない。

ด࠹土は、墓道ઌから３̼を中৺にしたとこΖで確認できるので、墓道とત道を区別する天井

のೖޱはด࠹の高まり近であったと考えられる。

めているため、明ྎに区分するڱは、一連のものとなって෯をܗからત道かけての平面ࣨݰ

ことはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　Ԟนにରして、ࣨݰの྆辺はほ΅֯に墓道ଆにのͼてശܗの平

面ܗをఄした後、۶ۂして෯がڱまっている。"２ྨである。ࣨݰの平面ܗはややுであり、

Ԟนから1.06̼が最大෯での2.12̼となっている。ӈଆ辺はここで۶ۂして෯をڱめている。ࠨ

ଆ辺はԞนから1.64̼のとこΖから෯をڱめている。

天井は、Ԟน下から２̼分のさが存していたが、ۭ間がなかったため内෦のঢ়گは؍

できなかった。横断３（̳－̳ʟ）や４（̴ʕ̴ʟ）の下では、天井のΞーνのཱち上がりが؍で

き、天井の高さが෮原できる。天井は、横断４では1.75̼程度、横断３では1.2̼程度の高さに෮

原でき、ด࠹土近ではかなり天井が低くなっていたことがΘかる。Ԟนは、ൺֱతྑに存

しており、ઑ಄Ξーνܗに෮原できる。

෮原高は1.6̼で、෯は1.84̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、墓道からࣨݰにかけて、第9層により地がされている。地土のްさはࣨݰで

0.5Dm程度であるのにରし、墓道では最大13Dmとްくなっている。墓道ઌから３̼近では、

第 ・̔23～28層がॎ断でϚンドঢ়に存在しており、ด࠹土と判断した。これらの層は、地山ᶙ・

ᶚ層༝དྷで৭系の৭調をఄしており、ࣨݰを۷したࡍに生じた土࠭を༻したと考えられる。

第22層や第40・42・43層もด࠹土である可能性がされている。これらはԫ৭系の土で、地山ᶚ

層の༝དྷではない。Ծに、ด࠹土であるとすれ、時期がҟなるものであΖう。
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第88ਤ　33号横穴平面・断面ਤ
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１ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
２ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
３ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈ࠭、２～１ܘDm程度のԁをগし
　　ؚむ、地山・۷りす͗ʫ
４ɽփന৭（10:37/1）࠭ ࣭土ʪૈ࠭、２～１ܘDm程度のԁをগし
　　ؚむ、地山かଯ積土・۷りす͗ʫ
̑ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　ඇৗにଟくؚむʫ
̒ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
̓ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
̔ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪ1～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむ、ด࠹土ʫ
̕ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ10:38/6）　ཻ࠭ࡉの
　　ϒϩοΫ̑ˋؚむ、地の可能性もある　ᰍᆵの層ʫ
10ɽ୶ԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁをଟく
　　ؚむʫ
11ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
12ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
13ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
14ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
15ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
16ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
17ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、３～0.5ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
18ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
19ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁをଟく
　　ؚむʫ
20ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
21ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
22ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむ　ྲྀೖ土ʫ
23ɽփ৭（7.5:34/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶙ層༝དྷʫ
24ɽにͿい৭（5:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶚ層༝དྷʫ
25ɽにͿいԫ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
26ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ、ด࠹にؚむか൱かʫ
27ɽ24とಉじ
28ɽ23とಉじ
29ɽ17層とಉじだが、がない
30ɽԫᒵ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDmのԁをଟくؚむʫ
31ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、2ܘDmのԁを
　　極গしؚむʫ
32ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、３～１ܘDm程度
　　のԁをؚむʫ
33ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDmのԁをଟくؚむʫ
34ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１～0.5ܘDmのԁを
　　ଟくؚむʫ
35ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ３ܘ、ཻ࠭ૈ～ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度
　　のԁをগしؚむʫ
36ɽ35層にをؚまない層
37ɽԫ৭（2.5:7/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、̑ܘDm程度のԁを
　　極গしؚむʫ
38ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭ʫ　
39ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶙ層༝དྷの่落土ʫ
40ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～0.5ܘDmのԁをؚむʫ
41ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
42ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭ʫ
43ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～0.5ܘDmのԁをଟくؚむʫ

44ɽ҉৭（7.5:33/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、地山ᶙ層༝དྷの
　　่落土ʫ
45ɽ44層に４ܘDm程度のԁをগしؚむ
46ɽ明৭（7.5:35/8）～৭（7.5:34/6） ࣭࠭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭ʫ
　　地山ᶙ層༝དྷの่落土
47ɽ明৭（5:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、２ܘDmのԁを
　　গしؚむʫ　地山ᶚ層༝དྷの่落土
48ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～極ૈཻ࠭、３～１ܘDmのԁ
　　をগしؚむʫ
49ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、0.5ܘ～̒Dmの
　　ԁをଟくؚむʫ
50ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、３～0.5ܘDmのԁ
　　を極গしؚむʫ
51ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～ૈཻ （࠭やや೪りؾあり）0.5ܘ～
　　２Dmのԁをগしؚむʫ
52ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土（ややシルτ࣭）ʪཻ࠭ࡉ～ૈཻ࠭ʫ
53ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、１～0.5ܘDmのԁを
　　ଟくؚむʫ
54ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、３～0.5ܘDmのԁをؚむʫ
55ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dmのԁをଟくؚみ、̑ܘDmのԁを極গしؚむʫ
56ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ૈ～ཻ࠭ࡉDmのԁをগしؚむʫ
57ɽԫᒵ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈཻ࠭、２～0.5ܘDmのԁ
　　をଟくؚむʫ
58ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～極ૈཻ࠭、２～0.5ܘDmの
　　ԁをඇৗにଟくؚむʫ
59ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm
　　のԁをগしؚむʫ
60ɽにͿいԫᒵ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、̑ܘDmのԁ
　　を極গしؚむʫ
61ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）層ʪ２ܘ～̑Dmのԁをؚむ、地山ᶘない
　　しᶛ層༝དྷの่落土ʫ
62ɽԫ৭（10:35/6）࠭ 層ʪཻ࠭ࡉ～極１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDmのੴを
　　極গしؚむ　ྲྀೖ土、52層かʁʫ
63ɽԫ৭（10:35/6）࠭ 層ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDmのੴをଟくؚむ、
　　地山ᶘないしᶛ層 ʫ
64ɽԫ৭（10:35/6）࠭ 層ʪཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
65ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、１～0.5ܘDmのੴ
　　をؚむ、地山ᶘないしᶛ層 ʫ
66ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDmのੴを極ଟく
　　ؚむ、地山ᶘないしᶛ層 ʫ
67ɽԫ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDmのੴཻをଟくؚ
　　む、地山ᶘないしᶛ層 ʫ
68ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、１～0.5ܘDmのੴを
　　ଟくؚむ　地山ᶘないしᶛ層 ʫ
69ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDmのੴをଟくؚむ、地山ʫ
70ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土かʁ　１～0.5ܘDm
 　　のੴをଟくؚむʫ
71ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、１～0.5ܘDmのੴを
　　ଟくؚむ　地山ᶙ層ࠇ৭（10:32/3）がࠞͥࠐむʫ
72ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDmのੴཻをଟく
　　ؚむ、地山ᶘないしᶛ層 ʫ
73ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土かʁʫ
74ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞ中ཻ࠭ʫ
75ɽࠇ৭（10:33/1）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度の֯をগしؚ
　　む地山ᶙ層の่落土、ଆน่落土ʫ
76ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
77ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ٴͼփ৭（7.5:34/1） 
　　࣭࠭土、ૈཻ࠭ʫ地山ᶘないしᶛ層上下不明と地山ᶚ層・地
　　山ᶙ層༝དྷ、ଆน่落土ʫ
78ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
79ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のѥ֯をଟくؚむʫ
80ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
81ɽઙԫ৭（2.5:7/4） ʪ２～0.5ܘDm程度のѥԁよりなる層ʫ
82ɽにͿいᒵ৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷ、Ԟน่落土ʫ
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内には、天井Ṟ落土と考えられる地山ᶘࣨݰ

層༝དྷの層がଯ積している。ଯ積の్中の第̓

層上面は、中世ஈ֊に࠶ར༻されている。第̓

層の上面はさ2.25̼、ൺ高0.8̼で、Ԟนに向

かって下っている。Ԟนから0.5̼ほどが؇ࣼ面

になっており、天井までの高さ0.9̼程度のΘͣ

かなεϖーεをར༻していたようである。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

。では第̕層上で土器、がग़土しているࣨݰ

土器は、須恵器ഋ( （֖100）とᆵ （֖101）がとも

にٯҐでஔかれていた。

は、ݓ大から人಄大のものを13ݕݸग़した。

の種ྨはνϟーτと࠭ؠであり、1.6̼ʷ1.3̼

のํܗにஔされている。

墓道では、第̕層上でᰍᆵ（102）がग़土

している。人ҝతに٭をଧち欠いたものを、ਖ਼

Ґでஔいている。ด࠹土である第̔層の墓道ଆ

のઌ෦分にあたるため、ด࠹後のّྱなどに

関Θるものと考えられる。

ར༻された面である第̓層上面では、瓦器࠶

（103・104）と土師器（105）ࡼがग़土した。瓦器

は、ӈԞ۱にਖ਼Ґのঢ়ଶでग़土した。土師ࡼは、

。Ґでのग़土であるٯ

人骨のग़土はなかったが、これらの土器は副品とみられ、墓として࠶ར༻していたと考えら

れる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̜、ᆵ֖、٭ᰍᆵ、瓦器、土師器ࡼがあ

る。須恵器ഋ( （֖100）とᆵ （֖101）には、෦֎面にম成時のփがணしている。٭ᰍᆵ（102）

は体෦上面とޱԑ෦内面にփがணしており、ਖ਼Ґでのম成である。瓦器（103・104）の高は

低い三֯ܗで、内面のݍઢもややૈである。土師器（105）ࡼは、ޱԑ෦をφσ調し、ఈ෦֎面

はφσとΦαΤである。内面にはεεঢ়のものがΘͣかにணしており、౯明ࡼの可能性もある。

ͦの合は横穴内で౯かりをಘるために༻いられたものと考えられる。

が̕Dm程度であることかܘޱからग़土した土器の年代は、須恵器ഋ(֖にରԠするのࣨݰ

ら、松井ᶙD～ᶚ期にҐஔづけられる。墓道からग़土した٭ᰍᆵは三ํಁかしであり、松井

ᶗ～ᶘ期とすべきものか。墓前でのّྱに古い土器が༻いられたと考えられ、土器のݯڅڙとし

第89ਤ　33号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）
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ては、ઌ行して࡞られていた横穴の副品などがΘれた可能性もある。

前͝Ζのل後から13世لར༻面からग़土した瓦器は、ౡ編年ᶘ～ᶙ期のもので、12世࠶

年代が༩えられる
ㅭ㉅110ㅮ

。

第90ਤ　33号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（２）
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第91ਤ　33号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（３）

第92ਤ　33号横穴ग़土土器
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̐ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

でさ3.5̼、෯1.2̼である。ӈԞの天井෦分が่ܗग़෦は、主࣠にରして北にんだପԁݕ

落したため、このようなܗになったものとみられる。։ޱはしていなかった。ॎ断は、４回に分

けて۷し、ॎ断３の۷がྃした時でͦれҎ上の۷が不可能となった。ࣨݰ内のۭ間は、

土࠭がॆຬしていたが、ॎ断４の上෦が่落したため天井とԞนのようすが確認できたため、３

̙Ϩーβー測ྔで天井とԞนを記録後に重機で天井をআڈし、ࣨݰの調査を行った。横穴の全

は4.05̼で、主࣠は西で̔°北ৼる。

第93ਤ　34号横穴平面・断面ਤ
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１ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
２ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむ　地山ᶗ層層༝དྷʫ
３ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむ　地山ᶗ層層༝ʫ
４ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ないしʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
̑ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ地山ᶗ層層༝དྷʫ
̒ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̓ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむʫ
̕ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
10ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶚ層༝དྷʫ
11ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
12ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
13ɽにͿい৭（5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、４～0.5ܘDm程度
　　のԁをগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
14ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむ、ଯ積土༝དྷʫ
15ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4） ࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉʫ
16ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
17ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　গしؚむʫ
18ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のԁをগしؚむʫ
19ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、天井ないしଆน
　　༝དྷの地山ᶚ層がएࠞׯじるˠྲྀೖ土かʫ
20ɽઙԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
21ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、天井ないしଆน༝དྷの地
　　山ᶚ層の่落土ʫ
22ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
23ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のԁをଟくؚむʫ

24ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
25ɽઙԫᒵ৭（7.5:38/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭ 、２～0.5ܘ
　　Dm程度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
26ɽ25とಉじ
27ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、ଆนの地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
28ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
29ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
30ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
31ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、0.5ܘDm程度
　　のԁをগしؚむʫ
32ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、ଆน、
　　地山ᶚ層とᶘないしᶛ層༝དྷʫ
33ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘDm程度のԁٴͼૈ
　　࠭からなる層ଆน、地山ᶚ層༝དྷʫ
34ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
35ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむʫ
36ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
37ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
38ɽԫ৭（2.5:8/6）ʪ天井、地山ᶘ層の่落したものʫ
39ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ　ྲྀೖ土ʫ
40ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、ଆน、地山ᶘ層の่落
　　したものʫ
41ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
42ɽにͿい৭（5:5/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶚ層༝དྷ、天
　　井ないしଆน・่落土ʫ
43ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDmのԁ
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
44ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDmのԁを
　　ଟくؚむ　地山ᶚ層・ᶙ層༝དྷน่落土ʫ
45ɽԫᒵ৭（10:38/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭　0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
46ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDmのԁ
　　をগしؚむ、地山ᶙ層とᶚ層の間のᶘ層ないしᶛ層༝དྷ、
　　น่落土ʫ
47ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
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ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　Ԟนଆが高くなっており、墓道ઌとのൺ高は地山面で測って0.54Dmである。加

。面は؇やかなεϩーϓঢ়になっているが、墓道ઌとͦの東の地山には0.4̼のൺ高がある

ଞの横穴とൺべて全がいこともあり、墓道のઌが平されている可能性がある。横断２

（̲－̲ʟ）の下෦では྆ଆนが内しており、本དྷはこのҐஔまで天井があったと考えられる。

墓道・ત道は、横断１と横断２の間で区別されるものと考えられる。ࣨݰからત道にかけては、

。෦やକがなく、一連のものとなっているため明ྎに区分できないۂ۶

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは、Ԟนから墓道にむけてࣨݰの྆辺がڱまる三֯

。の最大෯は1.68̼であるࣨݰ。をしており、̗２̰ྨであるܗ

天井は、Ԟนఈ面から1.2̼分存している。横断２（̲－̲ʟ）では、天井の高さが1.1̼程度に

෮原できる。Ԟนの存ঢ়گはྑくないが、Ξーνܗで高さは1.2̼である。

第94ਤ　34号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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第95ਤ　34号横穴ग़土土器

第96ਤ　34号横穴ग़土鉄器（１）
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第97ਤ　34号横穴ग़土鉄器（２）
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ᶅଯੵঢ়گ

地山上は、ત道からࣨݰにかけて第47層によって、地され、埋面を造る。層のްさは２～

３Dmであるが、墓道ଆの෦分では確認できなかった。地層の上には第23層が最大30Dmのްさ

であり、ࣨݰからત道にかけての土器（106～111）をύοΫしている。ࣨݰにがる第42層の上に

重なっていることもあり、ด࠹土かどうか判断がつかなかった。第23層の上は、่落土やྲྀೖ土

がଯ積している。横断１（̱－̱ʟ）では、地山ᶚ層༝དྷの第12・13層が三֯ଯ積した後、地山ᶗ

層༝དྷの第̑層がଯ積している。横断２では、第21層上に地山ᶙ・ᶚ層༝དྷで天井やଆนの่落

土と考えられる第32層や、ྲྀೖ土と考えられる第19層がଯ積しており、ࣗવଯ積したঢ়گがうか

がえる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

中央のԞนࣨݰ、を確認した。人骨は、ࣖ、では埋面である第47層上で人骨、土器ࣨݰ

りでग़土している。骨が横穴の主࣠におおむͶ平行にある。土͝とऔ上͛た後、骨をد

Ϋリーχンάするとࣃが確認された。骨とࣃがඇৗに近いҐஔからग़土しており、人骨はղ

ֶతҐஔをཹめていないと考えられる。

須恵器は、ࣨݰの墓道ଆのҐஔにある。主࣠にަしてྻঢ়にฒべてஔかれており、ࣨݰとત

道を区ըするҙਤがӐえる。須恵器は、ഋ) （֖106）、֖（108・109）ともにٯҐで、٭ᰍᆵ（110・

111）とແ֖高ഋ（107）は横Ґであった。108のഁยが106の下にあることから、土器のஔは一次

తなものではなく、ಈかされたものと考えられる。ࣖ（112）は、墓道دりのҐஔにあり、ग़土

したのは１のみである。

鉄器は、ఝと考えられるものがࣨݰ内のい範囲で39ग़土しているほか、᭬の可能性がある

もの（152）もग़土している。ଞの横穴にൺべてಥग़したఝの数であり、ෳ数の棺が存在した可

能性がある。は人಄大よりややখさく、種ྨはνϟーτと࠭ؠである。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器がある。

土器の器種は、須恵器ഋ̝、ແ֖高ഋ、֖、٭ᰍᆵがある。須恵器ഋ) （֖106）はϔϥΩ

リ後φσ調するものである。ແ֖高ഋ（107）の٭෦のಁかしはೋஈ三ํで、֎面ٴͼࠐݟみ෦

にম成時のփがணする。108・109は、ޱԑ෦にೋのԜઢをもち、෦をていͶいにϩΫϩέ

ズリするものでᆵ֖か。٭ᰍᆵ（110）の٭෦は大きくんでいる。

体෦下には平行タタΩをもち、体෦上を中৺にম成時のփがண

している。ಉ（111）は、体෦֎面の上にম成時のփがްくணする。

ࣖ（112）は、中࣮の金で、約分がࡺに෴Θれており、ද面層の

めくれが؍できる。113～151は、鉄ఝと考えられるもので、138・

146・150は、土とともにऔり上͛た人骨のΫリーχンάۀ࡞中に発ݟし

たものである。鉄ఝの಄෦は、一ํ向にંり͛ۂていると考えられるも

の（113～123・125～128・132～134・136・139・149）と、ંり͛ۂてい 第98ਤ　34号横穴ग़土ࣖ
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ないと考えられるもの（129～131・135・137・138・146）がある
ㅭ㉅111ㅮ

。152は、ʮ-ʯ字をఄするもので、

᭬の可能性がある。

11.4DmでϔϥΩリ調である。ፏ平なϓϩϙーシϣܘग़土遺物の年代は、須恵器ഋ)֖がࣨݰ

ンは古い印をडけるが、松井ᶙb～ᶙD期にҐஔづける。

第99ਤ　35号横穴平面・断面ਤ
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̑ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

ग़෦のݕ。である。さは5.1̼で、最大෯は1.43̼であるܗするପԁۂग़෦は、北にやや۶ݕ

最Ԟ෦においてݓ大の大きさの։ޱ෦を確認したが、։ޱ෦からは横穴内のようすは؍できな

かった。遺構۷にあたっては、ॎํ向を４回に分けて࣮ࢪした。ॎ断３の۷ऴྃ後に横断３

（̳－̳ʟ）の؍を行ったが、天井近くまで土࠭がॆຬしていたため、３̙Ϩーβー測ྔは࣮ࢪ

できなかった。天井内の調査は、天井をআڈ後に行った。横穴の全は5.93̼である。主࣠は西

で̒°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからԞน下の地山面までのൺ高は1.35̼である。地山面は、墓道ઌ

から2.23̼のとこΖにࣼมがある。墓道ઌからࣼมまでの範囲は、ൺ高0.79̼の

్、なࣼ面でٸ 中にはൺ高0.35̼の֊ஈঢ়のஈがある。ࣼมよりԞはࣼが؇やかになる。

１ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程のԁをগし
　　ؚむ、ྲྀೖ土ʫ
２ɽփന৭（2.5:8/2）೪࣭土ʪシルτ、墓道ଆนの地山ᶜ層༝
　　དྷがϒϩοΫঢ়にೖったものʫ
３ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）೪࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のԁをଟくؚむʫ
４ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむ　地山ᶚ層༝དྷ、横穴۷時のුいた土をなら
　　しているײじか、地ʫ
̑ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土（やや೪࣭）ʪ ཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、
　　地山ᶜ層にଞの土がࠞじった層、地ʫ 
̒ɽ明ԫᒵ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、地山ᶘないしᶛ層༝
　　དྷʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、地山ᶘ
　　ないしᶛ層༝དྷʫ
̔ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭ࠞじり２ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをগしؚむ、地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
̕ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷʫ
10ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
11ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土（やや೪࣭）ʪཻ࠭ࡉ、地ʫ
12ɽ明ԫᒵ৭（10:37/6）࠭ ࣭ʪཻ࠭ࡉʫ
13ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
14ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
15ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭～極ૈ࠭ʫ
16ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
17ɽにͿいԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、２ܘDm程
　　度のԁをগしؚむʫ
18ɽにͿいԫᒵ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをগしؚむࣗવだΖうʫ
19ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむ　ややしまりڧい、横断ᶄの؍ではの
　　陶ଡѱい、20層のۼみを埋めるด࠹かʫ
20ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のԁをଟくؚむため่落土の可能性もある、や
　　やしまりڧいʫ
21ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
22ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪൺֱత࣭ۉなཻ࠭ࡉいΘΏる
　　࠭層、地山ᶙ層༝དྷのϒϩοΫを一෦ؚむ、ࣗવଯ積と考え

　　られないด࠹土ʫ
23ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
24ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむ地山ᶚ層༝དྷʫ
25ɽ৭（7.5:34/4）ؠ൫ʪ地山ᶚ層༝དྷ、ด࠹時のϒϩοΫかʫ
26ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷ　ด࠹時の
　　ϒϩοΫʫ
27ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪൺֱత࣭ۉなཻ࠭ࡉ、ࣗવଯ積
　　とは考えられない土、ด࠹ʫ
28ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）ʪ４～１ܘDm程度のԁからなるʫ
29ɽにͿい৭（5:34/4）ؠ൫ʪ地山ᶚ層༝དྷ、ด࠹時のϒ
　　ϩοΫʫ
30ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
31ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、１ܘ～
　　２Dm程度のԁをଟくؚむʫ
32ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
33ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむ地山ᶘ層༝དྷʫ
34ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　をଟくؚむʫ
35ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～0.5ܘDm程度の
　　ԁをඇৗにଟくؚむʫ
36ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
37ɽઙԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、４～0.5ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
38ɽઙԫ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
39ɽઙԫ৭（5:7/3）ʪ0.5ܘ～̑Dm程度のԁ、ѥԁから
　　なる層ʫ
40ɽઙԫ৭（2.5:7/3）ʪ２～0.5ܘDm程度のԁからなる層ʫ
41ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶚ層ٴͼᶙ層༝དྷ、
　　ଆน่落ࠢʫ
42ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のѥԁ
　　をଟくؚむʫ
43ɽ欠番 
44ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴをଟ
　　くؚむʫ
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地山上には地土があり、特に地山面におけるࣼมよりख前にはްく地がなされており、

֊ஈঢ়の地山も機能面上では平らになっている。横断３（̳－̳ʟ）では、ଆนが内しており、

本དྷこの近でも天井があったと考えられ、墓道とત道のڥ界となる天井のೖޱ෦は横断２と横

断３の間にあったと考えられる。ࣨݰはശܗであるが、墓道にかけて連ଓతに෯がڱくなってお

り、ࣨݰとત道を明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・Ԟน・天井）　ࣨݰの平面ܗは、Ԟนからほ΅ಉじ෯でख前にଓいてശܗをఄし

た後、۶ۂして墓道ଆに向かってڱまってΏく̖２ྨである。ࣨݰの最大෯は1.69̼である。ݰ

第100ਤ　35号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ࣨのࠨଆ辺は、Ԟนから1.56̼のとこΖで

めながら、墓道ଆのͼڱして෯をۂ۶

る。ここでの෯は1.68̼である。ӈଆ辺は

Ԟนから1.76̼で、෯1.6̼のとこΖで۶

。しているۂ

天井は、่落が進んでおり、ࣨݰ中央

ではԞนఈ面から0.56̼分しか存して

いない。横断２（̲－̲ʟ）・３（̳－̳ʟ）

では྆ଆの地山がΞーνঢ়にཱち上がっ

ており、ͦれͧれのҐஔでの地山面から

の天井の高さを1.1̼程度と1.5̼程度に෮

原できる。Ԟนについては、天井下にۭ

間がないため؍測と記録ができなかった。

存した෦分ら෮原すると、高さ1.6̼程

度のઑ಄Ξーνܗであったと考えられる。

ᶅଯੵঢ়گ

墓道のઌ෦分の低いとこΖに、まͣ

第̑・11層で地を行い、ͦの上に第４

層を墓道からࣨݰまでஔく。第４層は墓

道にはްくஔかれており、地山のٸなࣼを؇やかにしている。ࣨݰで

はബく地され、埋面を造っている。地土上には第22・25～28層が

Ϛンドঢ়に存在している。第22・27層は、ൺֱత࣭ۉなཻ࠭ࡉでྲྀೖ・

Ṟ落といったࣗવଯ積の層ではなく、明ྎにด࠹土と判断できる層であ

る。この下にある第25・29層は、地山ᶚ層のṞ落մをؚむものでղऍが

しいが、ด࠹前やดۀ࡞࠹中に่落したものとも考えられる。第20層

についても判断がしいが、ͦの上の第19層は౫ଡがΘるく人ҝతな層

の可能性がある。第18層は、ྲྀೖ土であΖう。これらのことからด࠹土

は、地土上面から最大で0.56̼の高さまで積まれていたとみられる。ด࠹土よりも墓道ଆにଯ

積する第１層はをؚむ土で、地山ᶗ層༝དྷの上ํからのྲྀೖ土である。第15・16層は、։ޱ෦

からࣨݰྲྀೖしたと考えられる層である。ด࠹土の高まりにԊうようにࣼめにଯ積しており、

ଯ積ஈ֊では天井がด࠹土近にまであったことがΘかる。第32層より上でࣨݰ෦分のଯ積が平

行になっており、このஈ֊で天井がࣦΘれたとみられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

、がग़土している。土器は、ࣖ、からત道にかけての第４層上面で土器ࣨݰ、ないしࣨݰ

土にύοΫされていた。いͣれも࠹りにかたまっており、ดدないしત道にあたる෦分のӈࣨݰ

第101ਤ　35号横穴ग़土土器
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須恵器で、ഋ)（155～157）がਖ਼Ґ、ಉ֖がਖ਼Ґ（153）とٯҐ（154）である。ແ֖高ഋ（158）は横Ґ、

。のものがྻঢ়にஔかれているܗ΅ᰍᆵ（159）とᰍᆵ（160）はਖ਼Ґである。土器は、ほ٭

ഋ) （֖154）と٭ᰍᆵ（159）は重なりあっている。ࣖ（162）は、Ԟน近くのӈଆน近で１

のみग़土している。は、Ԟน近くからࠨଆน近くにかけて３ある。いͣれも、人಄大でԞ

น近くのものが࠭、ؠる１がνϟーτである。161は、横穴のݕग़ۀ࡞時に下ํのଯ積土中

からग़土したものである。本དྷは、本横穴に層するものであった可能性がある。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖがある。土器の器種は須恵器ഋ̝、ແ֖高ഋ、٭ᰍᆵ、ᰍᆵで

ある。須恵器ഋ̝（155）は、ఈ෦֎面からडけ෦にかけてম成時のփがணする。156は、ٯҐ

でম成されたとみられ、ఈ෦֎面にはম成時のփがްくணする。内面はমきͿくれしている。

157も、天地ٯのঢ়ଶでম成したもので、ఈ෦֎面にփがްくணし、डけ෦に֖の෦が༥ண

する。156と157は、土のง囲ؾがඇৗにࣅており、ಉ一࢈地のものとみられる。٭ᰍᆵ（159）

はࣨݰのものと、横穴ݕग़時にग़土したഁยが合する。֎面全体と٭内面にম成時のփがண

している。ࣖ（162）は中࣮のもので、ද面層が全面にṞ落しているが、͝く一෦に金৭が؍

できるため金とࢥΘれる。

ग़土遺物の年代は、ಁかしのແいແ֖高ഋは松井ᶙ期である。須恵器ഋ)は֖のϓϩϙーࣨݰ

シϣンがፏ平であるは古い印をडけるが、֖とのすべてがϔϥΩリであることを考ྀする

と、松井ᶙb～ᶙD期にҐஔづけられる。

̒ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�1�7ʣ

ᶃ֓ཁ

は、ॎはしていなかった。۷ޱで、։ܗग़෦はさ4.96̼、最大෯1.44̼のいͼつなํݕ

ํ向を̒回に分ׂして࣮ࢪした。ॎ断４の۷ऴྃ後に、横断４（̴－̴ʟ）を؍すると天井が

が不可能にな存していたものであったが、ͦれҎ上の۷存していた。݁Ռతには一෦のみ

ったため天井を重機でআڈした後、ࣨݰの調査を行った。ࣨݰ内にۭ間が存在していたかは不明

である。横穴の全は7.14̼で、主࣠は北で86°西ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下の地山のൺ高は1.88̼である。地山面は、墓道ઌから4.2̼

にࣼมがある。墓道ઌからࣼมまではൺ高が1.64̼のࣼٸ面となっているが、ͦ

れよりԞは、ࣼが؇やかでほ΅平ୱになっている。横断３（̳－̳ʟ）ではଆนが内しており、

この近では本དྷは天井が存在したと考えられる。したがって、ત道とࣨݰを区分する天井のೖ

෦は、横断２と横断３の間であったと考えられる。地山上には地がなされるが、地がബいޱ

ため基本తは加面のى෬がөされている。横断４（̴ʕ̴ʟ）で存している天井は、地土

上面からの高さは0.64̼で、ೖޱ近の天井がඇৗに低かったことがΘかる例である。ત道とݰ
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１ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむ、ྲྀೖ土ʫ
２ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ϕーε༝དྷʫ
３ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ̑ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
４ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）೪࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶜ層༝དྷ、地
　　の可能性ありʫ
̑ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、地山の層༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̒ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ૈ～ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをඇৗにଟくؚむ、地山の層༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̓ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむ、地山の層༝དྷのྲྀೖ土ʫ
̕ɽઙԫ৭（5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～ૈཻ࠭、ด࠹かʫ
࠭৭（10:34/4） .10 ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶚ層のϒϩοΫが
　　地面にめりこむʫ
11ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDmのԁをଟく
　　ؚむʫ
12ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、地山ᶘないしᶛ
　　層༝དྷʫ
13ɽ明৭（7.5:35/6）ؠ൫ʪ地山ᶚ層 ʫ
14ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
15ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
16ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ

17ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
18ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、天井・地山ᶛ層の่れ
　　たものʫ
19ɽ18とಉじ
20ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ地山ᶚ・ᶙ層༝དྷ、天井ٴͼଆน่落土ʫ
21ɽࠇ৭（10:33/1）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、地山ᶙ層
　　༝དྷ、ଆน่落ࠢʫ
22ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）ʪ２～0.5ܘDm程度のԁから
　　なるʫ
23ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
24ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭ʫ
25ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のѥԁ・ѥ֯をଟくؚむʫ
27ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDmのを
　　ଟくؚむʫ
28ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭、１ܘDm程
　　度のѥ֯をগしؚむ地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่落土ʫ
29ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่落
　　土ʫ
30ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ

第104ਤ　36号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ࣨは、平面ܗから区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・Ԟน・天井）　ࣨݰはԞนの෦分が最も෯がく、྆ଆ辺は墓道・ત道に向かっ

てઢతにڱまり三֯ܗをఄする、̗２̰ྨである。ࣨݰの最大෯は1.93̼である。

天井は重機でআڈしたため؍できなかった。Ԟนはやや内۶しており、存෦から෮原する

と高さ1.4̼程度のઑ಄Ξーνܗであったとみられる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上は墓道からࣨݰまで第４層で地され、ࣨݰでは埋面を造る。墓道では第４層の上に

第３層があり、ࣨݰよりも地がްい。墓道のઌにある第２層は地山ᶜ層土༝དྷであり、ಉじ

く地土の可能性がある。横断４（̴ʕ̴ʟ）近では、地層上に第̕・17層がϚンドঢ়に存

在しており、ด࠹土と判断した。この層は、ࣨݰӈଆ辺からग़土した土器を෴っている。土器が

まとめられたঢ়ଶと判断できることから、ॳにうด࠹土とは考えられない。第16層は、ଯ積

が人ҝతかࣗવのものか判断がつかͣ、ด࠹土の可能性がっている。これらの上にある第 ・̑̒ ・

̔層はをଟくؚんでおり、横穴より上にある地山ᶗ層がྲྀೖしたものと考えられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

のӈ分からग़土している。Ԟࣨݰ、からは、第４層上面で土器とがग़土した。土器はࣨݰ

นの近くでは、の上にはປと考えられる須恵器ഋ) （֖164・165）がਖ਼Ґで２ݸならんでおり、

ປと考えられる。ಉじく須恵器ഋ) （֖166）はٯҐである。墓道ଆのӈଆ辺では、須恵器と土師

器がまとめてஔかれている。土師器ഋ（173）の上に須恵器) （֖167）が、須恵器ഋ)（169）の上に

須恵器高ഋ（171）がஔかれている。須恵器平ළ（172）はೋつにׂれて、ഁ ยが東と西にれている。

第105ਤ　36号横穴ग़土土器
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こうしたग़土ঢ়گから、副にΘれた土器がまとめられたものであΖう。ປにΘれた須恵器

ഋ̝֖はܘޱがখさく、新しい要ૉをもつものである。一ํで、まとめられた土器にはܘޱが大

きいものが主体であるが、খさなものもؚまれている。土器ປでの埋はと考えられ、

にࡍして土器のยづけが行Θれたとみられる。

はࣨݰのԞとӈに、ݓ大～人಄大の大きさのものがある。須恵器ഋ̝ （֖166）近のものは、

ປと一連のものとなる可能性がある。Ծに一連のものとすると、さ1.08̼、෯0.45̼の範囲に

なり、棺や遺体をのせる൘がஔかれていた可能性もある。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、ແ֖高ഋ、平ළ、土師器ഋ̜、ᙈ̖であ

る。須恵器ഋ) （֖163）は、12.0ܘޱDmのもので、ϩΫϩがڧく、ম成はೈ調である。ϔϥΩ

リでബくなった器นをิうため、෦内面に೪土をิっている。ಉ（164～167）は、̕ܘޱDm

のものである。ഋ̝（168～170）はいͣれもରԠする֖のܘޱが12Dmのもので、ম成がೈ調

である。৭調もࣅておりಉ一࢈地のものと考えられる。169は、֎面のϩΫϩがڧい。須恵器

横ළ（172）は、Ϙタンঢ়のු文が一つだけషりけられている。土師器ഋ(（173）の֎面の調は

。ԑ෦がφσ、ఈ෦はΦαΤである。土師器ᙈ"（174）は、ຏ໓のため֎面の調は不明であるޱ

12Dm程度で、す～11ܘޱग़土遺物の年代は、須恵器ഋ)の大きい一群（163・168～170）がࣨݰ

べてϔϥΩリ調であることから、松井ᶙD期にҐஔづけられる。須恵器ഋ)のখさな一群（164

～167）は、ܘが10Dmऑであることから、松井ᶚ期にҐஔづけられ、ग़土遺物には時期ࠩがある。

̓ʣ�7߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

はしていなかった。調査にあたっては、ॎํޱで、։ܗग़෦は3.8̼、最大෯は0.9̼のପԁݕ

向を̑回に分けて۷を࣮ࢪした。ॎ断３の۷ऴྃ後にࣨݰ内でۭ間が確認できたので、３̙

Ϩーβー測ྔにより天井の記録を࣮ࢪした。ͦの後、天井を重機でআڈし、ࣨݰの調査を行った。

横穴の全は5.4̼である。主࣠は、墓道の్中からやや北にৼれて۶ۂしており、ࣨݰの主࣠

は北で105°西にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとࣨݰԞのൺ高は、地山で測って0.7̼ある。地山面は、墓道ઌから

2.66̼にࣼมがある。ͦれより墓道ଆはൺ高0.46̼のややٸなొりで、地山の加面には

Ԝತが生じている。ࣨݰଆは、ࣼがなだらかになっており、ࣼมにด࠹土の墓道ଆの

がରԠしている。横断３（̳－̳ʟ）では天井が存しているが、ࣼมに近い横断２（̲－̲ʟ）

では天井があったとは考えらない。したがって、本དྷの天井のೖޱは横断２と３の間にあったと

考えられ、ͦこで墓道とત道が区分される。ત道とࣨݰは、平面ܗから明ྎに区分できない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・Ԟน・天井）　ࣨݰの平面は、Ԟนから墓道ଆに向かってઢతにڱまっている。
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の南西۱のఈ面ࣨݰ。く、分ྨでは̘ྨにあてはまるڱ෯がࣨݰ。の最大෯は1.21̼であるࣨݰ

近では、ଆนが南ଆにむかってٿঢ়に۷りۼめられている。۷りۼめのܘは0.2̼で、ਂさ

0.15̼である。

天井はԞนの下から1.12̼のさが存しているが、Ԟน近の一෦をআいてṞ落が進んで

おり、本དྷの高さとܗをのこしていない。ͦれにରして、Ԟนは存ঢ়گがྑく、෦のؙいΞ

ーνܗが内している。地山からの高さは0.75̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

まͣ、墓道の地山上に第̒層で地を行い、ͦの上に墓道からࣨݰにかけて第̑層で地して

いる。これによって、墓道の機能面のࣼは、地山面のࣼにൺべて؇やかになっている。ࣨݰ

では、第̑層上面が埋面となる。墓道ઌから3.05̼を中৺とするҐஔには、第̑層上に第21

～23層がϚンドঢ়に存在している。第21・22層は、ଆนを造る地山ᶛ層༝དྷで、第23層は地山

ᶘないしᶛ層༝དྷである。土の特では人ҝతなものか判断がしいが、ͦのҐஔからด࠹土と

判断した。横穴ங造時に生じた土を༻したと考えられる。ด࠹土と判断した層は、ࣨݰのԞน

近くまでがっている。ด࠹土の前面にଯ積する第14層は、天井の地山ᶙ層の่落մをଟくؚん

でいる。本དྷの天井がด࠹土近まであったことをࣔすとともに、ด࠹土の墓道ଆは、่落を

うࣗવଯ積であったことがΘかる。ด࠹土上の第17・20層は、ͦれͧれ地山ᶛ・ᶚ層のଆนが่

落したものである。第15・24層は、天井にある地山ᶚ・ᶘ層が่落したものである。第18層は、

౫ଡのѱい土で人ҝ層の可能性も൱定しきれない。墓道の第１・２・３層は༗機化が進んでいる

層で、地山ᶗ層がྲྀೖしてきた層と考えられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

)からત道にあたる෦分の第̑層上面から、須恵器ഋࣨݰ （֖175）と土師器低٭高ഋ（176）がい

１ɽにͿいԫ৭（10:35/3）層ʪ３～0.5ܘDm程度のԁか
　　らなるʫ
２ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
３ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや༗機化した層ʫ
４ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
̑ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、地だΖうʫ
̒ɽԫᒵ৭（10:38/6）やや೪࣭な೪࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶜ層が
　　ϒϩοΫঢ়に10ˋࠞじる、地ʫ
̓ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをඇ
　　ৗにଟくؚむʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをগしؚむʫ
̕ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
10ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
11ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
12ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）ʪ２～0.5ܘDm程度のԁから
　　なる層ʫ
13ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
14ɽઙԫ৭（2.5:7/3）ʪ２～0.5ܘDm程度のԁからなる、
　　地山ᶙ層の่落土ؚࠢむʫ
15ɽにͿい৭（5:34/3） ؠ൫ʪ地山ᶚ層 の่落土ࠢ、天
　　井のおちたものʫ
16ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、
　　ଆนの่れたものʫ

17ɽԫᒵ৭（10:38/6） ࣭࠭土ʪ極࠭ࡉ～ૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、
　　ଆนの่れたものʫ
18ɽにͿいԫ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ྲྀೖ土ʫ
19ɽઙԫ৭（2.5:7/4） ࣭࠭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁを
　　গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
20ɽにͿいԫ৭（10:35/4） ࣭࠭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶚ層 ༝དྷ、
　　天井の落ちたものʫ
21ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4） ࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶛ層༝དྷ、
　　ด࠹ʫ
22ɽઙԫᒵ৭（10:38/4） ࣭࠭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ、ด࠹土ʫ
23ɽにͿいԫ৭（10:35/4） ࣭࠭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむ地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
24ɽᒵ৭（7.5:37/6） ࣭࠭土ʪૈཻ࠭、天井の地山ᶘ層่落土ʫ
25ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
26ɽઙԫᒵ৭（10:38/3） ࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉʫ
27ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
28ɽփന৭（10:38/2） ࣭࠭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
29ɽઙԫᒵ৭（10:38/4） ࣭࠭土ʪ中ཻ࠭ʫ
30ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
31ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
32ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
33ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
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ͣれもਖ਼Ґでग़土した。これらの土器は、ด࠹土

である第23層でύοΫされている。ત道から墓道

にあたる෦分では、須恵器ഋ) （֖177）がٯҐ、

ಉ（178）がਖ਼Ґでग़土している。177・178は、

ด࠹土の高まりのすぐ前にஔかれており、ด࠹に

関ΘるّྱにΘれた土器の可能性がある。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器

ഋ̝、ഋ̜、土師器高ഋがある。須恵器ഋ( （֖174）

第107ਤ　37号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ

第108ਤ　37号横穴ग़土土器
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第109ਤ　38号横穴平面・断面ਤ（１）
１ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
２ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3） ࣭࠭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをগしؚむʫ
３ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
４ɽઙԫ৭（2.5:7/3） ࣭࠭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをଟくؚむʫ
̑ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）೪࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじりのシルτ、地ʫ
̒ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̓ɽઙԫ৭（2.5:7/3） ࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
̕ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
10ɽઙԫ৭（2.5:7/4） ࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉʫ
11ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4） ࣭࠭土ʪ極ૈ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
12ɽԫ৭（2.5:5/4） ࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉʫ
13ɽઙԫ৭（2.5:7/4） ࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉʫ
14ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）やや೪࣭な࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉʫ
15ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4） ࣭࠭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをগしؚむʫ

16ɽԫ৭（2.5:5/3） ࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉʫ
17ɽにͿいԫ৭（10:35/4） ࣭࠭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
18ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4） ࣭࠭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
19ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、２～１ܘ
　　Dm程度のԁをগしؚむ、天井の地山ᶚ層่落ࠢʫ
20ɽઙԫ৭（2.5:7/4） ࣭࠭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭ʫ
21ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、天井の地山ᶚ層่落ࠢかʫ
22ɽઙԫ৭（2.5:7/4） ࣭࠭土ʪ極21、ཻ࠭ࡉ層にࣅるʫ
23ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4） ࣭࠭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
24ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむ、ด࠹かʫ
25ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4） ࣭࠭土ʪૈ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
27ɽઙԫ৭（2.5:7/4）೪࣭土　ཻ࠭ࡉʪ１ܘDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
28ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土　ཻࡉ ʪ࠭ଆน地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
29ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
30ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-øùü-

はπϚϛがṞしたࠟ跡がるもので、෦֎面はέズリとφσでていͶいに上͛る。土師器

高ഋ（176）は、内面に一ஈ์ࣹ҉文をもち、֎面もϛΨΩ調がなされる。

が11Dmであるこܘޱが11DmでϔϥΩリ調、ഋ(のܘޱग़土遺物の年代は、ഋ)のࣨݰ

とから、松井ᶙb～ᶙD期にҐஔづけられる。

̔ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

はしていなかっޱで、さ4.55̼である。最大෯は1.7̼で、։ܗग़෦は、۱ؙのೋ辺三֯ݕ

た。遺構を۷するにおいては、ॎํ向を̑回に分ׂしてこれを࣮ࢪした。ॎ断３の۷ऴྃ後、

ڈ内のۭ間を確認できたので３̙Ϩーβー測ྔで天井を記録した。ͦの後、重機で天井をআࣨݰ

しࣨݰの調査を行った。横穴の全は7.45̼である。主࣠は西で34°南ৼる。

第110ਤ　38号横穴平面・断面ਤ（２）



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-øùý-

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとࣨݰԞのൺ高は、地山で測って1.18̼である。加面は、墓道ઌか

らࣼมがある3.36̼までの෦分が؇い上りޯとなっている。地山上にࢪされる地層は

ബく、機能面は地山のܗঢ়をほ΅өしている。ࣼมよりԞนଆはޯがよりΏるく、ほ

΅ਫ平となっている。

横断２（̲－̲ʟ）のҐஔでは、本དྷ天井があったと考えにくいので、横断２と横断３の間が墓

道とત道のڥ界となる天井ೖޱ෦であったと考えられる。ࣨݰは、ํܗをしているが、墓道ଆ

に向かって連ଓతに෯がڱまっており、ࣨݰとત道は明ྎに区分できない。

第111ਤ　38号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰは、Ԟนにରしてほ΅֯に྆ଆ辺が墓道ଆにのͼる。ࣨݰ

の最大෯は1.56̼である。Ԟนから2.52̼のとこΖで෯は1.29̼あり、ࠨଆ辺はここで۶ۂして

෯をڱめながら墓道ଆのͼる。ӈଆ辺は۶ۂが明ྎではなく、Ԟนから1.64̼近から؇やか

に墓道ଆ向かって෯をڱめている。

天井は、Ԟน近でΞーνのܗঢ়を確認できるが、ͦれҎ֎はṞ落が進んでいる。Ԟนఈ面か

ら2.7̼分存しているが、本དྷのܗをあまりしていない。ݱ存する天井のೖޱ෦は横断３（̳－

̳ʟ）近で、地山からの天井の高さは1.21̼である。

Ԟนは内するઑ಄Ξーνܗで高さ1.55̼である。ൺֱత存ঢ়گがよく、ද面のṞ落はগな

いとみられる。　

ᶅଯੵঢ়گ

地山上は、墓道からࣨݰまで第̑層によって地され、ࣨݰでは埋面を造る。ݱ存する天井

ೖޱ近では第̑層上に、第22・24・27層がϚンドঢ়にあり、ด࠹土の可能性がある。第27層

の上にある第21層は、天井を造る地山ᶚ層༝དྷの土であり、่落土とみられる。墓道ଆの第２・

３層はをଟくؚむ層で、地山ᶗ層の༝དྷとみられる。第２・３層は、横断１・２ではʮ6ʯ字

をఄしており、ઌにあったଯ積土をりࠐみながらྲྀೖしたと考えられる。ด࠹土上のࣨݰଆに

ある第17・18層もྲྀೖ土である。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

。の地層上で、土器がग़土している。Ԟนの近くでは、須恵器ഋ)֖のഁย（183）があるࣨݰ

合してもܗとならない。ӈଆ辺では、須恵器ഋ)֖４と須恵器ഋ)１がग़土している。

いͣれもܗで、֖は、179・180・182がਖ਼Ґで、181はٯҐである。（184）は、ٯҐでのग़土

第112ਤ　38号横穴ग़土土器
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である。185はॎ断１の南ଆ第２層上、186はಉ北ଆ第１層中、187はॎ断２の南ଆ第１層中か

らग़土したもので、埋の後にྲྀೖしたものである。

ᶇग़遺

ग़土遺物には、土器がある。土器の器種は、須恵器ഋ̝、ഋ̜、ᰍᆵ、土師器ᙈ̘がある。

須恵器ഋ)֖は、天井෦֎面をϩΫϩέズリするもの（180・181）、ϔϥΩリ後φσのもの（179）、

ϔϥΩリະ調のもの（182・183）がࠞ在している。ϩΫϩέズリする180・181には、ともに෦

֎面にʮʷʯのϔϥ記号がある。ഋ(（185）は、ઢで֎するޱԑをもっており、ഋ)֖と明

ྎにफ़別できる。ࣨݰग़土遺物の年代は、須恵器ഋ)のܘޱが11～12Dmで、調はέズリと

ϔϥΩリがしている。ഋ(の存在を重ࢹすれ松井ᶙa期ということになるが、墓道からの

ग़土であるので松井ᶘ期～松井ᶙa期にҐஔづける。

̕ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�11�ʣ

ᶃ֓ཁ

ͣ、ग़෦はݕ んぐりとした三֯ܗで、さ3.85̼、最大෯は2.25̼である。։ޱ෦は認められͣ、

遺構۷は横穴のॎํ向を４回に分けて行った。ॎ断２の۷ऴྃ後にࣨݰ内のۭ間を確認した。

３̙Ϩーβー測ྔで天井を記録した後、重機で天井をআڈし、ࣨݰの調査Ҡ行した。横穴の全

は7.12̼の横穴である。主࣠は、西で26°南ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は、地山で測って1.21̼である。加面は墓道ઌか

ら1.72̼までは、ൺ高0.56̼のൺֱతٸなࣼ面となっている。ͦれよりԞนଆは、ൺֱత؇やか

なࣼ面となっている。ݱঢ়の天井ೖޱ෦は横断２（̲－̲ʟ）近であり、丘陵ࣼ面のࣼを考ྀ

すると、本དྷの天井が墓道ଆに大きく展։していたとも考えにくい。横断２近で墓道とત道が

区分されるとみられる。ࣨݰにはକঢ়のものがあり、ત道と区分することが可能である。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରして֯に墓道ଆのͼており、۶ۂ

して෯をڱめている。分ྨでは̖２ྨにあたる。ࣨݰの最大෯は1.85̼で、ࠨଆ辺はԞนから

2.92̼で۶ۂして墓道ଆ向かった෯をڱめる。ここでの෯は1.5̼である。ӈଆ辺が۶ۂするの

は、Ԟนから2.56̼のとこΖである。

天井は、Ԟน近がṞ落して本དྷよりも天井が高くなっているが、ଞのとこΖではද面のṞ落

がগなくΞーνܗをしている。存している天井のさは、Ԟน下から3.04̼分である。Ԟ

นはൺֱతりがྑく、内۶する背の高いઑ಄Ξーνܗである。地山からの高さは1.9̼である。

ೖޱにむかって天井が低くなっており、ݱ存するೖޱ෦の高さは地山から測って1.4̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上の墓道෦分には第̑層、墓道からࣨݰにかけては第17層でബく地を行う。墓道ଆに֦

がる第４層も地土とみられ、墓道ઌ෦は全に地土に埋められるܗになっており、機能面
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第113ਤ　39号横穴平面・断面ਤ（１）
１ɽ明ԫ৭（10:36/0）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
２ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、２～１ܘ
　　Dmのԁをଟくؚむʫ
３ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、１ܘDm
　　程度のԁをগしؚむʫ
４ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭ʫ
̑ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
̒ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
̓ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̔ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
̕ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ
10ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁを
　　গしؚむʫ
11ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のԁをগしؚむʫ
12ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、1～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
13ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや༗機化しているかʫ
14ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ

15ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶚ層༝དྷʫ
16ɽΦリーϒ৭（2.5:4/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　をগしؚむʫ
17ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
18ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
19ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　をඇৗにগしؚむʫ
20ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
21ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
22ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
23ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
24ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dmのをগしؚむʫ
25ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
26ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
27ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
28ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
29ɽփԫ৭（2.5:7/2）ʪ２～0.5ܘDm程度のԁからなるʫ
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としての横穴の全は1.02̼分いことになる。ࣨݰの埋面は、第４・17層の上面である。ॎ

断では、埋面上に第15・16・24層がϚンドঢ়の存在している。

これらの層は、ともに౫ଡがѱく人ҝతな層と考えられ、ด࠹土と判断した。ด࠹土の一෦は、

土の積みしなどがあっ࠹にดࡍଆ辺に集められた土器を෴っており、横穴のग़ೖりのࠨࣨݰ

たと考えられる。墓道に֦がる第３層は、ด࠹土である第16層の上に一෦が重なる。第３層上面

で土器がग़土していることから、横穴に࠶ͼೖるࡍの機能面であると考えられる。第１層と第２

層は、ࣗવଯ積層であるが、第３層を෴う第２層はやや༗機化しているので、第２層と第１層の

ଯ積には一定の時間ࠩがあったことがΘかる。第12層は、地山の大きなϒϩοΫをؚんでおり、

天井の่落にう層である。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

ଆ辺近の墓ࠨࣨݰ、がग़土している。土器は、ࣖ、内では、第４・17層上面で土器ࣨݰ

道ଆにおいてഁଛしたঢ়ଶでग़土している。須恵器ᰍᆵ（191）がࡉかくׂれているほか、

須恵器ແ֖高ഋ（189）も合関にあるഁยがれてग़土している。土器をまとめ、ҙਤతにഁ

յする行ҝがあったと考えられる。ࣨݰӈଆ辺では、須恵器ᆵ （֖193）がग़土している。ࣖ （199）

は、ࠨࣨݰଆ辺の土器群の近くで１のみग़土している。はݓ大～人಄大のものが̒あり、

第114ਤ　39号横穴平面・断面ਤ（２）
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ͦのうち̑はࣨݰの北でݕग़している。ੴࡐは、最もԞนに近いものが࠭ؠで、りはνϟ

ーτである。

墓道では、第３層上面において、須恵器ഋ̜（197）と土師器ഋ（198）がग़土している。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖがある。土器の器種は、須恵器ഋ̝、ഋ̜、༗֖高ഋ、٭・

ᰍᆵ、ᰍᆵ、土師器ഋがある。須恵器ແ֖高ഋ（190）は、ޱԑが内するϫΠンάϥεܗで、

ఈ෦֎面にম成時のփがணしている。須恵器ᰍᆵ（191）は、19のഁยが合したもの

第115ਤ　39号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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である。体෦内面の下にはঢ়۩のࠟ跡が２か所ある。ྻ文ࢪ文

後に֎面からࣼめ下にಥきしたもので、֎面の穴はφσによって࠹い

でいる。製࡞時に土器のʮたりʯをしたࠟであΖう。٭ᰍᆵ（192）

は、人ҝతに٭をଧち欠いたものとみられるもので、器面は҉い৭調で

ある。ޱԑ෦内面と体෦上面にփがணする。ᰍᆵ （֖193）は、内面

にฦりをもっている。ฦりのಥग़がΘͣかであり、ԑ෦が下ํにのͼて

いる。෦֎面にはփがணし、15.5ܘDm程度のものを重Ͷてম成した

ࠟ跡がる。土師器ഋ)（196）は、ఈ෦をるものである。内面はてい

Ͷいにφσ調しておりϔϥ記号がある。須恵器土師器ഋ（198）は、内

֎面とも器面がຏ໓しており、調や҉文の༗ແは不明である。

が10Dmऑでϔܘޱからग़土した遺物の年代は、ແ֖高ഋにಁかしがなく、須恵器ഋ)のࣨݰ

ϥΩリ調であることから、松井ᶙb～ᶙD期にҐஔづける。ただし、ᰍᆵの٭は、やや古い要

ૉである。

第116ਤ　39号横穴ग़土土器

第117ਤ　39号横穴
ग़土ࣖ
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1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�111ʣ

ᶃ֓ཁ

、ग़෦の上෦においてݕ。で、さは3.3̼、最大෯2.0̼であるܗに近いପԁܗํ、ग़෦はݕ

第118ਤ　40号横穴平面・断面ਤ（１）
１ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
２ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭ʫ
３ɽࠇ৭（2.5:3/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、１ܘDm程
　　度のをଟくؚむʫ
４ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
̑ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
̒ɽ৭（10:34/）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭ʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
̔ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
̕ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～１Dmのをগしؚむʫ
10ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭ʫ
11ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
12ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
13ɽΦリーϒ৭（2.5:4/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、ܘ
　　２～３Dmのԁをඇৗにগしؚむʫ
14ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
15ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、ܘ
　　0.5Dmのをগしؚむʫ
16ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、0.5ܘ
　　～１Dmのをඇৗにগしؚむʫ

17ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、0.5ܘ
　　～１Dmのをඇৗにগしؚむʫ
18ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5～0.3ܘDm
　　のをগしؚむ、３～２ܘDmのԁをଟくؚむʫ
19ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、３～２ܘDm
　　のԁをଟくؚむʫ
20ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
21ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
22ɽઙԫ৭ （2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
23ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDmほどのを
　　ඇৗにগしؚむʫ
24ɽփന৭（2.5:8/2）ʪ１～0.5ܘDm程度のԁからなる層ʫ
25ɽࠇ৭（10:33/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶙ層༝དྷ、ଆนの
　　่落土ʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土　ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度
　　のをଟくؚむʫ
27ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、Ӎਫによるྲྀೖ土ʫ
28ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
29ɽ୶ԫ৭（5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷʫ
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人಄大でԁܗの։ޱ෦を確認したが、։ޱ෦から横穴内のঢ়گは؍できなかった。遺構۷に

あたっては、横穴のॎํ向を４回に分けて۷した。ॎ断２（̲－̲ʟ）の۷ऴྃ後に、ࣨݰの

天井内のۭ間を確認した。３̙Ϩーβーで天井を記録し、重機で天井をআڈ後にࣨݰの調査を行

った。横穴の全は5.91̼である。主࣠は西で13°南ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからࣨݰԞน下まで、地山でのൺ高は0.61̼である。地山面では、墓

道ઌから2.7̼はൺ高0.57̼のࣼ面であるが、ͦれよりԞはほ΅平ୱとなる。ݱঢ়での天井ೖޱ

෦は、横断２の෦分であり、丘陵ࣼ面のࣼをみると、天井のೖޱ෦がݱঢ়よりも大きく墓道ଆ

に展։していたとは考えづらい。したがって、横断２近で墓道とત道が分かれると考えられる。

。とત道は、明ྎに区分できないࣨݰ

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　Ԟนにରしてࣨݰの྆ଆ辺は、ࠨଆ辺はほ΅֯に、ӈଆ辺は෯

をڱめながら墓道ଆにのͼる。̖２ྨと̗２̰ྨの྆ํの要ૉがある。ࣨݰの最大෯は1.88̼で

あるࠨ。 ଆ辺にはକがあり、Ԟนから2.12̼のとこΖで۶ۂして、෯をڱめながら墓道ଆのͼる。

ここでの෯は1.6̼である。

天井は、Ԟน下から測って、3.04̼分のさが存している。ද面が全体తにṞ落してತԜ

第119ਤ　40号横穴平面・断面ਤ（２）
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しているが、Ξーνܗをよくしている。Ԟนはઑ಄Ξーνܗで内しており、高さ1.65̼である。

の天ܗに向かって天井高が低くなるΞーνޱ෦の高さは1.44̼で、Ԟนからೖޱ存する天井ೖݱ

井がのͼていたようすがΘかる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には第̓層によって、墓道からࣨݰまで地され、ࣨݰでは埋面を造る。天井ೖޱ෦

では、第̓層上に第18層がさ2.15̼にΘたって存在している。天井近の地山༝དྷのをଟく

ؚむ土である。౫ଡがѱく、Ґஔతにもด࠹土の可能性がるが、判断がつかなかった。第14層

第120ਤ　40号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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の上にある第13層はྲྀೖ土と考えられる土で、ࣗવଯ積層である。墓道ଆでは第13層の下に、地

山ᶗ層༝དྷの第３層がྲྀೖしている。さらに、ͦの上にはӍਫによるଯ積層である第11層が墓道

からࣨݰにかけてଯ積している。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

。鉄器がग़土している、ࣖ、では、第̓層上面で土器、陶棺ࣨݰ

土器は、Ԟนよりで陶棺の近くに須恵器ແ֖高ഋ（200）が横Ґでग़土している。墓道よりのݰ

ଆ辺近では、須恵器のᰍᆵ（201）が横Ґでग़土している。この２には時期ࠩが考ࠨࣨ

えられ、高ഋのํが古い特をもっている。

陶棺（217）は、墓道ଆの分は全に土に෴Θれており、Ԟนଆの分も高さの1/3程度まで土

の中にあった。֖は、陶棺のすぐ北からग़土した。陶棺本体とಉじ第̓層上面にあり、ग़土Ґஔ

が陶棺の։ޱ෦とͣれていることから、গなくとも埋にいたる前の最ऴஈ֊には横にஔかれ

ていたとみられる。陶棺の北東෦はഁଛし、ഁ ยは北と東のํ向に散ཚしている。陶棺のഁยは、

第̓層上面よりएׯ高いҐஔにあることから、陶棺がஔかれてから一定時間経た後にഁଛしたと

考えられる。これらのഁยは、横穴の墓道ଆに֦がっていることから、横穴の։ޱ෦からྲྀೖし

た土࠭によりഁଛしたとは考えにくい。天井のṞ落したものが当たってյれたか、人ҝతにյし

た可能性が考えられる。陶棺内෦には土࠭がଯ積しており、土࠭とともにがྲྀೖしていた。こ

の埋土は天井がṞ落したもので、కまりがない。上面の։ޱ෦とഁଛ෦から第10層がྲྀೖしたと

みられ、陶棺のਂさの約ׂ̔までଯ積していた。は、փ৭系

のνϟーτで、天井やଆนである地山ᶘ・ᶙ層にはあまりݟら

れないものであることから、横穴の上ํにある地山ᶗ層にؚま

れていたものがస落してきたものとみられる。陶棺内෦の土は、

３mmϝοシϡのᝲをかけたが、遺物や骨はݟつからなかった。

ࣖ（202）は、ࣨݰ主࣠近の墓道دりで１ग़土している。

鉄ఝはࣨݰ主࣠より南でग़土している。Ԟน近でまとまって

ある一ํ、̑（203・204・211・215・216）がํܗにならん

でग़土している。古墳時代のఝ༻棺はগ数のఝで࡞られて

おり
ㅭ㉅112ㅮ

、さ1.35̼、෯0.55̼程度の棺の存在が想定できる。

棺とࣖのҐஔはҟなっており、ҟなる埋と考えられる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には、土器、陶棺、ࣖ、鉄器がある。土器の器種

は、須恵器ແ֖高ഋ、ᰍᆵである。須恵器ແ֖高ഋ（200）

は、ೋஈ三ํಁをもつもので、٭෦内面Ҏ֎にփがணする。

ᰍᆵ（201）は、ᰍ෦がむものである。

陶棺（217）は、上面からみると෦がுったପԁܗ、ଆ面か

らみるとܗをఄしており、ಥ帯を८らせている。྆෦には第121ਤ　40号横穴ग़土土器
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面があるが、面の大きさには大খがあるため、前・後といったҙࣝが存在した可能性がある。ఈ

面にはԁܗのු文が１つある。器面のްさは1.2Dm程度あるが、ఈ෦は0.6Dm程度でബい。֖は、

の上面をしたもので、２か所にがあけられ、ϔϥ記号がࢪされている。֎面調はఈ面

がφσで、ଞはϋέ調である。内面調はఈ面がφσで、ଆ面はࣼめ上にϋέϝ調である。

内面の天井෦はφσ調されており、φσはϋέϝをっている。内ଆ面では、横Ґの೪土合

ࠟがとこΖどこΖで؍できる。したがって、ఈ෦のബい೪土൘の上に、

ϋέ調しながら೪土を積み上͛てଆ面を造り、ͦの後、天井෦をφσ

で造っていったものと考えられる。の上面には大খ２種ྨのがある。

大きいは0.6ܘDmで、֖の྆ଆ辺のԆ上に２か所ある。খさいは

ܗ૩時のס0.3Dmで、֖の֯にରԠする෦分に３か所ある。前者はʮܘ

もたせ
ㅭ㉅113ㅮ

ʯ、後者は֖をりとるためのϨΠΞτに༻いられた可能性が

ある。֎面にはఈ෦を中৺にࠇൗがみられるほか、෦分తに৭をఄす

るとこΖがあり、إྉがృ布されていた可能性がある。土師࣭であるが

ম成は࣭ߗであり、一ൠతな土師器のΠϝーδである৭でೈ࣭なもと

第123ਤ　40号横穴ग़土鉄器

第122ਤ　40号横穴
ग़土ࣖ
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第124ਤ　40号横穴ग़土陶棺（１）
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はҟなる。

ࣖ（202）は、中࣮の金である。全体に҉փ৭をఄするが、֎ଆ面の一෦に金৭を؍で、

面はたたみࠐんでいる。鉄ఝは಄෦を一ํંり͛ۂるもの（203～206・210）、಄෦を平らに

するもの（207）、಄෦をંり͛ۂないもの（208）がある。ঢ়の鉄製品（215・216）は、鉄ఝないし

ᰍ᭲のܪ෦の可能性もある。

、からग़土した遺物の年代は、ແ֖高ഋはಁかしが三ํであるので松井ᶗ期～松井ᶘ期だがࣨݰ

がுるᰍᆵは松井ᶙ期Ҏ߱の特をもっている。時期ࠩがあると考えるべきものであΖݞ

う。陶棺がいͣれにଐするかは不明である。

第125ਤ　40号横穴ग़土陶棺（２）
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ᶃ֓ཁ

、ははしていなかった。遺構۷ޱで、さ6.5̼、最大෯２̼である。։ܗग़෦はପԁݕ

ॎํ向を̑分ׂして行った。ॎ断４の۷ऴྃ時にͦれҎ上の۷が不可能になったため、重機

で天井を֎してࣨݰの調査を行った。ࣨݰ内は全に埋まっていたとみられる。横穴の全は

7.15̼の横穴である。主࣠は西で̔°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　加面のઌとࣨݰԞ下のൺ高は1.48̼である。地山面は、墓道ઌから3.2̼

までの間がൺ高0.97̼で、一ஈ低く۷り下͛られるようなかたちになっている。ͦれよりԞนଆ

は؇いࣼになっている。地山上には地が行Θれ、墓道ଆの۷り下͛られた෦分は第２～̑層

第126ਤ　41号横穴平面・断面ਤ（１）



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-øûø-

でްく地されているため、機能面は墓道からࣨݰまでが一連の؇やかなࣼとなっている。墓

道とત道、ત道とࣨݰについては明ྎに区分できない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面はԞน෦が最も෯く、ત道に向かってڱまる。ࣨݰ

の最大෯は2.88̼である。Ԟนから1.88̼の෦分で෯は2.38̼あり、ここで۶ۂして墓道ଆ向

かって෯をڱめる。ࣨݰԞの෯がく、分ྨでは̗２̱ྨにあてはまる。

天井は、Ԟน下から測って1.12̼のさのみ存しており、大きく่れている。横断３（̳－

̳ʟ）と横断４（̴－̴ʟ）では、ଆนが大きくせりग़しており、ͦれͧれのҐஔでの天井の高さは

1.7̼と1.9̼程度に෮原できる。Ԟนは、ࣨݰ内にۭ間がなかったため؍ができなかったが、

横断３・４で෮原した天井の高さからすると２̼前後の高さであったと考えられる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、地がなされている。地は墓道ଆから行Θれ、第４・̑層をஔいた後にત道か

らࣨݰにかけて第41層をஔいて埋面を造る。ด࠹土と判断できる層はなかったが、第19層上面

１ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.２ܘDm
　　Ҏ上のをগしؚむʫ
２ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、ܘ
　　0.２DmҎ上のをগしؚむʫ
３ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、ܘ
　　0.２DmҎ上のをগしؚむʫ
４ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.２ܘDm
　　Ҏ上のをଟくؚむʫ
̑ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.２ܘDm
　　Ҏ上のをଟくؚむʫ
̒ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁを
　　গしؚむʫ
̓ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～１ܘDmのԁをඇৗ
　　にଟくؚむʫ
̔ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３～１ܘDmのԁを
　　ඇৗにଟくؚむʫ
̕ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１～0.5ܘDmのをগ
　　しؚむʫ
10ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ
11ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
12ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
13ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のԁをগしؚむʫ
14ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
15ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
16ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
17ɽにͿい৭（7.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
18ɽにͿいᒵ৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷʫ
19ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
20ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶘ層༝དྷʫ
21ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、地山ᶚ層
　　༝དྷʫ
22ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむ　地山ᶚ層༝དྷʫ
23ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
24ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　１～２Dm程度のԁをগしؚむʫ
25ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程

　　度のԁগしؚむʫ
27ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
28ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のをগ
　　しؚむʫ
29ɽにͿいԫ৭（10:35/9）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、ܘ
　　0.5Dm程度のをগしؚむʫ
30ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、１ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
31ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ極１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　極গしؚむʫ
32ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～
　　１Dm程度のをඇৗにଟくؚむʫ
33ɽᒵ৭（7.5:37/0）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
34ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭、３～２ܘ
　　Dmのを極গしؚむʫ
35ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dmのをඇৗにଟくؚむʫ
36ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のを極গしؚむʫ
37ɽԫᒵ৭（10:38/0）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5～0.3ܘDm程度の
　　をগしؚむʫ
38ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３～１ܘDm程度の
　　をগしؚむʫ
39ɽΦリーϒ৭（2.5:4/3）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭、ܘ
　　２～３Dm程度のをଟくؚむʫ
40ɽᒵ৭（7.5:6/8）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
41ɽ明৭（7.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　をগしؚむʫ
42ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、̑ܘDm程度の
　　をଟくؚむʫ
43ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
44ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
45ɽ୶ԫ৭（7.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ３～２ܘ、ཻ࠭ࡉDmのを極গ
　　しؚむʫ
46ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
47ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、ܘ
　　0.2～0.5Dmのをଟくؚむʫ
48ɽにͿいԫᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭、
３Dmのをଟくؚむʫ～１ܘ　　
49ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭、ܘ
　　３～̑Dmのԁをଟくؚむʫ



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-øûù-

で土師器ഋ(（222）がग़土しており、第19層がด࠹土の一෦である可能性がある。第̓層は༗機

化した層であり、横穴は断ଓతな่落を܁りฦしながら、一定の時間をかけて埋まっていったと

考えられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

֖(からત道にかけての෦分の第41層上面で土器がग़土している。須恵器ഋࣨݰ、ͼٴࣨݰ

（218）は、ࣨݰ中央のややԞนଆにあり、ܗでٯҐである。ఏළ（219）は、ࣨݰからત道のҐஔ

でग़土した。

ત道から墓道にかけてのҐஔでは土器、鉄器がग़土している。土師器ഋ （̜222）は、第19層上

面でग़土したものである。須恵器ແ֖高ഋ（220）と須恵器٭෦（221）は、ॎ断３南の第20層中か

らग़土したものである。220・221はখยであり、などのࡍにཚされたものが土にࠞじって墓

第127ਤ　41号横穴平面・断面ਤ（２）



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-øû３-

第128ਤ　41号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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道にまでૡきだされた

可能性がある。鉄器に

はᰍ （᭲223）があり、

ॎ断２南の第２層中

からग़土したものであ

る。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、

鉄器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、ఏළ、

ແ֖高ഋ、土師器ഋ̜がある。須恵器ഋ)֖

（218）は、෦֎面がϔϥΩリະ調のもの。

ఏළ（219）のࣖは、Ϙタンঢ়のものである。

がܘޱग़土遺物の年代は、ഋ)֖のࣨݰ

13DmでϔϥΩリ、ఏළのࣖがϘタンঢ়で

あることから松井ᶘ期と考えられる。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�11�ʣ

ᶃ֓ཁ

、にあたってははしていなかった。۷ޱで、さ４̼、෯1.5̼である。։ܗग़෦はପԁݕ

ॎํ向を３分ׂして行った。ॎ断２の۷ऴྃ時にͦれҎ上の۷が不可能となったため、重機

で天井をআڈしてࣨݰの調査を行った。ࣨݰ内は全に埋していたとみられ、ۭ間は確認でき

なかった。横穴の全は4.58̼である。主࣠は西で28°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面では、墓道ઌとԞน下のൺ高が0.76̼ある。墓道ઌから1.15̼まで

の範囲はൺ高0.43̼のࣼ面となっているが、ͦれよりԞはほ΅ਫ平になっている。地山上になさ

れる地は、墓道でްく、ࣨݰଆでബいことから機能面では一連のほ΅ਫ平な面となっている。

ด࠹と判断できる層がなく、墓道とત道がどこで分かれるかは不明である。ત道とࣨݰの区分に

ついても、ࣨݰଆ辺の۶ۂ෦から墓道まで一連のものとなっており、明ྎに区分できない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆのͼる。ࣨݰ

の最大෯は1.48̼である。Ԟนから1.48̼の෦分で、෯は1.37̼あり、ここで۶ۂして෯をڱめ

ながら墓道ଆのͼている。ࣨݰの分ྨでは̖２ྨにあてはまる。

天井内にۭ間がなかったため、天井のようすは؍できなかった。天井の存は、Ԟน下

から0.95̼分である。Ԟนのঢ়گも؍できなかったが、存෦から෮原すると、高さ1.4̼程度

のઑ಄Ξーνܗと考えられる。

第129ਤ　41号横穴ग़土土器

第130ਤ　41号横穴
　　　　 ग़土鉄器
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第131ਤ　42号横穴平面・断面ਤ
１ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.2ܘ～
　　0.5Dmのをগしؚむʫ
２ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭ʫ
３ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭ʫ
４ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、地山ʫ
̑ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭ʫ
̒ɽᒵ৭（5:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭、１ܘDm程
　　度のを極গしؚむʫ
̓ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dmのをଟくؚむʫ
̔ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dmのを極গしؚむʫ
̕ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のをଟくؚむʫ
10ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDm程度のを
　　গしؚむʫ
11ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のをগしؚむʫ
12ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭ʫ
13ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
14ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
15ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
16ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、１ܘDm

　　程度のをଟくؚむʫ
17ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、３～１ܘ
　　Dmのԁをଟくؚむʫ
18ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
19ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、１ܘ～
　　３Dm程度のをඇৗにଟくؚむʫ
20ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、Ӎਫによるྲྀೖ土ʫ
21ɽփന৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のԁをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷ、天井่落土ʫ
22ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のをଟ
　　くؚむʫ
23ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ４ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
24ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のを
　　গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
25ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、地山ᶘな
　　いしᶛ層༝དྷ、天井ないしଆน่落土ʫ
26ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度の
　　をඇৗにଟくؚむʫ
27ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪ３ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のѥ
　　ԁをগしؚむʫ
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ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、墓道ઌからࣨݰԞまで第３層により地されている。地土のްさは、ࣨݰで

３～̑Dmであるのにରし、墓道では20Dm程度とްい。第14・15層は、50Dm程度のްさがある

ࣗવଯ積層で、Ӎਫにうྲྀೖ土とみられる。第10・12層は、地山ᶘ層༝དྷで、天井がṞ落し

たものと考えられる。第̔・̕・11層は、Ӎਫにうྲྀೖ土である。これらは10Dm程度のബ

い層で、ޓ層ঢ়にଯ積している。横穴の։ޱ෦が時間をかけて埋まったものと判断した。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の地層上からはがग़土している。は１で、15Dmʷ10Dmの平らな҉੨փ৭系のνࣨݰ

ϟーτである。土器などがग़土していないことから、埋が行Θれなかった可能性もあるが、Ԟ

นがしっかりしたઑ಄Ξーνܗに෮原できることからগなくとも横穴として成していたと考え

られる。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�11�ʣ

ᶃ֓ཁ

はしていなかった。遺構ޱで、さ5.3̼、最大෯は1.8̼である。։ܗग़෦は۱ؙの三֯ݕ

ऴྃ時に天井下のۭ間を確した。ॎ断３の۷ࢪにあたっては、ॎํ向を̒回に分ׂして࣮۷

認した。３̙Ϩーβー測ྔで記録後、重機で天井をআڈしࣨݰの調査を行った。横穴の全は全

第132ਤ　42号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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9.68̼で、主࣠は西で15°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は地山で測って1.54̼である。地山面には、墓道ઌ

から2.48̼でࣼมがある。ઌからࣼมまでは、ൺ高が0.96̼あるޯで、ͦれよ

りԞはなだらかなࣼ面となっている。地山上には地土がஔかれるが、全体తに地はബく、基

第133ਤ　43号横穴平面・断面ਤ（１）
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本తに地山のܗঢ়をөしている。ݱঢ়の天井のೖޱは、墓道ઌから4.72̼のとこΖにある。

ด࠹土のり上りとҐஔがରԠしていることから、ೖޱのҐஔは横穴構ங当ॳと大きくมΘって

いないと考えられ、ここで墓道とત道が区分される。҆全のため天井内は؟で؍できなかっ

たが、Ϩーβー測ྔの݁Ռではݰがっていたようすが確認でき、ࣨݰとત道の区分も明ྎで

ある。ત道のさは1.56̼、ࣨݰは3.84̼のさである。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗはややがுりながらも、Ԟนから墓道ଆにのͼる

྆辺がڱまるっている。̗２̰ྨにあてはまる。ࣨݰの最大෯は2.05̼である。Ԟนの下෦の

地山面には෯0.32̼、ൺ高0.06̼のςϥεが۷りされており、地で埋められており埋面上

にはөされない。

天井の存ঢ়گはྑで、Ξーνܗをよくしている。埋面上にあるଯ積土は、最大でも̔

Dmのްさで天井やଆนのṞ落がগない。天井は、Ԟนから墓道ଆに向かって౩が下るように低

くなっており、ݰがある。Ԟนもද面のཚれがগなく、存ঢ়گがよい。墓道ଆに内するઑ

಄Ξーνܗで、地山からの高さは1.7̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

墓道からࣨݰにかけては地土である第̓層が10Dmのްさでஔかれる。墓道のઌ近では

第̓層にઌཱって第３・４層がஔかれ、地山がஈঢ়に۷られた෦分を෴っている。ࣨݰଆでは第

̓層上に第26層がஔかれ、埋面を造る。ત道෦分では第̓層上に第16・17・21～23・39層がϚ

ンドঢ়に存在しており、ด࠹土の可能性がある。第15層は、上ํからのྲྀೖ土である第１層を

１ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、３～２ܘDm
　　のԁをଟくؚむʫ
２ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のԁをগしؚむʫ
３ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭ʫ
４ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
̑ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭、0.2ܘ
　　～0.3 Dmのをগしؚむʫ
̒ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、１ܘDm
　　程度のԁをগしؚむʫ
̓ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭、１ܘ～
　　２ Dmのをগしؚむʫ
̔ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
̕ɽᒵ৭（7.5:6/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり極ૈཻ࠭、0.5ܘ Dm
　　程度のを極গしؚむʫ
10ɽᒵ৭（7.5:6/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
11ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
12ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
13ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
14ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをগしؚむʫ
15ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
16ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷʫ
17ɽᒵ৭（7.5:6/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、0.5～0.3ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
18ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dmのをগしؚむʫ
19ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ

20ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆน地山ᶛ層༝དྷʫ
21ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
22ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをগしؚむʫ
23ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを極
　　গしؚむʫ
24ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭ʫ
25ɽᒵ৭（5:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
26ɽᒵ৭（7.5:6/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のをଟくؚ
　　むʫ
27ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
28ɽઙԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่
　　落土ʫ
29ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่落土ʫ
30ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のをগし
　　ؚむ、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่落土ʫ
31ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
32ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）ʪ２～１ܘDm程度のԁからな
　　るʫ
33ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
34ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
35ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
36ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、
　　地ʫ
37ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、地ʫ
38ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、
　　地ʫ
39ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむ
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一෦෴うことから、ด࠹土ではない。ด࠹土の下にあり墓道にがっている第２層については、

ด࠹の一෦である可能性と、最ॳのด࠹を่したものの可能性の྆ํがある。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

ݕ中央近でࣨݰ、からત道にかけての地層上で人骨、須恵器がग़土している。人骨はࣨݰ

ग़しており、಄骨や骨がある。಄骨はඓ骨より上の෦分が存しており、ਖ਼ҐでإをԞนに

向けている。಄෦がഁଛしているが、これは天井আڈのա程でյれたものである。骨のう

第134ਤ　43号横穴平面・断面ਤ（２）
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ち෦Ґを確認できるのは上骨で、ԕ෦をԞนに向けている。これらは、ղֶతҐஔにない

ことから、人ҝతにಈかされたものであΖう。

土器は人骨よりも墓道ଆにある。やはりࣨݰからત道にかけての中央に、横穴の主࣠にԊうよ

うにྻঢ়にஔされている。最もԞนଆでは須恵器ແ֖高ഋ（234）、٭ᰍᆵ（235）がग़土して

いる。いͣれも、ほ΅ܗで、ᰍᆵはਖ਼Ґであった。ࣨݰからત道にかけてのࣼ面地には、須

恵器ഋ)֖・がある。֖は、225がਖ਼Ґで、これҎ֎はٯҐである。はすべてਖ਼Ґである。

ᶇग़遺

須恵器ഋ) （֖225・226）は、ޱԑ෦内面にଞݸ体の༥ண物があり、とセοτでম成してい

たとみられる。ഋ)（228・230～232）は、ఈ෦֎面にম成時のփがணするものがଟい。この

うち、232はडけ෦に֖の෦が༥ணし、ఈ෦֎面にはࣗવᬵがかかっている。ଞに内֎面とも

にփがணするもの（229）、डけ෦ٴͼࠐݟみ෦にփがணするもの（233）がある。֖とのରԠ

は、225と231は༥ண物のҐஔがରԠしており、֖をඃせてম成されたとみられる。224と229ܗ

は、৭調やম成のง囲ؾがࣅており、গなくともಉ一の࢈地と考えられる。٭ᰍᆵ（235）は、

高内面をআいた内֎面にփがணしており、ਖ਼Ґでম成されたものである。

からग़土した遺物の年代は、須恵器ഋ)がすべてέズリ調であることから松井ᶘ期～ᶙࣨݰ

a期と考えられる。ഋ)のܘޱには大খがあるが、খさなものにରԠする֖がग़土しておらͣ、

時期ࠩをؚんでいる可能性がある。

第136ਤ　43号横穴ग़土土器
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ᶃ֓ཁ

はしていなかった。調査にあޱで、さ5.5̼、最大෯２̼である。։ܗग़した෦分はପԁݕ

たっては、横穴のॎํ向を̑回に分けて۷を行った。ॎ断４の۷ऴྃ時にͦれҎ上の۷が

不可能となったので、重機で上෦をআڈした後にࣨݰの調査を行った。݁Ռతにࣨݰ内には土࠭

ॆຬしており、ۭ間は存在していなかったようである。横穴の全は6.44̼である。主࣠は西で

27°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからԞน下のൺ高は、地山で1.09̼を測る。地山面、地面上ともに、

墓道ઌからࣨݰԞまでは一連の上り坂となっており、ࣼมは認められない。平面ܗから墓

道とત道、ત道とࣨݰを区分することはしいが、横断２近の土器群はด࠹にう可能性があ

り、この近がત道にあたると考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰは、Ԟนから墓道ଆ向けて෯がڱくなっており、平面ܗは

三֯ܗをఄしている。ࣨݰの最大෯は2.65̼である。ࠨଆ辺はԞนから1.86̼のとこΖで۶ۂし

ている。ここでの෯は2.11̼である。ࣨݰの分ྨでは、ࣨݰԞの෯がく̗２̱ྨにあたる。

天井は、ほ΅すべて่落しており、Ԟน近でさ0.28̼が൳ঢ়に存しているのみである。

Ԟนは重機۷後に確認したが、存෦から෮原すると、2.5̼程度の高さのઑ಄Ξーνܗであ

ったと考えられる。横断３（̳－̳ʟ）では、ӈଆนのཱち上がりがൺֱతྑくっており、この

近の天井の高さは෮原で2.35̼程度であったことがΘかり、Ԟนから墓道ଆ౩が下るように

のͼていたと推測できる。

ᶅଯੵঢ়گ

墓道からࣨݰの地山上には、第３層が地土としてஔかれる。第３層は、墓道・ત道ではްさ

̑Dm程度であるが、ࣨݰでは10Dm程度のްさで埋面を造る。墓道ઌから3.1～4.34̼のҐஔ

には、地層上に第42・43層がϚンドঢ়に存在しており、第43層は須恵器群をύοΫしている。

ด࠹土の可能性があるが、横穴をด࠹するだけの層のްさがなく、ด࠹土の一෦のみが存して

いると考えられる。ด࠹よりも墓道ଆではྲྀೖ土がଯ積している。ରのࣨݰଆでは、地山ᶙ層

༝དྷの第41層、地山ᶘ層༝དྷの54・34層など天井やଆนがṞ落した土がଯ積している。ͦの後、

Ӎਫにってྲྀೖしてきたとみられる第33層が、Ԟนଆにࣼして、0.25̼程度のްさでଯ積

している。第33層がଯ積するஈ֊では、天井内のۭ間がまだ存在していたことがΘかる。第33層

の上には、地山第ᶘ層のṞ落土（第53・60層）と、Ӎਫにうྲྀೖ土（第27層）があり、ঃʑにࣨݰ

のۭ間が埋まっていったものとみられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

からત道にかけての෦分において、第３層上面で土器がग़土している。Ԟน近くࣨݰͼٴࣨݰ

には、須恵器高ഋ٭෦のഁย（239）がग़土している。Ԟนから1.7̼の地では、土師器ᙈ（242）

がग़土している。横Ґのঢ়ଶでޱԑ෦ഁยが墓道ଆに散ཚしており、ഁยは最大で0.35̼れた
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とこΖまでがっている。土ѹでׂれたとは考えにくく、人ҝతにׂられた可能性がある。

からત道にあたると考えられるとこΖでは、須恵器ഋ)֖が２（236・237）、ಉが１ࣨݰ

（238）、ᰍᆵ１（240）、土師器ഋ１（241）がग़土している。ᰍᆵと土師器ഋはਖ਼Ґ、ഋ̝

֖とはٯҐである。これらはด࠹土とみられる第43層にύοΫされていた。

１ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
２ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　0.5～２Dm程度のԁをଟくؚむʫ
３ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地かʫ
４ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、ଆ
　　นの地山༝དྷʫ
̑ɽ৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭、ଆนの地山༝དྷʫ
̒ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̓ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭、1～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、ଆนの地山ᶙ層༝དྷ、地層をるʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̕ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
10ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭、２～0.5ܘDm程度の
　　ԁをඇৗにଟくؚむʫ
11ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
12ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
13ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
14ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
15ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
16ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむ、ଆน地山༝དྷʫ
17ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
18ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
19ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
20ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆน地山༝དྷʫ
21ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭、ଆน地山༝དྷʫ
22ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭、ଆน地山༝དྷʫ
23ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
24ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
25ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
26ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、ܘ
　　１Dm程度のԁをଟくؚむʫ
27ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、Ӎਫによるଯ
　　積土ʫ
28ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
29、にͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
30ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　～３Dm程度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
31ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～１Dm程度のԁをଟくؚむʫ
32ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
33ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、Ӎਫによるྲྀ
　　ೖ土ʫ
34ɽઙԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগ
　　しؚむ、地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
35ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
36ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁを

　　গしؚむʫ
37ɽઙԫ৭（5:7/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟく
　　ؚむʫ
38ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
39ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
40ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
41ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、地山ᶙ層の่落土ʫ
42ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、ด࠹かʫ
43ɽにͿい৭（5:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　0.5～２Dm程度のԁをগしؚむ、ด࠹かʫ
44ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、１ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
45ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆนの่落土、地山ᶘ
　　層༝དྷʫ
46ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆนの่落土、地山ᶚ層
　　༝དྷʫ
47ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむ、ଆนの่落土、地山ᶛ層༝དྷʫ
48ɽઙԫ৭（2.5:7/4）ʪ３～0.5ܘDm程度のԁからなるʫ
49ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ᶗ層の層༝དྷʫ
50ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、Ӎਫによるྲྀ
　　ೖ土ʫ
51ɽΦリーϒԫ৭（5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
52ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
53ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
54ɽ୶ԫ৭（5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
55ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）ʪ0.5ܘDm程度のԁからなるʫ
56ɽփന৭（2.5:8/2）ʪ２～0.5ܘDm程度のԁからなるʫ
57ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層の่落ࠢʫ
58ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁ、ѥԁをଟくؚむʫ
59ɽにͿいԫ৭（2.5:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
60ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層の่落土ʫ
61ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆน༝དྷ地山ᶚ層
　　の่落ࠢʫ
62ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘ層༝དྷの่落土ʫ
63ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
64ɽ61とಉじ、ଆน地山ᶚ層の่落ࠢ
65ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶚ層༝དྷʫ
66ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
67ɽઙԫ৭（2.5:7/3）ʪ３～１ܘDm程度のԁからなる層、
　　地山ᶘ層༝དྷかʫ
68ɽ45とಉじ
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ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、高ഋ、ᰍᆵ、土師器ഋ、ᙈ̖である。

須恵器ഋ)は、 （֖236・237）・（238）ともに、天井෦֎面とఈ෦֎面をϩΫϩέズリするもの

である。須恵器高ഋ（239）٭はഁยであるが、ಁかしを三ํ向に෮原できる。ᰍᆵ（240）はఈ෦

第138ਤ　44号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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֎面にম成時のփがணしている。土師

器ഋ（241）は、内֎面ともにຏ໓しており、

҉文の༗ແや調は不明である。ᙈ"（242）

は、֎面をॎํ向のϋέ調後、ఈ෦֎

面をる。内面は෦上を横ํ向のϋ

έ調をする。

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ)がすࣨݰ

べてέズリ調であり松井ᶘ期～松井ᶙa

期と考えられる。ഁยでग़土している高

ഋは三ํಁかしであり、松井ᶗ期～松井

ᶘ期の特をもっている。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�11�ʣ

ᶃ֓ཁ

ग़෦の最Ԟ෦で、人಄大の大きݕ。で、さは̼̑、最大෯は1.9̼であるܗग़෦はପԁݕ

さの։ޱ෦を確認した。۷はॎํ向を̒回に分けて行った。ॎ断３の۷ऴྃ後、横穴内のۭ

間を確認したので、３̙Ϩーβー測ྔで天井を記録した。ͦの後、重機で天井をআڈし、ࣨݰの

調査を行った。横穴の全は10.6̼である。主࣠は西で32°北ৼれる。ࣨݰのӈଆนには穴が

あけられており、46号横穴のࣨݰとつながっている。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　加面である地山において、墓道ઌとࣨݰԞとのൺ高は1.73̼である。地山面は、

墓道のઌから1.75̼まではൺ高は0.72̼のٸな上りで、్中の一෦は֊ஈঢ়をఄしている。ͦ

れよりԞは、ほ΅平ୱな؇ࣼ面となっている。地山上には全体にബく地がなされているが、墓

道ઌ෦のٸなࣼ面の෦分には地がされていない。横断２（̲－̲ʟ）の؍では、この෦分に

本དྷ天井があったとは考えられない。ݱঢ়の天井ೖޱ෦分が大きく่落しているようすも確認で

きないので、この近で墓道とત道が区分されると考えられる。ࣨݰから墓道に向かって連ଓత

に෯がڱまっており、ࣨݰとત道を明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗはശܗで、Ԟนからほ΅֯に྆ଆ辺が墓道ଆの

ͼる。ࠨଆ辺はややுりで、Ԟนから2.51̼のとこΖが෯1.8̼でࣨݰの最大෯となっており、

ここから෯をڱめながら墓道ଆのͼる。ӈଆ辺は、Ԟนから1.9̼のとこΖからなだらかに෯

をڱめる。

天井内෦は、著しくṞ落しており、本དྷのද面をしていない。特に、ࣨݰ෦分の中ほどでṞ

落が進んでおり、෮原した本དྷの天井の高さよりも、0.7̼程度天井が高くなってしまっている。

これにରして、Ԟนはൺֱత存ঢ়گがよく、ઑ಄Ξーνのܗঢ়がよくΘかる。やや内してཱ

第139ਤ　44号横穴ग़土土器
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ち上がっており、地山からの高さは1.75̼、෯1.7̼である。

ଆนにあけられたのは0.48̼ܘのପԁܗである。ପԁの下が地山面にするҐஔに۷られ

ており、地土は穴の下の一෦を෴っている。つまり、この穴は、横穴が構ஙされた当ॳに۷

られたものであり、この横穴から46号横穴に向けて۷られたと考えられる。

第140ਤ　45号横穴平面・断面ਤ（１）



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-øüÿ-

ᶅଯੵঢ়گ

地山上は、第̒層により地されている。地は墓道のઌ෦にはࢪされͣ、墓道が一ஈ高く

なったとこΖから࢝まりࣨݰԞまでଓく。ࣨݰではこの層が埋面を造る。墓道ઌから4.5̼

近の地山上には第34・35層がϚンドঢ়の存在している。土࣭・土性からは人ҝతなものかの

判断がしく、ด࠹土かどうかの判断がつかなかった。

墓道ଆではこれらの層の上に、第１・４・̑層などがଯ積している。第１層は、墓道にஔかれ

１ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
２ɽにͿいԫ৭（2.5:36/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
３ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）ʪ、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　からなる層、地山ᶗ層༝དྷʫ
４ɽ明փ৭（7.5:37/1）ʪ、３～0.5ܘDm程度のԁか
　　らなる層、上ํの地山ᶗ層༝དྷʫ
̑ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
̒ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、地ʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ࣭ۉ、ཻ࠭ࡉ、Ӎਫによる
　　ଯ積土ʫ
̔ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
̕ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
10ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
11ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
12ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
13ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
14ɽփന৭（5:7/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
15ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁを
　　গしؚむʫ
16ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
17ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁを極গ
　　しؚむʫ
18ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
19ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをଟくؚむʫ
20ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁを極গしؚむʫ
21ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをগしؚむʫ
22ɽփന৭（10:38/2）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁをؚむ、
　　天井の地山ᶗ層が่落、෩化した層ʫ
23ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
24ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
25ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　0.5Dm程度のԁをଟくؚむʫ
27ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
28ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶘ層༝དྷ、天
　　井ないしଆนの่れたものʫ
29ɽ୶ԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ４ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを極
　　গしؚむʫ

30ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむ、ଆน༝དྷ地山ᶘ層ʫ
31ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度の
　　ԁをඇৗにଟくؚむ、ଆน༝དྷ地山ᶘ・ᶙ層ʫ
32ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆน地山ᶚ層༝
　　དྷʫ
33ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
34ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
35ɽにͿいԫ৭（2.5:36/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～0.5ܘDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
36ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、Ӎਫによる
　　ྲྀೖ土ʫ
37ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘ層༝དྷ、
　　天井่落෩化土ʫ
38ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
39ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶙ層༝དྷ、ଆน
　　่落෩化土ʫ
40ɽࠇ৭（7.5:33/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、地山ᶗ層
　　ᶙ層༝དྷ、ଆน่落土ʫ
41ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶚ層の่落ࠢ、ଆน
　　่落ࠢʫ
42ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、Ӎਫによるྲྀ
　　ೖ土ʫ
43ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ４～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　গしؚむʫ
44ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、Ӎਫによるྲྀ
　　ೖ土ʫ
45ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり３～１ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
46ɽփന৭（10:38/2）ʪ３～0.5ܘDm程度のԁからなる層ʫ
47ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、地山ᶗ層ᶘ層༝དྷ、天井่落土ʫ
48ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむ、地山ᶗ層ᶘ層༝དྷ、天井่落土ʫ
49ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
50ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層のଆน่落ࠢʫ
51ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
52ɽ50とಉじ
53ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
54ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘ層༝དྷ、ଆน
　　่落土ʫ
55ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、地山
　　ᶚ層༝དྷ、ଆน่落土ʫ
56ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷ、ଆน
　　่落土ʫ
57ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶘ層༝དྷ、天井
　　่落土ʫ
58ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷ、
　　ଆน่落土ʫ
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た須恵器ᆵをύοΫしている。第４層は、地山ᶗ層༝དྷの層がྲྀೖしてきたものである。

ଆでは埋面を造る第̒層上に、地山ᶙ層༝དྷの第40層が、ްさ17Dm程度で全体を෴っࣨݰ

ている。ଆนのṞ落土と考えられる。ࣨݰの遺物は第̒層上面でݕग़したが、横断４（̴－̴ʟ）

のӈଆน近では、１層上にある第46層上面に須恵器ഋ̝ （֖244）がஔかれているのを確認して

第141ਤ　45号横穴平面・断面ਤ（２）
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おり、第̒層上面と第46層上面には時間ࠩがある。

第４層は、地山ᶗ層༝དྷであるが、࠶進ೖ後のด࠹

土の可能性がある。第39層は、地山ᶙ層༝དྷで、ଆ

นの่落土であると考えられる。ࣨݰ内では、Ӎਫ

のྲྀೖ（第36層）をڬみながら、天井のṞ落が断ଓత

にىこったとみられ、地山ᶘ層༝དྷの第47・48層が

ଯ積している。最後は、天井が大規模にṞ落したと

みられ、ಉじく地山ᶘ層༝དྷの第22層がްくଯ積し

ている。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

からત道にかけての෦分で人骨、土ࣨݰͼٴࣨݰ

器、ࣖ、鉄器がग़土している。第46層上面からग़

土した須恵器ഋ) （֖244）をআき第̒層上面からのग़

土である。人骨は、ࠨଆ辺近にあり、大଼骨をؚ

む骨４本が横穴の主࣠に平行している。ͦの墓

道ଆからは、੬いものの、಄骨がܗをしてग़土し

ている。ଆ಄෦を下にして後಄෦を墓道ଆに向け、

಄෦はӈにむけている。土͝とऔり上͛てΫリー

χンάۀ࡞をした݁Ռ、ࣃが３みつかっている。

ࣖの近くからは、12Dmʷ̕Dmのପԁܗの範囲で

ค化した骨があり、಄骨と考えられる。Ϋリーχン

άۀ࡞でࣃが１ݟつかっている。ਖ਼Ґの須恵器ഋ

̝ （֖245）の上からは̕Dmʷ6.5Dmの範囲でค化し

た骨をݕग़しており、245はປとしてΘれたと考

えられる。また、ྡにある須恵器ഋ（246）はٯҐ

にあることから、ປは245と246が一ରでΘれてい

た可能性がある。Ҏ上をまとめると、಄骨が３ϲ所

からग़土しており、骨はまとめられていること

から、人ҝతにಈかされたと考えられる。ປの可能

性がある須恵器ഋ（246）は、ग़土遺物の中でも新

しい要ૉをもっていることから、Ԟนଆの಄骨に関

Θる遺体がઌに埋された可能性がある。

土器は、ປに༻されたもののଞに、須恵器ഋ)

（֖243）はਖ਼Ґ、須恵器٭ᰍᆵ（248）が横Ґ、低

ਤ（１）گҐでग़土している。第142ਤ　45号横穴遺物ग़土ঢ়ٯのແ֖高ഋ（247）は٭
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ࣖは、２（251・252）ग़土しており、ࣖどうしのڑは0.16̼である。಄骨と考えられる

骨のすぐ近くにあり、遺体にணしていたものが落したと考えられる。鉄製品は鉄（256）と

ାঢ়鉄 （ි253）がある。

第143ਤ　45号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（２）
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墓道からは、須恵器のແ֖高ഋ

ᰍᆵ（250）、ं٭、（249）

（254・255）がग़土した。いͣれも

地土である第̒層上でのग़土で

ある。٭ᰍᆵ（259）は、横Ґで

ग़土している。ほ΅ܗであるが、

人ҝతに٭を欠くとみられる。埋

面とಉ一面上にあることから、

墓前での行ҝに༻いられた遺物と

考えられる。これらの遺物は、第

１層に෴Θれており、第１層はԁ

をඇৗにଟくؚむ層であること

から、ࣗવଯ積層と判断している。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器

がある。土器の器種は、須恵器ഋ̝、

ແ֖高ഋ、٭・ᰍᆵがある。

須恵器ഋ) （֖243～245）は、いͣ

第145ਤ　45号横穴ग़土土器

第144ਤ　45号横穴ग़土ࣖ・鉄器
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れも天井෦֎面をϩΫϩέズリするもの。244は、

֎面に৭إྉとࢥΘれるものが３Dmʷ1.5Dmの範

囲でっている。ಉ（246）のఈ෦֎面の調はϔ

ϥΩリ後φσ。低٭のແ֖高ഋ（247）は、৭調がփ

ന৭であり、࣭ߗのম成である。٭ᰍᆵ（389）

は٭෦のಁかしが三֯ܗのものである。墓道からग़

土したᰍᆵ（250）は、٭を人ҝతにଧち欠い

たとみられるもので、ಁかしは三ํである。ࣖ

（251）は、ද面がࡺに෴Θれている。252も全体に҉

৭をఄするが、内ଆ面の一෦で金৭がる。どちら

も面はたたみࠐんでいる。鉄 （ි253）は、ແݞの

༗ା鉄ිである。 （ं254）は、255と合はしな

いが、ಉ一ݸ体であると考えられる。鉄（256）は、

۬ग़௳のあるものである。ઌからܪ৲まで存し

ており、関はগなくとも背ଆの関がಁաࣸਅで確認

できた。関近には㮊と௳が存している。ܪには

࣭がணしており、ఝが存している。ࣨݰか

らग़土した遺物の年代は、須恵器ഋ)֖はܘޱが

12Dm程度ですべてέズリ調であることから松井

ᶘ期ないし松井ᶘ期～松井ᶙa期と考えられる。ഋ

)（245）は、֖ܘޱが11DmऑでϔϥΩリであるこ

とから松井ᶙb～ᶙD期である。墓道ग़土のᰍ

ᆵは、三ํಁかしという古い要ૉをもっているが、

は新しい。一ॹにग़土しているແ֖高ܗのுる器ݞ

ഋの年代から、松井ᶘ期あたりにҐஔづけるべきも

のか。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�117ʣ

ᶃ֓ཁ

։ޱ෦はॎのΠνδΫܗで、さ3.4̼、最大෯

2.2̼である。։ޱはしていなかった。調査にあたっ

て、横穴のॎํ向を̒回に分けて۷を行った。ॎ

断３の۷がྃした時でࣨݰ内のۭ間を確認し

た。３̙Ϩーβー測ྔで天井を記録した後、重機で 第146ਤ　45号横穴ग़土鉄
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第147ਤ　46号横穴平面・断面ਤ（１）
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１ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　0.5～４Dm程度のԁをඇৗにଟくؚむ、地山ᶗ層のྲྀೖ土ʫ
２ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをଟくؚむʫ
３ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
４ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̑ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
̒ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
̓ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
̔ɽփԫ৭（2.5:6/2）ʪ、３～0.5ܘDm程度のԁからな
　　る、地山ᶗ層༝དྷʫ
̕ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　からなる、地山ᶗ層༝དྷʫ
10ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　１Dm程度のԁをগしؚむʫ
11ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
12ɽփ৭（7.5:34/2）࠭ ʫཻ࠭ࡉ土ʪࡉ
13ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをগしؚむʫ
14ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
15ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　গしؚむʫ
16ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
17ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
18ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
19ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
20ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　からなる、地山ᶗ層༝དྷʫ
21ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
22ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
23ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、Ӎਫ
　　によるଯ積土ʫ
24ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
25ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
26ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　গしؚむʫ
27ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
28ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
29ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや༗機化した土ʫ
30ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
31ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむʫ
32ɽにͿいᒵ৭（5:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、しまりがඇৗにྑ
　　い、地山ᶚ層の่落ࠢʫ
33ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、しまりがඇৗにྑい、
　　地山ᶘないしᶛ層の่落ࠢʫ
34ɽ32とಉじ
35ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ

36ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
37ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
38ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
39ɽ৭（7.5:34/4）ʪ、３～0.5ܘDm程度のԁと֯
　　からなる、天井่落土、地山ᶚ層༝དྷ、しまりऑい、断ଓత
　　な天井่落をࣔす層ʫ
40ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、Ӎਫによるྲྀೖ
　　土、この層で一時ۭಎ下にあったことΘかるʫ
41ɽ৭（7.5:34/3）ʪ天井の่落ࠢ、地山ᶚ層༝དྷ、ʫ
42ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、天井の่落土、地山ᶚ層
　　༝དྷʫ
43ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ೖޱからのྲྀೖ土ʫ
44ɽ৭（7.5:34/3）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁと֯
　　からなる、地山ᶚ層༝དྷ、天井่落土ʫ
45ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
46ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆนの่落土、地山ᶛ
　　層ʫ
47ɽփന৭（2.5:8/1）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、Ԟนの่落土、地山ᶛ
　　層༝དྷʫ
48ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のをଟく
　　ؚむ、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่落土ʫ
49ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷ、天井่落土ʫ
50ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、
　　ଆน่落土ʫ
51ɽ50とಉじ
52ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、天井の
　　ଆน่落土ʫ
53ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、地山
　　ᶘないしᶛ層༝དྷ、天井ないしଆน่落土ʫ
54ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
55ɽઙԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層༝དྷ、
　　天井̾́ଆน่落土ʫ
56ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
57ɽփ৭（7.5:34/1）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶙ層༝དྷ、ଆนの
　　高いとこΖからの่落土ʫ
58ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่
　　落土ʫ
59ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่
　　落土ʫ
60ɽ59とಉじ
61ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่落
　　土ʫ
62ɽઙԫ৭（5:7/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่落
　　土ʫ
63ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、地山ᶙとᶚ
　　層༝དྷ、ଆน่落土ʫ
64ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
65ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่
　　落土ʫ
66ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地、地山ᶛ層่落土を
　　ར༻したかʫ
67ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷ、ଆน่
　　落土ʫ
68ɽփന৭（2.5:8/1）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地ʫ
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天井をআڈしてࣨݰの調査にҠった。大きく۶ۂする横穴で、墓道は谷のࣼにରしてほ΅֯

に۷られるが、ࣨݰよりԞは南にৼる。全は主࣠で測って9.4̼である。墓道の主࣠は西で23°

北ৼっており、ࣨݰの主࣠は西で11°北ৼる。ࣨݰのࠨଆนには穴が۷られており、南ྡの

45号横穴とつながっている。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は、地山で測って1.44̼である。地山面は、ઌから

2.45̼のとこΖにࣼมがある。ࣼมまではൺ高0.8̼のٸな上り坂で、ͦれよりԞは

平ୱになっている。これは地面上でもಉ様で、墓道ઌ෦はٸなࣼになっている。墓道とત

道を区分する天井ೖޱ෦のҐஔは、ݱঢ়と大きくมΘっていないと考えられる。横穴の主࣠は横

第149ਤ　46号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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断４（e－eʟ）近で۶ۂしており、かつこのҐஔで天井一ஈ高くなる。ݰの可能性もあり、こ

の近でࣨݰとત道が区分されると考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、ࠨ辺はڱまりながら墓道ଆにのͼるのにରし、

ӈ辺はԞนにରしてほ΅֯である。̖２ྨと̗２̰ྨの྆ํの要ૉをもっている。ࣨݰの最大

෯は1.76̼である。

天井は、全体に大きくṞ落しており、当ॳのܗをしていない。Ԟนも全体にṞ落しており、

本དྷのܗঢ়が不明である。ࠨࣨݰଆนのԞนから0.5̼、地山からの高さ0.7̼のҐஔには、0.4ܘ

̼のԁܗの穴が۷られている。この穴は南ྡにある45号横穴のࣨݰまでଓいている。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、墓道からࣨݰにかけて第３層で地し、次に墓道のٸなࣼ面の෦分のみ第２層を

いれ、最後に第11層でࣨݰまでを地する。この11層上面がॳ面で、土器やࣖがग़土してい

る。第11層の上にある、第48層上面で人骨を確認していることから、第10・31・48層の上面でも

埋行ҝが行Θれたと考えられる。第48層は地山ᶛ層༝དྷで、ଆนのṞ落土と考えられる。すな

Θち、ࣨݰ内の่落土をۉして、࠶ͼ埋面を造ったと考えられる。ด࠹土とࢥΘれる土層は確

認できなかった。地土上の墓道ଆにଯ積している第１層や第̔層などは、地山ᶗ層がྲྀれてき

たと判断されるࣗવଯ積層である。天井内の第42層や第44層は地山ᶚ層༝དྷで、天井が大きくṞ

落したものと考えられる。第40層は、Ӎਫがྲྀೖしたものと考えられるので、このஈ֊ではࣨݰ

は։ޱしていたようである。ࣨݰ内の最上層の第39層も地山ᶚ層༝དྷで、天井がṞ落した層であ

る。しまりが全くない層であることから、খ規模なṞ落が

断ଓతにىこっていたと考えられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

がग़土しているほか、ಉࣖ・の第11層上面で土器ࣨݰ

じくࣨݰの第48層上面で人骨をݕग़している。第11層上面

の土器は、Ԟนدりに須恵器ഋ)の （֖257）と（258）で、

ともにٯҐである。ࣖはࣨݰ中央近で２ग़土してい

る。２つのࣖのڑは、0.48̼とれていることから、ಈ

かされているものとみられる。

第48層上では、墓道دりのӈଆ辺から಄骨がग़土してい

る。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖがある。土器の器種は、須恵器

ഋ̝である。須恵器ഋ) （֖257）は、天井෦֎面をϩΫϩέ

ズリするもので、ޱԑ෦内面にԜઢがめぐっている。器

นにࠄ物などがࠞೖしたࠟ跡が３か所確認できる。ಉ

（258）もఈ෦֎面をϩΫϩέズリするものである。ࣖ （250・

第150ਤ　46号横穴ग़土土器

第151ਤ　46号横穴ग़土ࣖ



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-øýĀ-

260）は、中࣮の金である。どちらも存ঢ়گがඇৗにྑく、全面が金৭をఄする。面はたた

みࠐんでいる。

になっていٸԑのཱち上がりもޱ、が12Dmऑでܘޱग़土遺物の年代は、須恵器ഋ)のࣨݰ

ることから、松井ᶗ～ᶘ期と考えられる。

17ʣ�7߸ԣ ʢ̨̭݀�11�ʣ

ᶃ֓ཁ

はしていなかった。調ޱで、さは7.05̼で最大෯は2.7̼であった。։ܗग़෦は不なପԁݕ

査にあたっては、横穴のॎํ向を̒回に分けて۷し、ॎ断４の۷ऴྃ時にࣨݰ内のۭ間を確

認した。３̙Ϩーβー測ྔで天井を記録後、重機で天井をআڈしࣨݰの調査を行った。横穴の全

は11.44̼である。主࣠は谷ࣼ面にରしてほ΅֯で、北で52°西にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は、地山で測って2.4̼ある。地山の加面は墓道ઌ

から1.85̼までは、ൺ高0.79̼のޯٸになっている。また、墓道ઌから4.03̼のとこΖで

一ஈԞนଆが高くஈঢ়になっており、ͦのൺ高は0.24̼ある。地山上のԜತは地土で埋められ

ており、機能面は墓道からࣨݰまでほ΅ਫ平な面となっている。墓道とત道は天井のೖޱ෦のҐ

ஔで分けられる。ݱঢ়では、天井ೖޱ෦は横断４（e－eʟ）近にあるが、ݕग़෦のܗঢ়をみると、

本དྷは横断３と横断４の中間が天井ೖޱ෦であったと෮原でき、ここで墓道とત道は区分される

と考えられる。ࣨݰからત道にかけての平面ܗは、一連のものとなっており、ࣨݰとત道を明ྎ

に区分できない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてࠨଆ辺は֯、ӈଆ辺は内۶して

いる。ࣨݰの最大෯はԞนから2.25̼のとこΖで、2.02̼である。ࣨݰの྆ଆ辺はここで۶ۂして、

෯をڱめながら墓道ଆのͼる。ࣨݰ分ྨでは̖２ྨである。

天井はԞน下から測って、４̼分存している。天井内では、竹のࠜが天井をഝうようにൟ

ໜしており、竹ࠜのӨڹで天井の全面が著しくṞ落していた。これにରしてԞนは、एׯのṞ落

はあるが、ઑ಄Ξーνܗのܗঢ়をよくしていた。やや内しながらཱち上がっており、地山か

らの高さは1.8̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

ॎ断の؍では、地山上は第２・̔・19・20・53・77層によって地される。地土は、ࣨݰ

ଆでബく、墓道ଆではްくஔかれており、墓道からત道のԜತを平ୱにしている。第̓層につい

ては地の可能性もあるが、判断がつかなかった。土層の重なりは、基本తにࣨݰから墓道ଆに

むかって地が行Θれたことをࣔす。

地土の上には、第18・33・51・52・63層がϚンドঢ়に存在している。土性・土࣭からはܾ

めखがなく判断がつかなかったが、天井のೖޱ近にあることからด࠹土の可能性がある。第50



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-øþ÷-

第152ਤ　47号横穴平面・断面ਤ（１）



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-øþø-

１ɽփ৭（7.5:36/1）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
２ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、ܘ
　　0.5～１Dm程度のԁをଟくؚむʫ
３ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
４ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭ࠞじり１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
̑ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　からなる、地山ᶗ層の層༝དྷʫ
̒ɽփന৭（5:7/2）ʪ、４～0.5ܘDm程度のԁからなる、
　　地山ᶗ層の層༝དྷʫ
̓ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり１ܘ、࠭ࡉDm
　　程度のԁをগしؚむ、天井ないしଆนの地山༝དྷʫ
̔ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや೪࣭、地かʫ
̕ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
10ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
11ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
12ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを極
　　গしؚむʫ
13ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむʫ
14ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土、ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁを極গしؚむʫ
15ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土、ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをগしؚむʫ
16ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
17ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
18ɽփԫ৭（2.5:7/2）ʪ、0.5ܘ～̑Dm程度のԁからな
　　るʫ
19ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
20ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
21ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
22ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
23ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
24ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
25ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、やや༗機化の進んだ層ʫ
26ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、4～0.5ܘ Dm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
27ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
28ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
29ɽ୶ԫ৭（2.5:4/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
30ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
31ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
32ɽ明ԫ（2.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
33ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、࠭ࡉ～
　　２Dm程度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
34ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
35ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度
　　のԁをগしؚむʫ
36ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ

37ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
38ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
39ɽԫ৭（2.5:8/6）ʪ、１～0.5ܘDm程度のԁからなる、
　　天井の地山ᶘ層の่落、෩化層ʫ
40ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
41ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、４～0.5ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
42ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ極３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁを極গしؚむ、Ӎਫによるଯ積土ʫ
43ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
44ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむ、天井̾́ଆนの่落土、地山ᶘ層ʫ
45ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
46ɽ୶ԫ৭（5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
47ɽ44とಉじ
48ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
49ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
50ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、ඇৗにしまり
　　ྑい、地山ᶘ層の่落ࠢʫ
51ɽઙԫ৭（5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭、２～0.5ܘDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
52ɽԫփ৭（2.5:6/1）ʪ、１～0.5ܘDm程度のԁとѥԁ
　　からなるʫ
53ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
54ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、天井地山ᶘ層の่落
　　土ʫ
55ɽփ৭（10:34/1）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、竹ࠜによる৯土ʫ
56ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、４～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、天井ないしଆนの่落層、地山ᶘ層༝དྷʫ
57ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、天井ないしଆนの่落層、地山ᶘ層༝དྷʫ
58ɽփന৭（5:8/2）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁからなるʫ
59ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむ、ଆนの่落層、地山ᶘ層ʫ
60ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
61ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
62ɽにͿいԫᒵ（10:37/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
63ɽઙԫ৭（2.5:7/3）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁからなるʫ
64ɽ62とಉじ
65ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
66ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
67ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘ層༝དྷ、天井่
　　落土ʫ
68ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘ層༝དྷ、天井่落土ʫ
69ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
70ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、Ӎਫのྲྀೖ土ʫ
71ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層の่落ࠢ、
　　ଆน่落ࠢʫ
72ɽ70とಉじ
73ɽ71とಉじ
74ɽ70とಉじ
75ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
76ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ、地土かʫ
77ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、地ʫ　　
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層は、地山ᶘ層༝དྷの天井่落土である。ࣨݰ内の第39・67・68層も地山ᶘ層༝དྷであり、天井

の่落土であると考えられる。

なお、ॎ断３の上は記録前にӍਫにより่落した。
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ᶆ遺ग़ঢ়گ

、の主࣠にରしてࣨݰ、がग़土している。人骨はࣖ・の地層上面からは、人骨・土器ࣨݰ

ӈとࠨに分かれている。ӈにある಄骨は、0.4̼ܘの範囲でค化したものをݕग़した。土͝とऔ

り上͛たものをࣨ内でΫリーχンάۀ࡞をした݁Ռ、ࣃを２ݕग़している。ࠨଆでは಄骨と

骨がग़土している。಄骨は、内する２～３Dm֯ഁยをෳ数ݕग़した。Ϋリーχンάۀ࡞の

݁Ռ、下ֺ骨ยと後಄骨ยを確認している。

土器は、Ԟนଆと墓道ଆに大きく分かれる。土師器ᙈ（269）は、横ҐでޱԑをԞนに向けている。

෦～ఈ෦がׂഁଛしているが、෮原するとほ΅ܗになる。ᙈのഁଛ෦にして、須恵器ᆵ֖

（264）、ഋ) （֖261）がいͣれもٯҐでஔかれている。副時に土器を重Ͷてஔいたとは考えにく

いため、ೋ次తにಈかされたものと考えられる。ᙈ内෦の土は３̼̼ϝοシϡのᝲをかけたが、

骨や遺物はग़土しなかった。須恵器ഋ)（263）はਖ਼Ґである。墓道ଆにஔかれる須恵器ഋ)֖

（262）はਖ਼Ґ、ᆵ （֖265）はٯҐである。

第155ਤ　47号横穴ग़土土器
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ࣖは、ࣨݰのӈとࠨで２ͣつग़

土している。ӈଆにあるࣖ（274・

275）は、಄骨の྆ଆにあり、ࣖどう

しのڑは0.28̼と近いことから、಄

骨のݩになった遺体にணされていた

ものと考えられる。ࣨݰのࠨにあるࣖ

（272・273）も、ࣖどうしのڑが

0.12̼と近く、遺体にணされていた

ものと考えられる。すぐ近くにある಄

骨との関は不明である。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖがある。ࣨݰからग़土した土器の器種は、須恵器ഋ̝、ᆵ֖、ఏළ、

土師器高ഋ、ᙈ̘である。ഋ)（263）は、ఈ෦֎面をϩΫϩέズリするものである。 （֖261・

262）としたものは、֖との判断にうものである。天井෦֎面をϩΫϩέズリするもので、天

井෦とޱԑ෦のڥにԜઢがめぐっている。 （֖264・265）はつまみがないが、全体にઙく、かえり

が下ํにくのͼるܗঢ়から֖とした。ग़土Ґஔでは、261と264、262と265が近いҐஔにあるこ

とから、ͦれͧれがセοτになる可能性もある。ఏළ（266）のࣖは೪土のషりけた三֯ঢ়

のもので、ด࠹したଆの֎面はࡉかなΧΩϝをࢪす。267は、Ϙタンঢ়のࣖを࣋ち、֎面上

෦にࣗવᬵがかかる。土師器ᙈ$（269）は、内するޱԑ෦をもつ近ܕߐである。270・271は、

ॎ断４北の第45層中からग़土したもの。土師器ഋ(（455）は、ޱԑ෦がやや内する。457は、

いΘΏるʮてʯの字ঢ়ޱԑの土師ࡼでബい器นをもつものである。#aタΠϓに該当するとみられ
ㅭ㉅114ㅮ

、

10世ل後から11世لॳめのものと考えられる。

ࣖ（272・273）は、中࣮の金である。どちらもද面層はめくれており、面はたたみࠐんで

いる。ಉじくࣖ（274・275）も、中࣮の金である。ද面の金৭のແい෦分は҉৭をఄしており、

面はたたみこんでいる。

が11Dmでέズリ調であり、ఏළのࣖがϘܘޱग़土遺物の年代は、須恵器ഋ)のࣨݰ

タンঢ়であることから松井ᶘ期にҐஔづけられる。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�11�ʣ

ᶃ֓ཁ

෦をޱग़෦の最Ԟでは、人಄大の։ݕ。で、さ7.2̼、最大෯2.6̼であるܗग़෦はପԁݕ

確認している。調査にあたっては、横穴のॎํ向を̒回に分ׂして۷した。ॎ断４の۷ऴྃ

後に、３̙Ϩーβー測ྔを行い、天井をআڈ後にࣨݰの調査をした。主࣠は、横穴の中央近で

ʮくʯ字ঢ়に۶ۂしており、墓道の主࣠は西で46°北ৼる。ࣨݰの主࣠は西で39°北ৼる。

第156ਤ　47号横穴ग़土ࣖ
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ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面での墓道ઌとԞนのൺ高は2.29̼である。地山面は、墓道ઌから6.88

̼のとこΖにࣼมがある。ここから墓道ଆは、ൺ高2.08̼のࣼとなっており、ࣨݰଆは

ほ΅ਫ平になっている。地山上には地土がஔかれるが、墓道ではްく地がなされるため、機

能面上では墓道からࣨݰにかけては一連の؇やかなࣼとなっている。墓道とત道が分かれる

所は不明であるが、横断３（̳－̳ʟ）の؍ではଆนが内しておらͣ、このҐஔでは天井が存

在しなかったと考えられることから、当時の天井ೖޱ෦のҐஔはݱঢ়と大きくはҟならないとみ

られる。ࣨݰは三֯ܗの平面ܗであり、ત道との区別がしい。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗはԞนに最大෯があり、྆ଆนは墓道ଆに向けて෯

をڱめながらઢతにのͼる。ࣨݰの最大෯は2.09̼である。ࣨݰ分ྨでは̗２̰ྨにあてはま

る。

天井はԞน下から測って、5.6̼分存している。Ṟ落が進んでおり、当時のද面とܗঢ়を

していない。特に、Ԟน近において天井のṞ落が著しく、本དྷの天井よりも0.4̼程度高く

なっていると考えられる。Ԟนはਨにཱち上がる背の高いઑ಄Ξーνܗである。Ṟ落があまり

なく、存ঢ়گがよい。高さは地山から2.3̼である。

１ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむ、地山ᶗ層の層がྲྀೖした層ʫ
２ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを極
　　গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
３ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm程度のੴ
　　をଟくؚむ、ྲྀೖ土ʫ
４ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘ～̓Dm程度の
　　ੴをଟくؚむ、地山ʫ
̑ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　極গしؚむ、Ӎਫによるྲྀೖ土ʫ
̒ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをඇৗにଟくؚむ、چද土とࢥΘれるʫ
̓ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ４～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをඇৗにଟくؚむ、地山ᶗ層の層のྲྀೖ土ʫ
̔ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
̕ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
10ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、地かʫ
11ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
12ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
13ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
14ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
15ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
16ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをগしؚむʫ
17ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　ԁを極গしؚむʫ
18ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
19ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじり࠭ࡉʫ
20ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
21ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
22ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
23ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ

24ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
25ɽઙԫ৭（2.5:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
26ɽ明ԫ৭（2.5:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
27ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
28ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをগしؚむʫ
29ɽ୶ԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
30ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
31ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
32ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭ʫ
33ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭ࠞじりૈཻ࠭、１ܘ
　　～２Dm程度のԁをଟくؚむʫ
34ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
35ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをଟくؚむʫ
36ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむ、ଆน地山ᶘ層༝དྷʫ
37ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
38ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
39ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
40ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
41ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆน地山ᶚ層༝དྷの
　　่落土ʫ
42ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
43ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむ、地山ᶘ層༝དྷ、天井の่落土ʫ
44ɽփ৭（10:34/1）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶙ層༝དྷ、ଆน่
　　落土ʫ
45ɽԫփ৭（2.5:6/1）೪࣭土ʪཻ࠭ࡉ、༗機化した層、一時の
ද土化をࣔすものかʫچ　　
46ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土（ཻ࠭ࡉ）
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ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、地土がஔかれている。ࣨݰから墓道にかけて、まͣ第20層が埋面を造り、次

に墓道のઌଆを第３層でްく地を行う。これによって機能面上はほ΅ਫ平となっている。埋

面上には第̕層が存在する。地山ᶚ層༝དྷであり、ଆนの่落土である。

近では、第46層上に第32・34・35層がϚンドঢ়に存在している。Ґஔޱ存する天井のೖݱ

తにはด࠹土の可能性も考ྀしたが、土࣭・土性からは積極తに人ҝ層とはいえͣ、第43層がݰ

ࣨଆに大きく֦がっているからも、ด࠹土ではないと判断した。

これらから、上Ґにはྲྀೖ土がଯ積している。第１・̓層はをଟくؚむ地山ᶗ層༝དྷのྲྀೖ

土であり、周囲のଯ積土を6字にっているࣗવଯ積層であることが、横断１（̱－̱ʟ）・２（̲－

̲ʟ）の؍でΘかる。ࣨݰ内には天井の่落土（第43層）や、Ӎਫにうྲྀೖ土（第̑層）などがଯ

積している。第̒層は、༗機化の進んだ層であり、第̒層上面でଯ積࡞༻が一定時間ࢭまってい

たことがΘかる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

がग़土している。骨は、墓道ଆと中央෦の２か所でग़ࣖ、の第20層上面から人骨、土器ࣨݰ

土しており、いͣれもࣨݰの主࣠よりもࠨଆである。ࣨݰ中央ࠨでは、骨と಄骨がग़土して

いる。いͣれもค化しており、骨の範囲が分かるだけである。骨を土͝とऔり上͛てࣨ内で

Ϋリーχンάۀ࡞をすると、周辺からࣃを１ݕग़した。಄骨はԁܗの範囲にあり、埋面より

第160ਤ　48号横穴ग़土土器
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̔Dm程のްさがあることから಄骨と判断した。骨とはղֶ

తҐஔにはなく、人ҝతにಈかされているとみられる。墓道ଆでも

಄骨と考えられる骨がग़土している。骨は、12ܘDmのԁܗの範囲

でค化した骨で、埋面から15Dm程度のްさがあることから಄骨

と判断した。

土器は、Ԟน近くのӈとࠨでݕग़している。ࠨのものはいͣれも

須恵器で、ഋ) （֖276）はٯҐでのग़土である。ఏළ（279）のޱԑは、

֎せͣ上ํにのͼている。ࣨݰӈには土師器ᙈ （̖280）のഁยが

ൺֱత範囲に散ཚしている。合してもܘޱの１/３程度にしか

ならͣ、人ҝతにյされたものであΖう。

ࣖ（281・282）は、ࣖどうしのڑが0.2̼と近い。ண時のҐஔをөしているとみられ

るが、近くの಄骨と関連するものかは不明である。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖがある。土器の器種は須恵器ഋ̝、ᰍᆵ、ఏළ、土師器ᙈ̖である。

須恵器ഋ) （֖276）は、天井෦֎面をϔϥΩリ後φσ調するもの。֎面にՐ᧪がある。ఏළは

いͣれもঢ়のࣖをもつものである。278の体෦֎面は、ด࠹した後に平行タタΩで調する。

土師器ᙈ"（280）は、内֎面ともຏ໓しているが、෦内面にࡉかいϋέがある。ఈ෦֎面に

はʮ$ʯ字ঢ়のϔϥ記号がある。

ࣖ（281・282）は、中࣮の金で、෦をたたみࠐんでいる。281のද面は、金৭ではない෦

分は҉৭をఄしている。282は、全面がࡺに෴Θれるが、͝く一෦分で金৭が確認できる。

ԑの特から松井ᶘ期にҐஔづけられる。須恵器ഋ)֖はϔޱग़土遺物の年代は、ఏළはࣨݰ

ϥΩリ調であるがϓϩϙーシϣンがፏ平であり、ఏළと積極తに時期ࠩはݟいだせない。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

にあはしておらͣ、遺構۷ޱग़した。։ݕで、さ5.76̼、最大෯1.68̼をܗग़෦はପԁݕ

たっては、横穴のॎํ向を４回に分けて行った。ॎ断３の۷ऴྃ時で、ͦれҎ上の۷が不

可能となった。ࠜによるখさなۭಎはあったが、天井下のۭ間は存していなかったため、重

機で天井のআڈを行った。ࣨݰは、྆ྡの横穴よりも1.5̼程度高いҐஔに造られているため、

竹によるӨڹがあり、ཚをうけていた。

横穴の全は9.96̼で、主࣠は西で34°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面はなだらかなࣼ面になっているが、墓道ઌから4.43̼のとこΖにൺ高

0.48̼のஈが一つある。このஈは地土で埋められ、全体はなだらかなࣼとなっている。墓道

第161ਤ　48号横穴ग़土ࣖ
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とત道を区分する天井ೖޱ෦は、ݱঢ়では横断３（̳－̳ʟ）近にある。天井ೖޱ෦が大きく่

落していると考えられないことから、横断３近で墓道とત道がΘかれていると考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗや天井のঢ়گは不明である。Ԟนはӈ下ํの一෦が

。存しており（̴－̴ʟ）、高さ1.45̼程度、෯1.75̼程度に෮原できる

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には第̓・18・39層でബく地がされる。横断２（̲－̲ʟ）では、第18層上に須恵器の

高ഋがのっているようすが確認できる。地土上にある第36・37層は、ͦのҐஔからด࠹土の可

能性があるが判断がつかなかった。ಉじく地土上にある第17層はをଟくؚんだྲྀೖ土である。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

ત道と考えられる෦分で土器がまとまってग़土しているが、竹ࠜのӨڹをडけた土をআڈする

を記録したが原Ґஔをอっていないと考گのա程でかなり土器がಈいている。ਤ面でग़土ঢ়ۀ࡞

えられる。また、ࣨݰ近の竹ࠜのཚ土からも土器がग़土している。墓道では、第̓層上面か

ら須恵器ແ֖高ഋ（299）がग़土している。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、鉄器がある。土器の器種は、須恵器ഋ̝、༗֖高ഋ、ແ֖高ഋ、ᰍᆵ、

ᰍᆵ、ᰍᆵ、￤、ఏළ、平ළである。283～299は、ત道近でग़土したものである。須٭

恵器ഋ) （֖283）は、天井෦֎面をϩΫϩέズリするもの。ಉ（284～289）も、ఈ෦֎面をϩΫ

ϩέズリするものかりである。器面の؍によると、285・287は、ਖ਼Ґのঢ়ଶではϩΫϩはӈ

１ɽにͿい৭（7.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
２ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ４～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
３ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
４ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̑ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
̒ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̓ɽにͿいԫᒵ৭（10:3̒/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、地かʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
̕ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　ଟくؚむ、10ܘDm程度のԁをؚむʫ
10ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　0.5～１Dm程度のԁをগしؚむʫ
11ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、１ܘ
　　Dm程度のԁをଟくؚむʫ
12ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをগしؚむ、ଆน地山༝དྷʫ
13ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、ଆน地山༝དྷʫ
14ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆน地山༝དྷʫ
15ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ、ଆน地山༝དྷʫ
16ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむ、陶࣓ग़土ʫ
17ɽփന৭（2.5:8/1）ʪ、３～0.5ܘDm程度のԁからなるʫ
18ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　গしؚむʫ
19ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ

20ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
21ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
22ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
23ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじり中ཻ࠭、１ܘ
　　Dm程度のԁをগしؚむʫ
24ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
25ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
26ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
27ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
28ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭ʫ
29ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
30ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
31ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
32ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
33ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　0.5～２Dm程度のԁをଟくؚむʫ
34ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
35ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
36ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、ܘ
　　0.5～１Dm程度のԁをଟくؚむʫ
37ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
38ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
39ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
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回సをしているが、天地ٯにしてఈ෦をるときにはϩΫϩがࠨ回సをしている可能性がある。

284～289のഋ)は、いͣれもম成がややೈ調で、৭調もඇৗにࣅており、ಉ一の࢈地である可

能性が高い。ただし、285～287の土ではを΅かしたようにྲྀれるࠇ৭ཻが特తであるのに

ରし、ܘޱがややখさい288ではこの特が認められない。ᰍᆵ（296）は、ࠐݟみ෦に1.5ܘDm

ほどのঢ়۩の෦でԡさえたࠟがある。ݞ෦֎面にはϔϥ記号がࢪされている。֎෦上に

はম成時のփがணし、̕ܘDm程の֖とࢥΘれるものをඃせてম成したようである。297は、平

ළの体෦ยで、Ϙタンঢ়のු文が２୯Ґషりけられている。

土師器ᙈ"（298）は、内֎面ともにϋέ調で、ఈ෦֎面はέズリ調である。299・300は墓

道からのग़土で、300はॎ断２北の第３層中からのग़土である。301～304は、竹ࠜのཚから

ग़土したものである。300は須恵器ഋ)、301・302は༗֖高ഋのഋ෦であΖう。￤（303）と平ළ

第163ਤ　49号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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（304）はいͣれもϛχνϡΞとݺべるものである。৭調と土がඇৗに

。地のものであΖう࢈ており、ಉ一ࣅ

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ)はすべてέズリ調であるが、ܘޱ

は12Dm程度のものから10Dmのものまでがあり、松井ᶘ～ᶙa期にあ

てはまる。༗֖高ഋに三ํಁかしの古い要ૉがあるが、松井ᶘ期の範ᙝ

で考えられるものか。

��ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�1�1ʣ

ᶃ֓ཁ

、ははしていなかった。遺構۷ޱで、さ4.7̼、最大෯2.7̼である。։ܗग़෦はΠνδΫݕ

横穴のॎํ向を̑回に分けて行った。ॎ断３の۷ऴྃ時で天井内のۭ間がみつかったため、

３̙Ϩーβー測ྔで天井を記録した。ͦの後、重機で天井を֎し、ࣨݰの調査にҠ行した。横穴

の全は9.0̼でएހׯঢ়をఄするため、主࣠は墓道とࣨݰでҟなる。墓道は西で43°北ৼれて

おり、ࣨݰは西で52°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下の地山のൺ高は、1.55̼を測る。地山面は、墓道ઌから

3.76̼の地にΘͣかなࣼมがある。ここより墓道ଆは、ٸなࣼ面や֊ஈঢ়のஈがある。

ରにԞนଆはなだらかなࣼとなっている。地山上には地がなされ、特に墓道ઌにはްく

地土がஔかれている。地により地山の֊ஈঢ়のஈが埋められており、墓道からࣨݰまでは、

なだらかなࣼとなっている。墓道とત道の区分となる天井ೖޱ෦は、ݱঢ়は横断３近にある

が、大きくは่落していないと考えられる。ࣨݰの平面ܗは、墓道ଆに向かって連ଓతであり、

ત道と明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺はԞนにରしてほ΅֯で、ுؾຯに墓道ଆの

ͼている。ࣨݰの最大෯はԞนから1.78̼のとこΖで、෯1.77̼である。ここでࣨݰの྆ଆ辺は

。めながら墓道ଆとのͼる。分ྨでは̖２ྨであるڱして、෯をۂ۶

天井は、Ԟน下から測って4.24̼分存している。天井のද面はṞ落しており、特に中央෦

分はṞ落のために、ೖりޱやԞนにൺべて天井が高くなっている。Ԟนは存ঢ়گがよく、Ṟ落

もগない。ほ΅ਨにཱち上がる背の高いઑ಄Ξーνܗで、地山面からの高さ1.8̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

墓道からࣨݰにかけて、地山上に地がされている。墓道ઌから地山の֊ஈঢ়ஈࠩの෦分ま

では、第̒層によって、最大17Dmްで地される。ͦの後、一෦第̒層上に重なるܗで、第27

層によりત道からࣨݰにかけて地がされ埋面を造っている。ด࠹土については認ࣝすること

ができなかった。ݱঢ়の天井ೖޱ近で層のり上がりが認められるが、第35層は天井である地

山ᶘ層の่落մである。第35層より下の、第58層などはด࠹土の可能性がっている。

第165ਤ　49号横穴
　　　　　ग़土鉄器
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ݰ。内の土࠭のྲྀೖはগなく、埋面上に第54層が̑Dmްで存在していたのみであるࣨݰ

ࣨ内のۭ間を確認したஈ֊で、人骨や土器の上෦がࢹできた。横断面１（̱－̱ʟ）・２（̲－

̲ʟ）では、第１・２・̕ ・10層などの地山ᶗ層༝དྷの層が断面ʮ6ʯ字をఄしているଯ積している。

上ํからྲྀೖしたࣗવଯ積層であΖう。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

からત道に該当する෦分の第27面上からは人骨・土器・鉄器・がग़土していࣨݰ、ͼٴࣨݰ

る。人骨はࣨݰ主࣠のӈでみつかったものと、ࠨでみつかったものがある。まͣ、ࠨࣨݰଆから

は骨がग़土している。次に、ࣨݰӈでは骨が横穴の主࣠にほ΅平行するかたちでग़土し

第166ਤ　50号横穴平面・断面ਤ（１）
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ており、ͦれよりも墓道ଆのҐஔには಄骨や骨がある。ղֶతҐஔをཹめておらͣ、人ҝత

にಈかされているのは明らかである。

土器はࣨݰԞと墓道ଆに分かれてग़土している。須恵器ഋ)（306・307）は、ともにٯҐでの

ग़土である。ແ֖高ഋ（308）は、ഁยが範囲にあり、人ҝతなഁյが考えられる。ࣨݰからત

道にあたる෦分では、須恵器ఏළ（311）と土師࣭のഁยがग़土している。ްさが１Dm程度ある൘

ঢ়のഁยで、Ҡಈ式のΧϚドか埴輪と考えられる。鉄器は、ᰍ （᭲312・313）、（315）ࢠがݰ

ࣨのࠨଆ辺の近くでग़土している。

は、ࣨݰӈଆの人骨にରԠするҐஔに３ݸஔかれている。大きさ15Dm前後のѥ֯～ѥԁ

で、νϟーτٴͼνϟーτ࣭のੴࡐである。のஔは、１ݸを欠くもののํܗにฒんでお

１ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ̑ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極ଟくؚむ、ྲྀೖ土、地山ᶗ層༝དྷʫ
２ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ̓ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを極ଟ
　　くؚむ、ྲྀೖ土、地山ᶗ層༝དྷʫ
３ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ10ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを極ଟ
　　くؚむ、ྲྀೖ土、地山ᶗ層༝དྷʫ
４ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ൺֱత࣭ۉʫ
̑ɽ欠番
̒ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ൺֱత࣭ۉ、地かʫ
̓ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　ඇৗにଟくؚむʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
̕ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　ඇৗにଟくؚむ、地山ᶗ層༝དྷʫ
10ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度
　　のԁをඇৗにଟくؚむ、地山ᶗ層༝དྷʫ
11ɽにͿいԫ৭（10:35/3）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　からなるʫ
12ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、ଆน༝དྷʫ
13ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～極３～１ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをଟくؚむ、Ӎਫによるྲྀೖ土ʫ
14ɽփԫ৭（2.5:7/2）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁからな
　　る層、地山ᶗ層のྲྀೖ土ʫ
15ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
16ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
17ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁを極গしؚむʫ
18ɽ17とಉじ
19ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
20ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程
　　度のԁを極গしؚむʫ
21ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
22ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
23ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ԁをඇৗにଟくؚむ、地山ᶗ層༝དྷʫ
24ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
25ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
26ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
27ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁを極গしؚむ、地ʫ
28ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ31、࣭ۉ、ཻ࠭ࡉ層の地山ᶘ層༝དྷʫ
29ɽᒵ৭（7.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
30ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ

31ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ඇৗにしまりがよい、
　　地山ᶘ層の地山ʫ
32ɽ୶ԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈ࠭、ඇৗにしまりが
　　よい、２～0.5ܘDm程度のԁをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層
　　の地山ʫ
33ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
34ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
35ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈ࠭、ඇৗにしまり
　　がよい、地山ᶘ層༝དྷʫ
36ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
37ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ基൫層、しまりのඇৗにྑいཻࡉ
　　࠭、天井の่落ࠢʫ
38ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
39ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
40ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
41ɽփന৭（10:38/2）ʪ、１～0.5ܘDm程度のԁからな
　　るʫ
42ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
43ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
44ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
45ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ基൫層、しまりのඇৗによい
　　中ཻ࠭、ଆนの่落ࠢʫ
46ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　0.5～１Dm程度のԁをଟくؚむʫ
47ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
48ɽ୶ԫ৭（2.5:8/5）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
49ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
50ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
51ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
52ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
53ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
54ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、しまりඇৗにѱい、
　　天井่落土ʫ
55ɽ୶ԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
56ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、天井่落෩化した
　　土ʫ
57ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
58ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをඇৗにଟくؚむʫ
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り、ํܗを෮原するとさ1.7～1.8̼、෯0.5～0.6̼程度である。ࣨݰ内では明確な鉄ఝがग़土

していないことから、棺ではなく、遺体をのせる൘などが存在した可能性がある。　

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、鉄器がある。土器の器種には、須恵器ഋ̝、ແ֖高ഋ、ᰍᆵ、ఏළがあ

る。須恵器ഋ̝（306・307）は、いͣれもఈ෦֎面をϩΫϩέズリするものである。ແ֖高ഋ（308）

は、ഋ෦֎面のઢ間にࠁみを༗するものである。ޱԑ෦の内֎面にްくփがணし、֎面は

৭をఄしている。৭إྉがணしている可能性がある。ᰍᆵ（309）は、ఈ෦にΧΩϝをࢪす

もの。ޱԑ෦の内֎面と体෦֎面の上にփがணする。ఏළ（310・311）は、どちらもϘタンঢ়

第167ਤ　50号横穴平面・断面ਤ（２）
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第168ਤ　50号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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のࣖをもつもので、310はด࠹面とରଆの

֎面にম成時のփがްくணする。311は、ݞ

෦に鳥文ঢ়のϔϥ記号がある。

鉄器には鉄᭲、ࢠがある。ᰍ式の鉄᭲

（312）は、ಁաࣸਅでᑜঢ়関が確認できる。314

は、ॎ断４南の埋面の土をᝲがけしたࡍに

ग़したもので、ग़土Ґஔから考えると、533ݕ

とಉ一ݸ体の可能性がある。（315）ࢠの関は

明ྎではなく、ແ関か。

ग़土遺物の年代は、Ϙタンঢ়のࣖをもࣨݰ

つఏළは松井ᶘ期であり、須恵器ഋ)やແ֖高

ഋもಉ一時期と考えられる。

第169ਤ　50号横穴ग़土土器

第170ਤ　50号横穴ग़土鉄器
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�1ʣ�1߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

ग़時に、北東においてݕ。で、さ7.6̼、最大෯2.5̼であるܗのପԁܗग़෦は、不ݕ

人಄大の大きさの։ޱ෦が存在することを確認したが、։ޱ෦から内෦のようすは؍できなか

った。۷にあたっては、横穴のॎํ向を̒回に分けて行った。ॎ断４の۷ऴྃ後、３̙Ϩー

第171ਤ　51号横穴平面・断面ਤ（１）
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βー測ྔで天井を記録し、重機で天井আڈ後にࣨݰの調査を行った。横穴は全9.45̼である。

墓道・ત道はࣼ面にରしてަして࡞られているが、ࣨݰはやや北に۶ۂして࡞られる。墓道の

主࣠は北で42°西にৼり、ࣨݰの主࣠は北で45°西にৼる。

１ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじり0.5ܘ、࠭ࡉ
　　～１Dm程度のԁをଟくؚむʫ
２ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶚ層༝དྷʫ
３ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷʫ
４ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ൺֱత࣭ۉʫ
̑ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ൺֱత࣭ۉʫ
̒ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̓ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪ極２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむ、Ӎਫによるྲྀೖ土ʫ
̔ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
̕ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁか
　　らなる層、地山ᶗ層からのྲྀೖ土ʫ
10ɽ୶ԫ৭（2.5:7/3）ʪ、１～0.5ܘDm程度のԁからな
　　る層、地山ᶗ層からのྲྀೖ土ʫ
11ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
12ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、地山ᶛ層༝དྷʫ
13ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、地ʫ
14ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
15ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　極গしؚむʫ
16ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）ʪ、３～0.5ܘDm程度のԁ
　　からなる、地山ᶗ層༝དྷʫ
17ɽփന৭（10:38/2）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁからな
　　る、地山ᶗ層༝དྷʫ
18ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
19ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
20ɽઙԫ৭（5:7/3）ʪ、４～0.5ܘDm程度のԁからなるʫ
21ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
22ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
23ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
24ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、༗機化した層、چද土ʫ
25ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
26ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～
　　１Dm程度のԁをগしؚむʫ
27ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
28ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
29ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
30ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
31ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
32ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
33ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
34ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
35ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
36ɽ҉փԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
37ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
38ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりܘ、ཻ࠭ࡉ
　　0.5～１Dm程度のԁをଟくؚむʫ

39ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
40ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
41ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
42ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）ʪ、３～0.5ܘDm程度のから
　　なるʫ
43ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭ʫ
44ɽ҉փԫ৭（2.5:5/2）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
45ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、４～0.5ܘDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ　　
46ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
47ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
48ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山が่落し෩化し
　　たものʫ
49ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
50ɽ明ԫ৭（2.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむ、地山が่落し෩化したものʫ
51ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
52ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
53ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
54ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁを
　　গしؚむʫ
55ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　～１Dm程度のԁをগしؚむʫ
56ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
57ɽփന৭（2.5:8/3）ʪ、４～0.5ܘDm程度のからなる、
　　天井の่落ࠢʫ
58ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
59ɽփԫ৭（2.5:7/2）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁからな
　　る、天井̾́ଆนの地山༝དྷ、断ଓతに天井などが่れる様
が分かるʫࢠ　　
60ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、Ӎਫによるྲྀ
　　ೖ土ʫ
61ɽ59とಉじ
62ɽࠇ৭（10:33/1）ʪ、地山ᶙ層の่落ࠢʫ
63ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
64ɽ62とಉじ
65ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
66ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、地山
　　ᶘ層༝དྷ、天井่落土ʫ
67ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁからな
　　るʫ
68ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
69ɽ60とಉじ、Ӎਫによるྲྀೖ土
70ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
71ɽ୶ԫ৭（5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘ層༝དྷ、天井่落
　　土ʫ
72ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ྲྀೖ土ʫ
73ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶛとᶚ層が
　　ࠞじったものか、地土ʫ
74ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷ、地土ʫ
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ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面での墓道ઌとԞน下のൺ高は1.75̼である。地山面は墓道ઌから

1.35̼にࣼมがある。ࣼมまではൺ高0.4̼のٸなࣼ面となっているが、この෦分は

地によって、全に埋められている。ݕग़෦の平面ܗはԞがࡉくなっており、天井が่落した

ものであることが横断４（̴－̴ʟ）の؍からもΘかる。横断３（̳－̳ʟ）のҐஔでは、天井が存

在したと考えられないので、当ॳの天井のೖޱ෦は横断２と横断３の中間近であり、墓道とત

道が区分されていたと考えられる。ด࠹と考えられる層（̲－̲ʟ）の高まりもこのҐஔにରԠし

ている。ࣨݰとત道のڥについては明ྎではない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの地山面はςϥεঢ়に۷られており、地面上の埋面の

さにൺべて一回りখさい。ӈଆ辺の地山上には෯0.25̼、ਂさ0.08̼のഉਫߔがさ1.96̼にΘ

たり۷られており、Ӎਫが地層中を҉ڎঢ়にൈけるようになっている。

めながら墓道ڱଆ辺がԞนにରしてほ΅֯に墓道にのͼ、ӈଆ辺は෯をࠨ、の྆ଆ辺はࣨݰ

ଆのͼている。"２ྨと#２ྨの྆ํの要ૉをもっている。ࣨݰの最大෯は2.12̼である。

天井は、Ԟน下から測って、2.1̼分存している。天井のද面は大きくṞ落しており、本

དྷのܗをしていない。Ԟนはਨにཱち上がるΞーνܗで、地山からの高さ2.0̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上に、第１～̑・13・73・74層によりݻくకまる地がなされる。ࣨݰにおいて、地山面

と埋面のൺ高は0.4̼あり、ଞの横穴とൺべて地土がްい。

埋面上にある第46層は、ॎ断面で三֯ܗにり上がっており、ด࠹土の一෦と判断した。第

46層の周辺にある第28・29・54・55層もด࠹土と考えられる。ͦの上には天井やଆนの่落層（第

59・61層）とྲྀೖ土（第60層）がޓ層になっており、横穴内のۭ間が埋まっていくようすがΘかる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

ӈに分ࠨ中央෦でࣨݰ、からત道から人骨・土器・がग़土している。人骨はࣨݰ、ͼٴࣨݰ

かれて、骨がग़土している。いͣれも、ࣨݰ主࣠にରして平行してஔかれている。ӈଆの一

群はさ20～35Dm、ଠさ1.5～3.5Dmの骨が̓～̕本ฒんでいる。土͝とऔり上͛て、ࣨ内

でΫリーχンάしたとこΖ、ࣃを１ݕग़した。ࠨଆの一群は存ঢ়گがよりѱく、คঢ়にな

っていたが、一෦、٭が関અしている可能性があるものがؚまれている。

土器は、須恵器ഋ) （֖316・318・319）はٯҐでのग़土である。ಉじく֖である317は、合

、がっている。一෦のഁยは範囲ににあるഁยがܗ （֖316）の下にあり、人ҝతなഁյが考

えられる。ಉは（321）がٯҐで、（320・322～324）はਖ਼Ґでのग़土である。須恵器ഋ)平ළ（326）

はਖ਼Ґで、ࣨݰからત道にかけてのҐஔでग़土している。また、墓道۷中にॎ断３北から、

ேܗإ埴輪の上෦ยがग़土した。ग़土層Ґはྲྀೖ土である第̕層であり、層ཧ面からもුいたঢ়

ଶでのग़土であるため、横穴の埋に関Θるものではない。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、ఏළ、平ළがある。須恵器ഋ)֖は、
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第172ਤ　51号横穴平面・断面ਤ（２）
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第173ਤ　51号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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第174ਤ　51号横穴ग़土土器

第175ਤ　51号横穴ग़土埴輪
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317が天井෦֎面をϩΫϩέズリするもので、ଞはϔϥΩリである。318は、֎面にম成時のփٴ

ͼՐ᧪ࠟがある。ಉはいͣれもఈ෦֎面をϔϥΩリするものである。320は、डけ෦ٴͼ内面

にম成時のεεがணし、ఈ෦には13ܘDm程のものと重Ͷমきしたࠟ跡がある。323は、փの

ணঢ়گから、֖をඃせてম成したとみられる。ఏළ（325）は、Ϙタンঢ়のࣖをもつもの。ด࠹

したଆの体෦֎面にްくփがணする。ேܗإ埴輪は一次ޱԑの上にೋ次ޱԑをܧいで、合෦

֎面にಥ帯をషりけるものである。֎面の一෦には৭إྉが認められる。ࠇൗはແいが、断

面にࠇ৭層があるためᜯ༼Ҏ前のものと考えられ、西編年ᶙ期に該当すると考えられる
ㅭ㉅115ㅮ

。

֖(からग़土した遺物の年代は、Ϙタンঢ়のࣖをもつఏළが松井ᶘ期である。須恵器ഋࣨݰ

の13ܘޱDm程度のものは松井ᶘ～ᶙa期と考えられるが、の10ܘޱDm程度のものは松井ᶙb～

ᶙD期のものであΖう。

��ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀�1��ʣ

ᶃ֓ཁ

第１τϨンν最北にҐஔする横穴である。ݕग़したのは墓道ઌから２̼分で、ପԁܗを

ఄしている。ݕग़෦最大෯は1.25̼ある。横穴は、調査区֎展։するため、平面ݕग़にとどめ

。は行Θなかった۷

第176ਤ　52号横穴平面・断面ਤ



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-øĀĀ-

̑ ɽ̎ τ Ϩ ϯ ν

ʢ̍ʣ̎ τϨϯνͷ֓ཁ

西谷෦の東ࣼ面にあたる調査区で、南北に55̼のさがある調査区である。当ॳ、第１次調査

において南北17̼のখ規模な調査区を෯̼̑で設定し、横穴とみられる土৭ม化（53・54号横穴）

をݕग़した。谷の東ࣼ面での横穴の存在が明らかになったため、第２次調査時に調査区を大きく

֦ுした。谷の東ࣼ面は్中でᭉܗに۶ۂしており、谷෯は北でく、南でڱい。これをөし

て１・２τϨンνの横穴の墓道ઌどうしのڑは、北෦では30̼程度であるのにରし南෦

では10̼程度に近する。ಉじくࣼ面のܗঢ়をөして53～58号横穴と66～73号横穴が東西ํ向

に主࣠をとるのにରし、59～65号横穴は南北に主࣠をとっている。

第177ਤ　２τϨンν遺構ஔਤ
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横穴は、1.5～２̼の間ִをあけてۉに分布しているが、地ܗの۶ۂ෦にあたる58～62号横

穴では横穴の間ִが３～̼̑とૄらなஔとなっている。また、τϨンν南෦の53～56号横穴で

も、横穴間が３～４̼と間ִが大きくあいており、分布にૈີがある。ࣨݰが造られる高さは

所によって、ҟなっており、τϨンν北で東西の主࣠をとるものは、ࣨݰఈ面のඪ高が45～47

̼の範囲に収まっている。これにରしてτϨンν南にある58号～53号横穴は、谷಄に向かっ

てඪ高43̼から48̼とࣨݰఈ面がॱに高くなっている。

調査の్中において、53号横穴のすぐ北で不ܗの遺構をݕग़した。̨̭0202としてܣを設定

して۷を։࢝したが、݁Ռとして、横穴とߔঢ়の落ちࠐみが重ෳしているものと判明しため、

横穴を̨̭0203（54号横穴）、落ちࠐみを̨̭0204とした。また、62号横穴と63号横穴の間にも土

৭ม化をݟつけ̨̭0213として۷したが、地ܗの落ちࠐみであると判明した。このほかݕग़し

た遺構はすべて横穴であり、２τϨンνでݕग़した横穴の総数は21基である。

ʢ̎ʣଯੵঢ়گ

２τϨンνでは68号横穴の墓道ઌ近から１τϨンνの北นํ向に向けてܣを設ஔし、ଯ積

ঢ়گの確認を行った（第74ਤ下）。まͣ、地山上では༗機化した層（第16層）を確認した。これは１

τϨンνで確認したچද土とରԠするもので、横穴ங造後のものと考えられる。第16層の西は

第14層にられている。第14・15層は、࣭ۉなシルτ層であり、第13層もؚめてؐݩง囲ؾをఄ

しており、ྲྀれの؇やかなਫ性ଯ積層である。

２τϨンν北෦近は、発۷調査中にも༙ਫがあり、ඪ高44～43̼より低い所では地面か

らછみग़すようなग़ਫがあった。横穴ங造後の第２τϨンν北෦は低࣪なڥにあったと考え

られる。第16層のやや上Ґにはをඇৗにଟくؚんだ層（第̑・12層）が認められる。これらは、

地山ᶗ層༝དྷと考えられ、層とݺんでもࠩࢧえないくらいにをଟくؚんでいる。最大のްさ

は、第̑層で52Dm、第12層で75Dmあり、横穴のݕग़面を෴って存在している。τϨンνの南

にある横穴は、墓道がઌに向かってڱくなって収ଋしているのにରし、66・67・69～72号横穴

ではࡋちりঢ়になっているものがଟく、墓道のઌが平されている可能性がある。第̑・12

層のようなをଟくؚむ層がస落するա程で墓道が平されたものと考えられる。断面の上に

ある第３・４・̓層はཻܘが極ཻ࠭ࡉであり、一෦でࣶঢ়の構造が確認できることから、Ӎਫ

により؇やかに上ํからྲྀれてଯ積した層であると考えられる。

̍ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀���1ʣ

ᶃ֓ཁ

２τϨンνの最も南にあり、谷東ࣼ面の最ԞにҐஔする横穴でもある。当ॳ、２τϨンνの南

นにかかるܗでݕग़し、ߔঢ়の遺構と認ࣝして۷を։࢝したが、్中で横穴と判明したため、

２τϨンν南นを֦ுし主࣠を設定しして調査をଓけた。

遺構۷にあたっては、横穴のॎํ向を４分ׂして行った。ݕग़時に։ޱはしていなかったが、
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ॎ断３の۷ऴྃஈ֊でࣨݰ内のۭ間を確認したため、３̙Ϩーβー測ྔを行った後に重機で天

井をআڈした。墓道・ત道の主࣠にରし、ࣨݰの主࣠は۶ۂしている。横穴の全は8.8̼である。

。ત道の主࣠は東で̒°南ৼり、墓道は東で13°南ৼる・ࣨݰ

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとࣨݰԞの地山とのൺ高は1.77̼である。地山面は墓道ઌから3.6̼に

ൺ高0.45̼の֊ஈঢ়のஈࠩがあり、墓道ઌからஈまでの間はൺֱత平ୱである。ஈよりԞนଆ

は上りޯとなっているが、墓道ઌから6.32̼にࣼมがあり、ࣼมよりԞは平ୱ

になっている。墓道とત道は、天井のೖޱ෦分で区分される。横断２（̳－̳ʟ）では、ࠨのଆน

が内しており、本དྷこのҐஔにまで天井が存在したと考えられる。墓道とત道を区分する天井

第178ਤ　53号横穴平面・断面ਤ（１）
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ೖޱ෦は横断１と横断２の間にあったと考えられる。ࣨݰは྆କをもつものであり、明ྎにત道

と区分できる。କの۶ۂ෦よりख前のࣼ面がત道にあたると考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆辺は、Ԟนからڱまりながら墓道ଆにのͼている。ત道

とのڥにはକがあり、平面ܗがӋࢠ൘ঢ়をఄする̗１ྨである。ࣨݰの最大෯は2.0̼である。

してକを造る。ӈଆ辺はԞนから2.24̼のとこΖۂଆ辺は、Ԟนから2.4̼のとこΖで۶ࠨのࣨݰ

で۶ۂしており、ݸʑでの෯は1.56̼である。କがڱまったとこΖの෯は1.04̼であり、ࣨݰの

さは2.56̼である。

天井は、Ԟน近ではΞーνܗをఄしているが、ͦれҎ֎はṞ落が進んでおり、本དྷのܗを

していない。ࣨݰとત道のڥ界近で天井が存している。横断３（̴－̴ʟ）では、ࠨଆนが内

しており、この෦分での天井の高さを1.4̼程度に෮原できる。Ԟนは、Ṟ落がগなくൺֱత

。であるܗりがよい。ほ΅ཱする高さ1.52̼のઑ಄Ξーν

ᶅଯੵঢ়گ

地山上は、第23層により地されていて、ࣨݰでは埋面を造る。第23層は、地山༝དྷの土で

あり、横穴ங造の్中で生じた土を地土としてར༻していると考えられる。墓道には֊ஈঢ়の

ஈがあるが、20号横穴や32号横穴の例からすると地土により埋められ、ஈがղফされている可

１ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ３～２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
２ɽ҉փԫ৭（2.5:4/2）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
３ɽ明ԫ৭（10:36/8）層ʪ、２ܘDm～̑Dm程度のԁから
　　なるʫ
４ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ４～２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
̑ɽ৭（10:34/6）೪࣭土ʪ３ܘDm程度のԁをগしؚむʫ
̒ɽփ৭（10:34/6）೪࣭な࣭࠭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̓ɽにͿいԫ৭（10:35/3）೪࣭な࣭࠭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̔ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ３～２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
̕ɽઙԫ৭（2.5:7/3）層ʪ、４～２ܘDm程度のԁからなるʫ
10ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
11ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）層ʪ、３～２ܘDm程度のԁ
　　からなるʫ
12ɽ৭（7.5:34/4）層ʪ３ܘ～̓Dm程度のからなる、地山༝དྷʫ
13ɽ明৭（5:3/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３ܘDm程度のをଟくؚむʫ
14ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、３ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
15ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
16ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
17ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
18ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁを
　　গしؚむʫ
19ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/3）ʪ１ܘ～̑Dm程度のからなる層ʫ
20ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）ʪ２～１ܘDm程度のからなる層ʫ
21ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山༝དྷʫ
22ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、地山༝དྷʫ
23ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、ؠ൫（地山）༝དྷ、しまりڧいʫ
24ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
25ɽにͿいԫ৭（7.5:36/4）ࠩ ࣭土ʪ４～２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
26ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ

27ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
28ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
29ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
30ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
31ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
32ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
33ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
34ɽ୶ԫ৭（25:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগしؚむʫ
35ɽփന৭（7.5:38/2）ؠ൫ʪ天井の่落、やや෩化層　地山ᶘ
　　ないしᶛ層ʫ
36ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
37ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆน（38層）の෩化した層ʫ
38ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）ؠ൫ʪૈཻ࠭、ଆนの生きている層　地
　　山ᶘないしᶛ層ʫ
39ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　くؚむ、ྲྀೖ土ʫ
40ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁをଟくؚむʫ
41ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ࠭ྲྀࡉʫ
42ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～１ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
43ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭ʫ
44ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
45ɽԫᒵ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、しまりऑい、ྲྀೖ土ʫ
46ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁを
　　গしؚむ、10Dm֯ϊ地山ᶚ層ϒϩοΫ１ؚむ、ด࠹の可能性ʫ
47ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
48ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層
　　༝དྷ、しまりऑいʫ
49ɽにͿいԫ৭（10:37/3）ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度のԁ
　　からなる、しまりڧい、ด࠹土の可能性ʫ
50ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ٴͼ４～0.5ܘDm程度
　　のԁからなる、49層とൺべしまりややऑいʫ
51ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり、ཻ࠭ࡉʫ



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-ù÷３-

第179ਤ　53号横穴平面・断面ਤ（２）



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-ù÷û-

能性があり、当ॳ、ߔと認ࣝして۷していたࡍ（̱－̱ʟ）の第12・13層がこの地土にあたる

可能性がある。墓道・ત道とࣨݰのڥになる෦分には、第23層上に第46～50層がϚンドঢ়の存

在しており、ด࠹土の可能性がある。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

、中央近でࣨݰ。の第23層上面からは土器、がग़土した。土器には須恵器が２あるࣨݰ

のແ֖高ഋ（329）が横Ґでग़土しܗ、のഋ̝（328）がਖ਼Ґでग़土しており、ӈକ近にはܗ

ている。は人಄大のνϟーτの֯で、ࠨଆน近にあった。

第180ਤ　53号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、ແ֖高ഋであ

る。須恵器ഋ （̝328）のఈ෦調はϔϥΩリະ調で、ఈ෦֎面にՐ

᧪ࠟがっている。ແ֖高ഋ（329）は、٭෦にಁかしのແいものである。

がかなりখさくなっており、松ܘޱग़土遺物は、須恵器ഋ̝のࣨݰ

井ᶚ期にあてはまる。

�1ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

当ॳ̨̭0202として調査を։࢝したが、遺構۷の్中で、横穴と

みが重ෳしていることが判明したため、横穴は̨̭0203ࠐঢ়の落ちߔ

として、落ちࠐみは̨̭0204として調査をଓけた。重ෳ関は、横断２（̲－̲ʟ）の؍では、

横穴のଯ積土のうち上ํにଯ積するものは̨̭0204をりࠐんでいるが、横穴が造られた当ॳの

ঢ়گは不明である。横穴のݕग़෦は、վめてਫ਼査を行った݁Ռさ9.1̼、最大෯は2.6̼であった。

遺構۷は横穴のॎํ向を４分ׂして࣮ࢪした。調査中に天井下にۭ間があることを確認したの

で、ॎ断３の۷ऴྃ後に３̙Ϩーβー測ྔで天井を記録した。ͦの後、重機で天井をআڈしݰ

ࣨの調査を行った。横穴の全は10.97̼で、主࣠は東で̒°南ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下の地山とのൺ高は1.89̼である。地山面では墓道は؇やかな

坂で、墓道ઌから5.76̼でൺ高0.21̼の֊ஈঢ়のஈがある。墓道ઌから7.25̼にはࣼม

があり、ࣼมよりԞは、地山、地面ともほ΅ਫ平となる。墓道とત道のڥとなる天井

のೖޱ෦は、ݱঢ়ではࣨݰ中ほどの横断３（̳－̳ʟ）近にあるが、本དྷのೖޱ෦は่落してい

ると考えられる。横断２（̲－̲ʟ）で地山のଆนのཱち上りを؍すると、このҐஔに天井があ

ったとは考えられないが、গなくともࣨݰよりややख前のࣼม近までは天井が存在した

と考えられる。ଞの横穴とൺべて、かなりい墓道をもつ横穴である。ࣨݰは、྆କをもつもの

であり、କの෦分でત道とࣨݰを区分できる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、෯をڱめながら墓道ଆのͼる。ત道とのڥで

はΫϥンΫঢ়に۶ۂする྆କをもっており、平面ܗはӋࢠ൘ঢ়をఄする。̗１ྨである。ࣨݰの

最大෯は2.32̼である。Ԟนから2.64̼でのࣨݰ෯は1.92̼で、ここで྆ଆ辺が۶ۂする。କが

。のさは2.96̼であるࣨݰ、まった෦分での෯は1.04̼でڱ

天井は、Ԟน下から測って、1.92̼分のさがっているが、Ԟน近Ҏ֎は、Ṟ落により

。をのこしている。高さ1.64̼であるܗりがよく、ઑ಄Ξーνしていない。Ԟนはൺֱతをܗ

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には墓道からࣨݰまで第̒層がஔかれ、地山に造られた֊ஈঢ়のஈをফしている。第̒

第181ਤ　53号横穴
　　　　　ग़土土器
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１ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、４～１ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
２ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～２ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
３ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
４ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
̑ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̒ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山のؠ൫༝དྷʫ
̓ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̔ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
̕ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
10ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
11ɽփ৭（7.5:36/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
12ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
13ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
14ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷʫ
15ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層）
　　༝དྷʫ
16ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷʫ
17ɽにͿいԫᒵ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘ～̒Dm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
18ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
19ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ極２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
20ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
21ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
22ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
23ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
24ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘ～̑Dm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
25ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
27ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
28ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
29ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
30ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
31ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
32ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
33ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
34ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
35ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
36ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ

37ɽփԫ৭（10:35/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
38ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
39ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
40ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
41ɽઙԫ৭（5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগし
　　ؚむʫ
42ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
43ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ（ྲྀೖ）ʫ
44ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむ（่層）ʫ
45ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
46ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむ、積極తに地とはӠえないが、ด࠹土の存
　　෦の可能性ある層ʫ
47ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむ、埋面をつくる層、地のために土をೖ
　　れたとӠうより、落ちた土をならしたײじʫ
48ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
49ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
50ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
51ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層が
　　่落、෩化した層ʫ
52ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
53ɽ明৭（7.5:35/6）地山ʪ地山ᶚ層が่落しかかっている層、
　　基本తには生きていて、ଆน～天井のΧーϒをөするʫ
54ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶘないしᶛ
　　層༝དྷのϒϩοΫがগྔೖるʫ
55ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
56ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
57ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
58ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
59ɽઙԫ৭（7.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ極ૈཻ࠭、２～0.5ܘDm程度の
　　ԁをඇৗにଟくؚむ（่落）ʫ
60ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
61ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、竹ࠜଟくؚみ༗機化
　　した層ʫ
62ɽᒵ৭（7.5:36/6）ʪ極ૈ࠭、天井の地山ᶚ層が่落し、ܘ
　　３～10Dmのմに่れた層ʫ
63ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻࡉ～中ཻ࠭、のࠞじ
　　りগない、ྲྀೖ土ʫ
64ɽにͿい৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ٴͼ0.5ܘ～̑Dm程
　　度のからなる層、่落土ʫ
65ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、Ԟน༝དྷの三֯ଯ
　　積ʫ

̨̭����

ΠɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
ϩɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
ϋɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
ೋɽにͿいԫ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ

ϗɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
ϔɽઙԫᒵ৭（10:38/3）ʪ、３ܘ～̑Dm程度のԁからなるʫ
τɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
νɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
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層上にはさらに地土がஔかれ、ࣨݰでは第47層で地して埋面を造り、墓道では第15層で

地される。۷中の่落のため、第47層と第15層のつながりをূݕすることができなかった。い

ͣれもにͿいԫᒵ৭でありಉ一層の可能性がある。第47層は天井の地山༝དྷの土をଟくؚんでい

るという特があり、横穴ங造で生じた土を༻していると考えられる。第47層上には、第45・

第183ਤ　54号横穴平面・断面ਤ（２）
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第184ਤ　54号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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46層がありด࠹土の可能性がある。この上の第44・59層はいͣれもをଟくؚむ層で、積極తに

ด࠹土と判断しい。第43層はྲྀೖ土とみられる。これらの層のすぐ墓道ଆにްくଯ積している

第17層はをଟくؚむ層で、横穴よりも上ํにある地山༝དྷである。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の須恵器ᰍᆵ（332）がਖ਼ܗ、にはࡍでは、第47層上で土器がग़土している。Ԟนࣨݰ

Ґのঢ়ଶであった。ࠨଆ辺では、土師器ᙈ（333）がग़土している。ܗで、ਖ਼Ґのঢ়ଶである。

、中央では、須恵器ഋ#の（331）の上にࣨݰ （֖330）が重なるঢ়ଶでग़土している。はਖ਼Ґに

ஔかれ、ܗである。֖もܗで、のޱԑ෦にࣼめにཱてかけるঢ়ଶでஔかれていた。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。ࣨݰからग़土した土器の器種は須恵器ഋ̗、ᰍᆵ、土師器ᙈ

である。須恵器ഋ̗ （֖330）は、かえりがແくּܗのものである。ಉ（331）のఈ෦֎面はϔϥΩ

リະ調で、ম成はややೈ調である。330と331は、土やง囲ؾがҟなり、αΠズも֖のほうが

एׯ大きいため、製࡞時からセοτであったものとは考えにくい。ᰍᆵ（332）はݞ෦がι

ϩόンۄঢ়にுるものである。土師器ᙈ（333）は、ᙈ̖ないし、খܕであるからᆵ#とすべきか。

෦内面はέズリ調をしている。

334～336は、墓道やࣨݰの上層からग़土したものである。334・335は、ॎ断３南の第17層か

らग़土した須恵器のഋ̖とແ֖高ഋ。336は、ॎ断１北からग़土した土師器ᙈ̖である。

ग़土遺物の年代は、飛鳥ᶚ～平城ᶘの範囲で考えられる須恵器ഋ#のฦりのない֖がग़土して

おり、松井ᶛ期のものである。平城ᶘのࢿྉより背が低く、どちらかといえ飛鳥ᶚ－ᶛに近い。

第185ਤ　54号横穴ग़土土器
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̏ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

全7.6̼の横穴で、墓道ઌからԞน下の地山までのൺ高は２̼である。ݕग़෦のさは

6.88̼、最大෯1.6̼のପԁܗである。ݕग़෦の最Ԟで地山との間に෯２Dmのܺ間がۭいてい

たが、大きく։ޱしていなかった。調査にあたり横穴のॎํ向を̒分ׂして遺構۷を行った。

ॎ断̑を۷後、天井を３̙Ϩーβー測ྔで記録し、ͦ の後天井をআڈし、ࣨݰの調査を行った。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道は、ൺֱతٸなࣼになっているが、ࣨݰ近でややࣼが؇くなる。ࣼ

の్中で֊ஈঢ়のஈが２か所ある。墓道ଆのஈは、地土に埋められてফされるが、Ԟนଆのஈ

は地土上でもөされる。墓道とત道のڥ界は不明である。横断の؍では、横断４（̴－̴ʟ）

第186ਤ　55号横穴平面・断面ਤ（１）
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１ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
２ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、やや೪࣭ʫ
３ɽփന৭（10:38/1）೪࣭土ʪシルτ、地山ᶜ層のϒϩοΫʫ
４ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̑ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
̒ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̔ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̕ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや೪࣭ʫ
10ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
11ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、やや೪࣭ʫ
12ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
13ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、やや೪࣭ʫ
14ɽઙԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、やや೪࣭ʫ
15ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　ԁをඇৗにଟくؚむʫ
16ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
17ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
18ɽઙԫ৭（2.5:7/3）೪࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
19ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
20ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）೪࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
21ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや೪࣭、１ܘDm程度
　　のԁをগしؚむʫ
22ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　ԁをগしؚむʫ
23ɽ৭（7.5:34/3）ؠ൫ʪؠ൫、地山ᶚ層の่落մʫ
24ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
25ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
26ɽԫᒵ৭（10:38/6）೪࣭土ʪシルτ～極ཻ࠭ࡉʫ
27ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
28ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）やや࠭ຯのある೪࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、
１Dm程度のԁをগしؚむʫܘ　　
29ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）೪࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
30ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）೪࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ～ཻ࠭ࡉʫ
31ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
32ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）೪࣭土ʪ極１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
33ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむ、墓道ଆนの่れた土ʫ
34ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山の่落・෩化
　　土ʫ
35ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山の่落・෩化
　　土ʫ
36ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山（ଆน）༝དྷ
　　の土、三֯ଯ積ʫ
37ɽփന৭（2.5:7/1）೪࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ～ࡉ、やや࠭ຯڧいݰ
　　ࣨఈ෦の地土ʫ
38ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）地山ʪ極ૈ࠭、地山ᶘないしᶛ層が่落
　　した層ʫ
39ɽࠇ৭（10:33/2）地山ʪ極ૈ࠭、天井の地山ᶙ層の่落土ʫ
40ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
41ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
42ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度

　　のԁをଟくؚむʫ
43ɽઙԫ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
44ɽࠇ৭（10:33/1）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、天井の地山ᶙ層が่落
　　した層ʫ
45ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層の
　　่落土ʫ
46ɽ明ԫ৭（10:37/6）೪࣭土ʪシルτʫ
47ɽ৭（10:35/6）࠭ ࣭土（やや೪࣭）ʪཻ࠭ࡉ、天井の地山
　　ᶚ層が่落後、෩化した層ʫ
48ɽࠇ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井の地山ᶙ層が่落
　　し෩化した層ʫ
49ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
50ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）ʪ天井の地山ᶚ層が่落し、２ܘ
　　～̑Dm程度にׂれた層ʫ
51ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
52ɽࠇ৭（7.5:33/1）ؠ൫ʪ天井の地山ᶙ層の่落մʫ
53ɽ明৭（5:5/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層の่落・෩化
　　層ʫ
54ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
55ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、ଆนの地山ᶘないしᶛ層が่れた層ʫ
56ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）ؠ൫（ԫ）ʪଆนの地山ᶘないしᶛ層、
　　生きているʫ
57ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
58ɽԫ৭（2.5:8/6）ؠ൫ʪଆนの地山ᶘないしᶛ層）の่落մʫ
59ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
60ɽԫᒵ৭（10:37/8）地山ʪണしかけているが生きている層、
　　ଆนの地山ᶛ層ʫ
61ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶚ層༝དྷʫ
62ɽઙԫ৭（5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
63ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆนの地山ᶘないしᶛ
　　層の่れた層ʫ
64ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
65ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井の地山ᶚ層༝
　　དྷ、２～0.5ܘDm程度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
66ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
67ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
68ɽփ৭（7.5:34/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、天井の地山ᶙ層の่落・
　　෩化層ʫ
69ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆนの地山ᶘないしᶛ
　　層༝དྷの層ʫ
70ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
71ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
72ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
73ɽにͿい৭（7.5:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
74ɽઙԫᒵ৭（7.5:38/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
75ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
76ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、Ԟนの地山ᶛ層の่落土ʫ
77ɽࠇ৭（10:33/2）地山ʪ天井の地山ᶙ層の่落մʫ
78ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪཻࡉ～中ཻ࠭、４～１ܘDm
　　程度のԁをଟくؚむ、天井の地山ᶚ層༝དྷの่落土ʫ
79ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆ・Ԟน༝དྷの่落土ʫ
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のଆนがएׯ内しており、本དྷこのҐஔまで天井が存在した可能

性がある。横断３（̳－̳ʟ）でもࠨଆนが内しているが、ೈऑな

地山ᶜ層の෦分であり、ここには天井は存在しなかったとみられる。

。とત道は明ྎには区分できないࣨݰ、にはକなどがなくࣨݰ

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰは、྆ଆ辺が墓道ଆに向かって

。の最大෯は1.84̼であるࣨݰ。をఄするܗが三֯ܗまり、平面ڱ

。の分ྨでは̗２̰ྨにあたるࣨݰ

天井は、Ԟน近の͝く一෦で当ॳのܗをしているものの、ほ

とんどṞ落している。Ԟนはӈଆ面のりがྑくないが、ઑ಄Ξー

νܗをしている。Ԟนの高さは1.4̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

墓道の地山上は、第２・12～14・37層で地される。ࣨݰには、第37層でബく地されており、

第187ਤ　55号横穴平面・断面ਤ（２）

第188ਤ　55号横穴ग़土土器
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第37層上面が埋面にあたると考えられる。ด࠹と考えられる層は確認できなかった。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

から遺物のग़土はなかった。墓道からત道にあたる෦分である、ॎ断４北の第17層中かࣨݰ

ら土師器ᙈ （̖337）がग़土している。

̐ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓要

全は6.88̼で、墓道ઌとࣨݰԞの地山のൺ高は1.66̼である。ݕग़෦のさは5.32̼、最

大෯1.4̼である。ݕग़෦の最Ԟがさ0.3̼、෯0.05̼でΘͣかに։ޱしていたが、։ޱ෦から

横穴内෦のようすは؍できなかった。遺構۷は、横穴のॎํ向を̑分ׂして行った。ॎ断４

の۷ऴྃ後に３̙Ϩーβー測ྔを࣮ࢪし、天井をআڈしてࣨݰの調査を行った。横穴の全は

第189ਤ　56号横穴平面・断面ਤ（１）
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１ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
２ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
３ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
４ɽփന৭（7.5:38/2）೪࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̑ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、やや೪࣭ʫ
̒ɽ明ԫᒵ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
̓ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̔ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̕ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
10ɽփന৭（2.5:8/2）೪࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
11ɽઙԫ৭（2.5:8/3）೪࣭土ʪཻ࠭ࡉ～シルτʫ
12ɽփന৭（10:38/1）೪࣭土ʪシルτʫ
13ɽにͿいԫ৭（10:35/4）ཻ࠭ࡉʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
14ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
15ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
16ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２ܘDm程度のԁをগしؚむʫ
17ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
18ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、２～0.5ܘDm
　　程度のԁをଟくؚむʫ
19ɽઙԫᒵ৭（2.5:8/3）೪࣭土ʪ೪࣭なシルτ、１ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
20ɽԫᒵ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、天井の地山ᶘ
　　ないしᶛ層の่落土ʫ
21ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、天井่落土が෩化した層ʫ

第190ਤ　56号横穴平面・断面ਤ（２）

22ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）しまりのྑい࣭࠭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、
　　地山でଆนの生きている層ʫ
23ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）ؠ൫ʪؠ൫、地山ᶘないしᶛ層の่落土ʫ
24ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井の่落෩化層ʫ
25ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆนの่落෩化層ʫ
26ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆน่落෩下層ʫ
27ɽઙԫ（5:7/3）೪࣭土ʪシルτ～極࣭ۉ、ཻ࠭ࡉ、ଆนの生
　　きている層ʫ
28ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆน่落෩化土、ଆ
　　นが断ଓతに落ちた様ࢠをදすʫ
29ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
30ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
31ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆน่落෩化土ʫ
32ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
33ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、２～１ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
34ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
35ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）ʪ２～0.5ܘDm程度のԁから
　　なる層、地山ᶘないしᶛ層༝དྷ、่落土ʫ
36ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむ、地山ᶘないしᶛ層༝དྷの่落土ʫ
37ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　からなる、天井の地山ᶚ層の่落土ʫ
38ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、天井の地山ᶚ層の่落土ʫ
39ɽにͿいԫ৭（10:35/3）ʪ２～0.5ܘDm程度のからな
　　る層、天井の่落土ʫ
40ɽにͿい৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井の地山ᶚ層
　　の่落土ʫ
41ɽԫ৭（2.5:7/8）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～ૈཻ࠭ʫ
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6.88̼である。横穴の主࣠は、ત道近で۶ۂしており、ࣨݰの主࣠は東で25°北、墓道の主࣠

は東で17°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面の墓道のࣼはなだらかであるが、్中で0.15～0.36̼のൺ高がある֊ஈ

ঢ়のஈが３か所で造られている。Ԟนଆのஈが最も大きなஈで、ͦれよりԞนଆはほ΅ਫ平にな

る。墓道には地土がްくೖれられており、地土上面ではなだらかなࣼ面となっている。墓道

とત道のڥ界は不明であるが、地山の大きなஈ近までは本དྷ天井があったと考えられる。ࣨݰ

にはକがなく、ત道とのڥ界は不明ྎである。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰは、Ԟน෦分が最も෯く、ͦこから墓道・ત道に向けてほ

΅ઢతにڱまる。ࣨݰの最大෯は1.77̼である。分ྨでは̗２̰ྨにあたる。

地山面では、ࣨݰの主࣠ややӈの෦分にさ1.59̼、最大෯2.7̼、ਂさ２Dmのഉਫߔが۷ら

れている。ഉਫߔは地土で埋められており、ࣨݰ中のਫ分をࣨݰから墓道の地土を通して下

ํにಀがす、҉ڎঢ়のみであると考えられる。

第191ਤ　56号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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天井は、Ṟ落しており本དྷのܗをさない。

ঢ়の天井はԞนから1.36̼分のさのみݱ

存している。Ԟนは、Ṟ落が進んでいるため、

平らな面ではなくԜ面ঢ়になっている。ଞの

横穴の例から、本དྷはΞーνܗであったとݟ

られる。ݱঢ়の高さは1.79̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

墓道・ત道の地山上には、第19・̑・４層

のॱでްく地が行Θれ؇やかなࣼ路を造

る。ࣨݰには第４層でബく地され、埋面

を造る。地土上は、間層をڬんで第17層がϚンドঢ়に存在している。ด࠹土の可能性がある

が、地山༝དྷの土であることからଆนがṞ落したと判断した。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

りのҐஔد中央のややӈࣨݰ、の第４層上で土器が２ग़土している。いͣれも須恵器でࣨݰ

にある。ແ֖高ഋ（338）は、横Ґのঢ়ଶでのग़土である。ᰍᆵ（339）は、横Ґのঢ়ଶでग़土

した。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は、須恵器ແ֖高ഋ、ᰍᆵである。須恵器ແ֖高

ഋ（338）は、٭෦にಁかしのないもの。ᰍᆵ（339）は、ఈ෦の平ୱ面がいことから、٭で

はなく高をつけたものと判断できる。高෦は人ҝతにଧち欠いたと考えられる。

。のແ֖高ഋの存在から松井ᶙ期の範囲内でҐஔづけられる٭ग़土遺物の年代は、低ࣨݰ

̑ʣ�7߸ԣ ʢ̨̭݀���7ʣ

ᶃ֓ཁ

ग़෦の最Ԟでは、地山と埋土ݕ。であるܗग़෦のさは3.22̼、最大෯は1.44̼の۱ؙํݕ

の間に෯１Dm程ܺ間がۭいていたが、大きく։ޱはしていなかった。遺構۷は、横穴のॎํ

向を̑分ׂして࣮ࢪした。ॎ断４を۷したஈ֊で天井内のۭ間を確認したため、３̙Ϩーβー

測ྔで記録した後、天井をআڈしてࣨݰの調査を行った。横穴の全は5.29̼である。横穴は墓

道෦分がやや۶ۂしており、ࣨݰの主࣠は東で30°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからࣨݰԞの地山までは0.73̼の高低ࠩがある。地山面は、墓道෦分は

ほ΅ਫ平に۷られており、墓道ઌから2.5̼のとこΖでൺ高0.21̼の֊ஈঢ়のஈがある。ஈより

もԞนଆは࠶ͼほ΅ਫ平になっている。地山上には地がなされ、特に、墓道෦は地がްい。

地土上面では墓道からࣨݰまではほ΅ਫ平になっている。墓道とત道のڥ界となる天井ೖޱ෦

第192ਤ　56号横穴ग़土土器
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第193ਤ　57号横穴平面・断面ਤ

１ɽにͿいԫᒵ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉʫ
２ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
３ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
４ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̑ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
̒ɽ明փ৭（7.5:37/2）࠭ ࣭土ʪやや೪࣭なཻ࠭ࡉʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
̔ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̕ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
10ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
11ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
12ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
13ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
14ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭ʫ
15ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ

16ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
17ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
18ɽԫᒵ৭（10:37/6）ؠ൫ʪしまりのྑいૈཻ࠭、３～１ܘDm
　　程度のԁをଟくؚむ、天井่落土ʫ
19ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
20ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
21ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
22ɽΦリーϒ৭（2.5:4/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭ʫ
23ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
24ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや೪࣭ʫ
25ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
26ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ、天井とଆนが落ちてޓ層
　　ঢ়になるʫ
27ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、天井とଆนが落ちて
層ঢ়になるʫޓ　　
28ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井とଆนが落ちて
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層ঢ়になるʫޓ　　
29ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、天井とଆนが落
　　ちてޓ層ঢ়になるʫ
30ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井とଆนが落ちて
層ঢ়になるʫޓ　　
31ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井とଆนが落
　　ちてޓ層ঢ়になるʫ
32ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
33ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
34ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
35ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、天井่落෩化層ʫ
36ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、ଆนの地山ᶘないしᶛ
　　層༝དྷʫ
37ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
38ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪしまりのྑい極ૈ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のԁをଟくؚむ、ଆนの地山ᶘないしᶛ層ʫ
39ɽԫᒵ৭（10:38/6）೪࣭土ʪシルτ࣭ۉʫ
40ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ

41ɽփന৭（2.5:8/1）೪࣭土ʪシルτ࣭ۉʫ
42ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগ
　　しؚむ、地山ᶘないしᶛ層、生きているかʫ
43ɽփ৭（10:37/6）೪࣭土ʪシルτ࣭ۉ、ଆนの生きている
　　層、シルτの地山ʫ
44ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
45ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、ଆนの天井༝དྷ、地山ᶘないしᶛ層、地山ᶚ
　　層まじりʫ
46ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、１ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、天井ຢはଆน༝དྷ、地山ᶘないしᶛ層ʫ
47ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭、３～１ܘDm程度のԁ
　　をඇৗにଟくؚむ、天井༝དྷの地山ᶚ層ʫ
48ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉ、೪࣭シルτのϒϩοΫ
　　ࠞじるʫ
49ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭～ૈ࠭、地山ᶘないしᶛ
　　層༝དྷʫ
50ɽփന৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ࣭ۉなཻ࠭ࡉ、墓道ଆน༝དྷʫ
51ɽփന৭（10:38/1）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、地土ʫ

第194ਤ　57号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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は、ݱঢ়では横断３近にある。横断２（̲－̲ʟ）ではଆนの内がないため、本དྷの天井ೖ

はକがないため、明ྎに区分することࣨݰ。෦は横断２から横断３の間であったと考えられるޱ

はできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆのͼた後、۶

してۂの最大෯は1.36̼で、Ԟนから2.05̼のとこΖで྆ଆ辺は۶ࣨݰ。めているڱして෯をۂ

෯をڱめる。分ྨでは̖２ྨにあてはまる。

天井は、Ṟ落が進んでおり、本དྷのܗをしていない。ԞนもṞ落が進んでおり、本དྷのܗঢ়

は不明である。ݱঢ়でԞนの高さは1.5̼あるが、天井のṞ落により本དྷより高くなっていると

考えられる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上は、墓道では第２層、ࣨݰは第51層で地される。墓道の地はްく、地山のஈを埋め

てࣨݰとほ΅ਫ平にしている。ࣨݰの地山上は、第51層でബく、墓道は特に第２層でްく地さ

れ、地土上面ではࣨݰとほ΅ਫ平にする。第28～31層は、天井とଆนのṞ落土がޓ層ঢ়にଯ積

したものである。ͦの下にある第32層や墓道ଆにある第３・16層については、ݱ地で判断がつか

なかったが、ด࠹の可能性っている。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

。では、埋面と考えられる第51層上でが２ग़土した。土器の遺物はग़土しなかったࣨݰ

はԞน۱ࠨにあり、ݓ大～人಄大の大きさでいͣれもνϟーτ製のѥ֯である。

３̙Ϩーβー測ྔを行うためॎ断̑の北ଆを۷中、第18層の上面にΩπωの्骨をݕग़した。

天井下のۭ間にあたる෦分であり、横穴が։ޱしているஈ֊でಈ物がग़ೖりしていたものと考え

られる。

̒ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

はしておらͣ、横穴内にもۭ間ޱग़時に։ݕ。ग़෦のさは3.0̼で、最大෯は1.48̼であるݕ

は存在していなかった。遺構۷は横穴のॎํ向を４分ׂして行った。ॎ断３を۷後、上෦を

重機でআڈして調査をଓけた。横穴の全は3.75̼、主࣠は東で11°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとࣨݰԞのൺ高は0.25̼で、ほ΅ਫ平に۷られている。Ԟに向かって高

くなってはいるものの、ଞの横穴にみられるような大きなࣼมやஈがない。墓道からࣨݰԞ

にかけてのఈ面は地山のփ৭シルτであり、ఈ面からはછみग़すような༙ਫがઈえͣ認められた。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯になっている。ࣨݰの最

大෯は0.98̼で、ଞの横穴にൺべて特に෯がڱい。̘ྨにあてはまる。

天井内のۭ間がなかったため、内෦のঢ়گは不明である。Ԟนから天井にかけてのঢ়گをॎ断
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第195ਤ　58号横穴平面・断面ਤ
１ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগし
　　ؚむʫ
２ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
３ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
４ɽփԫ৭（2.5:6/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগしؚむʫ
̑ɽփന৭（5:7/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、փԫシルτϒϩοΫがࠞじる、
２Dm程度のԁをଟくؚむʫ～１ܘ　　
̒ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̓ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̔ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
̕ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや೪࣭ʫ
10ɽփന৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや೪࣭ʫ
11ɽにͿいԫ（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　ଟくؚむʫ
12ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉʫ
13ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
14ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井のଆน༝དྷの土ʫ
15ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগしؚむʫ
16ɽփԫ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
17ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをগ

　　しؚむʫ
18ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪ࣭ۉなཻࡉ （࠭いΘΏる࠭に近い）、
２Dm程度のԁをগしؚむʫ～１ܘ　　
19ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
20ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
21ɽփന৭（2.5:7/1）೪࣭土ʪ中ཻ࠭、࠭ຯのڧい೪࣭土ʫ
22ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
23ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
24ɽԫᒵ৭（10:38/6）ؠ൫（地山ᶘないしᶛ層）ʪ極ૈ࠭、ϕーε地
      山ʫ
25ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）ʪ３～２ܘDm程度のԁがしまった層
ϕーε地山ʫ、（൫ؠ）     
26ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉʫ
27ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ʫ
28ɽઙԫ（2.5:7/4）೪࣭土ʪシルτ、地山（೪࣭シルτ）༝དྷのϒϩ
　　οΫʫ
29ɽԫ৭（2.5:8/6）೪࣭土ʪ࠭ࡉ、ૈ࠭ࠞじりで࠭ຯがڧいʫ
30ɽփԫ৭（2.5:7/2）೪࣭土ʪシルτ、地山（೪࣭シルτ）༝དྷʫ
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面でみると、天井は大きくṞ落しているものとみられる。ଞの横穴では、天井は地山ᶙ・ᶚ層に

造られるのがほとんどであるが、本横穴では地山ᶛ層に造られている。地山ᶙ・ᶚ層よりڧ度が

ྼる地山ᶛ層を天井としたため、่落が進んだと考えられる。Ԟนは大きくṞ落しており、Ԝ面

となっている。天井と区分しいܗঢ়に่れているため、高さは不明である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、地と判断できる層は存在しない。横穴のఈ面近をްく෴う第̑層は、ଆนを

構成する地山ᶜ層༝དྷであり、ଆนが大規模に่落したものとみられる。ͦの上にも、ଆนや天

井の地山がṞ落したとみられる土がਫ平にଯ積している。地が全面にٴんでおらͣ、遺物のग़

土もないことから埋が行Θれていない可能性がある。横穴内のଯ積が基本తにਫ平であること

から、横穴۷中ないし۷後のൺֱతૣいஈ֊で横穴が埋まったと考えられる。なお、ॎ断４

は、น面่落のため記録できなかった。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

遺物のग़土はなかった。

̓ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

は、横穴のॎํ向を３でさ２̼、最大෯は1.44̼である。遺構۷ܗग़෦は、んだପԁݕ

分ׂして行った。横穴内にはۭ間が確認できなかったので、ॎ断２の۷ऴྃ後に重機で天井を

আڈした。横穴の全は3.04̼で、主࣠は南で27°東ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからԞน下までは、ൺ高0.28̼のなだらかなࣼ面となっている。横断

１（̱－̱ʟ）近では人骨がग़土しており、ଆนが内していることから、本དྷこのҐஔにも天

井があったと考えられる。ݕग़෦のઌ෯がいことから、ત道近よりઌが平されていると

考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺はԞนにରして֯に墓道ଆにのͼた後、۶ۂして

31ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪしまりのよいૈ࠭～極ૈ࠭、天井と
　　なる層、地山ᶘないしᶛ層ʫ
32ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
33ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井の地山ᶘないしᶛ層
　　༝དྷʫ
34ɽにͿいᒵ৭（7.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
35ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井の地山ᶘないしᶛ層
　　༝དྷʫ
36ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
37ɽにͿいᒵ৭（7.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のԁをগ
　　しؚむʫ
38ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
39ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ

40ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、天井の地山ᶘないしᶛ層
　　༝དྷʫ
41ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
42ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
43ɽ୶ԫ৭（5:8/4）ʪしまりのよい層、４～２ܘDm程度のԁ
　　からなる地山ᶘないしᶛ層（）のଆน、生きている層ʫ
44ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、天井（地山ᶘないし
　　ᶛ層）༝དྷの層ʫ
45ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～１ܘDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
46ɽ୶ԫ৭（5:8/4）ʪしまりのよい層、４～２ܘDm程度のԁ
　　からなる地山ᶘないしᶛ層（）のଆน（地山ᶘないしᶛ層）༝དྷ
　　の層ʫ
47ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆน（地山ᶘないしᶛ層・）
　　༝དྷの層ʫ
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第196ਤ　59号横穴平面・断面ਤ
１ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
２ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを͝
　　くগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
３ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
４ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ7～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　ඇৗにଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
̑ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、地土ʫ
̒ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のをଟ
　　くؚむ、地山ᶛ層༝དྷかʫ
̓ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷかʫ
̔ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
̕ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～̑Dm程度のをଟくؚむ、地山༝དྷʫ
10ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　ଟくؚむʫ
11ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、４～0.5ܘDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
12ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
13ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　͝くগしؚむ、ด࠹土かʫ
14ɽԫᒵ৭（10:38/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、10～0.5ܘDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷ、天井่落ʫ
15ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ

16ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　３Dm程度のをଟくؚむʫ
17ɽにͿいԫ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～３Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
18ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
19ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のを
　　ଟくؚむʫ
20ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷ、น่落土ʫ
21ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をଟくؚむ、地山༝དྷʫ
22ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をଟくؚむ、地土かʫ
23ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ、10～0.5ܘDm程度のを
　　ඇৗにଟくؚむ、（15層より大きいのׂ合高い）ʫ
24ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　程度のをؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
25ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　３Dm程度のをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
26ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむ、Ԟน่յ土ʫ
27ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむ、Ԟน่յ土ʫ
28ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶚ層ʫ
29ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm
　　程度のをଟくؚむʫ
30ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむ、น地土ʫ　
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෯をڱめる。ࣨݰの最大෯は1.69̼で、Ԟนから1.04̼のとこΖである。ここで྆ଆ辺は۶ۂし

て墓道ଆ向かって෯をڱめる。分ྨでは̖２ྨにあたる。

天井は、大きく่落しており、Ԟน下から１̼のさのみ存している。存している天井

の内ଆもṞ落が進んでおり、本དྷのܗঢ়をしていない。Ԟนは、下෦のみ؍できたが、Ξ

ーνܗに෮原できる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には第10層で地がなされて、ࣨݰでは埋面を造っている。地上にある第13層は人

ҝతにஔかれた層と考えられ、ด࠹の可能性がある。ด࠹と考えた合、第13層のҐஔは天井ೖ

、の一෦と考えるべきであΖう。第４層は࠹のԞに近い所にҐஔしており、ดࣨݰ෦ではなくޱ

をඇৗにଟくؚむ層であり、地山༝དྷのྲྀೖ土と判断した。

第197ਤ　59号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶆ遺ग़ঢ়گ

ӈ辺ࣨݰ、の地上で人骨、土器、鉄器、がग़土した。人骨はࣨݰ

近くにまとまっている。಄骨が墓道ଆにあり、Ԟนଆには骨が横穴

の主࣠と平行にある。土器は、須恵器ഋ̝・(を中৺に、ࣨݰのࠨ分

の෦分でଟ数ग़土している。土器は、一෦は重なりあいながらも、ෑき

٧めるようにされている。須恵器ഋ̝ （֖340～342）は、すべてٯҐで、

ಉ（343）はਖ਼Ґである。須恵器ഋ̜֖は、349のみがਖ਼Ґで、ଞはٯҐ

である。ಉは、ٯҐである356をআいて、ଞ（351～355・357）はすべて

ਖ਼Ґである。須恵器の低٭のແ֖高ഋ（358）とᰍᆵ（359）はਖ਼Ґで

のग़土である。土師器ഋ （̘360）は、ܗでਖ਼Ґでのग़土である。ഁย

でग़土した361は、須恵器ഋ̜ （֖346）の上と下に分かれていることから、

これら一群の土器はಈかされていると判断される。（363）ࢠは、須恵

器ഋ̜ （֖344）の上に重なるかたちでग़土している。は人಄大とݓ大

のものが、人骨の近くでग़土している。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、鉄器がある。須恵器ഋ̝֖はいͣれもϔϥΩリ後ະ調のものである。

第198ਤ　59号横穴ग़土土器

第199ਤ　59号横穴
　　　　 ग़土鉄器
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342は、内面にম成時のփがްくணする。ಉ（343）も、ఈ෦֎面はϔϥΩリ後ະ調である。

ഋ̜֖は、かえりが下ํにಥग़するもので古い特をもっている。ম成時のփは、֎෦にணす

るもの（344～346・348～350）と、内面にணするもの（347）がある。347は、天井෦֎面にଞݸ体

の෦が༥ணしており、重Ͷমきとみられる。ഋ̜のఈ෦֎面は、354のみϩΫϩέズリである。

356・357は、内֎面にম成時のփがணしている。須恵器ᰍᆵ（359）は、体෦の上面とޱ

ԑ෦内面にփがணしており、ਖ਼Ґでম成されたとみられる。土師器ഋ （̘360）は、ޱԑに内

する面をもっている。ఈ෦֎面はέズリの後ϛΨΩで、内面のࠐݟみ෦はཐટ҉文か。361のఈ

෦֎面の調はφσとみられ、内面に์ࣹ一ஈの҉文がある。360・361は、ともに土などのง

囲ؾは都城でग़土するഋ̘と大ࠩはない。土師器ᰍᆵ（362）は、ޱԑ෦内面に横Ґのϋέ

ϝをいεύンでࢪす。体෦֎面はϋέϝの後、上෦にφσとϛΨΩ調をする。（363）ࢠは、

ઌを欠ࣦしている。関のܗঢ়は不明ྎである。

ग़土遺物の年代は、ഋ̜のܘޱが̕～10Dm程度で、έズリとϔϥΩリ調があることから、

松井ᶙD期にҐஔづけられる。須恵器ഋ̝と土師器ഋ$もಉ一の時期と考えられる。

̔ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀��1�ʣ

ᶃ֓ཁ

天井が大きく่落しているため、ݕग़෦はいପԁܗでさ4.8̼、最大෯は1.88̼である。遺

構۷は、横穴のॎํ向を３つに分ׂして行った。横穴内には大きなۭ間が確認できなかったた

め、ॎ断２の۷ऴྃ後に天井を重機でআڈした。横穴の全は5.24̼で、主࣠は東で36°南

ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下の地山のൺ高は0.88̼である。地山面は、墓道ઌから1.52

̼にࣼมがあり、これよりԞはなだらかなࣼとなっている。天井が大きく่落しており、

っていない。横断１（̱－̱ʟ）ঢ়では横断２（̲－̲ʟ）近よりԞのΘͣかな෦分しか天井がݱ

では、地山の྆ଆนが上ํに։いており、この近に天井が存在していたとは考えにくいが、গ

なくともࣨݰが۶ۂし෯をڱめる෦分までは、本དྷ、天井があったと考えられる。କがないため

。とત道は明ྎに区分できないが、ત道はかなりいものと考えられるࣨݰ

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰのදଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯であり、ശܗの平面ܗを

ඳいたのち۶ۂして墓道ଆ෯をڱめる。ࣨݰの最大෯は1.93̼である。Ԟนから1.29̼のとこ

Ζでࣨݰ෯は1.85̼あり、ӈଆ辺はここで۶ۂする。ࠨଆ辺はԞนから1.52̼で۶ۂし、墓道ଆ

向かって෯をڱめる。分ྨでは̖２ྨにあたる。

天井は、ほとんど่落しており、当ॳのܗঢ়をしていない。Ԟนは、下෦のみ؍できた

が、ൺֱత存ঢ়گがよく、Ξーνܗに෮原できる。Ԟนの下中央෦は෯0.8̼、高さ0.48̼の

ܗに۷りۼめられており、Ԟ行は0.12̼である。
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第200ਤ　60号横穴平面・断面ਤ
１ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̓
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
２ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、10～0.5ܘDm
　　程度のをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
３ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　を͝くগしؚむ、地土ʫ
４ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のをগしؚむʫ
̑ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
̒ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
̓ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～２Dm程度のをগしؚむʫ
̔ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～1.5ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
̕ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̒Dm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
10ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～̑Dm程度のをଟくؚむ、天井่落土ʫ
11ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑m程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
12ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　４m程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
13ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、15～0.5ܘDm

　　程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
14ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　10Dm程度のをଟくؚむ地山ᶛ層༝དྷʫ
15ɽԫᒵ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
16ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
17ɽᒵ৭（2.5:37/8）、࣭࠭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ、ԫ৭（2.5:7/8）࠭ ࣭土ʪ４～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のをগしؚむʫ
18ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　গしؚむ、地土ʫ
19ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
20ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ0.5"ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をଟくؚむ、地山"層༝དྷʫ
21ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
22ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
23ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ10～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
24ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　10Dm程度のをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
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ᶅଯੵঢ়گ

地山上には第３層と第18層でްさ̑～10Dmで地がなされ、ࣨݰでは埋面を造っている。

地上にଯ積している層は、։ޱ෦からྲྀೖしてきたものと天井が่落したものであり、明確に

ด࠹土と判断できる層はなかった。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

遺物のग़土はなかった。

̕ʣ�1߸ԣ ʢ̨̭݀��11ʣ

ᶃ֓ཁ

ग़した෦分の最Ԟ෦は0.4̼෯で大ݕ。でさ4.84̼、最大෯は0.96̼であるܗग़෦は、ପԁݕ

きく։ޱしていた。։ޱ෦からは、Ԟน近でബく土をඃった人骨が散ཚしているのをࢹする

ことができた。遺構۷は、横穴のॎํ向を３分ׂして࣮ࢪした。ॎ断１の۷ऴྃ後に天井と

ԞนをϨーβー測ྔで記録し、重機で天井をআڈした。横穴の全は4.08̼で、主࣠は南で35°

西にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下とのൺ高は1.04̼である。地山面は、墓道ઌから1.12̼よ

りもԞはなだらかなࣼとなっているが、ここよりख前はൺ高0.48̼のஈঢ়に۷られている。墓

道とત道を分ける天井ೖޱ෦は、ݱঢ়は横断１（̱－̱ʟ）のҐஔ近にある。ࣼ面のࣼを考ྀ

すると、ݱঢ়よりも天井が墓道ଆに大きく展։していたとは考えづらいため、横穴ங造当ॳのҐ

ஔとあまりมΘっていないと想定できる。ࣨݰにはକがないため、ࣨݰとત道を明ྎに区分する

ことはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆにのͼた後、۶

෯は1.24ࣨݰ、の最大෯は1.36̼である。Ԟนから1.67̼のとこΖでࣨݰ。して෯をせめるۂ

̼あり、ӈଆ辺はここで۶ۂする。ࠨଆ辺はԞนから1.92̼のとこΖで۶ۂし、墓道ଆ向かっ

て෯をڱめる。分ྨでは̖２ྨにあたる。

天井は、एׯṞ落しているが、Ξーνܗをしている。Ԟนは、ൺֱత存ঢ়گがྑく、Ξー

νܗをしている。෦は、ઑ಄にならͣ、ややؙみを帯ͼている。高さは1.16̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

よりख前の地山上は第̑～̔層でްく地されており、地山のஈを埋めて平ୱにしมࣼ

ている。これらの層の上には、第３・４層によるബい地が墓道からԞนまでなされ、ࣨݰでは

埋面を造る。ત道近からࣨݰ展։する第１層は։ޱ෦からのྲྀೖ土で、ͦの上の第14・15

層は地山ᶙ層༝དྷであることから、天井の่落土である。これらの層と地の間にある第２層は、

地山ᶙ層と地山ᶚ層がࠞͥられたような土であり、天井ೖޱ近にॎ断でϚンドঢ়に存在する

ことからด࠹と判断した。第２層は、横断１（̱－̱ʟ）の؍では、第10・12・13層にڬまれて
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第201ਤ　61号横穴平面・断面ਤ

１ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のੴをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
２ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm
　　程度のੴをଟくؚむ、ด࠹土かʫ　
３ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地土ʫ
４ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地土ʫ
̑ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむ、地土ʫ
̒ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地山༝དྷ、
　　地土ʫ
̓ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地土ʫ
̔ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のੴをগしؚむ、地土ʫ

̕ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
10ɽ҉৭（10:33/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむʫ
11ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　ଟくؚむʫ　　　
12ɽ҉৭（10:33/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をগしؚむʫ
13ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　ଟくؚむʫ
14ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　͝くগしؚむʫ
15ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴをଟ
　　くؚむʫ
16ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のੴをগ
　　しؚむ、地山ᶚ層༝དྷかʫ
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ঢ়になっている。第10・12・13層に関しても人ҝతな層と判断できることから、これらは古いߔ

ஈ֊のด࠹土で、࠶ͼ横穴に進ೖするのにࡍしてߔঢ়に۷し、ͦの後ด࠹したものが第２層で

あると෮原できる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の埋面から人骨・土器がग़土している。人骨は಄骨が墓道ଆと、ӈଆน近のれた２ࣨݰ

つの所にある。骨はࠨԞ近を中৺にあるが、ղֶతҐஔにແく、ಈかされているもの

とみられる。土器は、ત道ଆのӈଆน近において、須恵器ᰍᆵ（364）がਖ਼Ґでग़土して

いる。ત道から墓道にかけてのҐஔでは、ด࠹と考えられる第２層中から須恵器ഋ̝ （֖365・

366）が２ग़土している。

第202ਤ　61号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は須恵器ഋ̝、

ᰍᆵである。ࣨݰからग़土した須恵器ᰍᆵ（364）は、

֎面の෦上にࣗવᬵがかかる。ત道から墓道にかけての

Ґஔからग़土した須恵器ഋ̝֖の天井෦֎面は、ϔϥΩリ後

φσ調するもの（365）と、ϔϥΩリ後ະ調（366）のものが

ある。365は、ޱԑ෦にଞݸ体の器นが༥ணしており、

とセοτでম成されたとみられる。

ࠒग़土遺物は、ᰍᆵであることから、松井ᶙ期ࣨݰ

と考えられる。ત道から墓道ग़土の須恵器ഋ̝は、֖のܘޱ

が11Dm程度でϔϥΩリ調であることから、松井ᶙb期～松

井ᶙD期と考えられる。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀��1�ʣ

ᶃ֓ཁ

ग़ݕ。であるܗग़෦は、さ1.64̼、最大෯1.92̼のԁݕ

෦の最Ԟ෦に人಄大の։ޱ෦があったが、ͦこから横穴内のঢ়گは؍できなかった。遺構۷

は、横穴のॎํ向を４つに分けて行った。横穴内にۭ間を確認したため、３̙Ϩーβー測ྔで天

井とԞนのঢ়گを記録した後、重機で天井をআڈした。横穴の全は4.56̼で、主࣠は南で31°

西にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面は、墓道ઌから0.6̼にࣼมがあり、มより墓道ଆはٸな

ࣼに、มよりԞนଆはなだらかなࣼとなっている。墓道とત道を分ける天井ೖޱ෦は、ݱ

ঢ়では横断２（̲－̲ʟ）近にある。横断１（̱－̱ʟ）ではଆนが内するようすがないことから、

横穴ங造当時と天井ೖޱのҐஔは大きくมΘっていないとみられる。ࣨݰとત道は一連のものと

なっており、平面ܗから区分することはしい。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは三֯で、ࣨݰの྆ଆ辺はԞนから墓道ଆに向けて

。まっている。横穴の最大෯は2.36̼である。分ྨでは̗２̰ྨにあたるڱ

天井内はൺֱత存ঢ়گがよく、Ξーνܗをしている。Ԟนは存ঢ়گがඇৗによく、特に

上෦はṞ落しておらͣ、本དྷのද面をしているとみられる。ཱ面ܗは、横のΞーνܗで、

෦がઑ಄にならない。地山からの高さは1.72̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

Ԟนから墓道にかけては第̑層で地される。第̑層での地はബく、ްさは３～４Dm程度

である。墓道では、第̑層の上に第４層がஔかれることで地層をްくしており、地山のࣼม

第203ਤ　61号横穴ग़土土器
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第204ਤ　62号横穴平面・断面ਤ
１ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
２ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
３ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
４ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　ଟくؚむʫ
̑ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘ程度のをগし
　　ؚむ、地山ᶛ層༝དྷだが෩化している、࣭ۉなްさʫ
̒ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　গしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
̓ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　ଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
̔ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ程度のをଟくؚ
　　む、地山ᶚ層༝དྷʫ
̕ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のをଟくؚむʫ
10ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷのようにみえるʫ
11ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の

　　をଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
12ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷかʫ
13ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
14ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、天井่落土、地山ᶚ層༝དྷʫ
15ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度の
　　をগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷかʫ
16ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のをগ
　　しؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
17ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む４～３ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
18ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
19ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～２ܘDm程度の
　　をগしؚむʫ
20ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～
　　１Dm程度のをগしؚむʫ
21ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のをඇৗにଟくؚむʫ
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・では第３؍ग़したᙈは、横断１（̱－̱ʟ）のݕを埋めて機能面を平ୱにしている。墓道で

̔層の上面にஔかれていることから、第̕層をؚめてด࠹と判断した。第３層の上にある第２層

はྲྀೖ土で、のࠞじりがほとんどないためӍਫにうものと考えられる。第13層は、天井の่

落土である。

第205ਤ　62号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶆ遺ग़ঢ়گ

からત道と判断される෦分で人骨・土器・鉄器がग़土している。人骨は、Ԟนࣨݰ、ͼٴࣨݰ

近くのࣨݰӈ分の෦分に集中している。骨がൺֱతڱい範囲にまとまっており、人ҝతに

ಈかされたものである。土器は、ࣨݰӈԞからࠨख前にかけてग़土している。須恵器のഋ̝は̑

ग़土している。֖がないのが特తで、だけがすべてਖ਼Ґでग़土している。土師器のഋは、

ӈଆน近にഋ （̝375・376）が２と、ત道ଆの中央にഋ̜が２（377・378）ある。375はਖ਼Ґで、

376はٯҐ、377・378はഁยとなっている。土師器ᙈ̖は、ત道ଆのࠨଆน近で２（379・

380）ग़土している。380は、大きくഁଛしているが、ഁଛ෦分は上෦のみであるため、土ѹで

ׂれたものとみられる。鉄器にはۂਕ（383）חがあり、人骨の近くで１ग़土している。

墓道では土師器ᙈ （̘381・382）が２、ਖ਼Ґでग़土している。ඇৗに特తなग़土ঢ়ଶであっ

たため、ᙈをݕग़した後に第１層の上面をਫ਼査するなどして、上ํから۷りࠐまれたものでは

ないことを確認した。すなΘち、ଆนにدりかかりながらもด࠹と考えられる第３・̔層の上面

にཱててஔかれたものである。ᙈはඇৗに੬く、調査のա程でࡉย化が進んだ。382は、ఈ෦ま

で෮原できないঢ়ଶとなったが、どちらもݕग़当ॳはఈ෦をؚめてほ΅ܗであった。ᙈの中に

第206ਤ　62号横穴ग़土土器
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は周辺とಉじଯ積土でຬたされて

いた。ᙈ内෦の土はすべてᝲにか

けたがԿもग़土しなかった。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、鉄器がある。

土器の器種は、須恵器ഋ̝、ഋ̜、

ᰍᆵ、土師器ഋ̝、ഋ̜、

ᙈ̖、ᙈ̘である。須恵器ഋ̝

（367～371）のఈ෦֎面は、すべてϔϥΩリະ調である。371は、ఈ෦֎面にম成時のփがްく

ணしている。須恵器ഋ̜（373）は、ఈ෦֎面の調がϩΫϩέズリでϔϥ記号をもつもので

ある。ᰍᆵ（374）は、体෦֎面の上やޱԑ෦内面にްくփがணしており、ਖ਼Ґの࢟

でম成されたとみられる。土師器ഋ̝は、ఈ෦֎面をέズリ調するもの。375・376ともに、

時計回りの೪土巻き上͛ࠟ跡をしており、۩によるていͶいなφσをする内面には۩෦

のࠟ跡をしている。この２は、調・土ともྨࣅしており、ಉ一の࢈地と考えられる。土

師器ഋ （̜377）の内面は、ԁ周ํ向のφσ調である。378の内面は、ややຎしているが、҉文

はࢪしていないようである。どちらも、ޱԑ෦の内面はऑいԜઢঢ়であり、৭調や土のง囲

している。土師器ᙈࣅは、都城でみられるഋ̘とྨؾ （̖379）は、ఈ෦֎面にࠇൗがある。ಉじ

くᙈ （̖380）は、ޱԑ෦を欠くもので、ׂれޱの上はٖޱԑとなっている。ᙈである土師

器ᙈ に෮原できる。֎面の調はຏ໓により不明ܗ΅ԑを約分欠くが、体෦はほޱ（381̘）

である。内面は、ఈ෦をΦαΤ、෦は横Ґのϋέで調している。内面の全面はࠇ৭をఄし

ており、断面も内面ଆがಉ様の৭調であるため、ম成時にٵணした৭調である。ಉじくᙈ （̘382）

は、ݱ地でほ΅ܗであったが、෦下まで合がٴなかった。器นがややްखで、ম成は

である。֎面は、ϋέでॎํ向に調しており、内面は横ํ向に調する。381・382は、器៛ݎ

がҧっており、ҟؾに大きなҧいはないが、器นのްさやম成のง囲ࡐや土にؚまれるࠞ和ܗ

なる࢈地で造られたものと考えられる。

は、基෦にંりฦしがある。ਕ෦をख前、ંりฦし෦をӈにஔいた合、ંりฦ（383）חਕۂ

しが下を向くものである
ㅭ㉅116ㅮ

。

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝の֖ܘޱが10Dmऑであり、ഋ̜のܘޱも̔Dmとখさいことか

ら、松井ᶚ期にҐஔづけられる。

11ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀��1�ʣ

ᶃ֓ཁ

。はしていなかったޱで、さ1.72̼、最大෯は1.68̼である。։ܗは、なඛܗग़෦の平面ݕ

ऴྃ時に天井内のۭ間にあたっては横穴のॎํ向を３分ׂして調査を行った。ॎ断２の۷۷

第207ਤ　62号横穴ग़土鉄器
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を確認したため、３̙Ϩーβー測ྔで天井を記録した後、重機で天井をআڈしてત道・ࣨݰの調

査にҠ行した。また、ࣨݰの調査のա程で、ॎ断面として横穴内のଯ積と遺物の関がΘかると

こΖ（̵－̵ʟ）があったので、これも記録した。横穴の全は5.6̼で、主࣠は南で４°西ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面は、墓道ઌからԞนにかけてほ΅ى෬がなく、一連の؇やかなࣼとな

っている。ݱঢ়の天井ೖޱ෦は、横断２（̲－̲ʟ）近にあるが、ݕग़෦の平面ܗをみると、本

དྷԁܗであったものが天井の่落によりԞนଆがったものと考えられる。墓道のઌはࡋち

第208ਤ　63号横穴平面・断面ਤ
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れঢ়になっており、ઌよりઌにはஈࠩもあることから、平されている可能性がある。ࣨݰ

は、କがあることからત道との区分は明ྎである。ࣨݰのさは3.12̼で、ત道のさは෮原で

1.3̼程度である。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆにのͼる。ࣨݰ

の最大෯は1.6̼である。ࣨݰのӈଆ辺はԞนから2.52̼のとこΖで۶ۂし、墓道ଆ向かって෯

をڱめる。ここでのࣨݰ෯は1.59̼である。ࠨଆ辺は、Ԟนから2.84̼のとこΖで۶ۂし、明ྎ

なକを造る。କがڱまった෦分の෯は1.2̼である。分ྨでは、̖１ྨと̖２ྨの྆ํの要ૉを

もっている。天井内は่落が進んでおり、当ॳのܗঢ়をしていない。ԞนはṞ落がগなく、き

れいなΞーνܗがっている。Ԟนの地山からの高さは1.76̼である。

１ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
２ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ10～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
３ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑
　　Dm程度のをଟくؚむʫ
４ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　গしؚむ、ด࠹土かʫ
̑ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のを͝くগしؚむʫ
̒ɽ明৭（7.5:35/5）࠭ ࣭土ʪ10～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
̓ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
̔ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑Dm程度のをଟくؚむʫ
̕ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のをগしؚむ、地山ᶙ層ؚむʫ
10ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～
　　̓Dm程度のをগしؚむʫ
11ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のをগしؚむ、地山ᶚ層ؚむʫ
12ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
13ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
14ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　গしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
15ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
16ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層とᶚ層がࠞ͟ったものかʫ
17ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
18ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを͝
　　くগしؚむʫ
19ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　͝くগしؚむʫ
20ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のをগ
　　しؚむʫ
21ɽԫᒵ৭（10:37/8）ʪ中～大、0.5ܘ～̓Dm程度のを
　　ඇৗにଟくؚむʫ
22ɽ明ԫ৭（10:36/6）ʪ中～大、10～0.5ܘDm程度の
　　をඇৗにଟくؚむʫ
23ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の

　　をগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
24ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘm程
　　度のをগしؚむʫ
25ɽԫᒵ৭（110:37/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
26ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm程
　　度のをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
26ɽ ԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
27ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
28ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを͝
　　くগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
29ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、ྲྀೖ土ʫ
30ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層・地山ᶚ層が期間で่落かʫ
31ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のを͝くগしؚむ、地山ᶛ層ʫ
32ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のをؚむ、地山ᶛ層ʫ
33ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のを͝くগしؚむ、̑層とಉじかʫ
34ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のを͝くগしؚむ、地土ʫ
35ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭土ʪシルτ࣭೪土、（１の下面かʁ）ʫ
36ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじるシルτ、（10か
　　らྲྀれग़したものか）ʫ
37ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭土ʪシルτ・ؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、ܘ
　　0.5～１Dm程度のをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
38ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭土ʪシルτࠞじるؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、
0.5Dm程度のをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫܘ　　
39ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじる中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のを͝くগしؚむ（33とࣅる、地土か）ʫ
40ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～１Dm程度のをগしؚむ、地土かʫ
41ɽ明ԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のをؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
42ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm程
　　度のをؚむ、（地土33層かʫʫ
43ɽԫ৭（10:35/6）やや೪࣭土ʪシルτࠞじる0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のをؚむ、28層とൺべてのྔがଟい、ྲྀೖ土ʫ
44ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のをগ
　　しؚむ、ྲྀೖ土ʫ
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第209ਤ　63号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、墓道ઌからԞนにかけて第̑層で地がされており、ࣨݰではさらにこの上に

第33・34層がஔかれて埋面を造っている。墓道ઌ近で地上にある第４・13・16・17層は

地土とࣅているため、ด࠹土の可能性がある。ࣨݰの調査中、ଆนが่れるのをぐため、内

するଆนの上から֯にนを造って۷を行っていたとこΖ、このॎ断面（̵－̵ʟ）で遺物

とଯ積の関を؍することができた。このॎ断でݟるように、ࣨݰӈの෦分では第34層上面が

埋面であり、近にある須恵器ഋ̝（384）や土師器高ഋ（388・389）も第34層上面で確認され

ている。しかし、ॎ断面（̵－̵ʟ）で須恵器ᰍᆵ（385）が第34層を෴う第37層上にある。第37層

上面のϨϕルは、第34層上面よりも̒Dm高いҐஔにある。34層上面と37層上面には時間ࠩがあ

ると考えられ、ᶃᰍᆵは当ॳからあったものがಈかされた、ᶄ新たに࣋ちࠐまれた、の２つの

可能性がある。これは遺構۷のա程でۮવ؍できたものであって、ଞの横穴においても、調

査で認ࣝするのがࠔな副品どうしのඍົなϨϕルࠩが存在している可能性があることを考え

ておくべきであΖう。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

。からは土器、がग़土しているࣨݰ

ᰍᆵ（385）は第37層上面、ͦれҎ֎は

第34層上面からのग़土である。Ԟนのӈ

۱近では、須恵器ഋ̝（384）とᰍ

ᆵ（385）がいͣれもਖ਼Ґの࢟でग़土し

ている。ᰍᆵは、ޱԑ෦を欠ࣦしてお

り、ഁ面がほ΅ਫ平となるため人ҝతに

ଧち欠いた可能性がある。ӈକ近には

須恵器平ළ（386）と土師器の高ഋ（387～

389）が３ग़土している。土師器高ഋ

（387）は、ഋ෦を下にした天地ٯのঢ়ଶ

でのग़土である。は、ݓ大のものが、

ӈԞからग़土している。ત道の地ࣨݰ

土上では、須恵器ഋ̝（390）がਖ਼Ґで

ग़土している。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種

は須恵器ഋ̝、ᰍᆵ、平ළ、土師器高

ഋである。須恵器ഋ̝のఈ෦֎面の調

は、ϔϥΩリະ調（384・387）のもの

とϔϥΩリ後φσ（390）のものがある。
第210ਤ　63号横穴ग़土土器
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ᰍᆵ（385）は、֎面の一෦にম成時のփがްくணするものである。平ළ（386）は、ᭉঢ়のಥى

を２୯Ґもつもので、ϔϥ記号がある。土師器高ഋ（387）は、内֎面ともに器面がຏ໓しているが、

ഋのࠐݟみ෦には۩φσのࠟ跡がる。388の֎面調はφσとΦαΤで、۩φσのࠟ跡も

確認できる。ഋ෦の内面はφσ調である。389は、内֎面ともにφσとΦαΤの調である。

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝の֖ܘޱが11Dm程度で調がϔϥΩリであることから、松井

ᶙb期～松井ᶙD期にҐஔづけられる。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀��1�ʣ

ᶃ֓ཁ

、はしていなかった。調査にあたりޱで、さ2.4̼、最大෯は1.6̼である。։ܗग़෦はପԁݕ

横穴のॎํ向を４分ׂして遺構۷を行った。横穴内にۭ間が確認できなかったため、ॎ断１を

。ଓした。横穴の全は6.56̼で、主࣠は南で̓°東ৼるܧして調査をڈ後に天井をআ۷

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面は、墓道ઌから0.72̼まではٸなࣼ面となっており、ࣼมよりԞ

นଆはほ΅ਫ平な平ୱ面となっている。墓道ઌとԞน下の地山は1.36̼のൺ高がある。墓道

とત道を区分する天井ೖޱ෦は、ݱঢ়では横断１（̱－̱ʟ）近にあるが、ݕग़෦が横穴の主࣠

にରしてӈにͣれていることから่落しているとみられ、当ॳは墓道ઌ近に天井ೖޱ෦があ

ったと考えられる。ࣨݰにはକがあるため、明ྎにત道と区分することができる。ત道の࣮ࡍの

さは不明であるが、গなくとも2.2̼程度のさがあったと考えられる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରして֯に近い֯度で墓道ଆのͼる。

、෯は1.72̼ありࣨݰのさは2.88̼で、最大෯は2.0̼である。Ԟนから2.72̼のとこΖでࣨݰ

྆ଆ辺はここで内ଆ۶ۂしてକを造る。କがڱまったとこΖの෯は1.52̼である。分ྨでは̖

１̰ྨにあてはまる。

天井のঢ়گは؍できなかった。Ԟนは下෦のみ確認できたが、Ṟ落などがগなく存ঢ়گ

がྑく、Ξーνܗに෮原できる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には第15～19・33・42層により地がなされる。ત道からࣨݰにあたる෦分では、地

は̑Dm程度のްさであるが、地山のࣼมよりख前の෦分にはްく地がなされており、

地上の機能面は、ࣨݰから墓道にかけて一連の平ୱ面となっている。横断１（̱－̱ʟ）で地

上にある第13・24層は、ଆนの地山ᶚ層が่れて三֯にଯ積したものである。これを෴う第14層

はをଟくؚむ層であるが౫ଡがѱく、ด࠹土の可能性がある。上ํにある第20層はӍਫによる

ྲྀೖ土であるが、これと第14層の間にある、第21・22層についてはด࠹土かどうかの判断がつか

なかった。ॎ断３では、ࣖ（400）が確認でき、地面より３Dm高いҐஔにあることが断面で確

認できる。これは、ᶃ遺体にணされていたことをөしている可能性、ᶄ当ॳから時間がたっ
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第211ਤ　64号横穴平面・断面ਤ
1～10ɽ欠番
11ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
12ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
13ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
14ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～４Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷ、ด࠹かʫ
15ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、地ʫ
16ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　গしؚむ、地ʫ
17ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　を極গしؚむ、地ʫ
18ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のを
　　ଟくؚむ、地ʫ

19ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、地ʫ
20ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　を極গしؚむ、ଯ積土ʫ
21ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ15～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、ଯ積土ʫ
22ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
23ɽ欠番
24ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
25ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむ、ྲྀೖ土、い間かけてଯ積ʫ
26ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷ、下5/2はのみʫ
27ɽ欠番
28ɽ欠番
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第212ਤ　64号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ

29ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度の極গしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
30ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度の
　　をগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
31ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ、0.5ܘ～̑Dm程度のを
　　ඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷ、26層とൺべてが大きいʫ
32ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のを極গしؚむ、地土、16とಉじだがࣨݰ内の新たな
　　地土かʫ
33ɽ৭（7.5:4/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度
　　のを極গしؚむ、地土かʫ
34ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　のをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
35ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dmのをؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ

36ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　のをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
37ɽԫ৭（10:38/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、４～0.5ܘDm
　　のをؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
38ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪシルτࠞじるؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、
１Dmのをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ～0.5ܘ　　
39ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑
　　Dmのをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
40ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪシルτࠞじる中ؚཻ࠭むཻ࠭ࡉ、
0.5Dm程度のを極গしؚむʫܘ　　
41ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
42ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のを極গしؚむ、地土ʫ
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てからಈかされた可能性の྆ํがある。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

鉄、ࣖ、の地上において土器ࣨݰ

器、がग़土している。土器はԞนଆと

墓道ଆに分かれてग़土している。Ԟนࠨ

۱では土師器ᙈ （̖398）がਖ਼Ґのঢ়ଶで

ग़土している。ࣨݰの墓道ଆではࠨӈに

分かれるかたちで、須恵器のഋ̝と平ළ

がある。須恵器ഋ̝（394～386）と平ළ

（397）はਖ਼Ґで、ಉ֖は393がਖ਼Ґ、391・

392がٯҐである。ࣖはࣨݰ中央のや

やત道دりの෦分において３がग़土し

ている。ͦれͧれれたҐஔにあるが、

ࣖのܘをみると399と400はಉじ大きさ

にあるのが、401はこれらよりܘがখさ

い。したがって、399と400がセοτになっていた可能

性がある。鉄器にはᰍ᭲２（402・403）が土師器ᙈ

̖の近くでग़土した。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器がある。土器の器種

は、須恵器ഋ̝、平ළ、土師器ᙈ̖がある。須恵器ഋ

̝ （֖391～393）は、基本తにすべてが天井෦֎面をϩ

Ϋϩέズリするものである。391は、天井෦֎面の中

৺෦までέズリがٴんでいない。392は、έズリの後

にԁ周ํ向にφσをࢪしている。ಉもఈ෦֎面をϩ

Ϋϩέズリしているが、395・396は中৺෦までέズリ

がٴんでいない。平ළの体෦は、ด࠹したଆを上面に

し、横からみるとٯܗをఄするのが通例であるが、

397は、ด࠹した面をఈ෦としている。土師器ᙈ （̖398）

は、ఈ෦֎面をέズリ調するもので、֎面にࠇൗが

ある。

ࣖは、399・400が中࣮の金である。ද面はやや

くすんだ金৭で、金৭のない෦分は҉৭をఄしており、

面はたたみࠐんでいる。401も中࣮である。存ঢ়

。ঢ়のもので෴Θれているࡺがѱく、全体がന৭のگ

第213ਤ　64号横穴ग़土土器

第214ਤ　64号横穴ग़土ࣖ・鉄器
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ଞのࣖとൺべて、断面ܘがࡉい。鉄器はᰍ式の鉄᭲で、402はほ΅存しており、関はᑜঢ়

関とみられる。403は、᭲෦を欠ࣦしており、ಁաࣸਅでᑜঢ়関が確認できる。

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝はཱち上りの֯度がややٸであることから松井ᶘを中৺に松井

ᶗ期までؚまれる可能性があるが、平ළの存在することから全体として松井ᶘ期と考えるべきか。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀��1�ʣ

ᶃ֓ཁ

でさ1.36̼、最大෯は1.6̼であܗग़෦はԁݕ、でܗな地ٸग़したとこΖはࣼ面がൺֱతݕ

る。։ޱはしていなかった。۷は、横穴のॎํ向を３つに分けて行った。ॎ断１۷ऴྃ後に

天井をআڈし、遺構۷をܧଓした。横穴の全は4.8̼で、主࣠は東で68°南ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面はख前からԞにかけて、ൺֱతٸなࣼとなっている。1.2̼でࣼม

があり、特にมよりख前はٸなࣼ面となっている。ख前のઌとԞน下とのൺ高は地山

で測って0.96̼である。ݱঢ়の天井ೖޱ෦は、ݕग़෦ઌからすぐのҐஔにあることから、墓道

は平されていると考えられる。ࣨݰには྆କがあることから、ત道と墓道は明ྎに区分するこ

とができる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆにのͼており、

平面ܗはํܗをఄしている。ࣨݰのさは3.24̼で、最大෯は1.96̼である。྆ଆ辺がକを造

るのは、ࠨଆ辺がԞนから3.24̼のとこΖで、ӈଆ辺はԞนから2.92̼のとこΖである。କがڱ

まった෦分の෯は1.43̼である。分ྨでは̖１̱ྨにあてはまる。

重機でআڈしたため、天井のঢ়گは؍できなかった。Ԟนは下෦のみを確認したが、ද面

にԜತがありṞ落が進んでいる。Ԟนのӈ۱には、0.36̼ܘの穴があけられている。穴のܗঢ়は、

46号横穴などでみられるようなったԁܗではなく、ପԁܗで周辺もগし่れたঢ়ଶである。

さは、ࣼめԞのํ向に0.4̼のさがある。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、第12・36・37層で地がされており、ࣨݰでは埋面を造っている。地のްさ

は、４Dm程度であるが、地山のࣼมよりख前の෦分では12Dm程度とްく地をしており、

地面上ではࣼมのない一連の平ୱ面となっている。ࣨݰ内の上Ґにଯ積している第20・

21層は、Ӎਫにうྲྀೖ土である。ͦの下にある第̑・̓・22～24層は、地山ᶘ層༝དྷのものが

ബくଯ積していることから、天井の่落土であると考えられる。第̕～11層も地山ᶘ層༝དྷと考

えられる層であり、積極తにด࠹と判断できるものはなかった。横断１（̱－̱ʟ）で土師器ᙈ（411）

を෴っている第19層は地山ᶚ層༝དྷであり、ଆนが三֯ଯ積ঢ়に่れたものである。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

～では、土器・鉄器が地面上でग़土している。Ԟน近では、須恵器ഋ̝４（404ࣨݰ
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407）がまとまってग़土している。いͣれもਖ਼Ґである。これらの近くでは鉄 （᭲413・414）、ࢠ

（415・416）、ࣖ（412）などの金ଐ製品がまとまっている。ࣨݰのକ近では土師器がग़土して

おりࠨ、 କ近では高ഋ（408）、ӈକ近ではᰍᆵ（409）がग़土している。いͣれもਖ਼Ґである。

ત道にあたる෦分では須恵器平ළ（410）と土師器ᙈ （̖411）がग़土している。ഁଛして欠ࣦしてい

る෦分があるが、どちらもਖ਼Ґであり、本དྷはܗであったものが横穴の埋ա程でഁଛしたと

考えられる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器がある。土器の器種は、土師器ഋ̝、平ළ、土師器高ഋ、ᰍ

ᆵ、ᙈ̖がある。須恵器ഋ̝（404～407）のఈ෦֎面の調は、いͣれもϔϥΩリະ調である。

ϔϥΩリの範囲がڱい特があり、৭調・土がࣅていることから、ಉ一の࢈地のものと考えら

れる。平ළ（410）は、Ϙタンঢ়のු文を２୯Ґもつものである。

土師器高ഋ（408）は、内֎面をφσとΦαΤで調する。土師器ᰍᆵ（409）は、ఈ෦֎面をέ

ズリ調する。土師器ᙈ （̖411）は、やや平ఈのܗঢ়で、෦内面はφσで༻した۩෦の

１ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、ଯ積土ʫ
２ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　を極গしؚむʫ
３ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　極গしؚむʫ
４ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ
̑ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、10～0.5ܘDm程度のを
　　ඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
̒ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　極গしؚむʫ
̓ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
̔ɽԫ৭（2.5:7/8）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
̕ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
10ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
11ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をଟくؚむʫ
12ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のをগしؚむ、地土ʫ
13ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度
　　のをଟくؚむ、地山ʫ
14ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のをগ
　　しؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
15ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
16ɽ明ԫ（2.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　を極গしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
17ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむ、地も可能性༗りʫ
18ɽにͿいԫᒵ（10:37/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
19ɽにͿいᒵ（̑:36/3）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉり中ཻ࠭ʫ
20ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ

　　Dmのをؚむ、１層とಉじ層か、ྲྀೖ土ʫ
21ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のを極গしؚむ、２層とಉじ層か、ଯ積に時間をか
　　けたྲྀೖ土ʫ
22ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のをؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
23ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをؚむʫ
24ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のをؚむ、地山ᶘ層ʫ
25ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　３Dm程度のをؚむ、地山ᶘ༝དྷ、く΅みにೖりこんだもの
　　かʫ
26ɽԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
27ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪシルτࠞじるؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、
３Dm程度のをؚむ、ྲྀೖ土か、地山ᶘ層ࠞじるʫ～0.5ܘ　　
28ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　３Dm程度のをؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
29ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむ、地土かʫ
30ɽ欠番 
31ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈؚཻ࠭む中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、ྲྀೖ土、地山ᶘ層ࠞじるʫ
32ɽԫᒵ৭（10:37/1）࠭ ࣭土、ʪΫαリか、25層がॎ断でݟ
　　えたものかʫ
33ɽ明ԫ（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷ、25層がॎ断でݟえた
　　ものかʫ
34ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のをগしؚむ、ྲྀೖ土、̑層からྲྀれたものかʫ
35ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のをؚむ、地山ᶘ層༝དྷ、̑層からྲྀれग़たものかʫ
36ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のをؚむ、地山ᶘ層༝དྷか、地土かʫ
37ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のを極গしؚむ、12層とよくࣅる、地土ʫ
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ࠟ跡をしている。

ࣖ（412）は、中࣮の金である。

ද面にはめくれがあり、҉ࠇ৭をఄ

するが、͝く一෦で金৭を確認でき

る。ଞのࣖとൺべて断面ܘがࡉい。

鉄器には鉄᭲とࢠがある。平ࠜ式

の鉄 （᭲413）の関はᑜঢ়関である。

414は、᭲෯がいᰍ᭲で、関は

ᑜঢ়関である。

ग़土土器の年代は、須恵器ഋࣨݰ

̝の֖ܘޱが11Dmऑで調がすべて

ϔϥΩリであることから、松井ᶙD期

にҐஔづけられる。

第217ਤ　65号横穴ग़土土器

第218ਤ　65号横穴ग़土ࣖ・鉄器
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ᶃ֓ཁ

ほ΅ਨにりཱった地山の֑面でݕग़した横穴である。ݕग़෦はཱ面ではΞーνܗをしてお

り、ԁܗでさ0.72̼、最大෯は1.16̼である。։ޱはしていなかった。ݕग़෦のཱ面を横断

１（̱－̱ʟ）として記録した後、重機で天井෦をআڈし、遺構۷を行った。۷はॎํ向を２

回に分けて行った。横穴の全は3.52̼であり、主࣠は東で12°南ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　地山面はなだらかなࣼ面となっており、墓道ଆとԞน下とのൺ高は、地山で測

第219ਤ　66号横穴平面・断面ਤ

１ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを極গ
　　しؚむ、ྲྀೖ土ʫ
２ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむ、天井่落土ʫ
３ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
４ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、10～0.5ܘDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
̑ɽԫᒵ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
̒ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
̔ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
̕ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
10ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の

　　をগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
11ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、４～0.5ܘ
　　Dm程度のを極গしؚむ、ด࠹かʫ
12ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、４～0.5ܘDm
　　程度のを極গしؚむ、地土、̕にൺべがଟいʫ
13ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm
　　程度のを極গしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
14ɽԫ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
15ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　程度のをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層ʫ
16ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪシルτࠞじるཻ࠭ࡉʫ
17ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
18ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪシルτࠞじるؚཻ࠭ࡉむ中ཻ
１Dm程度のを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ～0.5ܘ、࠭　　
19ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のを極গしؚむ、地土ʫ
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って0.32̼である。すべてが天井下にあることや、ઌ෦にด࠹の可能性がある層があることか

ら、墓道は平されていると考えられる。ત道とࣨݰは明ྎに区分できない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの平面ܗは、Ԟนにରしてࣨݰの྆辺がほ΅֯に墓道ଆに

のͼ、ત道近でもڱまっていない。ࣨݰの最大෯は1.08̼で、分ྨでは̘ྨにあてはまる。重

機で天井をআڈしたため、天井のようすは確認できなかった。Ԟนは下෦しか؍できなかっ

たが、ൺֱత存ঢ়گがよくΞーνܗに෮原できる。

第220ਤ　66号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、第19層でްさ̓Dm程

度の地を行っている。墓道ଆは地山

面がやや下がるが、ͦの෦分には第19

層上に第12層をおいて、地面上をほ

΅ਫ平にอっている。地上にある第

11層は、地山ᶚ層༝དྷで、地である

第12・19層とࣅた特をしている。人

ҝతにஔかれた層と考えられ、ด࠹土

の可能性がある。第11層上にある第３・

４層は、天井が造られる地山ᶘ層༝དྷ

であり、天井が่れてଯ積した層と考

えられる。ͦの上の第１層は、Ӎਫに

うྲྀೖ土である。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の地上において、土器とࣖࣨݰ

がग़土している。土器はࣨݰ中央の

近に、須恵器ഋ̝の （֖417）と（418）が重なってग़土している。

どちらもٯҐであり、近くからࣖがग़土していることから、

土器をར༻したປであることが分かる。ࣨݰの墓道ଆでは、須

恵器٭ᰍᆵ（419）、ᰍᆵ（420）、平ළ（421）がग़土している。

いͣれもܗのものが横Ґで、重なり合ってग़土しており、ೋ

次తにまとめられたものの可能性がある。

ࣖは、土器ປのࠨӈから２ग़土しており（422・423）、２

つのࣖのڑは0.18̼である。遺体のࣖにணしていたҐஔ

をөしていると考えられ、ด࠹土がすぐ近くにあることから、

遺体は横穴の主࣠と平行で、Ԟนଆにを向けていたと考えられる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖがある。土器の器種は、須恵器ഋ̝、٭ᰍᆵ、ᰍᆵ、平ළであ

る。須恵器ഋ̝の （֖417）と（418）は、天井෦֎面とఈ෦֎面をϩΫϩέズリするものである。

֖の内面にはހঢ়のѹࠟがありಉ৺ԁ文か。٭ᰍᆵ（419）は、٭෦に三ํಁかしをもつもので、

෦֎面をέズリ調している。ᰍᆵ（420）は、෦֎面をϩΫϩέズリする。平ළ（421）は、

ᭉঢ়のࣖをもつ。ఈ෦֎面のଞݸ体のഁยが༥ணしており、上面にࣗવᬵがかかっている。

ࣖ（422・423）は、中࣮の金である。ද面は、ややくすんだ金৭をఄしており、面をたた

みࠐんでいる。

第221ਤ　66号横穴ग़土土器

第222ਤ　66号横穴ग़土ࣖ
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ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝の֖ܘޱが13Dm程度で、調がέズリであることから、松井

ᶘ～ᶙa期にҐஔづけられる。

1�ʣ�7߸ԣ ʢ̨̭݀��1�ʣ

ᶃ֓ཁ

ग़෦の最Ԟ෦には、上下0.3̼の෯ݕ。で、さ2.2̼、最大෯1.88̼であるܗग़෦は۱ؙํݕ

で横の։ޱ෦があったが、内෦は竹ࠜがൟໜしており、天井内のঢ়گを؍することはできな

かった。ݕग़෦の墓道ଆのઌは、ほ΅ਨな面となっていたため、横断１（̱－̱ʟ）として記

録した後、ॎํ向を̑回に分けて遺構۷を行った。ॎ断２۷ऴྃ時にͦれҎ上の۷が不可

第223ਤ　67号横穴平面・断面ਤ（１）



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-ùü３-

１ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ極ؚཻ࠭ࡉむ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむʫ
２ɽ明ԫ৭（2.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度
　　のੴをଟくؚむʫ
３ɽ明ԫ৭（2.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ極ؚཻ࠭ࡉむ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　～２Dm程度のੴをଟくؚむʫ
４ɽ明ԫ৭（2.5:36/8）࠭ ࣭土ʪ極ؚཻ࠭ࡉむ１ܘ、ཻ࠭ࡉ～
　　̑Dm程度のੴをଟくؚむʫ
̑ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむʫ
̒ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ極0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をඇৗにଟくؚむ、土器ؚむʫ
̓ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のੴをଟくؚむʫ
̔ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のੴ
　　をଟくؚむʫ
̕ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ３ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のੴ
　　をগしؚむʫ
10ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪ３～２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　極গしؚむ、地ʫ
11ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　極গしؚむ、地ʫ
12ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ੴをগしؚむʫ
13ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̔
　　Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
14ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、10～0.5ܘDm程度のੴ
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
15ɽ明ԫ৭（2.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ10～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
16ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm程度のੴを
　　ଟくؚむʫ
17ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
18ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　３Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
19ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、４～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
20ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
21ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̔Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
22ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む４～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のੴをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
23ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　～̓Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
24ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴをଟくؚ
　　む、地山ᶚ層༝དྷʫ
25ɽઙԫ৭（2.5:7/4）ʪ中～ڊ、10～0.5ܘDm程度のੴを
　　ඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷかʫ
26ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～
　　̒Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層とᶚ層がࠞ͟ったものかʫ
27ɽࠇ৭（10:33/2）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をগしؚむ、ද土ʫ
28ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
29ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
30ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　を極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
31ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
32ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm
　　程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
33ɽ明ԫ৭（2.5:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
34ɽ欠番 
35ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地の可能性ありʫ
36ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
37ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
38ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
39ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ

　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
40ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
41ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ４～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
42ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層とᶚ層ࠞじり༝དྷʫ
43ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
44ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm
　　程度のੴを極গしؚむ、地土ʫ
45ɽ҉৭（10:33/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDmのੴをগしؚむ、
　　్中からද土化ʫ
46ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをগしؚむ、ྲྀೖ土、30層が分ׂされる、30に
　　47層がೖりࠐんだかʫ
47ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑Dm程度のੴをଟくؚむ、ྲྀೖ土、土層30が分ׂされる、30
　　に47がೖりࠐんだかʫ
48ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをগしؚむ、ྲྀೖ土、土層30が分ׂされる、30
　　層に47層がೖりࠐんだかʫ
49ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ極ؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
50ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のੴを極গしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
51ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
52ɽ明ԫ৭（2.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ、３～0.5ܘDm程度のੴ
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷ、14かʫ
53ɽ明ԫ৭（2.5:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5３ܘDm程
　　度のੴをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷ、14かʫ
54ɽ明ԫ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̔Dm程度のੴをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
55ɽ明ԫ৭（10:37/6）ʪ15～１ܘDm程度のੴをඇৗにଟ
　　くؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
56ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～２Dm程度のੴをଟくؚむʫ
57ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭土ʪシルτ࣭೪土、ྲྀೖ土、47
　　層からྲྀれग़たものかʫ
58ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじるཻ࠭ࡉ、ྲྀೖ土ʫ
59ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
60ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程
　　度のੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
61ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪシルτࠞじるؚཻ࠭ࡉむ中ཻ
１Dm程度のੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ～0.5ܘ、࠭　　
62ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
63ɽ明ԫ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
64ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm程
　　度のੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
65ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、４～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをؚむ、地山ᶘ層༝དྷかʫ
66ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪシルτࠞじるؚཻ࠭ࡉむ中ཻ
１Dm程度のੴをଟくؚむ、ྲྀೖ土ʫ～0.5ܘ、࠭　　
67ɽԫ৭（10:35/8）೪࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじるシルτ࣭೪土、ྲྀ
　　ೖ土ʫ
68ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭土ʪシルτ࣭೪土、ྲྀೖ土、˺57ʫ
69ɽ҉ԫ৭（10:36/6）೪࣭土ʪシルτؚむ೪土、ྲྀೖ土、48
　　土層・70土層に１～̑mmたまるಉ࣭上の集合ʫ
70ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm程
　　度のੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
71ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭土ʪシルτ࣭೪土、ྲྀೖ土、72・
　　60上層に１～３mm程度ۇかにがるʫ
72ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、ྲྀೖ土ʫ
73ɽ明ԫ৭（10:37/6）೪࣭土ʪシルτؚむ೪土、ྲྀೖ土ʫ
74ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のੴを
　　গしؚむ、地土、11̰を分層したものʫ
75ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm程度のੴを
　　ؚむ、地土、11̰を分層したものʫ
76ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地土ʫ
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能となった。横穴内ではۭ間が確認できたため、Ϩーβー測ྔで天井内を記録後に重機で天井を

আڈして調査をܧଓした。横穴の全は6.76̼で、主࣠は東で̒°南ৼっている。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下とは、地山で測って0.64̼のൺ高がある。墓道ઌから0.48

̼にࣼมがあり、มよりԞนଆはなだらかなࣼ面となっている。横穴内֎からग़土し

た土器に合関があることや、68号横穴では墓道ઌからࣼมまで２̼程度のڑがあ

ることから、墓道ଆがかなり平されているものとみられる。墓道とત道とのڥとなる天井のೖ

ঢ়では断面３（̳－̳ʟ）のҐஔにあるが、断面２（̲－̲ʟ）では地山の྆ଆนが内しݱ、෦はޱ

ており、本དྷはこの近まで天井が存在していたと考えられる。ࣨݰではࠨのକがしっかりっ

第224ਤ　67号横穴平面・断面ਤ（２）
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ていることから、ત道と明ྎに区分することができる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆにのͼている。

ࠨ。の最大෯は、Ԟนから3.28̼のとこΖで、෯2.16̼であるࣨݰ。のさは3.36̼であるࣨݰ

ଆ辺はここで内ଆ۶ۂしてକを造っている。ӈଆ辺は֎ଆがっていることから、本དྷ、存

在していたକがଆนの่落などでյれてしまった可能性がある。分ྨでは̖１̰ྨにあてはまる。

天井とԞนはṞ落がগなく、本དྷのද面を

しているとみられる。天井はԞน下から測っ

て、4.16̼分存している。ԞนはΞーνܗで

高さ1.96̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には第11層などで地がされており、

では埋面を造っている。地上は、天井ࣨݰ

ೖޱ෦からࣨݰにかけて、ྲྀೖ土がԞนଆ

ࣼしてଯ積している。ત道෦分において地上

にある層については、積極తに人ҝతにஔかれ

たと考えられる層がなく、ด࠹は認ࣝできなか

った。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

からત道にかけてのҐஔで人ࣨݰ、ͼٴࣨݰ

骨、土器、鉄器がग़土した。人骨はࣨݰのࠨ

分のҐஔでค化した骨をݕग़した。骨の範囲は

12Dmʷ̔Dmのԁܗにあるため、಄骨と考えら

れる。ࣨݰӈԞではແ֖の高ഋがまとまってい

る。ࣨݰからત道にかけてग़土している須恵器

ഋ̝֖424・438・439は、ٯҐでのग़土である。

ಉは、427・441がਖ਼Ґ、425・426・442がٯ

Ґである。಄骨のすぐ近くにある425・426は、

ປの可能性があるもので、ࣨݰग़土遺物のなか

では古い特をもっている。

鉄器は、（449）ࢠが横穴の主࣠ํ向に合Θ

せており、ઌをԞนํ向に、ਕをࠨଆนに向

けてग़土している。人骨にうものであるとみ

られる。

ત道ないし墓道の地面上からは、須恵器ᙈ

（443）がׂれたঢ়ଶでग़土している。ᙈのഁย 第225ਤ　67号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）
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はൺֱత範囲にがっており、土ѹでׂれたものとは考えにくいことから、人ҝతにׂられた

ものと考えられる。ಉ一ݸ体のഁยは、横穴をݕग़するۀ࡞時に、横穴֎からもग़土している。

上ํからの土࠭などにより、墓道が平されたࡍ、ഁ ยの一෦が横穴֎にྲྀग़したと考えられる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、鉄器がある。土器の器種にはഋ̝、ແ֖高ഋ、ᰍᆵ、అළ平ළ、ᙈがあ

る。須恵器ഋ̝֖は、天井෦֎面をϩΫϩέズリするもの（439、440）と、ϔϥΩリ後φσ調す

るもの（424）がある。424は、֎面の一෦が৭をఄしており、438も内֎面の一෦に৭が認め

られる。439の෦֎面はϩΫϩέズであるが、෦の中央がۼんでいる෦分まではέズリがٴ

んでいない。ಉもఈ෦֎面をϩΫϩέズリするもの（426・441・442）と、ϔϥΩリ後φσ調

しているもの（425・427）がある。426・441は、փのணঢ়گから、֖をඃせたঢ়ଶでম成された

もの考えられる。425・427は、֎面に৭がみられる。須恵器ഋ̝ （֖438）と（425・427）は、

土やম成のง囲ؾがࣅておりಉ一の࢈地と考えられ、֖とのどちらかがセοτであったとみ

られる。ແ֖高ഋ（428・429）は、٭෦に三ํのಁかしをもつもので、ͦのうち433のಁかしの上

ஈのものは、れࠐみをೖれるだけのものである。ແ֖低٭高ഋ（432）は、٭の෦が横にのͼ

るܗঢ়で、ૉな٭෦である（430・431）とҟなる。ᰍᆵ（433）は、ఈ෦֎面に器面がཚれる

෦分がঢ়にある。࣪ないしমのࠟ跡の可能性がある。平ළ（437）のࣖは、Ϙタンঢ়のも

のが２୯Ґついている。అළ（435）の体෦֎面は、۩෦をԡҾいてྻ文ঢ়の০をつける。

ম成はݎ調であるが、器นの一෦の৭調はփをఄしていることから、瓦器のようなง囲ؾをも

第228ਤ　67号横穴ग़土鉄器
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ち、ম成がೈ調な一群とಉ一࢈地のものと考えられる。

鉄器は、ᰍ᭲、ࢠ、මঢ়鉄製品がある。ᰍ （᭲445）は、ٯを༗するもので、関はᑜঢ়

関である。447は、ᰍからܪの෦分で、関は֯関と考えられる。448は、ܪの෦分と考えられるも

のである。（449）ࢠは、ઌをΘͣかに欠いており、ܪには࣭が存している。関は、ਕଆ

がஈঢ়、౩ଆはࣼめである。450はほ΅存しており、྆関か。452は、౩ଆに明ྎな関がある。

453は、྆಄のමঢ়の鉄製品である。০り金۩と考えられる。

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝のうち、425～427はཱち上がりの֯度がٸでޱԑからఈ෦に

かけてのϓϩϙーシϣンがശܗをすることから松井ᶗ期と考えられる。441・442は、松井ᶘ～ᶙ

a期と考えられるが、Ϙタンঢ়のࣖをもつఅළの存在から、松井ᶘ期とすべきものか。

1�ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀��1�ʣ

ᶃ֓ཁ

ग़時にݕ。をఄしており、さはさ3.84̼、最大෯は1.92̼であったܗग़෦は、ΠνδΫݕ

最Ԟ෦において、ݓ大の大きさでの։ޱ෦が存在しているのを確認したが、内෦のঢ়گは؍で

きなかった。遺構の۷にあたっては、横穴のॎํ向を̑分ׂして行った。ॎ断３の۷ऴྃ後、

天井内とԞนをϨーβー測ྔで記録し、重機で天井をআڈした。２τϨンν北の横穴は、ࣼ面

上ํからの土࠭により墓道のઌが平されていると考えられるが、本横穴はࣨݰଆから墓道ઌ

に向かってڱくなって収ଋしており、ほとんど平されていないようである。墓道ઌのҐஔ

もଞの横穴とൺべて、より西のҐஔにあり、南ྡにある68号横穴よりも２̼程度墓道ઌが西に

のͼている。横穴の全は7.64̼、主࣠は東で４°南ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下は、地山面で1.12̼のൺ高がある。地山面は、墓道ઌから

2.3̼の෦分にࣼมがあり、これより墓道ଆはٸなࣼ面となっている。また、ࣨݰのକ

近にൺ高0.08̼のஈがある。墓道とત道を区分する天井ೖޱ෦は、ݱঢ়では横断３（̳－̳ʟ）

近にある。横断２（̲－̲ʟ）では、ଆนが内するようすもみられないことから、ݱঢ়の天井ೖ

にはକがあるため、ત道と明ྎࣨݰ。෦のҐஔは、当ॳと大きくҟなっていないと考えられるޱ

に区分することが可能である。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　Ԟนにରして、ࣨݰの྆辺がほ΅֯に墓道ଆにのͼている。ત

道とのڥにおいてく内ଆにંれる྆କをもっており、平面ܗはํܗをఄしている。ࣨݰの

さは3.52̼で、最大෯は1.84̼である。Ԟนから3.24̼のとこΖでࣨݰ෯が1.66̼あり、ここでӈ

ଆ辺は۶ۂする。ࠨଆ辺はԞนから3.44̼のとこΖで۶ۂし、明ྎなକを造る。କがڱまったと

こΖの෯は1.32̼である。分ྨでは̖１̰ྨにと"１̱ྨの྆ํの要ૉをもっている。

天井は、Ԟน下から測って3.68̼分のさが存している。天井は、Ṟ落が進んでいるが、

ൺֱత存ঢ়گがྑくΞーνܗをしている。Ԟนは、存ঢ়گがྑく、ほ΅Ṟ落がないものと



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-ùý÷-

第229ਤ　68号横穴平面・断面ਤ



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-ùýø-

みられる。Ξーνܗをఄしており、地山からの高さは1.84

̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、墓道ઌからԞนまで第４・17～21・26・

32・37・39・40層で地がなされ、地山上のஈやࣼม

は埋められる。地面上は、墓道ઌから天井ೖޱ෦

近まではなだらかなࣼ面で、ͦれよりԞはほ΅ਫ平になっ

ている。地上にある第̔層は天井にある地山ᶚ層༝དྷで

ある。่落մなどはؚまれないため、横穴を۷したࡍに

生じた土を༻いたด࠹の一෦と考えられるが、第̔層より

上Ґの層については判断がつかなかった。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

。の地面上で、人骨・土器・鉄器がग़土しているࣨݰ

人骨はࣨݰ中央にあり、上骨と骨がग़土している。

、の墓道ଆでは土器がまとまってग़土している。土器はࣨݰ

ᆵ（462）と土師器ᆵܕの中央で須恵器のখࣨݰ （̗463）とが

いͣれもਖ਼Ґのঢ়ଶでग़土している。ᆵの間には、低٭の

須恵器ແ֖高ഋ（460）がਖ਼Ґのঢ়ଶである。ࠨକの近くで

１ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑
　　Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
２ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑Dm程度のੴをଟくؚむ、地の可能性༗りʫ
３ɽԫ৭（10:35/8）೪࣭土ʪ４～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　を極গしؚむ、地の可能性༗りʫ
４ɽ明ԫ৭（10:36/6）೪࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　ੴをগしؚむ、地ʫ
̑ɽ明ԫ৭（10:36/8）೪࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむ、地山ʫ
̒ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑
　　Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
̓ɽ明ԫ৭（2.5:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　10Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
̔ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ４～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
̕ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm程度のੴ
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ʫ
10ɽ明ԫ৭（2.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm程度
　　のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
11ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶛ層ʫ
12ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
13ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm程
　　度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
14ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、４～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
15ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のੴをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
16ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
17ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～２Dm程度のੴをଟくؚむ、地、ॎ断の４層にରԠʫ
18ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のੴをগしؚむ、地、ॎ断の４層にରԠʫ
19ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　গしؚむ、地、ॎ断の４層にରԠʫ
20ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm程
　　度のੴをଟくؚむ、地ʫ
21ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを極গ

　　しؚむ、地ʫ
22ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　ଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
23ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ10～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
24ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
25ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～
　　１Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶙ層ؚむʫ
26ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを極
　　গしؚむ、地ʫ
27ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のੴをগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷ、น่落ʫ
28ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
29ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～
　　̑Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむʫ
30ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、４～0.5ܘDm
　　程度のੴをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
31ɽ明ԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のੴをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
32ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
33ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
34ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のੴをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
35ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　গしؚむ、地山ᶛ層ʫ
36ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ４～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　গしؚむ、地山ᶛ層ʫ
37ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地土ʫ
38ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
39ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、ൺֱతۉ
　　࣭、地土ʫ
40ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむ、地土ʫ
41ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のੴをগしؚむ、地土ʫ

第230ਤ　68号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）
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は須恵器༗֖高ഋ（454・455）、ແ֖高ഋ（456～

٭。ᰍᆵ（461）がग़土している٭、（460

ᰍᆵは٭を欠ࣦしたਖ਼Ґのঢ়ଶにあった。

鉄器には、（464）ࢠがあり、人骨の近くから

ग़土している。ઌを横穴のӈ、ਕをԞนଆに向

けたঢ়ଶでのग़土である。

墓道では地である第４層上から須恵器￤のޱ

ԑย、須恵器ᆵྨのޱԑยがग़土している。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、鉄器がある。ࣨݰからग़土した土器の器種は須恵器༗֖高ഋ、ແ֖高ഋ、

高ഋは༗٭ᰍᆵ、土師器ᆵ̗である。須恵器の低٭ （֖454・455）のものと、ແ֖のもの（457

～460）がある。458・460は、৭調と土の特がಉじであり、ಉ一࢈地のものと考えられる。ແ

֖高ഋ（456）は、٭෦にೋஈೋํのಁかしをもつもので、֎面ٴͼޱԑ෦内面にփがணする。

は、けࠜの෦分から欠いており、人ҝతにଧ٭。ᰍᆵ（461）は、三ํಁかしをもつもの٭

ち欠いたものとみられる。土師器のᆵ （̗463）は、ఈ෦֎面にࠇൗがあり、ޱԑ෦内面にはࠄ物

ѹࠟある。 

鉄器には、（464）ࢠがある。྆が欠ࣦしているもので、にൺべてܪがଠく、࣭が

ணしている。関は不明ྎである。

第232ਤ　68号横穴ग़土土器

第233ਤ　68号横穴ग़土鉄器
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ग़土遺物の年代は、༗֖高ഋが存在しており、ແ֖高ഋのಁかしがೋஈೋํであることかࣨݰ

ら松井ᶘ期にҐஔづけられる。

17ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

ग़෦の最Ԟ෦は0.05̼程度の෯でݕ。であったܗग़෦は、さ2.92̼、最大෯1.84̼のପԁݕ

第234ਤ　69号横穴平面・断面ਤ
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։ޱしていたが、։ޱ෦から横穴内のঢ়گは؍できなかった。遺構۷は横穴のॎํ向を４分

ׂして࣮ࢪした。ॎ断２の۷ऴྃ時で、横穴内にۭ間が存在することを確認したため、３̙

Ϩーβー測ྔで天井とԞนを記録した。ͦの後重機で天井をআڈして調査をܧଓした。横穴の全

は4.92̼で、主࣠は東で３°南ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからԞนにかけてはなだらかなࣼ面となっており、墓道ઌから3.5̼

よりԞはほ΅ਫ平になっている。墓道ઌとԞน下のൺ高は、地山面で測って0.68̼である。

墓道とત道を区分する天井ೖޱ෦は、ݱঢ়では横断２（̲－̲ʟ）近にある。ݕग़෦のܗঢ়をみ

るとԞนଆが่落しているとみられるが、横断１（̱－̱ʟ）には天井が存在したとは考えられな

い。したがって、本དྷの天井ೖޱ෦は、横断１と横断２の間であったと考えられる。ࣨݰにはକ

がなく、ત道と明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆのͼる。ࣨݰ

の最大෯は、Ԟนから1.12̼のとこΖで෯1.88̼である。ӈଆ辺は、ここで۶ۂして墓道ଆ向

けて෯をڱめる。分ྨでは̖２ྨである。

天井は、Ԟน下から2.0̼分のさが存している。Ṟ落が進んでおり当ॳのද面をして

１ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
２ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のੴをଟくؚむʫ
３ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむ、地かʫ
４ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２ܘDm程
　　度のੴを極গしؚむʫ
̑ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２ܘDm程
　　度のੴをগしؚむʫ
̒ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２ܘDm程
　　度のੴをগしؚむʫ
̓ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　を極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
̔ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
̕ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
10ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむʫ
11ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむʫ
12ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm程度の
　　ੴをগしؚむʫ
12ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑Dm程度のੴ
　　をଟくؚむʫ
13ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　を極গしؚむʫ
14ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむʫ
15ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむʫ
16ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～10Dm程度のੴをগしؚむ、นのണ落ʫ
17ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑

　　Dm程度のੴをଟくؚむ、นのണ落ʫ
18ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
19ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
20ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
21ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のੴをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
22ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
23ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　２Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
24ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
25ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
26ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のੴをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
27ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のੴ
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
28ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
29ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　を極গしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
30ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のੴを極গしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
31ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地山ᶛ層
　　༝དྷʫ
32ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむ、地土、人骨・須恵器の遺物ग़土面ʫ
33ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
34ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
35ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、ൺֱత࣭ۉʫ
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いない。ԞนのԞนは、存ঢ়گがྑで、Ṟ落せͣ当ॳのද面をほ΅している。ܗঢ়はΞー

νܗで、高さ1.56̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、墓道ଆでは第３層、ࣨݰでは第32・35層でബく地されて機能面を造っている。

第235ਤ　69号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ଯ積ঢ়گをॎ断でみると、ྲྀ ೖ土や่落土が、すべて墓道ଆからԞนଆࣼしてଯ積している。

第10～12層は、をଟくؚむ地山༝དྷの土であり、天井ೖޱ෦が่落したものと考えられる。ͦ

の下にある第１・２層は地の可能性がある。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

ࠨ。のものとӈのものがあるࠨࣨݰからは人骨、土器、鉄器、がग़土している。人骨はࣨݰ

の人骨は、Ԟนଆにの骨とみられる骨、墓道ଆに಄骨がある。いͣれも存ঢ়گがѱくඇ

ৗに੬いため、調査のա程で෩化が進むようなঢ়ଶであった。಄とのڑはࣗવであり、ࣃは

಄骨の近くに散ཚしていた。ӈの人骨も墓道ଆに಄骨があり、Ԟนଆに骨がある。಄骨は、

ค化したものが平面తにݟつかったものであるが、骨のݕग़範囲がԁܗでありࣖをっている

ことから判断した。骨もりがѱく、２Dm程度のഁยが平面తにく連なるঢ়ଶでݕग़した。

土器は、ܗの須恵器ഋ̝ （֖465）がਖ਼Ґでग़土している。಄骨の近くからग़土しているため、

ປの可能性もある。ࣖはݱ地でऔり上͛たもの（467）と、಄骨の下にあったものが骨のΫリー

χンά中にみつかったもの（468）がある。ࣖどうしのڑは0.15̼であることから、遺体に

ணされていたものと考えられる。（471）ࢠはࠨの人骨にっていると考えられ、ઌをԞนଆ

向けਕはӈを向いている。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器がある。土器の器種は、須恵器ഋ̝、ᰍᆵである。須恵器ഋ

̝ （֖465）は、天井෦֎面をϩΫϩέズリするもの。全面がփ৭で、ᗉしたような৭調をఄし

ている。ᰍᆵ（466）は、ఈ෦֎面をていͶいなϩΫϩέズリで調する。֎面の෦上とޱ

ԑ෦内面にްくփがணしている。

ࣖ（467）は、中࣮の金である。ද面はややくすんだ金৭で、金৭でない෦分は҉৭をఄする。

一෦がࡺに෴Θれており、ද面がめくれている。面はたたみࠐ

んでいる。468は、中࣮でද面はくすんだ金৭ないしۜ৭をఄして

おり金とۜの判断がつかないが、467と一ରであることから、

金と考えてよいだΖう。面はたたみࠐんでいる。

鉄器は、鉄᭲、ࢠがある。469は、᭲を欠ࣦした平ࠜ᭲で、

全体はۂしている。ᰍ （᭲470）も、全体がෳࡶで大きくۂがっ

ている。女谷・荒坂横穴群34号横穴でもҙਤతに͛ۂたと考えら

れるᰍ᭲がग़土している。469・470も、土ѹでมܗしたとする

には、ۂがりํが大きく、ҙਤతに͛ۂられたものと考えられる。

（471）ࢠは、ઌからܪ৲まで存している。㮊があり、ಁաࣸ

ਅで྆関が確認できる。472は、ࢠのܪである。౩ଆで明ྎな関

が確認できる。

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝֖のܘޱが13.5Dmのέズリ調

であることから、松井ᶘ期～ᶙa期と考えられる。 第236ਤ　69号横穴ग़土土器
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ᶃ֓ཁ

෦は確認できなޱग़時には横穴の։ݕ。であるܗग़෦は、さ4.64̼、最大෯2.04̼のପԁݕ

かった。遺構۷にあたっては、横穴のॎํ向を̑分ׂして۷を行った。ॎ断３の۷ऴྃ時

で、天井と横穴埋土の間にΘͣかなۭ間があるのを確認した。天井とԞนを３̙Ϩーβー測ྔ

で記録した後、重機で天井をআڈした。横穴の全は7.24̼、主࣠は東で15°南ৼれている。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからԞน下までのൺ高は0.56̼である。地山面は墓道ઌからԞนに

かけて、なだらかな؇ࣼ面となっているが、ࣨݰのକにରԠする෦分において0.06̼のஈが造ら

れている。墓道とત道区分は明ྎに区分することはできないが、ત道のࠨଆ辺と考えられる෦分

に遺物がまとまっている。横断１（̱－̱ʟ）のҐஔには天井が存在したと考えられないことから、

横断１と横断２の間が本དྷの天井ೖޱ෦であったと考えられる。ત道とࣨݰは、କと地山のஈに

したがって、明ྎに分かたれている。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆにのͼている。

の྆ଆ辺は、Ԟนから3.69̼のとこΖで内ࣨݰ。のさは3.84̼で、最大෯は1.92̼であるࣨݰ

ଆに۶ۂしてକを造っている。କがڱまったとこΖの෯は1.72̼である。分ྨでは̖１̰ྨにあ

てはまる。

第237ਤ　69号横穴ग़土ࣖ・鉄器
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天井はԞน下から測って、2.72̼存している。นは存ঢ়گがྑく、Ξーνܗをしている。

Ԟนの高さは地山面から測って1.96̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、ްさ４～10Dmのബい地がされており、ࣨݰでは埋面を造っている。この

地によって、ત道とࣨݰの間にある地山のஈも埋められて平ୱになっている。地上には第25・

50・51層があり、ॎ断の؍では天井ೖޱ近に高まりをもつϚンドঢ়になっている。第50層

は、地山༝དྷのをඇৗにଟくؚむ層であるが、の౫ଡがѱく、人ҝతにஔかれたด࠹の可能

性がある。

第238ਤ　70号横穴平面・断面ਤ（１）
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ᶆ遺ग़ঢ়گ

、からは、人骨、土器、鉄器、がग़土している。人骨は、横穴の主࣠ํ向にԊうようにࣨݰ

３遺体が平行にฒんでいる。最もӈの人骨は、಄骨ととみられる骨がある。はකがۂが

っており、大଼骨とක下の骨は関અしている。಄は墓道ଆを向いていて、とのڑはࣗવであ

るため、遺体はಈかされていないと考えられる。中央の人骨は、಄骨と骨があり、಄骨はإ

を上に向けたঢ়ଶでग़土している。ࠨの人骨も಄骨と骨であり、಄骨はإをࣼめӈ上に向け

ている。土器は須恵器ഋ̝（473）が、ӈの遺体にう֯の下にٯҐでग़土している。またఅ

ළ（474）はཱったঢ়ଶで、中央の人骨にう֯にしてग़土している。鉄器は、鉄（484・

第239ਤ　70号横穴平面・断面ਤ（２）
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１ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ３ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを極
　　গしؚむʫ
２ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　３Dm程度のੴを極গしؚむ、地山ᶘ層ʫ
３ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地山ᶘ層ʫ
４ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̓
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
̑ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴをগ
　　しؚむ、地山ᶘ層ʫ
̒ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
̓ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
̔ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のੴを極গしؚむ、地山ᶘ層ʫ
̕ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、10～１ܘDm
　　程度のੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
10ɽԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のੴをଟ
　　くؚむ、地山ᶘ層ʫ
11ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　極গしؚむ、地かʫ
12ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、10～0.5ܘDm
　　程度のੴをଟくؚむʫ
13ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　ଟくؚむʫ
14ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のੴをগしؚむʫ
15ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をগしؚむʫ
16ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむʫ
17ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のੴを極গしؚむ、地かʫ
18ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のੴを極গしؚむʫ
19ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　極গしؚむʫ
20ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
21ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ４～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむʫ
22ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地山ʁʫ
23ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　গしؚむ、̑ܘDm程度のੴを極গしؚむʫ
24ɽ明ԫ৭（7.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のੴをଟくؚむʫ
25ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のੴ
　　をଟくؚむʫ
26ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむʫ
27ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
28ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
29ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
30ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、４～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
31ɽԫᒵ৭（7.5:37/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむʫ
32ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
33ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを

　　ଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
34ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のੴをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
35ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のੴをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
36ɽࠇ৭（10:33/2）࠭ ࣭土ʪ10～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむ、ද土ʫ
37ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　極গしؚむʫ
38ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　極গしؚむʫ
39ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむʫ
40ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを極
　　গしؚむ、地山ᶘ層ؚむʫ
41ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを極
　　গしؚむʫ
42ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　গしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
43ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　গしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
44ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をগしؚむʫ
45ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむʫ
46ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむʫ
47ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
48ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　ଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
49ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm
　　程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
50ɽ明ԫ৭（10:37/6）ʪ中～大、10～0.5ܘDm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむʫ
51ɽԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm程
　　度のੴを極গしؚむʫ
52ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、ൺֱతۉ
　　࣭、地ʫ
53ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
54ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
55ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑Dm程度のੴをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
56ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地山ᶘ層ʫ
57ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̔Dm程度の
　　ੴをଟくؚむ、地山ᶘ層かʫ
58ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のੴを
　　ଟくؚむ、地山ᶘ層かʫ
59ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のੴを極গしؚむ、地山ᶘ層かʫ
60ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴをগ
　　しؚむʫ
61ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
62ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̓Dm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
63ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
64ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地土ʫ
65ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむ、地かʫ
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485・485）がӈの人骨にうかたちでग़土している。485は、骨をΫリーχンάۀ࡞中に発ݟ

したものである。は、ӈと中央の人骨の、಄との近くにある。24～36Dmの大きさがあるν

ϟーτの֯で、の上や周辺からは࣭の遺存は確認できなかったが、のஔঢ়گから棺や

൘をせるであった可能性がある。

ત道にあたると考えられる෦分では、土器と鉄器がࠨଆ辺でग़土している。土器が重なりあっ

ており、ഁଛしているものもあること、ยづけなどでまとめられたものとみられる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には、土器、鉄器がある。土器の器種は、須恵器ഋ̝、༗֖高ഋ、ᰍᆵ、అළであ

る。須恵器ഋ̝ （֖475～477）の天井෦֎面に調はϩΫϩέズリで、ܘޱがখさい（478）のみϔ

ϥΩリ後φσ調である。476のম成はೈ調で、৭調がփനである。ಉ（473）のఈ෦֎面はϩΫ

ϩέズリで、έズリの範囲はڱいがていͶいである。低٭の༗֖高ഋ（479）は、٭෦にܗの

ಁかしが２୯Ґある。ᰍᆵ（481）は、෦上の֎面にࣗવᬵがかかる。482は、ম成がѱく、

いΘΏる生মけである。అළ（474）は、体෦֎面の全体にφσ調をしたࠟࡲがっている。背

にあたる෦分の֎面は೪土がṞしており、Ṟ面には೪土がڧくணするように器面にϔϥで

第240ਤ　70号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）
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第241ਤ　70号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（２）
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。ಥしているようすが確認できる。483は体෦ยで、֎面にম成時のփがணしている

鉄器は、鉄、ࢠ、不明鉄製品がある。鉄（484～486）は、ಉ一ݸ体とみられるもの。486

はܪである。㮊があり、࣭がணしている。ఝは、ಁաࣸਅでは確認できͣ、関のܗঢ়も

不明である。（488・487）ࢠは、ややれてग़土しているが、ಉ一ݸ体の可能性がある。488は、

ঢ়は不明である。不明鉄製品（489）は、ॎ断ܗ存している。関のである。㮊があり、࣭がܪ

１南からग़土したものである。筒ঢ়で、一をԁܗの൘で֖をしている。

第243ਤ　70号横穴ग़土鉄

第242ਤ　70号横穴ग़土土器
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ग़土遺物の年代は、Ϙタンঢ়のࣖがくఅළと、須恵器ഋ̝ࣨݰ

のϓϩϙーシϣンから松井ᶘ期である。ત道ग़土土器もಉじ時期と考

えてࠩしࢧえない。

1�ʣ71߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

はしていなかった。さは4.24̼、最大෯ޱで、։ܗग़෦は不ݕ

は1.68̼である。ݕग़෦の墓道ଆのઌは、ほ΅ਨの面をもってい

たので、横断１（̱－̱ʟ）として記録した後、横穴のॎํ向を４分ׂ

して۷を行った。ॎ断２の۷ऴྃ時に、ࣨݰ内のۭ間が確認で

きたのでϨーβー測ྔを行った後、重機で天井をআڈした。横穴の全

は6.96̼で、主࣠は東で̒°南ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからԞนにかけては、ࣼมのない؇い

ࣼで、ൺ高は0.92̼である。墓道とત道を区分する天井ೖޱ෦は、ݱ

ঢ়では横断３近にあるが、横断２（̲－̲ʟ）ではଆนが内するよ

うすが確認できるため、横断１と横断２近が本དྷの天井ೖޱ෦であ

ったと考えられる。ࣨݰにはକがあるため、ત道との区分は明ྎであ

る。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆辺は、Ԟนにରして֯に墓道ଆにのͼており、ࣨݰの

平面はํܗをఄしている。ࣨݰのさは2.9̼である。ࣨݰの最大෯は、Ԟนから2.4̼のとこ

Ζで、෯は2.2̼である。ࠨଆ辺は、ここで۶ۂしてକを造る。ӈଆ辺は、Ԟนから2.76̼のとこ

Ζで内ଆに۶ۂしてକを造っており、କがڱまったとこΖの෯は1.91̼である。分ྨは̖１aྨ

である。

天井は、Ԟน下から測って2.8̼分存している。ԞนはΞーνܗをしており、ൺֱత存

ঢ়گがよい。Ԟนの高さは1.88̼である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上は、第14・39・46・56～58層などでബく地され、埋面を造っている。地上にある

第38層は、本དྷの天井ೖޱ෦分であったとࢥΘれるとこΖがϚンドঢ়に存在しており、ด࠹土

の可能性がある。38層の上にのる37層は、層とݴってもよいほどをඇৗにଟくؚんでおり、

天井から地山にؚまれるが断ଓతに落ちてଯ積した層である。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

からग़土している土器は、Ԟนଆと墓ࣨݰ。鉄器、がग़土している、ࣖ、からは土器ࣨݰ

道ଆにΘかれている。Ԟนଆにある須恵器ഋ̝ （֖491・492）はਖ਼Ґ、ಉ（494）はٯҐである。

第244ਤ　70号横穴
　　　　 ग़土鉄器
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低٭の༗֖高ഋはਖ਼Ґのもの（502）とٯҐ（501）のものがあり、499はਖ਼Ґのᰍᆵ（505）にدりか

かっている。ແ֖高ഋ（503・504）はਖ਼Ґである。高ഋ （֖498）はٯҐでのग़土である。ࣨݰの墓

道ଆでは須恵器ഋ （̝490・497）がਖ਼Ґでみ合っているほか、ಉ （֖493）がٯҐで、（495）はਖ਼

Ґである。ࠨକ近のࣨݰからત道にあたる෦分では、須恵器ഋ̝（496）がਖ਼Ґである。

ࣖはࣨݰのࠨଆから２（513・514）ग़土している。２のڑは̑Dmと近しており、ଆ

թの遺体のࣖにணされていた可能性がある。ࣨݰの中央ではࢠ・鉄᭲などがग़土している。

କよりも墓道ଆのત道と考えられるとこΖからは、土器とࣖがग़土している。ત道ӈにある

須恵器ഋ̝ （֖508・509）は、ਖ਼Ґの２をの上にฒべている。ປと考えられ、ປから0.66̼ݰ

ࣨଆではࣖ（512）がग़土している。ત道ࠨにある須恵器ഋ̝（510）はਖ਼Ґである。ປがあるこ

とから、ત道෦分でも埋行ҝがなされていたと考えられる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器がある。土器の器種は須恵器ഋ、༗֖高ഋ、ແ֖高ഋ、ᰍᆵ、

第245ਤ　71号横穴平面・断面ਤ（１）
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第246ਤ　71号横穴平面・断面ਤ（２）
１ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむʫ
２ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　গしؚむʫ
３ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̓Dm程度の
　　ੴをଟくؚむʫ
４ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむʫ
̑ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む10～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm
　　程度のੴをඇৗにଟくؚむʫ
̒ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む１ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm
　　程度のੴをଟくؚむʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　ඇৗにଟくؚむʫ
̔ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむʫ
̕ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ３ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを極
　　গしؚむʫ
10ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のੴ
　　をଟくؚむʫ
11ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をඇৗにଟくؚむʫ
12ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむʫ
13ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、0.5ܘDm程度のੴを
　　極গしؚむʫ
14ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　を極গしؚむ、地ʫ
15ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ３～２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　を極গしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ

16ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
17ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のੴを極গしؚむʫ
18ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
19ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をগしؚむ、地山ᶘ層ʫ
20ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ࣭ۉ、ཻ࠭ࡉʫ
21ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地山่落土ؚむʫ
22ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをଟくؚむʫ
23ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　গしؚむʫ
24ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘDm程
　　度のੴをগしؚむʫ
25ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
26ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
27ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴを
　　গしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
28ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
29ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむʫ
30ɽࠇ৭（10:32/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̓Dm程度のੴ
　　をଟくؚむ、ද土ʫ
31ɽ҉৭（10:33/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̒Dm程度のੴ
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￤、ఏළがある。須恵器ഋ̝ （֖490～493・508・509）

は、いͣれも天井෦֎面をϩΫϩέズリするもの。

493は、෦ଧ֎面のέズリの範囲がく、έズリが

ていͶいである。508は、֎面にփがްくணする。

ಉ（494～497・510）もఈ෦֎面をϩΫϩέズリする

ものである。510は、ఈ෦֎面にփがްくணし、ଞ

体の一෦が༥ணしている。494・496は、৭調のҧいݸ

から֖をඃせてম成されたものとみられる。494の֎

面は瓦器のような৭調をఄしている。৭調のҧいから、

֖をඃせてのম成と考えられる。須恵器ഋ̝について

は、490・508・510は土のง囲ؾがࣅておりಉ一の

֖。品のものと考えられる࢈ との関では、֖（491）・

（494）は৭調と土のง囲ؾがࣅており、セοτ関

෦が横にの٭、の༗֖高ഋは٭と考えられる。低

ͼるもの（499～501）と、ංްする෦が下ํにのͼる

もの（502）がある。ᰍᆵ（505）のఈ෦֎面は、不定ํ

向のέズリ調をしている。ఏළ（500）はࣖをもた

ないもので、֎面にম成時のփがணしている。

　　をଟくؚむʫ
32ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̓Dm
　　程度のੴをଟくؚむʫ
33ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむʫ
34ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
35ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
36ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ
37ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　３Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむʫ
38ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをଟくؚむʫ
39ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地土ʫ
40ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　ੴをଟくؚむ、地山ʫ
41ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
42ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
43ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむʫ
44ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをগしؚむʫ
45ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ੴをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
46ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のੴ

　　をଟくؚむ、37層と一連のものと推定ʫ
47ɽԫ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のੴ
　　をଟくؚむ、ྲྀೖ土ʫ
48ɽ҉৭（5:33/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑
　　Dm程度のੴをଟくؚむ、地山ᶚ層、天井่落土ʫ
49ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉʫ
50ɽ明ԫ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、ྲྀೖʫ
51ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑Dm程度のੴをඇৗにଟくؚむ、層ʫ
52ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のੴを極গしؚむ、やや土化かʫ
53ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̓Dm程度の
　　ੴをଟくؚむʫ
54ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のੴを極গしؚむʫ
55ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のੴをগしؚむʫ
56ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑Dm程度のੴをগしؚむ、地山ᶘ層ؚむʫ
57ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地土ʫ
58ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地土ʁʫ
59ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　を極গしؚむʫ
60ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　をগしؚむʫ
61ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴ
　　を極গしؚむʫ
62ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地土ʫ

第247ਤ　71号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）
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第248ਤ　71号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（２）



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-ùÿ÷-

第249ਤ　71号横穴ग़土土器
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ࣖ（511）は、中࣮の金である。全体が੨に෴Θれているが一෦に金৭がっており、

面はたたみࠐんでいる。512も中࣮のࣖで、面をたたみࠐむ。全体が੨に෴Θれ、ද面が

確認できる෦分はくすんだ金৭ないしۜ৭をఄしているため金とۜの判断がつかないが、

511とセοτになると考えられるため金であΖう。513・514は、։ޱ෦がඇৗにڱい中࣮の金

である。全体が੨に෴Θれているが、͝く一෦に金৭があり、ද面のめくれが確認できる。

鉄器には鉄᭲とࢠがある。515は、ٯを༗する平ࠜ式の鉄᭲で、ਕ෦からܪ෦まで存し

ている。関はᑜঢ়関である。516～518はᰍ᭲、517はࣼ関か。（521）ࢠの関は྆関で、522は

౩関が確認できる。

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝は494をআいてఈ෦がくޱԑのཱち上がりがٸであること

から、松井ᶗ期を中৺としたと考えられる。ఏළはޱԑが上ํを向いていることから、松井ᶘ期

にҐஔづけられ、ೋஈೋํಁかしをもつແ֖高ഋもಉじ時期と考えられる。

第250ਤ　71号横穴ग़土ࣖ・鉄器



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-ùÿù-

��ʣ7�߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

は、ॎํはしていなかった。遺構۷ޱで、։ܗग़෦はさ4.88̼、最大෯2.08̼のପԁݕ

向を４回に分けて行った。ॎ断３の۷ऴྃ後ͦれҎ上の۷が不可能となり、ࣨݰ内のۭ間も

確認できなかったため、重機で天井෦のআڈを行いࣨݰの調査にҠ行した。横穴の全は6.88̼

で、主࣠は東で24°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下の地山面のൺ高は0.24̼で、ى෬のແいなだらかなࣼ面とな

っている。ݱঢ়の天井ೖޱ෦は、横断３近となっているが、横断１（̱－̱ʟ）ではଆนが内۶

第251ਤ　72号横穴平面・断面ਤ（１）
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第252ਤ　72号横穴平面・断面ਤ（２）

１ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
２ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のをଟくؚむ、地山ᶙ層༝དྷʫ
３ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむʫ
４ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のをଟくؚむʫ
̑ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　３Dm程度のをଟくؚむʫ
̒ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をඇৗにଟくؚむʫ
̓ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　গしؚむ、地土ʫ
̔ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　ଟくؚむʫ
̕ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
10ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
11ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のをগし
　　ؚむʫ
12ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむʫ
13ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを極
　　গしؚむʫ
14ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　をඇৗにଟくؚむ、10～̑ܘDm程度のを極গしؚむʫ
15ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
16ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
17ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の

　　をଟくؚむʫ
18ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のをଟくؚむ、ややࠇく土化かʫ
19ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ15～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のをඇৗにଟくؚむ、ややࠇく土化かʫ
20ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
21ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
22ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度
　　のをগしؚむʫ
23ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
24ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
25ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をগしؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
26ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑
　　Dm程度のをඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
27ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
28ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ10～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
29ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
30ɽ明৭（7.5:35/5）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̔Dm程度の
　　をগしؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
31ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
32ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
33ɽԫ৭（2.5:5/6）ʪ中～大、0.5ܘ～̑Dm程度のを
　　ඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
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しており、この近まで天井が存在していたと考

えられる。ࣨݰにはକがなく、ત道との区分は不

明ྎであるが、横断１近でも土器ປと骨がग़土

しており、埋が行Θれている。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰԞนのࠨ෦

はさ1.44̼、෯1.28̼、高さ1.2̼で、Ԟนより

もさらにԞに۷られている。Ԟに۷られた෦分を

আいて考えると、ࣨݰの྆辺はԞนにରしてほ΅

֯に墓道ଆのͼた後、۶ۂして෯をڱめてい

る。ࣨݰの最大෯は2.32̼である。分ྨでは̖２

ྨにあてはまる。

天井は大きく่落しており、存している෦分に

おいても本དྷのද面をしていない。Ԟนはࠨ分

がԞに大きく۷りこまれている。ӈ分は、ࠨ分

の۷りࠐみのࡍに่れていると考えられ、明ྎな面

をもたͣ、ଆนとަΘる෦分にも֯がない。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には地である第̓・44・62～65層がബ

くあり、ࣨݰではこの上面が埋面となる。ॎ断

の؍では、横断２近の地上に、第14層がԞ

に向けてり上がり、ด࠹土と判断した。第14層

のԞนଆのつながりは、ӍਫのӨڹによりॎ断

34ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
35ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～１Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
36ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ
　　～３Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶚ層༝དྷʫ
37ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～
　　̑Dm程度のをඇৗにଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
38ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭む0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　～３Dm程度のをଟくؚむʫ
39ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ
40ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をগしؚむ、ΦϨンδ地山༝དྷʫ
41ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　গしؚむʫ
42ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
43ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）ʪ中～大、0.5ܘ～̔Dm程度の
　　をඇৗにଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
44ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ؚཻ࠭むཻ࠭ࡉ、ൺֱతۉ
　　࣭、地土ʫ
45ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度の
　　をগしؚむʫ
46ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ10～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
47ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、0.5ܘ～̑
　　Dm程度のをඇৗにଟくؚむ、天井がগしͣつ่落したかʫ
48ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむ、地山ᶘ層ʫ

49ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　を極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
50ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　ଟくؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
51ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のを極গしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
52ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭ʫ 
53ɽ欠番
54ɽ欠番
55ɽΦリーϒ৭（2.5:4/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のをগしؚむ、ྲྀೖ土かʫ
56ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のを極গしؚむ、地山ᶘ層༝དྷʫ
57ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　を極গしؚむ、地山ᶘ層ʫ
58ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　を極গしؚむ、ྲྀೖ土かʫ
59ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地山ʫ
60ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、３～0.5ܘDm
　　程度のをଟくؚむ、地山ᶛ層༝དྷʫ
61ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地山ᶛ
　　層༝དྷʫ
62ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、ൺֱతۉ
　　࣭、地ʫ
63ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～̑Dm程度のを
　　ଟくؚむ、地山ʫ
64ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪؚཻ࠭ࡉむ中ཻ࠭、ൺֱత࣭ۉ、
　　地ʫ
65ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のを
　　ଟくؚむ、地ʫ

第253ਤ　72号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）
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第254ਤ　72号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（２）
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第255ਤ　72号横穴ग़土土器
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２の一෦が่落したため記録できなかった。

第14層よりもԞにҐஔし、Ԟนଆにࣼする第37層は天井の地山にؚまれるが断ଓతにṞ落

した層と考えられ、人ҝతな層ではない。したがって、ด࠹土である第14層は、่落により記録

できなかった෦分でऴΘっていると考えられる。　

ᶆ遺ग़ঢ়گ

。鉄器がग़土している、ࣖ、からત道にあたる෦分の地上から人骨、土器ࣨݰ、ͼٴࣨݰ

人骨はࣨݰのࠨଆとӈଆでग़土している。ࠨଆのものは、಄骨を土器ປ（533・534）の上にのせて

おり、ͦのԞนଆでは骨を２本確認した。಄骨は、横断２（̲－̲ʟ）でも確認しており、෯

11Dm、高さ̔Dmで中はۭಎになっていた。横断２では、಄骨が土器から３Dm程度ුいたঢ়ଶ

にあったが、ྲྀೖしてきた土࠭により಄骨が࣋ち上͛られたと考えられる。遺物ग़土ঢ়گのਤや

ࣸਅをࡱӨするஈ֊ではค化してしまった。骨は、存ঢ়گがѱく২しているものをݕग़

した。さが0.8̼程度あることからの骨と考えられる。಄骨との骨と考えられる骨の

間ִは0.42̼と近く、ղֶతҐஔにはない。

土器は、ປとして༻されている須恵器 （֖533・534）は、ਖ਼Ґの２をฒべている。ປの南に

は須恵器ഋ （̝524）がٯҐでஔかれている。523は、須恵器ഋ̝֖がਖ਼Ґにஔかれていたもので、

ͦの下からは須恵器ᆵྨのഁยがग़土している。ܗの須恵器٭ᰍᆵ（531）は、ਖ਼Ґでग़土

している。墓道ଆにある低٭の須恵器ແ֖高ഋ（529）はਖ਼Ґ、須恵器ᆵ （֖530）もਖ਼Ґでのग़土で

ある。

ࣖは、ࣨݰӈのԞนଆから２（538・539）ग़土している。ࣖどうしのڑは0.23̼であり、

遺体のࣖにணされていたものが落したҐஔをอっている可能性がある。

鉄器は、（540）ࢠが骨にしてग़土してい

る。ઌはԞนଆ、ਕはࠨଆを向いている。

またॎ断３北を۷中、第39層上でΩπωの

骨がग़土している。֎෦から横穴内にೖりこんだと

考えられることから、横穴が։ޱするとともに第39

層より上Ґにۭ間が存在していたஈ֊があったこと

がΘかる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器などがある。土器

の器種は、須恵器ഋ̝、༗֖高ഋ、ແ֖高ഋ、٭

ᰍᆵ、֖、ఏළである。須恵器ഋ̝ （֖523）の

෦֎面は、ϔϥΩリະ調である。ಉ（524）のཱ

ち上りは、中ほどでやや۶ۂして上ํを向いており、

ఈ෦֎面はていͶいにϩΫϩέズリしている。須恵

器༗֖高ഋ（525）は、三ํಁのもので、ఈ෦֎面に 第256ਤ　72号横穴ग़土ࣖ・鉄器
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փがްくணする。ແ֖高ഋ（528）は、ೋஈ三ํಁのもので、ഋ෦のࠐݟみ෦に5ܘDm程度のも

のを重Ͷমきしたࠟ跡がある。低٭のແ֖高ഋ（529）はࠐݟみ෦にϔϥ記号がある。 （֖533）は、

෦֎面をていͶいにϩΫϩέズリしている。փのணঢ়گから、֎面では15ܘDm程度、内面

は19ܘDm程度のものと重Ͷমきしたと考えられる。ᆵ （֖530）は、かえりの෦分に৭調がҟなる

෦分がঢ়にݟられるため、ᆵとセοτでম成したと考えられる。٭ᰍᆵ（531）は、٭෦に

三ํಁをもつもので、体෦֎面の上にփがްくணする。ఏළ（536）は、খܕのもので、背の

෦分にփがணしており、ଞݸ体の土器ยが༥ணしている。ࣖはᭉঢ়で、ෲの෦分にϔϥ記号

がある。ಉじくఏළ（537）は、Ϙタンঢ়のࣖをもっている。

ࣖ（538・539）は、中࣮のもので、։ޱ෦が全にดじている。੨に෴Θれており、金・ۜ

の区別は不明である。ද面にめくれがみられる。

鉄器には、（540）ࢠがある。ઌからܪ৲までほ΅存しており、ܪには࣭が存している。

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝のཱち上がりの֯度がٸであることから松井ᶗ期を中৺とし

た時期と考えられる。Ϙタンঢ়やᭉঢ়のࣖをもち、ޱԑが上ํにのͼるఏළは、松井ᶘ期にҐ

ஔづけられる。

�1ʣ7�߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

第２τϨンνの北にҐஔする横穴である。ݕग़したのはさ2.96̼、෯0.96̼のପԁܗで、

調査区֎にଓいている。平面ݕग़にとどめ、遺構۷は行Θなかった。

第257ਤ　73号横穴平面・断面ਤ
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��ʣ̍ ɾ̎τϨϯνͷ遺ߏ֎ग़遺ͱಈ遺ଘମ

ᶃ遺ͷ֓ཁ

１・２τϨンνでは横穴֎のଯ積土中から土器や埴輪がग़土している。土器については、平

により横穴内෦からྲྀग़したものと考えられる。543は、ࠐݟみ෦にಉ৺ԁ文とみられるࠟ跡が

ある。551のఈ෦内面は、1.5ܘDm程度のঢ়۩෦でΦαΤをしている。561は、ܲܗ埴輪の

಄෦である。ԁ筒ܗで全体にຏ໓しており、ಥによるのදݱは、向かってࠨのみ存してい

る。಄෦にはṞのࠟ跡があり、ܲףの跡とみられる。562は、谷෦のଯ積土を۷中にग़土

した埴輪である。

（加藤雅士）

ᶄ̍ɾ̎τϨϯνͷԣ݀ग़ͷಈ遺ଘମ

͡Ίʹ　報告するࢿྉは、松井横穴群第３次、第４次調

査時にग़土したಈ物遺存体である。ࢿྉは２τϨンνの57号

横穴ٴͼ72号横穴からग़土したものであり、ڞ遺物がなく、

時期は不明である。ग़土したಈ物遺存体は、総ࢿྉ数で計

32に上り、このうち、ಉ定されたものは、すべてΩπωで

あった。

Ҏ下、ग़土したࢿྉの֓要をड़べる。なお、ࢿྉの分ੳに

はൺֱඪ本として࣎լཱݝඐഀބത物ؗ所蔵のඪ本を༻い

た。

遺構名 ෦Ґ ӈࠨ 数
57 号横穴 ಄֖骨 － 1

骨 - 1
大଼骨 - 1 ˞

3 1
ᡧ骨 - 1

72 号横穴 ಄֖骨 － 1
下ֺ骨 - 1

骨  － 1
ઋ － 1

上骨 - 1
3 1

ई骨 - 1
ᒷ骨 - 1
ᡧ骨 - 1

第２中骨 3 1

ද１　ग़土したΩπωの෦Ґ

第258ਤ　遺構֎遺物ग़土Ґஔਤ

˞２あるが、ಉ一ݸ体のಉ一෦Ґの可
　能性が高いため、１となす。
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第259ਤ　１・２τϨンνの横穴ग़土のಈ物遺存体
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第260ਤ　１・２τϨンν遺構֎ग़土土器
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ग़ࢿྉͷ֓ཁ

Ωπωʢ7VMQFT WVMQFTʣ　57号横穴から

計7、72号横穴から計11ग़土している。

ղ体ࠟや人ҝతなଧちׂりのࠟ跡といった

人によるར༻のࠟ跡がݟられたものはな

い。֤横穴墓からग़土したࢿྉには重ෳし

た෦Ґがなく、骨の成ஈ֊や෩化度もಉ

程度である。ͦのため、ग़土したものは֤

横穴でͦれͧれಉ一ݸ体に༝དྷするものと

考えられ、総ݸ体数は2ݸ体と考えられる。

これらग़土したݸ体の内、72号横穴から第261ਤ　１・２τϨンνग़土埴輪

第262ਤ　４τϨンνখ規模調査ਤ
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ग़土したものは、上、下ֺのࣃのຎや生前落が著しく、かなりྸのݸ体と推定される。ま

た、ࢶ࢛骨にපมがෳ数ݟられる。

ᶅ·ͱΊ

今回、分ੳを行った݁Ռ、ग़土したࢿྉはすべてΩπωであることが明らかとなった。これら

はग़土した横穴墓͝とで、ͦれͧれಉ一ݸ体に༝དྷするものと考えられ、ղ体ࠟなど人ҝతなར

༻のࠟ跡がݟられるものはない。

72号横穴 からग़土したݸ体は、かなりྸであり、Կらかの࣬ױにጶױしていたと推定される。

ಈに׆やൽֵ༻としてのར༻といった人のݯࢿられないことも加ຯすると、৯ྉݟ遺物がڞ

うものとは考えがたい。57号横穴ग़土のものについても人ҝతなར༻のࠟ跡がݟられͣ、横穴内

のۭ間からのग़土であることや、ڞ遺物がݟられないことから人の׆ಈにうものではない可

能性が高いだΖう。

今回ग़土したΩπωは、おͦらく横穴墓が土࠭などで埋してΏくあるஈ֊で横穴内のۭ間に

ೖりࠐみ、ͦのままࣗવࢮしたものと考えられる。

（山市ڭҭҕһ会 埋蔵文化財センター　納屋内高史）

̒ ɽ̐ τ Ϩ ϯ ν ͷ 調 査

丘陵にೖりࠐむ東谷෦の西ࣼ面に設定した調査区である。調査区北෦近には、西にೖりࠐ

むখさな谷地ܗがあり、第４τϨンνにおいては、丘陵ࣼ面がٯʮ-ʯ字をఄしている。この

調査区はඇৗにோのྑいҐஔにあり、調査区西ଆのඪ高が高いとこΖから東をݟると、城ཅํ

面を一することができる。また、調査区東ଆから、北の谷ग़ํޱ面をݟると、ൺӥ山までݟ通

すことができる。

調査の経աは、まͣ第１次調査においてさ40̼、෯̼̑

の調査区を南北に設ஔした݁Ռ、横穴の墓道のઌにあたる

෦分を２か所（74号・75号）でݕग़した。第２次調査では、খ

さな谷地ܗの南ࣼ面にあたる෦分に第̔τϨンνを設定した。

第̔τϨンνでは、横穴の墓道ઌ෦を３基分（76号～78号）

。ग़し、東の谷にも横穴が濃ີに分布することが判明したݕ

ͦのため、第̔τϨンνと第１次調査の４τϨンνを͛ܨる

かたちで֦ுを行った。֦ுした調査区の名শは、վめて第

４τϨンνとした。第３次調査では横穴の北のがりを確

認するために̨̭0405の北を֦ுし、２基の横穴（̨̭0406・

0407）をݕग़した。第４次調査では、さらに道路༻地の北ま

で調査区を֦ுした݁Ռ、80号横穴の北で81号横穴をݕग़し

た。また༻地の南に֦ுした調査区では、ഓにうと 第263ਤ　４τϨンν南֦ு෦
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みられる２の（0409・0408̨̙）ߔをݕग़したのみで、横穴は認められなかった（第263ਤ）。

横穴は、東の谷の西ࣼ面に２基、খさな谷の南ࣼ面に４基、খさな谷の最Ԟ෦に１基と３か所

に別れて分布している。ͦれͧれの主࣠がとるํҐは、ࣼ面のࣼに規੍されるかたちで、東－

西（74・75号横穴）、南－北（76～80号横穴）、東－西（81号横穴）となっている。谷の西ࣼ面にある

２基の横穴の間ִは14.3̼あり、ࣨݰのඪ高は38̼近にある。

これにରし、খさな谷の南ࣼ面にある４基は、間ִが1.2～2.3̼で、ࣨݰのඪ高が45̼近と

なっており、横穴のີ度と造られる高さがҟなっている。地山のঢ়گも、74・75号横穴が造られ

る西ࣼ面と、76～81号横穴が造られる南ࣼ面でҟなっている。南ࣼ面は、第１・２・12τϨンν

などとಉじであるが、西ࣼ面ではシルτ࣭土がଞのτϨンνとൺべてඪ高の高いҐஔまで存在し

ている。また層の݁ݻがऑくඇৗに੬い地࣭となっている。丘陵ࣼ面のࣼ度は、１・２・12

τϨンνとൺべてٸであることから、墓道ઌから天井෦までのڑがൺֱత近い。また、これ

らのཧ༝から本τϨンνでは、いત道をもつ横穴がଟいという特がある。

̍ʣ7�߸ԣ ʢ̨̭݀���1ʣ

ᶃ֓ཁ

４τϨンνの最も南にҐஔする横穴である。当ॳ、全11.28̼、最大෯2.44̼のܗをした

土৭ม化をݕग़した。遺構۷్中の断面؍の݁Ռ、第33・43～45層はࣨݰ天井෦の地山上に

ଯ積したものであると判明した。したがって、本དྷの横穴のݕग़෦は全7.52̼となる。։ޱは

していなかった。調査にあたっては、横穴のॎํ向を̒分ׂして۷を行った。ॎ断４の۷ऴ

ྃ時で、ࣨݰ内に土࠭がॆຬしていることを確認したため、重機で天井をআڈした。横穴の全

は12.12̼で、主࣠は西で21°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからԞนにむかって、؇やかな上りޯとなっている。墓道ઌとԞน

下のൺ高は1.63̼である。地山面では、墓道ઌから7.52̼でൺ高0.14̼のখさなஈがある。ॎ

断において、墓道とત道を区分する天井のೖޱを横断３と横断４の間の෦分で確認している。こ

の近は地山のڧ度がऑいことから、本དྷ、天井が墓道ଆに大きくのͼていたとは考えられない。

したがって、天井ೖޱ෦のҐஔは、ݱঢ়と大きくはมΘっていないものと考えられる。ࣨݰには

କがなく、ત道と明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰは、Ԟนから墓道ଆに向かって྆辺がڱまる。ࣨݰの最大෯

は2.16̼である。Ԟนから3.34̼のとこΖで෯は1.36̼あり、ここで྆ଆ辺は۶ۂして෯をさら

にڱめる。分ྨでは̗２̰ྨにあてはまる。

天井は、ࣨݰ内にۭ間がなかったためঢ়گを確認できなかったが、天井がつくられる地山にڧ

度がないことから、ೖޱ෦Ҏ֎は大きく่落していると考えられる。Ԟนは、Ṟ落が進んでおり、

明ྎな面をもたない。
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１ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ３ܘ、࠭ૈ～ࡉ～̓Dm程度の
　　をগしؚむʫ
２ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪシルτ～中࠭、４～１ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむʫ
３ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ２より৭調がۇかに҉い、
Dm程度のをؚむʫ̑～１ܘ、࠭ૈ～ࡉ　　
４ɽ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～中࠭、３～１ܘDm程度の
　　をগしؚむʫ
̑ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭に明৭
　　（7.5:35/6）࠭ ࣭土ࠢ、ࡉ～ૈཻ࠭を10ˋؚむʫ
̒ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ極３～２ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをগしؚむʫ
̓ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm程
　　度のをগしؚむʫ
̔ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm程度
　　のをগしؚむʫ
̕ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをগしؚむʫ
10ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、４～１ܘDm程
　　度のをؚむʫ
11ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをগしؚむʫ
12ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、２～１ܘDm程度
　　のをগしؚむʫ
13ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土、にͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土
　　ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度のをؚむʫ
14ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ中～ૈ࠭ʫ
15ɽᒵ৭（5:36/8）࠭ ࣭土ʪ࠭ࡉʫ
16ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをଟくؚむʫ
17ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度
　　のをগしؚむʫ
18ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
19ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ極１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程
　　度のをগしؚむʫ
20ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
21ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪシルτ～極ૈ࠭、１ܘDm程
　　度のをগしؚむʫ
22ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ࡉDm程度のを
　　ؚむʫ
23ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭、փന৭（10:38/1）
　　࣭࠭土ࠢをؚむʫ
24ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむʫ
25ɽ天井もしくはน面の่落土、明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土、փ
　　ന৭（7.5:38/1）࠭ ࣭土の地山ଯ積が؍できるʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度、كに４Dmのをଟくؚむ、่落土かʫ
27ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中～極ૈ࠭、่落土ʫ
28ɽ明ԫ（2.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～極ૈ࠭、２～0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
29ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪシルτ～中࠭ʫ
30ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、２～0.5ܘDm程
　　度のをଟくؚむ、่落土かʫ
31ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～中࠭、１ܘᶲ程のを
　　ؚむʫ
32ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪシルτ～中࠭、２～１ܘDm程度
　　のをؚむʫ
33ɽփ৭（7.5:34/2）࠭ ࣭土ʪシルτ～中࠭、３～１ܘDm程
　　度のをগしؚむʫ
34ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ
35ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm程度
　　のをগしؚむʫ
36ɽ欠番 
37ɽ欠番
38ɽ欠番
39ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、0.5ܘDm程度
　　のをগしؚむʫ
40ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪシルτ～中࠭、0.5ܘDm程度
　　のをগしؚむʫ
41ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ

42ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～中࠭ʫ
43ɽᒵ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪシルτ～３～１ܘ、࠭ࡉDm程度
　　のをؚむʫ
44ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、３～0.5ܘDm程度
　　のをগしؚむʫ
45ɽ҉৭（7.5:33/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm程度
　　のをؚむʫ
46ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ極３～２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむ、Ӎਫによるଯ積土ʫ
47ɽփന৭（5:7/2）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、やや༗機化するʫ
48ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
49ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり中ཻ࠭ʫ
50ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭ʫ
51ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
52ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
53ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
54ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ～
　　１Dm程度のԁをগしؚむʫ
55ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
56ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭～ૈཻ࠭、0.5ܘDm
　　程度のԁをଟくؚむ、ᒵ৭（7.5:36/6）の地山ࠢを30ˋ
　　ؚんでおり天井かଆนの่落であΖうʫ
57ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、փന৭
　　（10:37/1）փനシルτのϒϩοΫが̑ˋೖる、地ʫ
58ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむʫ
59ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ～中ཻ࠭ʫ
60ɽΦリーϒԫ৭（5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
61ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
62ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
63ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　ѥԁをগしؚむ、地山の่落ࠢ、地山のϥϛφをすʫ
64ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁをগ
　　しؚむ、地山の่落ࠢ、地山のϥϛφをすʫ
65ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり0.5ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　～２Dm程度のԁをগしؚむʫ
66ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
67ɽ欠番
68ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじり１ܘ、࠭ࡉDm程
　　度のԁをগしؚむ、地山༝དྷ、天井ないしଆนの่落土ʫ
69ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１ܘDm程度のԁをଟ
　　くؚむʫ
70ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、Ӎਫ
　　によるྲྀೖ土かʫ
71ɽԫᒵ৭（10:38/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
72ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじり中ཻ࠭、２ܘDm程度
　　のԁを極গしؚむʫ
73ɽփന৭（10:38/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
74ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ࠞじり中ཻ࠭、１ܘDm程度
　　のԁを極গしؚむʫ
75ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
76ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
77ɽᒵ৭（7.5:37/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山のࠟঢ়に落ちた層、
　　地山のϥϛφをす地山ʫ
78ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山のϥϛφをす、
　　մঢ়に落ちた層ʫ
79ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）ʪཻ࠭ࡉ、地山༝དྷʫ
80ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉ、地山Ԟน
　　༝དྷʫ
81ɽփന৭（10:38/1）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山Ԟน༝དྷʫ
82ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
83ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
84ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
85ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉᶲ程度のԁ
　　をগしؚむʫ
86ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ʫ
87ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
88ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
89ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
90ɽにͿいᒵ৭（7.5:37/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
91ɽփԫ৭（10:36/2）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
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第268ਤ　74号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ
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ᶅଯੵঢ়گ

・かい୯Ґの層を、最大で̒層分積んでおり、第49ࡉ෦の地山上には、ްさ４～20Dmのࣨݰ

84層上面で埋面を造っている。墓道・ત道෦もෳ数の層で地がなされており、第̑・21層の

上面が機能面となっている。地土の上にある第70層は、Ӎਫによるྲྀೖ土と考えられる層であ

る。ॎ断の؍では第69層や第65層はϚンドঢ়をఄしているが、一෦が第70層を෴っているこ

とから、ด࠹土ではなくྲྀೖ土と判断した。横断２（̲－̲ʟ）においては、第25層を۷りࠐむ墓

道が、地山の۷ܗにରして南にภっている。ॳ後などに横穴にೖるࡍ、墓道が۷࠶されたも

のである可能性がある。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

の49・84層上面で、土器、鉄器を確認した。土器ྨは、Ԟนଆと墓道ଆに分かれてग़土しࣨݰ

ている。Ԟนଆでは須恵器ఏළ（568～570）、٭ᰍᆵ（566）がग़土している。墓道ଆでは須恵

器ഋ̝ （֖563）・（564）、ᰍᆵ（567）、土師器ख（571）がいͣれもਖ਼Ґでग़土している。

須恵器ແ֖高ഋ（565）は横Ґである。

鉄器にはࢠ、ఝがある。（572）ࢠは、ࣨݰの墓道ଆからग़土している。ఝ（573～578）は、

。の中央からग़土しているࣨݰ

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、鉄器がある。土器の器種は、須恵器ഋ̝、ແ֖高ഋ、٭ᰍᆵ、ᰍᆵ、

ఏළ、土師器खがある。須恵器ഋ̝ （֖563）の調はϔϥΩリで、調によりബくなった

天井෦の器นに೪土をิっている。٭ᰍᆵ（566）は、෦下֎面をέズリ調している。

ম成時は、ਖ਼Ґにあったとみられ、ޱԑ෦内面・ݞ෦֎面・٭෦֎面にম成時のփがணしてい

る。ᰍᆵ（567）のఈ෦は、一ํํ向のέズリ調である。ম成時のփが全体にബくかかっており、

৭調のҧいから10ܘޱDm程度の֖をඃせてম成したとみられる。ఏළ（568）のࣖは、ᚅঢ়のも

ので、෦֎面にϔϥ記号がある。569は、෦֎面のଆ面に֨ࢠのタタΩをす。ম成時は、

横Ґの࢟とみられ、֎面の一ଆ面のみࣗવᬵがかかる。570のࣖはᚅঢ়である。体෦を೪土

ԁ൫でด࠹するࡍに下になる面は、֨ࢠタタΩの後にΧΩϝをࢪす。土師器ख （ു571）は、

器面のṞがすすみঢ়ଶはྑくないが、内֎面にϛΨΩが؍できる。

第269ਤ　74号横穴でݕग़した地ࠟ跡
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第270ਤ　74号横穴ग़土土器

第271ਤ　74号横穴ग़土鉄器
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ग़土遺物の年代は、Ϙタンঢ়のࣖをもつఏළやೋஈೋํಁかしのແ֖高ഋの存在から松ࣨݰ

井ᶘ期にҐஔづけられる。須恵器ഋ̝もಉじ時期と考えてࠩしࢧえない。

ᶈࠟ跡

74号横穴の調査において、ࣨݰ近で地による地層のཚれを確認した（第269ਤ）。これはݰ

ࣨの調査にҠ行するࡍ、重機を༻して設けた平ୱ面とࣨݰよりԞのน面でݕग़したものである。

近はすべて大ࡕ層群であり、น面に設けたݘ上より上Ґは೪࣭なシルτ層で、下Ґはະݻ

݁の࠭層である。平ୱ面はඪ高約39̼で、ࣨݰのӈଆ面から࠭ঢ়にُ྾が生じ、北のน面

向かっているのを確認した。ُ྾はน面の地層のズϨにつながりݘの上にまでのͼている。ُ

྾の෯は̑Dmで、中の土はཚれて҉৭をఄしている。น面においては、ݘより下Ґでٯ三֯

がるかたちで、0.2̼程ܨの南ଆの辺が、ઌにड़べたُ྾とܗの地層のズϨを確認した。三֯ܗ

度の地層のズϨがある。ٯ断層ܕのͣれである
ㅭ㉅117ㅮ

。すなΘち東西ํ向からԡされるྗがಇき、ٯ三

にཚれܗんでおらͣ、横穴のٴ内の埋土までࣨݰに地層がͣれたものと考えられる。ُ྾はܗ֯

がないことから横穴構ஙҎ前のُ྾である。

̎ʣ7�߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

中世の࠶ར༻もؚめ、３ຕの埋面が確認された横穴である。ݕग़෦はさ8.5̼、最大෯2.0

̼のପԁܗで、։ޱ෦は存在しなかった。۷にあたっては、横穴のॎํ向を̓分ׂして行った。

ॎ断̑の۷ऴྃ後、横穴内෦のۭ間が確認できなかったため、重機で天井をআڈした。調査の

్中、Ӎਫにより一෦が大きく่落したため横断̑とॎ断̒の上෦の記録ができなかった。地山

での墓道ઌとԞน下のൺ高は1.12̼である。横穴の全は13.56̼で、主࣠は西で̕°北ৼ

っている。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道からࣨݰかけては、大きなࣼมもなく؇やかな上りޯに۷られて

いる。墓道とࣨݰを区分する天井ೖޱ෦は、ݱঢ়では横断４と横断̑の間にある。本དྷはどのҐ

ஔにあったかは不明であるが、ݱঢ়のҐஔでも、墓道とત道がかなりい横穴である。ࣨݰには、

କと考えられるものがあるため、ત道との区分は明ྎである。ࣨݰのさは3.24̼である。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰのԞนと྆ଆ辺はなだらかにଓしており、平面ܗは۱ؙの

ํܗをඳいている。ࣨݰの最大෯は2.04̼である。Ԟนから2.88̼のとこΖで、෯は1.72̼あり、

྆ଆ辺はここで۶ۂして෯をڱめて墓道ଆのͼる。分ྨでは̖２ྨにあてはまる

天井内のঢ়گは不明であるが、中世ஈ֊に࠶ར༻されていることから、গなくともͦの時期ま

ではࣨݰ内にۭ間が存在していたと考えられる。

Ԟนは本དྷのද面をしており、ઑ಄Ξーνに෮原できる。ଞの横穴では、Ԟนとଆนがなす

֯をӶ֯にして、ԞนのΞーνが明ྎにΘかるように造られているが、本横穴では۱ؙになって
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第272ਤ　75号横穴平面・断面ਤ（１）
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第273ਤ　75号横穴平面・断面ਤ（２）
１ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、４～１ܘDm
　　程度のをؚむʫ
２ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭に明৭（̑
　　:35/8）࠭ ࣭土ʪシルτ～࠭ࡉを層ঢ়にؚむʫ
３ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭ʫ
４ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、࠭ૈ～ࡉ～̑Dm
　　程度のをؚむʫ
̑ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪシルτ～中࠭、２～１ܘDm程度

　　のをؚむʫ
̒ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭ʫ
̓ɽ明৭（̑:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭ʫ
̔ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをগしؚむʫ
̕ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ極３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をؚむʫ
10ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm程度、
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いるため、Ξーν面が明ྎではない。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には地がなされ、埋面を造っている。

ॳ時の埋面は、第32層上面であり、土器やࣖ

がग़土している。ࣨݰでは第32層の下に第35層

や第36層が෦分తに認められ、ෳ数の層を重Ͷて

地を行っている。ॎ断の؍では、天井ೖޱ෦

近の第32層上に存在している第30・31層が墓道

ଆに向けてり上がっており、ॳ時のด࠹土の

可能性がある。

第29層上面は、第32層上面から0.25̼高いϨϕル

にあり、土器ยが面తにग़土している。32層上面

とは明確な層ҐとϨϕルのࠩをもっている。Ӎਫ

による่落のため、ࣨݰと墓道で土層のରԠがΘ

かりにくくなっているが、第29層の上面にରԠす

るのは、墓道ଆでは第２層の上面ないし、第12層

の上面である。時には横穴に進ೖするためด

土やଯ積土を่すඞ要があり、土を墓道にૡき࠹

ग़したものが第２層や第12層である可能性がある。

第24層上面は、第29層上面から0.6̼高いϨϕル

にあり、中世の土器がग़土していることから、こ

の時期に࠶ར༻されていることがΘかる面であ

　に̓Dm程度のをؚむʫك　　
11ɽ҉৭（10:33/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～0.5ܘDm程度
　　のをଟくؚむʫ
12ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ極１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ
13ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをগしؚむʫ
14ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～中࠭、１ܘDm程度のを
　　গしؚむʫ
15ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭ʫ
16ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm程度
　　のをগしؚむʫ
17ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～中࠭ʫ
18ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪシルτ～中࠭ʫ
19ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをଟくؚむʫ
20ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭ʫ
21ɽփԫ৭（10:34/2）࠭ ࣭土 ʪシルτ～ૈ࠭、２～0.5ܘDm
　　程度のをؚむʫ
22ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、３～１ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
23ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）シルτ、ᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土
　　ʪ極ࡉ～中࠭、２～１ܘDm程度のをؚむ、փന৭（10:37/1）

　　೪࣭土ʫ
24ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ極２～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをؚむにփ৭（10:36/1）೪࣭土を層ঢ়にؚむʫ
25ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
26ɽփ৭（10:36/1）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ཻ࠭ࡉʫ
27ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、３～１ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむʫ
28ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～中࠭、２～１ܘDm程
　　度、كに４Dmのをؚむʫ
29ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土、ᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪࡉ
３Dm程度のをଟくؚむʫ～１ܘ、࠭ૈ～　　
30ɽ欠番
31ɽ欠番
32ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、２～１ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
33ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪシルτ～中࠭ʫに৭（5:34/6）
　　࣭࠭土ʪシルτ～ૈ࠭ࠢをؚむʫ
34ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪシルτ～極0.5ܘ、࠭ࡉDm
　　程度のをগしؚむʫ
35ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土、ᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪシル
　　τ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度、كに３Dmのをؚむʫ
36ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中～ૈཻ࠭ʫ
37ɽにͿいԫ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ࣭ۉな極ཻ࠭ࡉ～シルτʫ

第274ਤ　75号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）　32層上
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第275ਤ　75号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（２）　32層上
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第276ਤ　75号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（３）　29層上
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る。墓道では第11層上面で中世の土器がग़土しており、第11層上面が第24層上面にରԠする面で

あると考えられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

ॳ面である第32層上面では、ٴࣨݰͼત道から土器、ࣖ、がग़土している。

が２（588・589）ग़土しࣖ、Ґである。ӈଆ辺ではٯ、にある須恵器ഋ（579・580）はࣨݰ

ている。ࣖどうしのڑは0.1̼であり、遺体にணされていたҐஔをөしていると考えら

れる。ͦの合、ࣨݰକとのڑから、横穴の主࣠に平行してをԞนଆ向けていたと考えら

れる。ત道にあたる෦分では、須恵器ᰍᆵ（584）、￤（583）、土師器高ഋ（585）がग़土している。

これらは、ด࠹土の可能性がある第30・31層の高まりよりも、ࣨݰଆのҐஔでग़土している。

第277ਤ　75号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（４）　24層上
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29層上面では、ત道からࣨݰにかけての෦分から土器がग़土している。いͣれもഁยであり、

須恵器ᰍᆵ（587）は、い範囲でഁยが合関にある。ಉ一面からは、土師器খࡼยがग़土

していることから、第24層上面を࠶ར༻するҎ前の中世ஈ֊に、人ҝతにखが加えられた面であ

る可能性があるが、埋行ҝࣗ体が行Θれたかどうかも不明である。

にはӈକ近で瓦ࣨݰ。ͼ墓道の11層上面からも土器、鉄器がग़土しているٴの24層上面ࣨݰ

器、土師器と鉄２（590・591）がग़土している。土器はׂれたものがほとんどであるが、ܗ

でਖ਼Ґにஔかれた瓦器（592）があることや、鉄をっていることから、埋行ҝにう副

品と考えられる。また、調査中に่落したॎ断̑のน面をআڈするۀ࡞中、่落土中から੨࣓

（608）、ന࣓（611～609）ࡼがग़土した。第24層上面にうものであると考えられる。

墓道では瓦器、土師器খࡼ、Ӌזがग़土している。

ᶇग़遺

579～585・588・589は、第32層上面からのग़土である。土器、ࣖがあり、土器の器種は須恵

器ഋ̝、￤、ఏළ、土師器高ഋである。須恵器ഋ̝（579・580）は、どちらもఈ෦֎面をϩΫϩ

έズリするものである。ఏළ（581）のࣖは֯ঢ়のܗଶで、ઌを欠ࣦしている。￤（583）の෦

下はέズリ調である。֎面のᰍ෦ڥにʮʷʯ字のϔϥ記号があり、෦にはՐ᧪がある。

第278ਤ　75号横穴ग़土土器（１）



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-３øø-

土師器高ഋ（584）は、ޱԑ෦֎面にࠇൗがある。ࣖ （588・

599）は、中࣮のものであるが、全体が੨に෴Θれてお

り、金かۜかは不明である。

586・587・590・591は、29層上面からのग़土である。

土器、鉄器があり、土器の器種は須恵器ഋ̝、ᰍᆵで

ある。須恵器ഋ̝（586）は、ఈ෦֎面をϩΫϩέズリ

するもの。ᰍᆵ（587）の֎面調は、体෦下はϩΫ

ϩέズリであり、ఈ෦はະ調である。鉄器は鉄があ

る。590は、ઌとܪ

৲が欠ࣦしている。

࣭がのย面にのみ

存しているが、ඇৗ

にബいことから、Ṟ落

していると考えられ

る。背とෲの྆ଆに関

がある。591はಁաࣸ

ਅで、ਕଆと౩ଆの྆

第281ਤ　75号横穴ग़土土器（２）

第280ਤ　75号横穴ग़土鉄第279ਤ　75号横穴ग़土ࣖ
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ํ関が確認できる。

592～607・610は、第24層上面ٴͼ第11層上面からग़土した。608・609・611は、ॎ断̑の่落

土中からݟつかったものである。瓦器、土師器ࡼ、ു、ᙈ、Ӌז、੨࣓、ന࣓がある。瓦器

は器面がຎしているが、ޱԑ内面にઢをもつもの（593・594）があり、ೇ༿ܕとみられる。高

は、593・594が低いٯ596・595・592、ܗが低い三֯ܗをఄしている。土師器ࡼは、ޱԑ෦

をφσ調、ఈ෦をφσ・ΦαΤ調するもので、+タΠ
ㅭ㉅118ㅮ

ϓにあてはまるものである。੨࣓（608）

はཾઘ༼系のものである。ന࣓（610・609）ࡼは、ࠐݟみ෦のᬵのかきとりがあり、りग़しの高

は࿐している。

ԑをもつఏළは松井ᶘ期にҐஔづけられる。ഋ̝もಉޱग़土遺物の年代は、上ํにのͼるࣨݰ

じ時期と考えてࠩしࢧえない。32層上面において、ࣨݰとત道ग़土土器に明確な時期ࠩはなく、

29層上面ग़土土器とൺべてもಉ様に明確な時期ࠩはない。

横穴の࠶ར༻は、瓦器の高のܗঢ়からౡ編年ᶘ～ᶙ期にあてはまり、12世ل後から13世

。前͝Ζのものと考えられるل

̏ʣ7�߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

にあたはしておらͣ、遺構の۷ޱで、さ6.0̼、最大෯2.52̼であった。։ܗग़෦は不ݕ

っては、ॎ断ํ向を̒回に分けて࣮ࢪした。ٸなࣼ面であることから、ॎ断３の۷をऴྃした

とこΖで、҆全に人ྗ۷を行うことが不可能となったため、重機で上෦をআڈした後、ࣨݰ෦

の調査にҠった。横穴の全は8.64̼で、主࣠は南で11°東ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下のൺ高は、地山で測って1.39̼である。地山面は墓道ઌか

ら2.89̼にࣼมがあり、これより墓道ଆはࣼがٸなのにରし、ࣨݰଆは؇やかに۷られ

ている。墓道とત道を区分する天井ೖޱ෦は、ݱঢ়では横断４近であるが、横断３（̳－̳ʟ）

ではଆนが内しており、本དྷは横断２と横断３の間近にあったと考えられる。ࣨݰにはକが

なく、ત道と明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　Ԟนからのͼるࣨݰの྆ଆ辺は、Ԟนにରしてがりながら墓道

ଆのͼた後、۶ۂして෯をڱめる。ࣨݰの最大෯はԞนから0.64̼のとこΖで、෯は1.84̼で

ある。ࠨଆ辺はここで۶ۂして෯をڱめながら墓道ଆのͼる。ӈଆ辺はԞนから1.04̼のとこ

Ζで۶ۂする。分ྨでは̖２ྨにあてはまる。

天井はɼ調査のա程でআڈしたため、ঢ়گは不明である。Ԟนは大きくṞ落しており本དྷの面

をしていないため、ܗঢ়は不明である。

ᶅଯੵঢ়گ

では地山上に第̒層をബくஔいて埋面を造っている。ॎ断面では、墓道ઌから４̼ࣨݰ
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近のとこΖで、Ϛンドঢ়の高まりがある。これらは、地山༝དྷの土であり、地山が่落した土

とのफ़別がしい。横断３（̳－̳ʟ）では、第28層より下は地山ᶚ・ᶛ層がよくࠞ͟ったような

土である。これにରして、第27層では地山ᶚ・ᶛ層があまりࠞ͟らͣにϒϩοΫঢ়であり様相が

ҟなっている。したがって、第28層Ҏ下は人ҝతな層であり、ด࠹土と判断した。

なお、横断３（̳－̳ʟ）で存していたと考えられる天井の高さは、地上面から1.2̼程度で

あり、かなり天井が低い。

第282ਤ　76号横穴平面・断面ਤ（１）
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第283ਤ　76号横穴平面・断面ਤ（２）
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１ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、４～１ܘDm程度、

に̓Dm程度のをඇৗにଟくؚむʫك　　

２ɽにͿいԫ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm

　　程度のをؚむʫ

３ɽにͿいԫ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm

　　程度のをগしؚむʫ

４ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪૈ～極ૈ࠭、２ܘ～̑Dm程度の

　　をଟくؚむʫ

̑ɽԫ৭（10:35/8）࠭ 層ʪ̑ܘDm程度のをඇৗにଟく

　　ؚむʫ

̒ɽᒵ৭（7.5:36/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～シルτ、地山かʫ

̓ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈ～極ૈ࠭ʫ

̔ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ

̕ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ࣭࠭土ʫ

10ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土、৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ

　　～ૈ࠭ʫ

11ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm程

　　度のをଟくؚむʫ

12ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm程度の

　　をଟくؚむʫ

13ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm

　　程度のをଟくؚむʫ

14ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土、にͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭

　　土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～２ܘDm程度、كに̑Dmのをؚむʫ

15ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪࡉ～中࠭、２ܘ～̑Dm

　　程度のをؚむʫ

16ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～0.5ܘDm程度の

　　をଟくؚむʫ

17ɽ৭（̑:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm程度

　　のをଟくؚむ、１とのڥ界近くは҉৭（̑:33/2）ʫ

18ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm

　　程度のをؚむʫ

19ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm

　　程度のをؚむʫ

20ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の

　　をؚむʫ

21ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の

　　ଟくؚむʫ

22ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土、にͿいԫᒵ৭（10:36/4）

　　࣭࠭土ʪ３～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度のをଟくؚむʫ

23ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、0.5ܘDm程

　　度のをؚむʫ

24ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土、҉৭（10:33/3）࠭ ࣭

　　土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm程度のをؚむʫ

25ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の

　　をؚむʫ

26ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘ

　　Dm程度のをؚむʫ

27ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、天井่落ʫ

28ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～中࠭、２～0.5ܘ

　　Dm程度のをؚむʫ

29ɽ明ԫ৭（2.5:6/8）、明৭（5:33/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ

１Dm程度のをଟくؚむʫ～0.5ܘ、࠭　　

30ɽ৭（10:34/6）、明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ

１Dm程度のをؚむʫ～0.5ܘ、࠭　　

31ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ極0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度、

に̑Dm程度のをগしؚむʫك　　

32ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～0.5ܘDm程

　　度のをଟくؚむʫ

33ɽ明ԫ৭（7.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度

　　のをؚむʫ

34ɽ明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪ極１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程

　　度、كに４Dmのをؚむʫ

35ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程

　　度のをؚむʫ

36ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～中࠭、１ܘDm程度の

　　をগしؚむʫ

37ɽ҉৭（10:33/4）࠭ ࣭土、にͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭

　　土ʪ極１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度のをؚむʫ

38ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～0.5ܘDm程

　　度、كに４Dmのをؚむʫ

39ɽԫ৭（10:35/6）、৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、

１Dm程度のをଟくؚむʫ～0.5ܘ　　

40ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm

　　程度、كに̑Dmのをؚむʫ

41ɽփԫ৭（10:36/2）、にͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪࡉ

　　～中࠭、２～0.5ܘDm程度のをগしؚむʫ

42ɽ41とಉじ

43ɽ41とಉじ

44ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭ʫ

45ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘ

　　Dm程度のをؚむʫ

46ɽԫ৭（2.5:5/6）࠭ ࣭土ʪ極２～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度

　　のをগしؚむʫ

47ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ極２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度

　　のをগしؚむʫ

48ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程

　　度、كに２Dmのをؚむʫ

49ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）、明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～

３Dm程度のをؚむʫ～0.5ܘ、࠭ૈ　　

50ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土

51ɽ49とಉじ

52ɽ明ԫ৭（2.5:7/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～ૈ࠭、天井่落土ʫ

53ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～中࠭、４～１ܘDm程度

　　のをଟくؚむʫ

54ɽ49とಉじ

55ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm

　　程度のをଟくؚむ

56ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭にփԫ৭（10:35/2）

　　シルτࠢを̑ˋؚむ、２～１ܘDm程度のをগしؚむʫ

57ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭ʫփԫ৭（2.5:6/2）

　　࣭࠭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度のをؚむʫ
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第284ਤ　76号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-３øþ-

ᶆ遺ग़ঢ়گ

よࠨのࣨݰ、がग़土している。土器は、須恵器ഋ̝֖で、ࣖ、の第36層上面から土器ࣨݰ

りにਖ਼Ґで２（612・613）ग़土している。ࣖは、３（614～616）がれてग़土しているが、ࣖ

の大きさが近く、614・615が本དྷ一ରであったと考えられる。は、２の須恵器にରԠする

かたちでஔかれており、須恵器とともに遺体をのせるປを造っていたと考えられる。ປのようす

から、遺体はࣨݰのࠨに、横穴の主࣠に平行しておかれたと考えられる。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖがある。土器の器種は、須恵器ഋ̝である。ഋ̝ （֖612・613）は、と

もに෦֎面はέズリ調であるが、෦の中央までにはέズリがٴない。612の天井෦֎面

には一文字のϔϥ記号がある。

ࣖ（614・615）は、中࣮の金である。どちらも存ঢ়گがྑく、全体が金৭で、面はたた

みࠐんでいる。615のද面の一෦には৭のண物がある。ಉじく中࣮の616は、全体が੨に෴

Θれているが、内ଆ面の一෦で金৭が確認できる。

が14Dmऑであることから、松ܘޱग़土土器の年代は、須恵器ഋ̝֖はどちらもέズリでࣨݰ

井ᶘ期～松井ᶙa期と考えられる。

̐ʣ77߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

は横穴のはしておらͣ、遺構۷ޱをఄする。։ܗۺग़෦はさ3.25̼、最大෯2.48̼でݕ

ॎํ向を̑つに分けて࣮ࢪした。ࣼٸ面であるため、ॎ断２の۷がऴྃした時で҆全に人ྗ

を行うことが不可能となった。横穴内のۭ間も確認できなかったため、重機で上෦を֎した۷

後に調査をଓけた。横穴の全は7.52̼であり、主࣠ํ向は南で25°東にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　横穴のೖޱからԞนに向かって上りޯとなっている。墓道ઌとԞน下のൺ

高は1.64̼である。地山面は、墓道ઌから２̼にࣼมがあり、ͦれよりԞはࣼが؇や

かになっている。墓道とત道を区分する天井ೖޱ෦は、調査時には横断３近であったが、ݕग़

第286ਤ　76号横穴ग़土ࣖ第285ਤ　76号横穴ग़土土器
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෦がۺঢ়をఄしていることから、天井が่落していると考えられる。横断２（̲－̲ʟ）では、

ଆนがٸにཱち上がっており、本དྷが横断２近に天井ೖޱ෦があったと考えられる。ࣨݰには

କがなく、ત道と明ྎに区分することはできない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰはӈଆ۶ۂしたܗঢ়をしている。ࣨݰからત道にかけては

କや、෯がڱまることなく、ほ΅ಉじ෯をอったまま墓道ଆのͼている。ࣨݰの最大෯は2.04

̼である。分ྨでは̖ྨにあてはまると考えられる。

天井のようすは、ࣨݰ内のۭ間がなかったため؍できなかった。ԞนはṞ落が進んでおり、

0.4̼の穴がԞに向けて۷られܘ、ঢ়は不明である。Ԟนからଆนにかけてのコーφー෦にはܗ

ており、ࠨのものは0.9̼、ӈのものは0.4̼のਂさがある。

第287ਤ　77号横穴平面・断面ਤ（１）
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ᶅଯੵঢ়گ

からત道にかけての地山上には、第35層により地されて、埋面を造っている。ॎ断面ࣨݰ

をみると、地山のࣼม近を中৺として、ด࠹土と考えられる土の高まりが地上に存在

している。ࣗવଯ積とみられる層をআ֎していくと、第２・32層よりも下Ґがด࠹土と考えられ

る。ด࠹土は৭系の土であり、地山ᶚ層を۷したࡍにして生じた土を༻したと考えられる。

横断２（̲－̲ʟ）では、第２層がߔঢ়をఄしているは、一度ด࠹された横穴が࠶ͼ۷りฦされ

たࠟ跡の可能性がある。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

と考えられる෦分の地上で人骨、土器がग़土している。人骨はԞน近で、಄骨とࣨݰ

骨がある。骨はࣨݰのӈとࠨに分かれており、গなくとも２体の遺体があったと考えられる。

土器は須恵器ᆵ （֖620）がٯҐ、ᰍᆵ（620・621）がਖ਼Ґでのग़土であり、土師器 （ു623）もਖ਼

第288ਤ　77号横穴平面・断面ਤ（２）
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１ɽ৭（10:34/4）࠭ ʪૈ࠭、10～̑ܘDm程度のをඇৗ
　　にଟくؚむʫ
２ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ʪૈ࠭～極ૈ࠭、̑ܘDm程度の
　　をଟくؚむʫ
３ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪૈ࠭～極ૈ࠭、３ܘ～̔Dm程度
　　のをଟくؚむʫ
４ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪૈ࠭～極ૈ࠭、３ܘ～̑Dm程度
　　のをଟくؚむʫ
̑ɽ明৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪૈ࠭～極ૈ࠭、̑ܘDm程度の
　　をؚむʫ
̒ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪૈ࠭～極ૈ࠭、３～２ܘDm程
　　度のをؚむʫ
̓ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをؚむʫ
̔ɽ明৭（5:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm程度、
Dmのをؚむʫ̑ك　　
̕ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをଟくؚむʫ
10ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
11ɽ明৭（5:35/8）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～中࠭ʫ
12ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～0.5ܘDm程度の
　　をଟくؚむʫ
13ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～0.5ܘDm程度
　　のをଟくؚむʫ
14ɽ明৭（5:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
15ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度
　　のをؚむʫ
16ɽにͿいԫ৭（10:35/4）、ԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ
　　～極ૈ࠭、２～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
17ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ極２～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程
　　度のをؚむʫ
18ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭、明৭（5:35/8）
　　࣭࠭土 （ࠢ天井่落土）をؚむ、３～１ܘDm程度のをগ
　　しؚむʫ
19ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～極ૈ࠭、0.1ܘDm
　　程度のをؚむʫ
20ɽ৭（5:34/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm程度の
　　をଟくؚむʫ
21ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～0.5ܘDm程度
　　のをগしؚむʫ
22ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
23ɽにͿい৭（7.5:35/4）、にͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土
　　ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度のをଟくؚむʫ
24ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～0.5ܘDm程度の
　　をଟくؚむʫ
25ɽにͿい৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪシルτ～極ૈ࠭、0.5ܘ～
　　１Dm程度のをଟくؚむ、天井่落土ʫ
26ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度、كに４Dm程度のをଟくؚむʫ
27ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ極３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをଟくؚむʫ
28ɽにͿい৭（2.5:34/4）࠭ ࣭土ʪ極２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをؚむʫ

29ɽ҉৭（5:33/2）、にͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪシ
　　ルτ～ૈ࠭、３～１ܘDm程度、كに̑Dm程度のをଟくؚ
　　むʫ
30ɽにͿい৭（5:34/3）࠭ ࣭土ʪ極２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをؚむʫ
31ɽ৭（2.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をؚむʫ
32ɽ৭（5:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度、ك
　　に̑Dm程度のをؚむʫ
33ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、２～１ܘDm程度
　　のをؚむʫ
34ɽ৭（7.5:34/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度
　　のをؚむʫ
35ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭ʫ、
36ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度のを
　　গしؚむʫ
37ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ
38ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の、
　　่落น面ࠢをؚむʫ
39ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをগしؚむʫ
40ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪૈ࠭ʫ
41ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～２ܘDm程度の
　　をগしؚむʫ
41ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ極１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをଟくؚむʫ
42ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程
　　度の、天井・น面の่落ࠢをؚむʫ
43ɽԫ৭（2.5:5/4）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
44ɽ43にಉじ
45ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）、明ԫ৭（2.5:6/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～
　　極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度のをؚむʫ
46ɽ҉৭（7.5:33/4）、ԫ৭（10:35/8）、ԫᒵ৭（10:38/6）
　　࣭࠭土ʪ重機۷にうྲྀೖ土、しまりなし、１ܘ～̑Dm
　　程度のをؚむʫ
47ɽにͿい৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪ重機۷にうྲྀೖ土、
　　しまりなし、１ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
48ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ重機۷にうྲྀೖ土、しまり
　　なし、１ܘ～̑Dm程度のをؚむʫ
49ɽ明ԫ৭（10:37/6）࠭ ࣭土、ʪ２～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程
　　度のをଟくؚむ、天井่落土かʫ
50ɽ明৭（5:35/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～中࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
51ɽࠇ৭（10:32/2）࠭ ࣭土ʪシルτ～２～0.5ܘ、࠭ࡉDm程
　　度のをؚむ、༗機࣭をؚむʫ
52ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のをؚむ、にͿいԫ৭（10:35/4）シルτࠢを
　　ؚむʫ
53ɽԫ৭（10:35/6）、にͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪࡉ
３Dm程度のをؚむʫ～0.5ܘ、࠭ૈ～　　
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Ґである。最も墓道ଆでは、須恵器ᰍᆵ（621）がਖ਼Ґでग़土している。内面のఈ෦から෦上

までは৭إྉがணしており、ఈ෦֎面はΧΩϝ原体にࣅたϋέϝঢ়のもので不定ํ向にφ

σ調している。これにうであΖうᆵ （֖620）は、গしԞにٯҐであり、近くにਖ਼Ґの土師器

（ു623）がある。須恵器ഋ̝は、 （֖617）と（618・619）が重なり合ってग़土している。須恵器

ᰍᆵ（622）は、Ԟนの۱にਖ਼Ґであり、人骨に近いҐஔでのग़土である。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器がある。土器の器種は、須恵器ഋ̝、ᰍᆵ、土師器ുである。須恵器ഋ̝

（֖617）はޱԑ෦内面にはଞݸ体のडけ෦が༥ணしている。ಉ（618・619）にも、डけ෦に֖の

は、෮原13.2Dmで、619に༥ணしているܘޱԑ෦ยが༥ணしている。618に༥ணしている֖のޱ

ものは෮原12.0Dmであり、どちらもఈ෦֎面にはփがணする。したがって、いͣれも֖とを

重Ͷたঢ়ଶでম成されていたとみられ、土の特からもಉ一の࢈地と考えられる。しかし、֖

とに༥ணしているࠟ跡が一கしていないため、617と618・619はম成時のセοτ関ではなか

ったと考えられる。ᆵ （֖620）は、ޱԑ෦にΘͣかなஈをつくるもので、ఈ෦֎面にʮʷʯ字

のϔϥ記号がある。ᰍᆵ（621）の内面には、ఈから෦上まで৭إྉがணしている。ఈ

෦֎面はΧΩϝ原体にࣅたϋέϝঢ়のもので不定ํ向にφσている。ᰍᆵ（622）は、ఈ෦֎面

をϩΫϩέズリするもので、ݞ෦にϔϥ記号ʮʷʯがある。土師器 （ു623）のఈ෦֎面は、έズ

リ調であるが、ఈ෦を中৺にした所ʑにΧΰঢ়のࠟ跡がっている。Χΰとみられるࠟ跡はΰ

β編みで、１本え、１本જりである。Χΰのॎࡐの断面はΧϚϘコܗで෯４mm。横ࡐは෯

２mmで、２・３本程度を一୯Ґとし、୯Ґ間に1.3Dm程の間ִがあったものとみられる。内面は、

ϋέ調されており、回సとしてΧΰを༻していたと考えられる。

とܘޱग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝֖のϓϩϙーシϣンから松井ᶙ期と考えられ、のࣨݰ

調にέズリとϔϥΩリがあることから松井ᶙb～ᶙD期と考えられる。

第290ਤ　77号横穴ग़土土器
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１ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をඇৗにଟくؚむʫ
２ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをଟくؚむʫ
３ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　（最下෦に12ܘDm程度の༗）をଟくؚむʫ
４ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm程度の
　　をଟくؚむʫ
̑ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪ中～極ૈ࠭、１ܘ～̑Dm程度の
　　をଟくؚむʫ
̒ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをؚむʫ
̓ɽ৭（10:34/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度の
　　をؚむʫ
̔ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm程度の
　　をগしؚむʫ 
̕ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ
10ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のをগしؚむʫ
11ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、２～１ܘDm程度
　　のをؚむʫ
12ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をؚむʫ
13ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭、明৭（7.5:35/8）
　　地山ࠢをؚむʫ
14ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪシルτ～ૈ࠭、４～１ܘDm程度
　　のをଟくؚむʫ
15ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～ૈ࠭ʫ
16ɽ明৭（7.5:35/8）地山ࠢ、天井（น体）่ 落
17ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭ʫに明৭（7.5:35/8）
　　࣭࠭土ʪ極ࡉ～ૈ࠭がࠞೖʫ
18ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
19ɽにͿい৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm
　　程度のをؚむʫ
20ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
21ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程
　　度のをଟくؚむʫ
22ɽ৭（̑:34/8）ࠢ 、天井（น体่落）
23ɽ҉৭（7.5:33/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のをগしؚむʫ
24ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ
25ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程度
　　のをଟくؚむʫ
26ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～極ૈ࠭、0.5ܘDm程度
　　のをඇৗにଟくؚむʫ
27ɽ明৭（5:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～１ܘDm程度、
に３Dm程度のをগしؚむʫك　　
28ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のをଟくؚむʫ
29ɽΦリーϒ৭（2.5:4/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程
　　度のをগしؚむʫ
30ɽ明৭（7.5:35/6）、ࠇ৭（7.5:33/1）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ
３Dm程度のをଟくؚむʫ～１ܘ、࠭　　
31ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
32ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をؚむʫ
33ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～0.5ܘ
　　Dm程度のをؚむʫ
34ɽ৭（5:34/8）࠭ ࣭土ʪ極３～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度、
に̑Dm程度のをଟくؚむʫك　　
35ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ極２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをগしؚむʫ
36ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ極１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程
　　度、كに３Dm程度のをগしؚむʫ
37ɽ৭（10:34/6）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をؚむʫ（13）
38ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ極４～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ（14）
39ɽ明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをؚむ、天井่落土ʫ

40ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭ʫ明৭（7.5:35/8）
　　࣭࠭土ʪ３～１ܘDm程度のをؚむʫ（17）
41ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ（２）
42ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをগしؚむʫ
43ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをؚむʫ
44ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをଟくؚむʫ
45ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～１ܘDm程度、
に̒Dm程度のをؚむʫك　　
46ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土、৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ
２Dm程度のをଟくؚむʫ～１ܘ、࠭ૈ～　　
47ɽにͿい৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪ極３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをଟくؚむ、にͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ࠢをؚ
　　むʫ
48ɽにͿい৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪ３～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程
　　度の、天井่落ࠢをؚむʫ
49ɽ48にಉじ
50ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～ૈ࠭、天井่落土かʁʫ
51ɽ50にಉじ
52ɽ50にಉじ
53ɽ৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～0.5ܘDm程度
　　のをؚむʫ
54ɽ50にಉじ
55ɽ50にಉじ
56ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm
　　程度のをগしؚむʫ
57ɽにͿい৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ～ૈ࠭、天井่落土
　　ࠢかʫ
58ɽ56にಉじ
59ɽ明৭（5:35/8）、明ԫ৭（10:36/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～極
２Dm程度のをଟくؚむʫ～0.5ܘ、࠭ૈ　　
60ɽ明৭（5:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、３～0.5ܘDm程
　　度のをؚむʫ
61ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、２～0.5ܘDm程
　　度のをଟくؚむʫ
62ɽ明ԫ৭（10:36/6）、明৭（5:35/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ
４Dm程度のをଟくؚむʫ～0.5ܘ、࠭　　
63ɽ৭（7.5:34/4）、明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭、
３Dm程度のをଟくؚむʫ～0.5ܘ　　
64ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をগしؚむʫ
65ɽ明৭（7.5:35/6）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をؚむ、天井のน面่落土ʫ
66ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度の
　　をଟくؚむʫ
67ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪࡉ～極ૈ࠭、天井ないしน面่
　　落土ʫ
68ɽにͿい৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～中࠭、１～0.5ܘDm
　　程度のをগしؚむʫ
69ɽ68にಉじ
70ɽԫ৭（10:35/8）、にͿい৭（5:34/4）࠭ ࣭土ʪ極ࡉ
２Dm程度のをؚむʫ～１ܘ、࠭ૈ～　　
71ɽԫ৭（10:35/8）、৭（7.5:34/6）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭、
２Dm程度のをؚむʫ～0.5ܘ　　
72ɽ67にಉじ
73ɽ67にಉじ、كにݓ大のをؚむʫ
74ɽ67にಉじ、３～１ܘDm程度のをଟくؚむ
75ɽ明৭（5:35/6）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、࠭ૈ～ࡉDm程度
　　のをؚむʫ
76ɽ明৭（7.5:35/8）࠭ ࣭土ʪシルτ～࠭ࡉ、ෳ数回にΘたる
　　ྲྀೖ土のଯ積ʫ
77ɽࠇ৭（10:32/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～ૈ࠭ʫに明ԫ৭（2.5:7/6）
　　࣭࠭土ʪࡉ～極ૈ࠭、天井่落土をগしؚむʫ
78ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪシルτ～極ૈ࠭、２～0.5ܘ
　　Dm程度のをଟくؚむʫ
79ɽ明ԫ৭（2.5:36/6）、にͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪࡉ～
３Dm程度のをଟくؚむʫ～0.5ܘ、࠭ૈ　　
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ᶃ֓ཁ

にはしておらͣ、遺構۷ޱでさ2.52̼、最大෯1.96̼である。։ܗग़෦は、ॎの不ݕ

あたっては、横穴のॎํ向を̑つに分けて۷した。ॎ断２の۷がऴྃした時で、҆全に調

査をଓ行することが不可能となったため、重機で天井をআڈしてから遺構۷をܧଓした。横穴

の全は8.4̼で、主࣠ํ向は南で26°東にৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　横穴のೖޱは、墓道ઌから3.28̼まではొりࣼ面となっているが、ͦれよりԞ

はඇৗになだらかなࣼになるように地山が۷ら

れている。横断２（̲－̲ʟ）で天井の一෦が存

しているのが確認されており、横断１（̱－̱ʟ）

では天井が存在したようすはみられない。したが

って、墓道とત道を区分する天井ೖޱ෦は、横断

１と横断２の間近であったと考えられる。ࣨݰ

にはକがあり、ત道との区分をすることができる。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの྆ଆ辺は、

Ԟนにରしてࠨӈの྆辺がほ΅֯に墓道ଆにの

ͼる。ࣨݰの最大෯は２̼で、ࣨݰは4.3̼で

ある。ࠨଆ辺にはକがあり、Ԟนから3.99̼のと

こΖで内ଆ۶ۂする。ここでのࣨݰ෯は1.72̼

で、କがڱまったとこΖでの෯は1.52̼である。

一ํのӈଆ辺にはକがなく、Ԟนから3.1̼のと

こΖから墓道ଆ向かって෯をڱめている。分ྨ

では̖１ྨと̖２ྨの྆ํの要ૉをもっている。

天井は重機でআڈしたため内෦のようすは؍

できなかった。Ԟนは、่落が進んでおり、本དྷ

のܗঢ়を確認できなかった。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、10Dm程度のްさで地がなされ

る。ࣨݰから墓道にかけては第42層、墓道では第

̓層が地層で、墓道ଆの地のํが後になされ、

。される༺では地の上面が埋面としてࣨݰ

墓道のࣼม近にある第̒層は、地山ᶚ層

༝དྷの土が人ҝతにಈかされたとみられる層であ

る。ॎ断の؍ではϚンドঢ়に存在しており、 第292ਤ　78号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）
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第293ਤ　78号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（２）
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第294ਤ　78号横穴ग़土土器（１）
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ด࠹土の一෦であると判断した。第̒層より上Ґにある層のうち、ࣗવのଯ積と考えられるもの

をআ֎していくと、第20層よりも下Ґがด࠹の可能性がある層である。ด࠹土の可能性がある層

は、ややෳࡶなありかたをしており、ෳ数時期のด࠹土がซ存していると考えられる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

のӈで須恵器ഋ̝ࣨݰ、の地上からは土器、金ଐ器がग़土している。土器はࣨݰ （֖625）と

（֖629）はともにਖ਼Ґでのग़土である。土器のತ面を上に向けてฒべており、近くでࣖがग़土

していることからも、ປとして༻されていたと考えられる。ປのஔかれํから、遺体は横穴の

主࣠に平行にあったと考えられる。ࣨݰのࠨにも、ਖ਼Ґでஔかれる須恵器ഋ̝ （֖626）とٯҐで

ஔかれる須恵器ഋ̝（627）があり、近くに鉄（655）があることからも、ປとして༻された可

能性がある。ࣨݰのࠨにある、須恵器ഋ̝ （֖624）はٯҐ、土師器ഋ （̘644）はਖ਼Ґである。624は、

ׂれた須恵器༗֖高ഋ（631）の٭෦の上に重なっており、当ॳのҐஔからಈかされていると考え

られる。ࣨݰのӈの一群では、須恵器ഋ̝（628）とᰍᆵ（636）はともにਖ਼Ґである。ഁଛした

￤（642）などと重なるようにあることから、これらもಈかされていると考えられる。ᆵྨの（639・

640）はਖ਼Ґ、土師器ख（645）はٯҐでのग़土である

ત道からは、須恵器٭ᰍᆵ（646）、ఏළ（657）がӈଆ辺からग़土している。墓道からは須恵

器ഋ̝（648）がਖ਼Ґでग़土している。墓道ઌに近いҐஔにあるものの、ด࠹土と考えられる

第295ਤ　78号横穴ग़土土器（２）
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第̒層にύοΫされており、横穴のด࠹にう行ҝに༻されたと考えられる。

ࣖは３（649～651）ग़土しているが、αΠズが近しいものであり、どの合せでセοτをな

していたかは不明である。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器がある。土器の器種は、須恵器ഋ

̝、༗֖高ഋ、ແ֖高ഋ、ᰍᆵ、٭ᰍᆵ、ᰍᆵ、￤、ఏළ、

平ළ、土師器ഋ̘、खである。須恵器ഋ̝ （֖626）は、全体

తにްखで重ྔがあるݸ体である。֎面にԫ৭をఄするম成時のփ

がணする。ಉ （֖625）の天井෦֎面の調はϔϥΩリであるが、

ていͶいな調である。内֎面のޱԑ෦を中৺としてম成時のփが

ணする。は、627のडけ෦にଞݸ体のޱԑ෦が༥ணしている。

628は、डけ෦の֎ଆみのম成時のփがணしている。どちらも、

֖をඃせてのম成と考えられる。༗֖高ഋ（631）は、ഋ෦֎面ٴͼ

のഋ෦ܗ෦の内֎面にփがணする。ແ֖高ഋ（634）は、ਂい٭

をもち、٭෦にಁかしはない。٭෦の内面とഋ෦֎面にম成時の

փがްくணすることから、ཱ࢟でのম成である。ഋ෦のࠐݟ

み෦には4.6ܘDmの重Ͷমきのࠟ跡がる。ܘの大きさから、ᆵな

第297ਤ　78号横穴ग़土鉄第296ਤ　78号横穴ग़土ࣖ・鉄器
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いしළྨのޱԑ෦であΖう。635は、֎面全体にփがணしている。ᰍᆵ（636）の෦֎面の下

の調はϩΫϩέズリである。ఈ෦内面には、1.3ܘDmঢ়۩の෦でԡさえたࠟがり、

֎面全体にはޫのあるࣗવᬵがかかる。٭ᰍᆵ（637）は、٭෦を欠ࣦしている。周囲に٭

のഁยがなく、ҙਤతにଧち欠いたものとみられる。ಉ（646）は、֎面にްくࣗવᬵがணする。

ᰍᆵ（639）֎面の上෦と、内面のࠐݟみ෦にম成時のփがணし、内面にমきͿくれがある。

ఏළ（647）の体෦は、೪土൘でด࠹したํとରଆの֎面は٠文ঢ়のࠟ跡がある。体෦֎面の上

からޱԑ෦内෦にかけてࣗવᬵがかかる。￤（641）は、ޱԑ෦ٴͼᰍ෦のけࠜがんでおり、

෦の上面ٴͼޱԑ෦内面にম成時のփがணする。642は、ఈ෦֎面の調がέズリである。

土師器ഋ （̘644）のఈ෦֎面はέズリ後ϛΨΩ調。ϛΨΩは三分ׂで行う。ख（645）は、

ఈ෦֎面を４分ׂのϔϥέズリ調をする。खは、合෦分のഋ෦内面に೪土をิっているこ

とから、ૠೖٕ法であΖう。

ࣖ（649～651）は、中ۭの金である。649・650のද面は、金৭のない෦分が҉৭をఄする。

面はたたみࠐんでいる。651は、全体が੨に෴Θれているが、͝く一෦で金৭が؍できる。

ද面がめくれており、面はたたみࠐんでいるか。

鉄器には、鉄、鉄᭲、ࢠがある。（653）ࢠは෦、654はܪでఝが存している。ಉ

一ݸ体の可能性がある。鉄（655）は、௳のものである。ݕग़時に۬ग़௳のഁยが㮊の近に

ணしていた。ઌからܪ৲まで存しており、ܪにはఝが存している。

ग़土遺物の年代は、ఏළが上ํにのͼるޱԑから松井ᶘ期であり、༗֖高ഋもಉじ時期と考え

られる。須恵器ഋ̝は法ྔに෯があり、 （֖624）はέズリ調でܘޱが13.8Dmであることから松

井ᶘ～ᶙa期と考えられる。֖ܘޱが12Dm程度のは松井ᶘ～ᶙ̱期までの෯で考えられる。

̒ʣ7�߸ԣ ʢ̨̭݀����ʣ

ᶃ֓ཁ

。ग़෦の最大෯は1.4̼であるݕ。はしていなかったޱで、։ܗग़した෦分はさ6.0̼のପԁݕ

遺構の۷にあたっては、横穴のॎํ向を３分ׂして۷した。ॎ断２の۷がྃした時で

横穴内のۭ間が確認できͣ、ͦれҎ上の۷も不可能となったため、重機で天井をআڈした。横

穴の全は3.16̼である。主࣠は西で40°北ৼる。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌからࣨݰにかけては、なだらかなࣼ面となっている。墓道ઌとԞนの

ൺ高は地山で測って0.28̼ある。墓道とત道は明ྎに区分できないが、横断１（̱－̱ʟ）ではଆ

นが内しており、この近まで天井が存在した可能性がある。ࣨݰにはକがないため、ત道と

の区分は明ྎではない。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰのࠨଆ辺はԞนにରして֯に墓道ଆのͼており、Ԟนか

ら1.16̼のとこΖで۶ۂして෯をڱめる。一ํのӈଆ辺は、Ԟนから墓道ଆ෯をڱめながらの
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ͼている。ࣨݰの最大෯は1.36̼である。分ྨでは̘ྨとしてཧղした。

天井はԞน下から測って0.4̼分存していた。ࣨݰ内にۭ間が存在していなかったため、

天井内のܗঢ়は不明である。Ԟนの存ঢ়گはྑではなく、本དྷのܗঢ়は不明である。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上には、地がなされている。墓道では、第̓・̔層が̑Dm程度のްさでஔかれている。

からࠨ、では؍の第19・25・26層が20Dm程度のްさで存在している。横断２（̲－̲ʟ）のࣨݰ

ӈにむかってࣼめに土が重なっており、ଞの横穴でみられる地とは様相がҟなるが、่落やྲྀ

ೖした土ではないことから、これらの層も地と判断した。ࣨݰの地層より上Ґにଯ積する土

第298ਤ　79号横穴平面・断面ਤ
１ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ３ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむ、ྲྀೖ土ʫ
２ɽ୶ԫ৭（2.5:8/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆนないし天井の่落
　　土、地山ᶘないしᶛ層ʫ
３ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、地山ᶗ層からのྲྀೖ土ʫ
４ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆนないし天井
　　༝དྷの地山をগしؚむʫ
̑ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のԁ
　　をଟくؚむ、地山ᶘないしᶛ層༝དྷ、ଆนないし天井の่
　　落土ʫ
̒ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
̓ɽփന৭（10:37/1）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、地ʫ
̔ɽԫփ৭（2.5:5/1）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山༝དྷ、地ʫ
̕ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、ଆนないし天井の่落
　　土、地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
10ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
11ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
12ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
13ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層༝
　　དྷ、ଆนないし天井の่落土ʫ
14ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層
　　༝དྷʫ
15ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土
16ɽにͿい৭（7.5:35/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程

　　度のԁをগしؚむʫ
17ɽにͿいԫ৭（10:34/3）࠭ ࣭土ʪ４～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをඇৗにଟくؚむʫ
18ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
19ɽփന৭（2.5:7/1）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ൺֱత࣭ۉ、いΘΏ
　　る࠭層だが地かʫ
20ɽփന৭（2.5:8/2）࠭ ࣭土、ؠ൫ʪඇৗにしまりのྑい、ࡉ
　　～中ཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層の天井の่落ࠢʫ
21ɽփ৭（10:36/1）ʪ、１～0.5ܘDm程度のԁからな
　　るʫ
22ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～中ཻ࠭ʫ
23ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
24ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをඇৗにଟくؚむʫ
25ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをগしؚむ、地かʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/2）࠭ ࣭土ʪ２～１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむ、地かʫ
27ɽԫᒵ৭（10:37/8）࠭ ࣭土ʪ、１ܘ～̑Dm程度のੴをଟ
　　くؚむ、地山ᶘないしᶛ層่落ʫ
28ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）ʪ、１ܘ～̑Dm程度のੴを
　　ඇৗにଟくؚむʫ
29ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
30ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層༝དྷʫ
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は、ଆน・天井の่落土（第２層）や、地山ᶗ層༝དྷと考えられるをஔくؚむ土（第17層）である。

։ޱ෦から横穴のۭ間内にྲྀೖしたような層が認められないことから、ൺֱతૣいஈ֊で天井が

่落したものと考えられる。ด࠹土と考えられる層は存在しなかった。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

遺物のग़土はなかった。

̓ʣ��߸ԣ ʢ̨̭݀���7ʣ

ᶃ֓ཁ

෦は存ޱでさ5.32̼、最大෯2.32̼である。天井がすべて่落しており、։ܗग़෦はݕ

在しなかった。遺構۷にあたっては、横穴のॎํ向を４分ׂして۷を行った。ॎ断３まで۷

した。横穴の全ڈが不可能となったため重機で天井をআがऴྃしたஈ֊で、ͦれҎ上の۷

は5.72̼で、主࣠は西で41°北ৼる。この横穴は中世にも墓として࠶ར༻されている。

ᶄنͱߏ

ุಓɾતಓ　墓道ઌとԞน下とのൺ高は、地山面で測って1.08̼ある。地山面は、墓道ઌ

から0.92̼にࣼมがあり、ൺ高0.72̼のࣼٸとなっている。ࣼมよりԞは、ඇ

ৗに؇やかなࣼとなっている。

ݰ （ࣨ平面ܗ・天井・Ԟน）　ࣨݰの最大෯は2.88̼である。ࣨݰのࠨଆ辺は、墓道ଆ෯をڱ

まりながらのͼている。一ํのӈଆ辺は、Ԟนにରしてほ΅֯に墓道ଆのͼており、Ԟนか

ら1.48̼のとこΖで۶ۂして෯をڱめながら墓道ଆのͼる。ここでの෯は2.24̼である。分ྨ

では̖ྨと̗ྨの྆ํの要ૉをもっている。

天井は、すべて่落しており存していない。Ԟนは、重機でআڈしたため上෦を؍でき

なかったがΞーνܗに෮原できる。

ᶅଯੵঢ়گ

地山上は、墓道からࣨݰまで第̓層にしたがって地されており、ࣨݰではॳ面となってい

る。墓道ઌのٸなࣼの෦分は、地である第̒層で埋められている。ࣨݰでは、第̓層の上

に第44層がおかれ、中世に墓として࠶ར༻されている。第44層はがࠞじった層で、層の最上面

は１～２Dmのްさがある७ਮな層となっている。ด࠹土と考えられる層は確認できなかった。

෦からྲྀޱは天井が大きく่落しているが、第56層や第58層はӍਫにうଯ積であり、։ࣨݰ

ೖしてきたものとみられる。したがって、࠶ར༻後の一定時間までは、天井はある程度存して

いたと考えられる。また、ࣨݰ近の土層؍では第28・32層などのӍਫによるྲྀೖ土と、天井

やଆนの่落土がޓ層ঢ়にଯ積しており、横穴内のۭ間が土で埋まっていくঢ়گが؍できる。

ᶆ遺ग़ঢ়گ

、の第̓層上面と第44層上面で、土器がग़土している。第̓層上面でग़土した土器にはࣨݰ

、のものがある一ํで、ׂれて̑Dm程度のഁย化したものもଟい。また、ഁย化したものはܗ
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0.5～0.7̼程度れて合する例があるほか、࠶ར༻面である第44層上面からग़土したものと

合する例がある。

したがって、人ҝతに土器がյされた可能性があるほか、横穴が࠶ར༻されるࡍにも遺物がཚ

されていると考えられる。

ग़土した土器は、須恵器ഋ̝の657・658がਖ਼Ґ、659がٯҐでのग़土である。須恵器ഋ̜֖

では、661・664がਖ਼Ґで、662がٯҐである。ಉ（666）は、ਖ਼Ґでのग़土である。須恵器 （֖667・

第299ਤ　80号横穴平面・断面ਤ
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668）はいͣれもٯҐ、ᰍᆵ（674）はਖ਼Ґである。

ͦ、かれࢃにがܗの平面ܗར༻面である第44層上面には、不࠶ の上に遺物がஔかれている。

第44層上面と第̓層上面とのϨϕルࠩは、0.1̼程度である。は、0.5ܘDm程の大きさで、まれ

にさ４Dm、0.7ܘDm程度のࢬঢ়をఄするものもある。土器は࠶ར༻の時期をࣔすന࣓と、ݩདྷ

１ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/4）࠭ ࣭土ʪ４ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、地山ᶗ層༝དྷのをଟくؚむ層ʫ
２ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ３～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむ、天井ないしଆน༝དྷの地山ᶘないしᶛ
　　層をؚむʫ
３ɽઙԫᒵ৭（10:38/3）ʪ、３～0.5ܘDm程度のԁから
　　なる層ʫ
４ɽ明փ৭（7.5:37/2）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
̑ɽઙԫᒵ৭（10:38/4）࠭ ࣭土ʪཻࡉ～中ཻ࠭、１ܘDm程度
　　のԁをଟくؚむ、地山ᶘないしᶛ層をؚむ、ด࠹土の可能
　　性ありʫ
̒ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪ２～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
̓ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土やや೪࣭ʪ極ཻ࠭ࡉ～ࡉ、
　　地ʫ
̔ɽ明ԫ（10:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ～ૈཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
̕ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
10ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ２ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をଟくؚむʫ
11ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁ
　　をগしؚむʫ
12ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、ଆนの地山ᶘないしᶛ
　　層༝དྷʫ
13ɽԫ৭（10:35/6）೪࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ、ۭ間にൺֱత時間を
　　かけてྲྀೖした土ʫ
14ɽ明৭（7.5:35/6）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁから
　　なる、天井ないしଆนの地山ᶚ層༝དྷʫ
15ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土やや೪࣭ʪ極１ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　Dm程度のԁをগしؚむ、Ӎਫなどにうྲྀೖ土ʫ
16ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土やや೪࣭ʪ極２ܘ、ཻ࠭ࡉ
　　～３Dm程度のԁをগしؚむ、Ӎਫなどにうྲྀೖ土ʫ
17ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ中～ૈཻ࠭、２～１ܘDm程度の
　　ԁをগしؚむ、ଆนの地山ᶚ層が่れた層ʫ
18ɽᒵ৭（7.5:36/6）࠭ ࣭土ʪ中～ૈཻ࠭、４～３ܘDm程度の
　　ԁをଟくؚむ、ଆนの地山ᶚ層が่れた層ʫ
19ɽ明ԫ৭（2.5:37/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶛ層༝དྷʫ
20ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土（ؠ൫）ʪ中～ૈཻ࠭、ଆนの地山
　　ᶛ層の่落ࠢʫ
21ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
22ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪࡉ～中ཻ࠭、地土かʫ
23ɽփԫ৭（2.5:7/2）࠭ ࣭土ʪ࣭ۉ土࣭࠭土、地ʫ
24ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉ、竹のࠜがଟくೖ
　　り土化進むʫ
25ɽփന৭（2.5:7/1）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁからな
　　る、地山の層が上から่れてきたものʫ
26ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ～ࡉ、Ӎਫに
　　よりଯ積した層ʫ
27ɽփԫ৭（2.5:7/2）ʪ、１～0.5ܘDm程度のԁからな
　　るʫ

28ɽにͿい৭（7.5:35/4）࠭ ࣭土ʪ極ཻ࠭ࡉ～ࡉ、Ӎਫによ
　　りଯ積した層ʫ
29ɽにͿいԫ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪ0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度の
　　ԁをଟくؚむʫ
30ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをଟくؚむʫ
31ɽにͿいԫ৭（10:35/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程
　　度のԁをଟくؚむʫ
32ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ極１ܘ、ཻ࠭ࡉ～ࡉDm
　　程度のԁをগしؚむ、Ӎਫによるଯ積層ʫ
33ɽࠇ৭（2.5:3/1）基൫層ࠢ、地山ᶙ層の่落ࠢ
34ɽにͿいԫ৭（10:36/3）࠭ ࣭土ʪ１～0.5ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度
　　のԁをগしؚむʫ
35ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、Ӎਫによるଯ
　　積層ʫ
36ɽにͿいԫ৭（2.5:6/3）ʪ、３～0.5ܘDm程度のԁか
　　らなるʫ
37ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭、Ӎਫ
　　によるଯ積層ʫ
38ɽԫ৭（2.5:5/3）࠭ ࣭土ʪ極ૈ࠭ࠞじり中ཻ࠭、１～0.5ܘ
　　Dm程度のԁをଟくؚむʫ
39ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
40ɽ৭（7.5:34/3）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、天井ないしଆน、่落土、
１Dm程度のԁをগしؚむʫܘ　　
41ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ʫ
42ɽઙԫ৭（2.5:7/3）ʪ、２～0.5ܘDm程度のԁからな
　るʫ
43ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のԁを
　　গしؚむ、天井ないしଆนの่落土ʫ
44ɽࠇ৭（7.5:32/1）層ʪは0.5ܘDm程度のࠢでكに0.7ܘDm
　　さ４Dm程度のࢬঢ়のものもあるʫ
45ɽઙԫ৭（2.5:7/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
46ɽにͿいԫᒵ৭（10:37/3）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
47ɽઙԫ৭（2.5:7/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじり１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程
　　度のԁを極গしؚむʫ
48ɽにͿいԫᒵ৭（10:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
49ɽにͿいᒵ৭（7.5:36/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
50ɽにͿいԫ৭（2.5:6/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭ࠞじりཻ࠭ࡉʫ
51ɽにͿいԫ৭（10:35/4）࠭ ࣭土ʪཻ࠭ࡉʫ
52ɽ୶ԫ৭（2.5:8/4）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、地山ᶘないしᶛ層の่
　　落土ʫ
53ɽԫ৭（2.5:8/6）࠭ ࣭土ʪૈཻ࠭、地山ᶛ層の่落土ʫ
54ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭、１ܘDm
　　程度のੴをؚむ、北ଆは地山ᶘ層่落土がࠞじるʫ
55ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪ１ܘ、ཻ࠭ࡉDm程度のੴをؚ
　　む、Ӎਫによるଯ積ʫ
56ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土、やや೪࣭ʪシルτࠞじる極ࡉ
Ӎਫによるଯ積ʫ、ཻ࠭ࡉཻ࣭࠭　　
57ɽԫ৭（10:35/6）࠭ ࣭土ʪཻࠞ࠭ࡉじり中ཻ࠭、ยؚむʫ
58ɽ明ԫ৭（10:36/6）࠭ ࣭土、やや೪࣭ʪシルτࠞじる極ࡉ
Ӎਫによるଯ積ʫ、ཻ࠭ࡉཻ࣭࠭　　
59ɽԫ৭（10:35/8）࠭ ࣭土ʪ中ཻ࠭、１～0.5ܘDm程度のੴ
　　をଟくؚむ、地山ᶛ層ࠞじる、Ԟน่落土かʫ
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第300ਤ　80号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（１）　̓層上面
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は第̓層上面にଐしていたとみられる須恵器がある。ന࣓はほ΅ܗであるのにରし、須恵器は

ഁย化したものがଟい。須恵器ഋ̜（679）はٯҐ、土師器ഋ （̘683）もٯҐでのग़土である。ന

（࣓684・685）はਖ਼Ґである。

ᙈ体෦ย（681・682）は、第44層上面の遺物とಉ時にऔり上͛たが、Ϩϕルは第44層上面よりも

高く、第41層中にଐする遺物である。

ᶇग़遺

ग़土遺物には土器、ࣖ、鉄器がある。土器のҟ種は須恵器ഋ̝、ഋ̜、༗֖高ഋ֖、ແ֖高

ഋ、ᰍᆵ、ఏළ、ᙈ、土師器ഋ̘、ന࣓、ന࣓ࡼである。

656～676・681・682は第̓層上面からग़土したものである。須恵器ഋ̝（657・658）は、डけ

෦の一෦にম成時のփがணしており、֖をඃせてম成したと考えられる。676は、ॎ断３南

を۷中にग़土したものである。須恵器ഋ̜ （֖663）の土は、678とࣅており、ಉ一࢈地のもの

と考えられる。661は、天井෦֎面にম成時のփがணしており、ਖ਼Ґでのম成と考えられる。

須恵器ഋ̜（666）は、ޱԑが大きくんでいる。須恵器ᰍᆵ（673）は、ఈ෦֎面をϩΫϩέズ

第301ਤ　80号横穴遺物ग़土ঢ়گਤ（２）　44層上面
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第302ਤ　80号横穴ग़土土器
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リ調する。֎面にম成時のփがணしており、10.7ܘޱDm程度の

ものとの重Ͷমきしていたࠟ跡がっている。ࣖ（686）は、中࣮

の金である。։ޱ෦は全にดじている。全体が੨に෴Θれて

いるが、͝く一෦で金৭が؍できる。

677～680・683～685・687は、第42層上面からग़土したものである。

須恵器ഋ̜ （֖678）は、天井෦֎面にম成時のփがணしており、

ਖ਼Ґでのম成と考えられる。土師器ഋ （̘683）は内面に一ஈ์ࣹ҉

文をࢪす。҉文はややࠨ上りで、ࡶな印をडける。ఈ෦֎面の調

は不定ํ向のέズリである。ന࣓（685）ࡼは、ࠐݟみ෦にはᬵの

かきとりࠟ跡がある。

鉄（687）は、ઌからܪ৲まで存している。ఝ穴がܪの中

央にあることがಁաࣸਅで分かった。

ग़土遺物の年代は、須恵器ഋ̝がすべてϔϥΩリ調で֖ܘޱ

が10Dm程度であることから、松井ᶙD期～松井ᶚ期の෯で考えられ

るが、ഋ̜のఈ෦調がέズリのものがؚまれていることから松井

ᶙD期とすべきか。ͦの一ํ、ಁかしがೋஈ三ํのແ֖高ഋやϘタ

ンঢ়のࣖをもつఏළがؚまれており、ఏළの時期から松井ᶘ期と

Ґஔづけられる。ന࣓は、12世لとみられるものである。

̔ʣ�1߸ԣ ʢ̨̭݀��1�ʣ

খさな谷地ܗのԞ෦に存在する横穴である。４τϨンνの北෦

にあり、調査区֎にもଓいている。ݕग़෦は、ԁܗでさは0.5̼、

ޱग़෦の上෦にさ0.25̼、෯0.1̼の։ݕ。ग़෯は2.5̼であるݕ

෦があったため横穴と判断した。։ޱ෦はڱく、Ԟのঢ়گは؍で

きなかった。؆қശईをࠩしೖれると、Ԟには２̼Ҏ上のۭ間がଓ

いていた。ۭ間が存在していることや、近の横穴のঢ়گから判断

すると、ત道ないしࣨݰ෦分をݕग़したものと考えられる。本横

穴は調査区֎ଓいていることから遺構۷を行Θなかった。

̕ʣ̐ τϨϯνͷ遺ߏ֎ग़遺

687は、和ಉ։ᘘである。ഉ土から࠾औされたものである。

第304ਤ　80号横穴ग़土鉄

第303ਤ　80号横穴ग़土ࣖ

第305ਤ　４τϨンνग़土મ՟
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̒ ɽͦ ͷ ଞ ͷ τ Ϩ ϯ ν

̍ʣ̏ τϨϯν

東西谷෦にڬまれたඌࠜ෦において、遺構の༗ແを確認するために設定した調査区である。地

第306ਤ　３・̑τϨンν平面・断面ਤ
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ද下1.6̼で地山を確認し、地山上で柱穴・土

坑を確認した。

ग़遺　689～693は、いͣれも遺構ਫ਼査

中にग़土した弥生土器である。689はᙈޱԑ、

690～691はఈ෦である。693は高ഋないし器

の٭෦である。

̎ʣ̑ τϨϯν

西谷෦の東ࣼ面において、遺構の༗ແを確

認するために設定した調査区である。地山は、

最ਂ෦では地ද下1.8̼でݕग़したが、遺構・

遺物はみつからなかった。

̏ʣ̒ τϨϯν

丘陵東ࣼ面において、遺構の༗ແを確認するために設定した調査区である。地山を地ද下2.1

̼でݕग़したが、遺構・遺物はみつからなかった。

̐ʣ̓ τϨϯν

丘陵東ࣼ面の、ඪ高が低いҐஔで遺構の༗ແを確認するために設定した調査区である。地山面

でਫ਼査を行ったが、遺構・遺物はみつからなかった。

̑ʣ̕ τϨϯν

調査ର地の東にある丘陵Ҍ෦において、遺構の༗ແを確認するために設定した調査区である。

地ද下1.96̼で地山を確認したが、遺構・遺物はみつからなかった。

̒ʣ1�τϨϯν

調査地ର地の東にある丘陵Ҍ෦のඪ高が低いҐஔにஔいて、遺構の༗ແを確認するために設

定した調査区である。地山面でਫ਼査を行った݁Ռ、ࣗવのখさなۼみなどを確認したが、遺構・

遺物はみつからなかった。

̓ʣ11τϨϯν

西谷෦の最Ԟ෦に設けた調査区である。南นでは東西ࣼ面の地山が３mのڑで向き合ってお

り、本τϨンνのやや南が谷಄であるとみられる。地ද下0.4̼で地山をݕग़したが、ࣗવの落

ちࠐみ（̨̭1101）をݕग़したのみであり、遺構はݟつからなかった。谷のఈ面からは、上ํから

స落してきたと考えられる弥生土器がग़土している。

第307ਤ　３τϨンνग़土土器
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第308ਤ　̒・̕τϨンν平面・断面ਤ
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第309ਤ　10・11τϨンν平面ਤ



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-３û３-

ग़遺　694～698は谷

ఈからग़土した弥生土器で

ある。694は高ഋのޱԑ෦

で、695は高ഋの٭෦であ

る。696は、器の٭෦で、

ԁܗのಁかしは෮原̑୯Ґ

である。697はᙈのޱԑで、

698はম成前ઠのあるఈ

෦である。

699・700は、11τϨンν

周辺からද面࠾集したもの

である。699はۭ輪、700は

地輪である。

̔ʣ1�τϨϯν

東西谷෦にڬまれたඌࠜ

෦において、調査ର地の

北で遺構の༗ແを確認す

るための調査区である。地

ද下0.4～0.6̼で地山をݕ

ग़したが、遺構、遺物はみ

つからなかった。

第310ਤ　11τϨンνग़土土器

第311ਤ　11τϨンν࠾集ޒ輪ౝ

第312ਤ　13τϨンν断面ਤ
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̓ ɽ૯ 　 ׅ

ʢ̍ʣԣ݀ͷ֤આ

ᶃԣ݀ͷͱங （ॱද２）

まͣ、松井横穴群全体としての時期をみてみる。ࣨݰからग़土した土器から、最も古い時期に

Ґஔづけられる横穴は71・72号横穴で、確࣮に松井ᶗ期にҐஔづけられる須恵器ഋ̝がग़土して

いる。横穴のங造が最もんなのは、松井ᶘ～ᶙ期である。一ํ、最も新しくҐஔづけられる横

穴は、松井ᶛ期のなかでも新しい特をࣔす土器がग़土している54号横穴である。ここからग़土

した須恵器ഋ̗は、飛鳥ᶚ～平城ᶘの範囲でଊえられるものであるが、ܘ高ࢦ数は飛鳥ᶚ・ɒ （ʹ

平城ᶗ）に近い要ૉをもっている。これらを࣮年代にあてはめると、全体では̒世ل後に横穴

のங造がはじまり、̓世ل～̔世لॳ಄までங造がଓいていたといえる。これらのうち一෦の

横穴は中世に墓として࠶ར༻されており、ͦ の年代は瓦器から12世ل後～13世ل前である。

ࣨݰ
松
井
Ⅰ
期

松
井
Ⅱ
期

松
井
Ⅲ
ａ
期

松
井
Ⅲ
ｂ
期

松
井
Ⅲ
ｃ
期

松
井
Ⅳ
期

松
井
Ⅴ
期

松
井
Ⅵ
期

備考
ܕྨ

玄
室
奥
幅
尺

人
骨

礫
床
・
棺
台

釘

12 号横穴 ̗１ 7

13 号横穴 ̗ 7.5

14 号横穴 ̗２̰ 6 ˓ 土器なしࣨݰ

15 号横穴 ̖１̱ 6

16 号横穴 ̗２̰ 8 ˓

17 号横穴 ̖２ 5

18 号横穴 ̗２̱ 10 ˓

19 号横穴 ̖２ 5 ˓

20 号横穴 ̗２̰ 7

21 号横穴 ̖２ 7 遺物なしࣨݰ

22 号横穴 ̖２ 6 か

23 号横穴 ̖２ 6

24 号横穴 ̖２ 5

25 号横穴 ̗１̰ 7

26 号横穴 不明 6 遺物なしࣨݰ

27 号横穴 ̖ 6

28 号横穴 ̖ 6

29 号横穴 ̖２ 6 ˓

30 号横穴 不明 ʕ 遺物なしࣨݰ

31 号横穴 ̗２̰ 6

32 号横穴 ̗２̰ 8 中世

33 号横穴 ̖２ 7

34 号横穴 ̗２̰ 6 ˓ ˓

35 号横穴 ̖２ 6

36 号横穴 ̗２̰ 6

37 号横穴 ̘ 4

ද２　横穴の時期
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38 号横穴 ̖２ 5

39 号横穴 ̖２ 6

40 号横穴 ̖２�̗２̰ 6 ˓ 陶棺

41 号横穴 ̗２̱ 9.5

42 号横穴 ̖２ 5 か 遺物なしࣨݰ

43 号横穴 ̗２̰ 7 ˓

44 号横穴 ̗２̱ 9

45 号横穴 ̖２ 6 ˓

46 号横穴 ̖２�̗２̰ 6 ˓

47 号横穴 ̖２ 7 ˓

48 号横穴 ̗２̰ 7 ˓

49 号横穴 不明 ʕ ཚうける

50 号横穴 ̖２ 6 ˓ ˓

51 号横穴 ̖２ʴ̗２ 6 か ˓

52 号横穴 不明 ʕ 遺構۷せͣ

53 号横穴 ̗１ 7

54 号横穴 ̗１ 8

55 号横穴 ̗２̰ 6 遺物なしࣨݰ

56 号横穴 ̗２̰ 6

57 号横穴 ̖２ 5 遺物なしࣨݰ

58 号横穴 ̘ 3.5

59 号横穴 ̖２ 6 ˓

60 号横穴 ̖２ 6 か 遺物なしࣨݰ

61 号横穴 ̖２ 5 ˓

62 号横穴 ̗２̰ 8 ˓

63 号横穴 ̖１�̖２ 6

64 号横穴 ̖１̰ 6 か

65 号横穴 ̖１̱ 7.5

66 号横穴 ̘ 3.5

67 号横穴 ̖１̰ 7 ˓

68 号横穴 ̖１̰ �̖１̱ 6 ˓

69 号横穴 ̖２ 6 ˓

70 号横穴 ̖１̰ 6 ˓ ˓

71 号横穴 ̖１̰ 7

72 号横穴 ̖２ 7 ˓

73 号横穴 不明 ʕ 遺構۷せͣ

74 号横穴 ̗２̰ 6 か ˓

75 号横穴 ̖２ 7

76 号横穴 ̖２ 6

77 号横穴 ̖ 6 ˓

78 号横穴 ̖１�̖２ 7

79 号横穴 ̘か 4 か 遺物なしࣨݰ

80 号横穴 ̖ʴ̗ 8

81 号横穴 不明 ʕ 遺構۷せͣ

ഁઢは土器の時期ܾ定に時間෯のあるもの
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次に、τϨンν͝とに時期をみてみる。12τϨンνでは松井ᶘ～ᶛ期の横穴があるが、松井ᶗ

期にҐஔづけられる横穴がない。横穴のஔでは、松井ᶘ期である27～29号横穴や松井ᶙ～ᶚ期

の22～25号横穴のように、近いҐஔにある３・４基の横穴がಉじ時期に造られている向にある。

１τϨンνでは、40号横穴より北にҐஔする横穴は松井ᶘ期ないし松井ᶗ～ᶘ期である。これ

にରして、39号横穴より南では（38号横穴をআいて）松井ᶙ期Ҏ߱の時期をࣔしており、τϨンν

北の横穴が古く、南が新しいという時期ࠩがみとめられる。ಉ様の特は２τϨンνでも認

められる。

２τϨンνでは、松井ᶗ期にҐஔづけられる71・72号横穴がτϨンνの北にあり、次の松井

ᶘ期にҐஔづけられる64・66～70号横穴もやはりτϨンνの北ଆに分布している。63号横穴より

も西や南にある横穴はすべて松井ᶙ期Ҏ߱となっている。よって谷෦にある１・２τϨンνでは

北の谷ޱから南の谷಄に向かってॱに横穴が造られていたと考えられる。これは須恵器ഋ̝の法

ྔ分布からも認することができ（第313ਤ）、ܘޱの大きなものや、֖の天井෦とのఈ෦֎面

をϩΫϩέズリ調するものが北にҐஔする横穴にଟいという向がある。１・２τϨンνをൺ

ֱすると、松井ᶙ期に該当する横穴は１τϨンνでは一定数存在するが、２τϨンνではগない。

。に松井ᶚ期Ҏ߱の横穴は、２τϨンν南෦に̑基存在するのにରして、１τϨンνではগないٯ

つまり、ಉじ谷の西と東のࣼ面にあたる１τϨンνと２τϨンνは時期తにิ関にある。

４τϨンνでは、松井ᶗ期にҐஔづけられる横穴はなく、松井ᶙ期の77号横穴をআくと、ͦれ

Ҏ֎はすべて松井ᶘ期にங造された横穴である。横穴のஔと時期については、特をみいだす

ことができない。

ᶄԣ݀ͷج本ߏ

すべての横穴は、墓道ઌにରしてࣨݰがඪ高の高いҐஔに造られている。ඪ高の低い墓道෦

は地山ᶜ層にあり、ત道やࣨݰの天井は地山ᶙ・ᶚ層、ଆนは地山ᶛ層に造られる。これは地山

の中でも最もకまりのྑい地山ᶙ・ᶚ層の෦分に、最もڧ度がٻめられる天井がくるようにҙࣝ

して造られていたと考えられる。

Ճ໘　地山面は墓道ઌからࣨݰԞにかけては上りࣼとなっており、地山面には్中で

ࣼมやஈが設けられる。特に、墓道ଆではࣼの֯度がٸであり、ஈも墓道ଆに設けられる

ものはൺ高が20～30ᶲ程度ある大きなものである。また墓道ଆに設けられる地山のஈは、ൺֱత

時期の新しい横穴のํが、ൺ高が大きいという向がある。

ત道からࣨݰにかけてのҐஔのஈは、ൺ高数Dmのখさなもので、これらのஈは墓道とત道、

ત道とࣨݰといった横穴֤෦のڥ界近に設けられる。ただし、地山のஈとࣨݰのକのҐஔをみ

ると、ີݫにはରԠしておらͣ、地山のஈのみをもって横穴֤෦を分けることはできない。

　地山上には地がなされる。地土のްさは墓道ଆでްく、ࣨݰଆではബい。地山面の

ஈやٸなࣼは地土で埋められ、地上面は墓道ଆからࣨݰଆとなだらかな上りࣼとなっ

ている。ى෬にむように۷られた地山面であるが、ͦれを地土で埋めてしまう要因の１つと

して、ഉਫが考えられる。横穴のఈ面に該当する地山は、೪࣭なシルτ࣭土の地山ᶜ層である。
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第313ਤ　ࣨݰग़土須恵器ഋ)の法ྔ分布
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地山ᶜ層はಁਫ性がないため、天井やଆนからのӍਫのᕷみग़しを֎෦ഉग़ॲཧするඞ要があ

る。ࣨݰ内で༙ਫがසൟに認められた20号横穴では、ࣨݰの地山面にഉਫߔが۷られ、ഉਫߔの

ઌは墓道ଆの地層ൈけていた。つまり、地土が҉ڎঢ়のಇきをして、横穴内のӍਫを墓

道ઌഉग़するみになっていたと考えられる。

ด࠹　天井ೖޱ෦の地山上には、Ϛンドঢ়に土がஔかれด࠹される。墓道からત道にかけて

のఈ面で主࣠とަしたߔなどがݕग़される例はないため、すべての横穴は൘やを༻いたด࠹

ではなく、天井ೖޱ෦に土を積んでด࠹されていたと考えられる。ただし、ด࠹土の高まりの上

には天井からの่落土や上ํからのྲྀೖ土もଯ積しており、ݱ地の土層؍において、土層の高

まりのうちどこまでをด࠹土と判断するかは、しいۀ࡞であったはड़べておきたい。33・39

号横穴では時期のҟなるด࠹の可能性がある土層を確認した。また20・43号横穴ではのࡍ、

ด࠹土の高まりを่した土を墓道ଆૡきだしてۉした可能性がある土層を確認した。女谷・荒

坂横穴群の発۷調査では、ด࠹後にત道や墓道をҙਤతに埋めたと報告されており
ㅭ㉅119ㅮ

、今後の調査

ではด࠹土のみでなく墓道のଯ積ঢ়گについてもよりҙして؍していくことがٻめられるで

あΖう。

ᶅࣨݰྨͱ༻ई

今回の報告では横穴のࣨݰを̓つに分ྨしたが、ͦの前ఏとしてࣨݰのܗや規模が、ईを基

に設計されていたと考えられた。֤ྨܕの代ද例を２例ͣつ͛ڍてݕ౼してみよう（第314ਤ）。

̖ྨはԞนにରして、ࣨݰの྆ଆ辺がほ΅֯に墓道ଆのͼるものである。̖１̰ྨはശܗ

のࣨݰにईڱまるକがつくものである。67号横穴はӈଆ辺の墓道ଆが大きく֎にらんでいる

が、この෦分をআいてݟると、ࣨݰの最大෯は̓ई෯のํ؟にほ΅一கする。Ԟนとଆนのଓ

は۱ؙであり、̓ई෯のํ؟の内ଆに収まるため、࣮ࡍのԞน෯は̓ईよりもڱい。ࣨݰのࠨଆ

辺は、Ԟนからほ΅11ईの所でई内ଆ෯をڱめてକを造っている。このようにईを基にした

規֨性がӐえることから、ӈଆ辺のらみは、横穴ங造ஈ֊での設計とのࠩޡやଆนが่落して

生じたものと考えられる。70号横穴は、କ近でࣨݰのࠨଆ辺がらんでいるが、Ԟน近のݰ

ࣨ෯をみると̒ई෯のํ؟にほ΅一கしており、ࠨଆ辺のらみはங造ஈ֊での設計とのࠩޡと

考えられる。ࠨӈのଆ辺はԞนからほ΅13ईの所でई内ଆ෯をڱめ、କを造っている。

̖１̱ྨはശܗのࣨݰに１ई程度ڱまるକがつくものである。15号横穴はࣨݰ෯が̒ईで造ら

れていると考えられる。ӈଆ辺はுになっており、Ԟน෯は̒ईよりもڱい。Ԟนから10ई

近の所で྆ଆ辺が内ଆ۶ۂし、କを造っている。କがڱまりは、ࣨݰの設計෯より１ई内ଆ

෯がڱまるようにしていたようにӐえる。65号横穴はࣨݰ෯が6.5ईである。ईの数ईとな

らないが、高ྷईとも一கしない。Ԟนからକまでのさは、ࠨଆ辺で11ई、ӈଆ辺は10ईで内

ଆ۶ۂする。ࠨକの۶ۂ෯ࣗ体はई程度であるが、全体でみるとࣨݰ෯の１ई内ଆにあたる

෦分にକがくるようになっている。

̖２ྨはࣨݰがശܗの෦分から、෯をڱめてત道・墓道ଓするものである。61号横穴はݰ

ࣨ෯が̑ईである。Ԟนから、ࠨଆ辺は̒ई、ӈଆ辺は̑ईの所で۶ۂして墓道ଆ向かって෯
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をڱめる。75号横穴はࣨݰ෯が̓ईで、ࠨӈのଆ辺はԞนから10ईの所で۶ۂして෯をڱめる。

̗ྨはԞนにରして、ࣨݰの྆ଆ辺が෯をڱめながら墓道ଆのͼるものである。̗１ྨはକ

をもつものである。12号横穴はࣨݰ෯が̓ईである。྆ଆ辺はԞนから墓道ଆ̑ईのͼる間に

１ईͣつ෯をڱめ、କのڱまりも１ईͣつである。54号横穴はࣨݰ෯が̔ईで、Ԟนから墓道ଆ

̕ईのͼる間に１ईͣつ෯をڱめている。

̗２ྨはԞนから墓道ଆ෯をڱめながらのͼるもので、ࣨݰ෯は̔ईまでのものを̗２̰ྨ、

෯は43号横穴が̓ई、62号横穴ࣨݰ。いものを̗２̱ྨとした෯が̕ईҎ上あるより෯のࣨݰ

が̔ई、44号横穴が̕ईでईの数ईと一கする。ͦの一ํで41号横穴のࣨݰ෯はईとは一

கせͣ、高ྷईの̔ईと一கしている。̗２ྨはକを༗しないためࣨݰとત道の区分が不明ྎで

あるので、ईのํ؟を基४にࣨݰの෯のڱまり۩合をみると、43号横穴では11ई、62号横穴では

̓ई、ͦれͧれԞนから墓道ଆのͼる間に྆ଆ辺が１ईͣつ෯をڱめており、ほ΅ࠨӈରশに

なっている。

第314ਤ　ࣨݰ規֨のݕ౼
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̘ྨはଞの横穴にൺべてখさなもので、ࣨݰ෯が４ईҎ下のものとした。37号横穴は࣮ࡍのݰ

ࣨ෯が４ईڧあるが、本དྷは４ईで設計されていたと考えられる。66号横穴はԞน近の෯が

3.5ई、最大෯は４ईある。ಉじく̘ྨの58号横穴がࣨݰ෯3.5ईであることから、66号横穴も

数ईではない3.5ईで設計されていた可能性がある。

Ҏ上のように、ࣨݰの平面ܗをईのํ؟に重Ͷてみると、ࣨݰ෯、କのҐஔ、墓道ଆのڱ

まりはํ؟とほ΅一கしている。ͦの一ํでࣨݰの平面ܗのみや、ࠨӈのଆ辺がඇରশになっ

ている合も認められた。これは松井横穴群が造られる地山はඇৗに੬い大ࡕ層群であることか

ら、࣮ࡍのங造にあたっては生じたࠩޡと考えられ、横穴のங造にઌཱってईを༻いた設計が存

在したことがӐΘれる。

今後、南山城地域の横穴でもಉ様の規֨性が存在するのか、ݕ౼することがඞ要であΖう。ま

た41号横穴の例のように、ඞͣしもईと一கしないものをどうଊえるかが՝である。南山城

地域の横穴式ੴࣨについては、ईによる設計がすでにࢦఠされており、̒世ل前༿から中༿にか

けて高ྷईによるـ内ܕ横穴式ੴࣨが定ܕ化し、̓世ل前༿にはईがΘれ࢝まるとされてい

る
ㅭ㉅120ㅮ

。松井横穴群でのಈ向はこのࢦఠと一கしないもあり、横穴式ੴࣨでの༻ईもަえて今

後ݕ౼しなけれならない。

ᶆܕྨࣨݰͷࠩظ࣌

まりがई程度の̖１ڱする。ま̖ͣྨであるが、̖１ྨでもକの؍と時期を֓ܕの֤ྨࣨݰ

̰ྨは全体で４基ある。松井ᶗ期から認められ、松井ᶙ期Ҏ߱では存在しないためより古いྨܕ

といえる。କのకまりが１ई程度である̖１̱ྨは全体で２基ある。松井ᶙD～ᶛ期で認められ、

ൺֱత新しいྨܕと考えられるが、̖１̰ྨと̖１̱ྨの྆ํの特を༗する68号横穴は松井ᶘ

期にଐする。̖２ྨは全体で22基あり、最もଟいྨܕである。ࣨݰのྨܕがΘかる横穴（63基）中

で34.9ˋをめている。次に̗ྨである。̗１ྨは全体で３基とগないが、ग़ݱは松井ᶙ̲期Ҏ

߱であることから時期తに新しく、明らかに後ग़のྨܕである。̗２̰ྨは全体の20.6ˋをめ

る13基が存在し、̖２ྨに次いでଟいྨܕである。時期は松井ᶘ～ᶚ期の間に認められる。

Ԟの෯が̔ईҎ上の̗２̱ྨは全෦で３基ある。時期は松井ᶘ期を中৺とした時期で認めࣨݰ

られる。最後に、ࣨݰԞの෯が４ईҎ下である̘ྨは全体で４基存在する。このうち時期が判明

するものは２期のみであるが、松井ᶘ・ᶙ期で認められる。

Ҏ上をまとめると（第315ਤ）、̖１̰ྨは松井ᶗ期から認められ松井ᶙ期では࢟をফしている

ことから、古いྨܕとしてҐஔづけられる。一ํ、̗

１ྨは松井ᶙ̲期Ҏ߱にग़ݱしており、新しいྨܕで

ある。̖１̱ྨも新しいྨܕの可能性がある。ͦのଞ

のྨܕは、松井ᶘ期Ҏ߱に存在しているが明ྎな時期

ࠩは認められないが、̗２ྨのうち෯がい̗２̱ྨ

は松井ᶘ・ᶙ̰期にあり、松井ᶚ期まで認められる̗

１̰ྨよりもૣく࢟をফしている。第315ਤ　松井横穴群におけるܕྨࣨݰのফ
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より古いྨܕと考えられる̖１̰ྨと̖１̱ྨのҧいは、କの෯のҧいである。କを༗する横

穴のࣨݰには横穴式ੴࣨからのӨڹもࢦఠされており
ㅭ㉅121ㅮ

、横穴式ੴࣨもؚめたݕ౼が今後の՝と

なるであΖう。後ग़のྨܕである̗１ྨは、̖１ྨの要ૉであるକと、̗ྨの要ૉである墓道ଆ

向かってڱまる྆ଆ辺を༗しているものであり、̖１ྨとはҟなり横穴としてのܕ式ม化の中

で成ཱしたྨܕの可能性がある。今後は南山城地域全体を通じてܕྨࣨݰをݕ౼するඞ要があり、

松井横穴群でみられた時期ࠩが南山城地域全体でもಉ様のものであるのかݕ౼するඞ要がある。

ᶇ۷ʹࣨݰΒΕͨ݀ʹ͍ͭͯ

31号横穴のࣨݰԞนと32号横穴のࣨݰଆนの間は0.4̼ܘ、さ1.52̼の穴が۷られ、྆横穴の

0.48̼ʷ0.4̼、さ0.36̼の穴が۷らܘがこの穴で᷷がっていた。45号横穴と46号横穴ではࣨݰ

れ、྆横穴のࣨݰଆนを連݁している。このଞにも横穴間をܨぐものではないが、0.4̼ܘ程度

の穴が65号横穴と77号横穴に۷られている
ㅭ㉅122ㅮ

。

南山城地域にを向けてみると、狐谷横穴群（３号）や女谷・荒坂横穴群（女谷̗ࢧ群17号、女

谷̘ࢧ群̑号、荒坂̗ࢧ群13号）でࣨݰのԞนやଆนを۷りۼめている。ൺֱతྨ例がଟいこと

から、南山城地域の横穴では通༗のものとଊえられる。このようなࣨݰの加がなͥ行Θれて

いたかは不明であるが、ࣨݰ間のԞนやଆนに穴を؏通させるものについては、ҙਤతに横穴ど

うしを͛ܨていたと考えられる。31号横穴と32号横穴はともにࣨݰのྨܕが̗２̰ྨで、ࣨݰग़

土土器の時期も大きな時間ࠩがない。46号横穴のࣨݰは̖２ྨと̗１̰ྨの྆ํの要ૉをもつが、

45号横穴は̖２ྨであることから、ࣨݰのྨܕは近しい。ࣨݰग़土土器の時期は46号横穴が古く、

45号横穴が新しい要ૉをもっているが、松井ᶘ期で重ෳする時間෯がある。

このようにྡしており、かつܕྨࣨݰや時期が近しい横穴のࣨݰが穴で連݁されており、ま

た45・46号横穴のࣨݰ内にはۭ間をしていたことからも、ྡする横穴を認知しており、ͦれ

とҙਤతに݁ͼつこうとするҙࣝがӐえる。例え݂ԑ関など、横穴間を݁ͼつけるものがԿ

であるのかをݕ౼していくことが、今後の՝となる。

ᶈຒͷݕ౼　

ຒࢪઃ　ࣨݰ内のい範囲にଟ数のをするচঢ়のものは、16・18・19号横穴など12τ

Ϩンνの横穴にのみ認められており、横穴群全体の中で埋ࢪ設の地ࠩが存在する。

ఝがग़土している横穴は33・40・74号横穴のみであり、棺が༻される例は極めてগなかっ

たと考えられる。ଟくの遺体は、製の
ㅭ㉅123ㅮ

൘やࣨݰのচ面にஔかれたと考えられる。ఝがग़土

する横穴のׂ合は女谷・荒坂横穴群にൺべてগない。

ਓࠎͱຒҐஔ　今回の発۷調査では、中世の࠶ར༻面をআいて、18基の横穴から人骨がग़土

した。ղֶతҐஔをอっている可能性があるもの（69・70・72号横穴）もあるが、明らかにվ

されたもの（29・34・43・45・50・51・61・62・77号横穴）のํがଟい。る46～48・59・67・68

号横穴については判断がつかなかった。女谷・荒坂横穴群の発۷調査をडけたݕ౼では、ૹの

֤ஈ֊で骨を֎しಈかす行ҝが想定されているが
ㅭ㉅124ㅮ

、ここではॳのஈ֊で遺体のஔと಄Ґ・主

࣠ํ向について考えてみたい。
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まͣ、ࣨݰ内での遺体のҐஔと遺体のํ向が確࣮にΘかるのは、人骨がղֶతҐஔをอって

いる可能性がある例である。69・70・72号横穴が該当する。この３基の横穴の例では、遺体は横

穴の主࣠に平行で಄が墓道ଆを向いており、２～３体の遺体がฒྻしてฒべられるというڞ通し

た特がある。

次に、遺体ํ向はΘからないが、ࣨݰ内での遺体のҐஔと主࣠ํ向がほ΅確࣮にΘかる例があ

る。ͦれは、をํܗの範囲にෑき٧めたものや、棺のҐஔが想定されるものが該当する。

16・19号横穴ではํܗにをෑいた範囲があり、ͦのํܗの۱にあたる෦分ではଞより大き

ながஔされている。ఝがग़土していないことから、遺体をࡌせた൘の存在が想定される。

ํܗにෑかれたはࣨݰの中央にあるが、どちらもࣨݰの主࣠にରして֯度がややৼれており、

特తである。40・50号横穴はいͣれもఝがग़土しており、ఝのग़土Ґஔや、棺と考えられる

のஔから棺のҐஔを想定することができる。ͦのҐஔはࠨࣨݰӈどちらかにدっており、

。の主࣠にほ΅平行しているࣨݰ

最後に、土器ປやࣖを基にして遺体の಄のҐஔがΘかる例がある。土器ປは、土器の上に಄

と考えられる骨ยやค化した骨がग़土したもの、土器のತ面を上にした土器が２ݸ体ฒんでいる

ものをປとした。例え76号横穴ではࣨݰのࠨଆにਖ਼Ґの須恵器ഋ̝֖２と、２がฒべら

れており、土器ປと考えられる。土器２を݁んだઢは、ࣨݰ主࣠ํ向とަしていることから、

遺体の಄のํ向は分からないがࣨݰの主࣠に平行して遺体がஔかれたと෮原することができる。

ࣖは、0.2̼程度のڑで２がฒんでग़土している合、ࣖにணしていたものが落し

たと考えられる。遺体のٺが進行して骨を֎すのվが可能になるよりも、ૣいஈ֊で

ࣖᐗがٺしてࣖが落すると予想されるからである。ࣖについても、遺体の主࣠ํ向を෮

原することができる。

このようにしてݕ౼した݁Ռ、ॳ時にࣨݰ内に遺体がஔかれるҐஔと֯度は、おおよͦ次の

３ଶに集約することができた（第316ਤ）。

　　̖ύターン：ࣨݰ主࣠に平行で、ࣨݰ内のࠨӈどちらかにدってஔかれる

　　̗ύターン：ࣨݰの中央にஔかれ、֯度はࣨݰ主࣠に平行よりややৼれる合がଟい

　　̘ύターン：ࣨݰ主࣠にほ΅ަしてஔかれる　

̖ύターンは最もଟく、15・29・36・40・47・50・69～72・75・76・78号横穴で認められる。

棺が想定される40・50号横穴は、どちらもこのύターンにあてはまる。人骨がղֶతҐஔを

ཹめている可能性がある69・70・72号横穴では、すべての人骨が಄を墓道ଆ向けており、遺体

の主࣠の֯度と಄のҐஔのみ判明する横穴例でも、ଟくが಄を墓道ଆ向けていたと考えられる。

例え、78号横穴のࠨࣨݰଆには、ࣖとປの可能性がある土器があり、遺体がࣨݰの主࣠ํ向

に平行してஔかれていたと考えられる。ࣖとປのҐஔよりも墓道ଆには、土器がෳ数ஔかれて

いるため、遺体のはԞนଆを向いていたと考えられる。ͦの一ํ、36号横穴は土器ປがࣨݰӈ

Ԟにあり、಄をԞนଆ向けていたと෮原できる例もある。

̗ύターンは16・19・23・28・45・66号横穴で認められる。をํܗにෑく16・19号横穴はど
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ちらもこのύターンにあてはまる。人骨がग़

土している横穴がないため、遺体の಄がどち

らを向いているか不明であるが、66号横穴で

はࣖと土器ປのग़土Ґஔよりも墓道ଆに土

器のవまりがあるため、遺体ࣨݰの主࣠に平

行して಄は墓道ଆを向いていたと෮原できる。

̘ύターンは20・45・47・48号横穴で認め

られる。このうち20・48号横穴では、ࣨݰの

墓道ଆのҐஔに遺体がҐஔしていたと考えられる。

̖ύターンのうち、69・70・72・78号横穴では遺体が平行して２～３体ஔかれている。これは

ಉじํ法で遺体がされたྦྷ積の݁Ռであると考えられる。また45号横穴では̗と̘、47号横

穴では̖と̘ҟなる埋のํ法がಉ一横穴内で認められる。これについても、ҟなるํ法で

が行Θれた݁Ռであると考えられる。一ݟෳࡶなࣨݰ内の人骨ग़土のঢ়گは、このようなෳ数ύ

ターンの遺体の҆ஔํ法がによってྦྷ積され、なおかつٺした遺体や骨をಈかす行ҝが重

なった݁Ռであると考えられる。

ᶉమثͷอ༗ঢ়گͱඃऀ （૾ද３）

今回の発۷調査ではഅ۩や০ଠなど、高い֊層の人物が࣋つとされる鉄器はग़土しなか

った。最もग़土数がଟかったのは鉄ఝで、次いでଟいのは鉄᭲である。鉄᭲はᰍ᭲と平ࠜ᭲

の྆ํがग़土しているが、一つの横穴からଟくग़土した合でも̑ग़土したのが最高であり、

ଋを大ྔにอ༗するような横穴は存在しない。鉄は̒基の横穴から、合計̔ग़土している。

鉄製の器である鉄・鉄᭲を、いͣれか１でもग़土している横穴は13基であり、数（横穴

70基、うち３基は遺構۷せͣ）とൺֱするとগ数でݶられている。古墳時代後期の古墳からग़

土する鉄製の器について、新納ઘࢯは০ଠをもつάルーϓをに、അ۩・をもつ

άルーϓ、鉄᭲のみをもつาฌのάルーϓ、器をまったくもたないάルーϓの֊層に分けた
ㅭ㉅125ㅮ

。

これをࢀ考にすると、松井横穴群では鉄や鉄᭲がग़土する横穴がগ数であるので、横穴間のൺ

ֱでは֊層ࠩが認められる。しかし横穴群の全体としてݟれ、ほとんどがาฌのάルーϓや

器をまったくもたないάルーϓに該当する、֊層の高くない人ʑが埋されていたと考えられる。

ᶊ��߸ԣ݀ग़ͷಃʹ͍ͭͯ

１τϨンνの40号横穴からはখܕの陶棺がग़土した。土師࣭でಥ帯を८らせていることから、

にりऔり֖としているܗで、ম成前に上面の一෦をํܕ陶棺としてଊえられるが、খܕߕُ

に特がある
ㅭ㉅126ㅮ

。ಉ様の陶棺はಸྑ市ๅདྷ横穴群で４基ग़土している
ㅭ㉅127ㅮ

。ๅདྷ陶棺は、松井陶棺とಉ

じくখܕでಥ帯を८らしており、一෦をりൈいた֖を༗している。相ҧは、ๅདྷ陶棺が全

な๒ܕをしているである。松井陶棺はଆ面にఈ面があり、࣠にަした断面ܗはసし

たʮ̙ʯ字のようなܗであり、横たえてஔかれる。これにରしてๅདྷ陶棺は、࣠にަした断

面ܗがԁܗであり、陶棺の྆は、೪土ԁ൫を༻いたఈ面とߜりでด࠹した಄෦を༗しており、

第316ਤ　埋のύターン
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一෦はཱててஔかれたのではないかと考

えられている
ㅭ㉅128ㅮ

。྆陶棺には製ٕ࡞法上で

もҧいがみられ、松井陶棺は࣠に平行

したํ向に೪土を巻き上͛るのにରし、

ๅདྷ陶棺は࣠にަしたํ向に೪土を巻き上͛ている。྆陶棺に認められるҟಉを、一ൠతな

陶棺もަえてཧすると（ද４）、೪土の巻き上͛ํ向やஔかれํので、ๅདྷ陶棺にൺܕߕُ

べて、松井陶棺は一ൠతな陶棺により近いଐ性を༗している。よって松井陶棺は、ܕ式ֶతには

一ൠతなُܕߕ陶棺とๅདྷ陶棺の間にҐஔづけられる。　　　　　　　　　　　　　（加藤雅士）

横穴名 鉄器 ग़土数 備考 横穴名 鉄器 ग़土数 備考

14 号横穴

鉄

65 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

15 号横穴

鉄

67 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

27 号横穴

鉄

68 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

29 号横穴

鉄

69 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

32 号横穴

鉄

70 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

41 号横穴

鉄

　　 71 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

45 号横穴

鉄
鉄 ි、
ं 72 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

50 号横穴

鉄

74 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

59 号横穴

鉄

75 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

62 号横穴

鉄

חਕۂ 78 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

64 号横穴

鉄

80 号横穴

鉄
鉄᭲（ᰍ᭲） 鉄᭲（ᰍ᭲）
鉄᭲（平ࠜ系） 鉄᭲（平ࠜ系）
ࢠ ࢠ

˞ग़土数は存ঢ়گを加ຯした。例えࢠの෦ยとܪยが１ͣつग़土している合は合計して１と数えた

ද３　鉄器のอ༗ঢ়گ

一般的な陶棺 松井陶棺 宝来陶棺

粘土巻き上げ方向 主軸に平行 主軸に平行 主軸に直交

蓋のつくり 別作り 切り抜き 切り抜き

置かれ方 横たえる 横たえる 一部立てるか

棺内収容物 遺体 再葬骨か 再葬骨か

ද４　松井陶棺のҐஔづけ
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ʢ̎ʣݹ͔࣌ظޙΒྩظͷೆࢁͷঢ়گ

ここまで報告してきた松井横穴群の発۷成Ռを地域にҐஔづけるため、まͣ文ݙ史ྉのํ面か

らཧする。ここでは南山城のࢧ構造とॅډしたࢯについて、大化前代・大化Ҏ後（̓世ل

後）・ྩ੍下のॱにड़べる（第317ਤ）。

ᶃେԽલ　

大化前代の南山城地域は、ݝやΫχ（ྩ੍下のࠃと区別して、Ϋχとද記する）などを通して、

ϠϚτԦ権のࢧがٴんでいた。

৬であり、地ํ߽が໋され機構において地ํを治めるࢧ造は、ϠϚτԦ権のࠃ　ࠃ

た。ࠃ造の主な৬掌としては、ࢠఋをࣷ人・ᯯෛとして、່や࢞ຓをࡃ女としてேఊにग़させ

ること、特࢈物やഅ・ฌ器などのڙग़、物品の製࡞またはͦのඅ༻のෛ୲、෦ຽやಮをཧす

る造の৬を݉すること、ࣨߖ・中央߽などの८行にࡍしてのやݙ上、いΘΏるࠃ造

する。྆者の੍度の存ଓ主とີに関ݝ造はࠃ。や֎などであるܯ備ܯをい、෦内の܉

時期または上下関を८ってٞがある。ࢧ੍度としてのࠃ造੍は7世لのධ੍ࢪ行まで

存ଓするが、かつてのࠃ造たちは、ධಜ・ྖ܊としてࢧをつづけていく
ㅭ㉅129ㅮ

。南山城をؚむ地域で

は、山代ࠃ造が໋されていた。h 古事記ʱでは山代ࠃ造のとして天日໋ࠜࢠをあ͛ている。

ʰ日本書لʱにはຌ内、山代らのとして天໋ࠜをあ͛ていることから、山代ࠃ造は、

古くはを༗し、ΞϚπώコωϊϛコτを神としていたことがΘかる（h 日本書لʱ神代上第

ஈ）。h 日本書لʱ天天14ߖ年（685）6月には、山背連らにੇسを༩えたことがみえ（h 日本書

）、hޕߕࡣ年月Եҫ࢛一ߖʱ天天ل ଓ日本لʱܚӢ3年（706）10月には、ʮ山背ࠃ造֎ै八

Ґ上山背ੇس品ʯがみえており（h ଓ日本لʱܚӢ三年ౙे月ਗޕ）、山代ࠃ造のは、ˠ

連ˠੇسとมΘっていったことがΘかる
ㅭ㉅130ㅮ

。

山背ੇسは、Ѫౠ܊や、ٱ世（ڷ܀ྻ）܊の戸主として、山背ੇسがみえる（Ѫౠ܊の山背س

ੇは、h ਖ਼Ӄ文書 ʮɦѪౠ計ாʯに、ٱ世܊はʰྨᡉූએ抄ʱに、௲܊تはʰષ定寺文書ʱにͦ

れͧれみえる）。また平҆時代にはٱ世܊（竹ڷ）や௲܊ت（ࢤຎڷ）にॅډしていたことが、h ྨ

ᡉූએ抄ʱやʰષ定寺文書ʱにもみえる。本དྷ、ϠϚシϩとݺれたのが南山城であったことな

どを考え合Θせると、大化前代の山代ࠃ造の本ڌはٱ世܊と考えられる
ㅭ㉅131ㅮ

。しかし、山背ࠃ造のࢧ

ྖ域ははっきりとΘからない。

されたࢹओ　ྩ੍Ҏ前の地ํ行政৫で、ϠϚτԦ権にैଐした地ํの政治集団のうち重ݝ

ものがݝとなり、ͦのटがݝ主とݺれた。ݝ主はϠϚτԦ権のྖであるݝのཧや当該

集団のߩ上などを掌していた。なお、Ҵஔもݝの৬名とみるઆもある
ㅭ㉅132ㅮ

。

南山城地域には、ݝ۾܀がஔかれたと考えられている。h 日本書لʱਔಙ天12ߖ年10月に、ʮ大

ʯに۷る、とみえる。また、hݝ۾܀ʯをʮ山背ߔ 日本書لʱ推古天15ߖ年（607）ੋ 、によるとࡀ

ʮ山背ࠃに、大ߔを۾܀に۷るʯとみえている。۾܀の地はʰ古事記ʱにʮ山代೭ۢʑຑʯと記

され、後の܀前（۾܀）ڷにあたる。Ӊ治市大ٱอ町・町近に想定する考えや
ㅭ㉅133ㅮ

、これに加え

て城ཅ市の上屋・平、ޚٱ山町のࠤ古・ࠤ山をؚめる考
ㅭ㉅134ㅮ

えがある。この地域には、北ํのڊ
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第317ਤ　南山城地域の古墳時代後期～̓世لのঢ়گ
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ໆに加え、۾܀大ߔにൺ定される古や、に近く、ਫ上ަ通の要িであった。ݝ۾܀も

ͦのようなརศ性にணして設定されたのであΖう。

また、ʮ۾܀ʯ（h ྨᡉࠃ史ʱ三ೋ༡ྌ　Ԇ暦े一年ೋ月ਗࢠをはじめとして、30例Ҏ上散

山ʯ（h۾܀する）や、ʮݟ ଓ日本後لʱ天े年ेೋ月Եະ）とみえることから、山をؚむ地

域であったのだΖう。

は、hࢯ۾܀ 日本書لʱဉ明天ߖଈҐ前لに、ʮࡃ۾܀女ࠇ女ʯの名がみえ、h 日本書لʱ天ஐ

天7ߖ年2月には、۾܀टಙᤈの່のࠇඤ່が、天ஐ天ߖの後ٶにೖり、ਫ主ߖ女（のちのਫ主内

Ԧ）を生んだことがݟえている（h 日本書لʱ天ஐ天ࣣߖ年ೋ月ชಪฺࡣಪ）。ಸྑ時代には܀

連はかつて۾܀、ट۾܀、はみえないがࢯ主というݝ۾܀連東ຑ࿊などがみえる。史ྉ上に۾

の後ᧈとする考えがある一ํࢯ主であったݝ۾܀
ㅭ㉅135ㅮ

、൱定తなݟ
ㅭ㉅136ㅮ

ղもだされている。

南山城に所在したもう一つのݝとして、ʮӉ治ݝʯが考えられる。Ӊ治市に所在するݝ神社は、

が所在していたことにちなんだ社名であΖう。hݝ ᥠ日記ʱにʮあがたのӃʯ、h ฌ範記ʱ҆ٱ

ʯ、hݝ年10月19日にはʮӉ治ݩ ࣮、ʯがみえる。ただݝ記ʱ弘҆̕年̕月18日にはʮӉצ

ଶはよくΘかっていない。

ಮ　h ᥠ物ޠʱにʮくせのみやけʯ、h 能Ո集 ʮɦくりこまの三ʯがみえる。྆者とも平

҆中期の史ྉであり、これҎ֎にྨ例をݟग़すことができないが、ٱ世地域にಮが存在してい

たことは認めてよいとࢥΘれる
ㅭ㉅137ㅮ

。しかし、ͦの࣮ଶは明らかではない。

Ҏ上のように、南山城はやڊໆなどに近く、ਫ上ަ通が発ୡしたため、۾܀大ߔのよ

うな։発がすすめられていた。山背ࠃ造やݝ主の存在から、Ԧ権がૣくから進ग़していた地域

であったことがΘかる。

ᶄେԽҎޙʢ7ੈޙلʣ

大化のվ新Ҏ߱、ྩࠃՈのาみを進める中で、地ํࢧも࠶編が進んでいった。ʮධʯは、

ྩ੍下の܊の前であり、ࠃ造のΫχを分ׂ・࠶編しながら、大化・നᯎ年間（645～654年ࠒ）

に全ࠃతに࣮ࢪされたと推測されている。ͦれまでࠃ造やݝ主であった߽や、෦ຽやಮを

ཧしていた地ํ߽のうち、༗ྗ者がධ
㆓ㆈ㇊ㆮㆿ㇄㆐

Ոを建て、ධの人（ධ造・ධಜ・ॿಜ）となった。山

背ࠃについては、ग़土文字ࢿྉでʮఋࠃධʯ（のちのԵ܊܇）と書かれた؆がみつかってお
ㅭ㉅138ㅮ

り（h 藤

原ٶ؆3ʱ1142号؆）、南山城でもධの成ཱが認められる。

ᶅྩ੍Լ

大ๅ（701）ݩ年の大ๅྩ੍定時には、ධから܊とද記がมߋされ、੍܊ࠃが࢝まる。ྩ੍

のもと、南山城地域は、山城ࠃ相ָ܊・௲ٱ・܊ت世܊に編成される。山城ࠃ௲܊تは、山本・

ଟ可・田原・中村・௲ࢤ・تຏ・大ॅ・༗ஐ・࡞ߕ・༨戸の10ڷ（h 名抄ʱ高山寺本）で構成さ

れる。

൏ਓ　௲܊تのࢯの分布を考える上でࢀ考になるのは、天平7年（735）ࠒとࢥΘれるʰ大日本

古文書ʱ所収のʮ܊ࠃະৄ計ாʯ、いΘΏるʮ൏人計ாʯである。この史ྉは大۱ࠃに関する史

ྉと考えられてきたが、મによる調の収がـ内にݶられることなどから௲܊ت大ॅڷのものと
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考えられるようになった
ㅭ㉅139ㅮ

。この中には76名もの൏人の人物が確認できる。൏人とࢥΘれるに

は、൏人・൏人ࠃ公・大ॅ൏人・大ॅੇس、Ѩଟ܅がある。൏人・൏人ࠃ公・大ॅ൏人はͦの名

の通りで、Ѩଟ܅についても、h 古事記ʱに、Րর （໋ւ）がʮ൏人Ѩଟ܅ʯのと記されて

おり、൏人であることが明നである。大ॅੇسについては、h 日本書لʱ天14年（686）に大ॅ

が、大ॅੇسのをࣀΘったことがみえ、൏人をいたࢯと考えられる
ㅭ㉅140ㅮ

。一ํで、൏人ではな

い人物もؚまれていることにされる。大ॅڷҎ֎と関Θりを࣋つࢯでは、内ਉ、ੴ࡞連、

ѵ屋村主が͛ڍられる。内ਉは൏人大ຑ࿊の戸ޱとして２名（内ਉ田次・内ਉੴෑ）がみえる。内

ਉは大ॅڷの北ํにྡする༗ஐڷ（ݱ在の八幡市域に相当）を本ڌとするࢯである。൏人美ࢭ

美の࠺としてみえるੴ࡞連໖ചは、ٱ世܊ੴڷ࡞を本ڌとするࢯである。ѵ屋主ੇড়ചにつ

いては、h 新કࢯ録ʱ和ઘࠃॾ൭に、ඦࡁ系ࢯとしてѵ屋村主、ઁࠃॾ൭にѵ屋人をڍ

͛ている。これらから、ڷ・܊をえたࢯのつながりがうかがえる。

いまいちどৄしく൏人計ாをみてみると、̓戸の存在が確認できる。どの戸とも前後の෦分を

欠いており、存しているものはない。ただ、൏人大ຑ࿊の戸についてのみ、ほ΅全体が握で

きる。戸主としては、൏人大ຑ࿊・൏人ࠃ公टຑ࿊・൏人美ࢭ美・൏人ຑ࿊・൏人খ܅の5名が

戸主として名前が明らかである。˘ຑ࿊（ࢯすべてと、名前の一෦不明）、ࢯ名ともにΘから

ない人物が2名である。名前が確認できる戸主については全һが൏人である。戸ޱについては、

൏人大ຑ࿊の戸が28名で最もଟく、൏人ࠃ公टຑ࿊の戸が10名と最もগない。また、൏人大ຑ࿊

のみがҐを༗しており、戸主間でも֊層上Ґの༗ྗ層であったと考えられる
ㅭ㉅141ㅮ

。൏人計ாはやや時

代の下る史ྉであるが、群集墳のඃ者を戸主とする一ൠతཧղにཱて、൏人大ຑ࿊のような

人物があてはまるであΖう。

ͦのଞ、山本ڷにۋ৫田（h 東南Ӄ文書 ）ɦ、h 新કࢯ録ʱには、山城ࠃॾ൭の高۟ྷ系ࢯ

として高井ࢯが、௲ڷتには、山城ࠃॾ൭のಹ系ࢯとしてଟʑྑࢯがみえる。ともに、ଟ可

。であるࢯ名・地名を帯ͼるڷଟʑྑという、ڷ

ࢯࢣ　内ਉが൏人計ாにみえることをࢦఠしたが、༗ஐڷにॅډしていたࢯとして、土師

にもしておきたい。hࢯ 日本書لʱ༤ུ天17ߖ年（688）に、天ߖのٻめにԠじて土師連ޗਠが

ࣗらࢲ༗していたຽをʮᩴ土師෦ʯとしてݙ上したとみえる。土師෦を集めた地名のͻとつにみ

えるʮ山背ࠃ内村ʯは༗ஐڷと考えられる。ͦの時期を༤ུேとしてよいかٙはるが、土師

器の੍࡞集団としての土師ࢯがॅډしていたと考えられる。

ͦのଞ、ڷ࡞ߕには山背٬࡞ߕখ༑（h ଓ日本لʱでは٬にվ）、҄ࠃ加౾ྑ෦人ຑ࿊（h 東

南Ӄ文書 ）ɦなどがみえる。　

དྷਓ　南山城にはଟくのདྷ人がॅډしていたことがΘかっている。例え、相ָ܊には、

大ڷࠏ・下ڷࠏがあり、高ྷ寺が建てられていた。でัらえられた和ؾԦはʮ山背ࠃ相ָ܊ʯ

にணいたとこΖでॲܐされ、ʮࠏʯに埋されたとʰଓ日本لʱは記しているが、これは相ָ

がਂいことをࣔしている。また、hと高۟ྷの関܊ 日本書لʱێ明天26ߖ年（565）5月には、

ஜࢵにやってきた高ྷ人ʮ಄ໄ㠴ตʯを山背ࠃに҆ஔしたことが記されており、ʮ原・ಹཏ・
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山村ʯの高ྷ人のઌであるという。このうち、ಹཏは八幡市上ಸྑ・下ಸྑに地名がってい

る。山村は、ݱ地のৄࡉは不明であるが、相ָ܊内の地名であったと考えられている。これらの

ことから、相ָ܊内に高۟ྷ人がॅډしていたことがΘかる
ㅭ㉅142ㅮ

。

௲܊تについては、h 古事記ʱのਔಙ記に、ਔಙのである൬ඤが、からઘՏ（）を

上して、山城にࢸり、ʮ筒ؖ人ʯであるψリϊϛのՈにかくれたことがみえる。筒は௲ت

におけるདྷ人の存在をうかがΘせる。ψリϊϛは、h܊تをさし、௲܊ 新કࢯ録ʱにみえ、

ඦࡁ系དྷ人であるという。௲܊تにඦࡁ系དྷ人がॅډしていたことをөしているのではな

かΖうか。また、松井連ড়山というࢯにしておきたい。松井連ড়道はもと戸ড়道といった

が、h ଓ日本لʱ天平ๅ字5年3月に、དྷ人の大ྔࣀが行Θれたとき、戸ড়道らに松井連を

されたとある（hࣀ ଓ日本لʱ天平ๅ字ޒ年三月ࢠ߀）。松井連ড়山という人物がͦの後史ྉ

上に散ݟする。おͦらくড়道とಉで都にۈしていたのであり、本؏も京内か都の近߫であΖ

う。この松井連が本؏にもとづいたࢯなら、さきのʮ松井村ʯにॅډしていたདྷ人の可能性

があるだΖう。

ᶆ·ͱΊ

Ҏ上、南山城地域におけるԦ権のࢧঢ়گと、௲܊تを中৺としたࢯの分布ঢ়گについて

した。ަ通の要িとしてԦ権にされたことで、南山城は古くから։かれた土地だった؍֓

のであΖう。また൏人が近ـ地ํの֤地にҠॅさせられた所は、ަ通܉事上の要地であったこ

とがࢦఠされている
ㅭ㉅143ㅮ

。このような背景のもとで、南山城はଟ様なࢯ分布をܗ成することになっ

たのだΖう。

（酒井健治）

ʢ̏ʣ૯　ׅ　ʕ　দҪԣ݀܈ͷҐஔ

今回の発۷調査では、70基の横穴を確認・調査した。調査区֎において、すでに11号横穴まで

が遺跡ாにొ録されていることから、松井横穴群では合計81基の横穴が確認されたことになる。

発۷調査でಘられた横穴分布ঢ়گを遺跡範囲全体にׂりけてࢉࢼすると、松井横穴群全体では

300～400基の横穴が存在する可能性が生じてくる
ㅭ㉅144ㅮ

。近では女谷・荒坂横穴群で300基程度の横

穴の存在が予想されているほか
ㅭ㉅145ㅮ

、狐谷横穴群、美濃山横穴群が存在しており、八幡市から京田辺

市にかけての約1.5km程度の範囲内に、合計600～700基の横穴が存在することが想定される。こ

の数字は横穴群としては西日本で最大級である
ㅭ㉅146ㅮ

。この大規模な横穴群をどのようにධՁできるの

であΖうか。

ᶃԣ݀ʹ൏ਓઆͷ

八幡市から京田辺市にかけての横穴群については、これまで൏人の墓とするҙݟがग़されてい

た。この考えのॳग़は第２ষでもड़べた通りؠ井ढ़ࢯであり
ㅭ㉅147ㅮ

、大ॅに所在する松井横穴群を೦

಄にʰԆت式ʱなどの文ݙをͻいて、大ॅڷにॅډしたとされる൏人との関連をࢦఠした。しか

しઓ後、横穴を൏人の墓とするઆが࠶ͼग़されるݕ、ࡍ౼ରとされたのは女谷・荒坂横穴群で
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あった。女谷・荒坂横穴群は八幡市の内ཬ、美濃山にҐஔしている。ಉ横穴群はݱ在の八幡市に

ଐしていることからも内ڷにより近いと考えられるが、横穴の性֨がじられるࡍには、大ॅڷ

としてධՁされてきた。つまり女谷・荒坂横穴群の所在地にରする歴史తݕ౼がないまま、ʠ松

井横穴群ʹ大ॅʡがʠ女谷・荒坂横穴群ʹ大ॅʡとஔきΘっていたのである。横穴がभ南

෦の地下式横穴とྨࣅしているとするについては、事࣮ޡ認である事がؠ松อࢯによってࢦఠ

されており
ㅭ㉅148ㅮ

、当該地域の横穴を൏人の墓とする２つのࠜڌはͦの前ఏをࣦっている。

前項にもある通り、大ॅڷには൏人の༗ྗ者が文ݙにもݟえることから、൏人が横穴に埋さ

れていた可能性は高い。しかし横穴の規模が600～700基と推計されるにࢸり、これを全て൏人の

墓とするには൏人の集団がよほど大規模でないݶり成りཱたない。八幡市から京田辺市にかけて

の横穴のඃ者を୯に൏人とする考えは研究史上の໋をऴえたといえる。

ᶄେن܈集ͱͯ͠ͷদҪԣ݀܈

松井横穴群とಉ時期の群集墳をൺֱしてみると、墳丘の༗ແという大きなҧいがあるものの、

からग़土した土器や鉄器などの副品では大きなҧいは認められͣ、横穴もಉ時代の群集墳ࣨݰ

の一෦としてଊえることができる
ㅭ㉅149ㅮ

。古墳時代後期中༿から飛鳥時代ॳ಄を中৺とする新式群集墳

のうち、大規模でありながらもͦの中にट墳をؚまない大古墳群のඃ者はʮಉ関をӽえ

た政治తϨϕルで墓域を特定Օ所に集中された一群の人たちʯと考えられている
ㅭ㉅150ㅮ

。松井横穴群も

これに該当するものと考えられ、周辺もؚめると想定600～700基の横穴群の造営にあたっては、

গなくとも中央政権からのঝ認があったと想定される。加えて、松井横穴群周辺には、土師ࢯや

൏人といった中央との関Θりがよりڧい集団や、དྷ系とされる松井ࢯの存在が後世の文ݙにݟ

える。松井は、چ山ӄ道とՏ内ൈける荒坂ӽえがަࠩするަ通上の要িであったことからも、

大規模な横穴群の造営は、より中央政権の関༩がڧいものであったと考えられる
ㅭ㉅151ㅮ

。௲܊ت西෦の

集落のফは、古墳時代後期後～ࠒにը期が認められ、古墳時代後期Ҏ߱に新たな所に集

落が成ཱする
ㅭ㉅152ㅮ

。ಉ様の向はـ内のଞ地域でも認められているが、ͦれは中央政権による低地෦

の։発が推し進められ
ㅭ㉅153ㅮ

、ຽऺのࢧが進展したと考えられている。南山城地域ではӈ؛の

ʯがあるほか、ಮの存在も考えられݝ۾܀ʯや城ཅやӉ治にൺ定されるʮݝに、ʮӉ治܊世ٱ
ㅭ㉅154ㅮ

、

であったと考えられる。ͦの西にڌのࢧは中央政権による南山城地域の։発と܊世ٱ

をڬんでҐஔしている、松井横穴群をはじめとする横穴群は、大規模であることから୯に௲܊ت

西෦をରとした墓とは考えにくく、当時の南山城地域の中৺であるٱ世܊をもؚんだ範囲を

ରとした横穴群であったと予想される。埋のରがどの範囲までٴんでいたかは今後ݕ౼し

なけれならないが、中央政権による地域掌握が進展するなかで人తなࢯや集落のஔが行

Θれ、ͦうした人ʑがʮ特定Օ所に集中された一群の人たちʯとなって横穴に埋されたのでは

なかΖうか。ͦれは、これまでの群集墳研究で重Ͷられてきた戸主などの༗ྗՈ層とする考え

を大きくҳするものではないが
ㅭ㉅155ㅮ

、より۩体తなඃ者૾にഭることが今後のݕ౼՝である。

ちなみに、横穴群が存在する八幡市から京田辺市にかけての地域とٱ世܊は、の低地෦

をڬんで東西にҐஔしている。ํはޓいに一することができるほか、ྲྀ域の低地෦か
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らは、横穴群がҐஔする丘陵地帯のோもよく、֮ࢹతなޮՌもあったと考えられる。

横穴の埋にあたっては、ૹّྱや土器づくりに関Θるࢯであるʮ内村ʯの土師ࢯが関

༩していたと考えられる。ಸྑ市北෦のੁ原、ळࣰは土師ࢯのঝがある地域であるが、ಉ時に

この大和北෦地域には横穴がଟ数存在し横穴式ੴࣨがগないという、松井横穴群周辺とಉじ特

を༗している。南山城地域と大和地域北෦の横穴については、ͦのྨࣅ性がࢦఠされており
ㅭ㉅156ㅮ

、横

穴という墓੍が࠾༻された背景として土師ࢯの存在が考えられる。松井横穴群40号横穴とಸྑ市

ๅདྷ横穴群でग़土しているখܕ陶棺は、྆ 地域の関連を考えるうえでو重なࡐྉとなるであΖう。

ᶅ·ͱΊ

八幡市から京田辺市にかけての地域は、1.5km程度の範囲にଟ数の横穴が造られている。平ྑ

ହࢯٱは、これらを一連の横穴群としてଊえるべきとする考えをૣくからࣔしている
ㅭ㉅157ㅮ

。上記のよ

うに、中央政権のӨڹが৭濃く認められるで認できるが、平ྑࢯのࣔしたʮ美濃山・松井横

穴群ʯという名শは、当該地域に存在する横穴群の一෦、あるいは横穴が存在する地域の大字名

の一෦のみをࣔした名শである
ㅭ㉅158ㅮ

。Ծにこの地域の横穴群を総শする名শをఏࣔすることが、文化

財อޢの؍から༗益であるとするなら、ͦれͧれҟなるࢯのঝが存在する、༗ஐڷと大

して、༗ஐ・大ॅ横穴群としてはどうでࢹいで横穴群が存在しているを重ލをڷのೋつのڷॅ

あΖうか。

松井横穴群は、古墳時代後期から飛鳥時代にかけての大規模横穴群であり、当時のૹ行ҝを

知るうえでଟくの事例をಘることができた。また横穴群造営の背景には、中央政権による南山城

の地域掌握の進展をӐうことができ、当該時期の地域の歴史を知るうえで欠くことのできない極

めて重要な遺跡である。

（加藤雅士）
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（２）向山遺跡第２次

̍ ɽ ͡ Ί ʹ

̍ʣ調査ͷܦա

向山遺跡は、ઉঢ়にԆͼる田辺丘陵上にཱ地し、東西600̼、南北90̼の弥生時代中～後期の

遺物散布地として周知されていたが、遺跡のৄࡉなঢ়گは不明であった。

今回、新名神高道路の備事ۀにい、平成23年度（第１次調査）と平成25年度（第２次調査）

の２か年にΘたって発۷調査を࣮ࢪした。第１次調査では、周知の遺跡である松井横穴群を構成

する横穴が事ۀ地内に存在するかどうかを確認するための調査࣮ࢪした。調査は̒か所の調査区

を設けて࣮ࢪした（１～̒τϨンν）。調査の݁調査の݁Ռ、１・２・４τϨンνでෳ数の横穴を

確認するとともに、丘陵෦に設定した３τϨンνで柱穴や土坑をݕग़しɼ弥生土器のഁยがग़

土した。第２次調査は、第１次調査の成Ռをडけて、３τϨンνの面తにྡ地を֦ுし調査を

した。第２次調査の調査面積は842㎡である。２か年の調査でग़土した遺物はগなく、ཧࢪ࣮

ശで̒ശである。

̎ʣ調査ͷํ๏

いͣれの調査区とも、遺構面上まで竹ྛ造成のための土を重機でআڈし、ͦの後、人ྗに

よるਫ਼査を行い遺構のݕग़にめた。ݕग़した遺構については、ͦのҐஔを記録しながら۷を

行った。ݕग़した遺構は遺物がग़土した遺構のみに通し番号をつけ、遺構の性֨をࣔすུ号を

༩した。༻したུ号は、竪穴建物：̨̝、ߔ：̨̙、土坑：̨̠もしくは̨̭、柱穴：̨̥、

不明遺構・ͦのଞ：̨̭である。なお、本報告で༻した遺構番号は調査時のものである。

遺構の۷をऴえると、ඞ要にԠじて1/50ないし1/20の平面ਤや断面ਤの࡞成とࣸਅࡱӨを行

った。遺構面全体の調査をऴえると、調査区の全景ࣸਅのࡱӨを行った。今回の調査ではࠃ土࠲

ඪ系にもとづく地区ׂりの設定した。

̎ ɽ調 査 ͷ ֓ ཁ

第１次調査の３τϨンνの南にして、丘陵෦平ୱ面に東西37̼、南北23̼のτϨンνを

設定した（第318ਤ）。調査区は10̼୯Ґで地区ׂを設定し、南東۱から̖１・̖２・̖３ʜʜと

した。地ද下0.5～0.6̼までは竹ྛ造成のための土がされており、ͦの下にްさ約0.2̼の弥

生土器ยをؚむ遺物แؚ層がある。地ද下約0.8̼で遺構をݕग़した。また、τϨンνの北分

と西ଆは大きな平をडけており、遺構はݕग़されなかった。

̍ʣݕग़遺ߏ

ग़した遺構としては、竪穴建物１౩、土壙墓２基、土坑１基、柱穴10基などがある。柱穴のݕ

中にはઢతにฒͿものもあるが、柱穴間のڑがまらであることなどから人ҝతなྻࡤであ

るという判断にはࢸらなかった。また、土坑ないし柱穴ঢ়の土৭のม化を確認したが、人ҝతな
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۷りࠐみと断定できなかったものもある。

୦݀ݐ̨̝ （̍第320ਤ）　調査区南東۱でݕग़した竪穴建物である。南分は調査区֎Ԇ

ͼるため全༰は不明である。8.8̼ܘのԁܗをఄしている。周นߔは全周しており、෯0.15～

0.4̼、ਂさ0.2̼である。埋土は１層であるが地によってҟなり、にͿいԫ৭シルτ～ཻࡉ

࠭や明৭࣭࠭土（14・18層ほか）などに分かれる。

柱穴は̒基ݕग़しており、0.5̼～0.3ܘ、ਂさ0.2～0.5̼である。埋土はԫᒵ৭シルτ～中ཻ

（࠭30層）やԫ৭シルτ～ૈཻ （࠭34層）、明৭೪࣭土（35層）などである。ͦのうち柱穴１～３・

̑は、柱間が3.0～3.3̼、ਂさ約0.4̼とଗっており、これらがಉ一のԁ周上にஔされているこ

とから主柱穴であると判断した。

中央土坑は竪穴建物のほ΅中央の調査区南นࡍでݕग़した。0.4̼ܘ、ਂさ0.2̼で、埋土は

大きく３層に分かれ、上層が৭೪࣭土（31層）、中層が৭～ᒵ৭シルτ～ૈཻ （࠭32層）、

下層がࠇ৭೪࣭土（33層）である。全༰は調査区֎Ԇͼるため不明であるが、埋土に土器ยをؚ

んでいるや、最下層の33層の೪性がڧく、ほかの柱穴にはݟられない土࣭であることなどから

中央土坑と考えられる。

竪穴建物内埋土であるԫ৭೪࣭土、৭シルτ～中ཻ࠭、ԫ৭೪࣭土など（４～10層）は竪

穴建物廃ઈ後のԜ地にଯ積したものである。ॅډのচ面は৭シルτ～中ཻ （࠭11層）をؚむ層ং

である。周นߔにԊったςϥεঢ়の落ちࠐみは、断面̱ ʖ ̱ʅの؍の݁Ռ、ॅډの廃ઈ後に

なんらかのཧ༝により周น෦分を۷りࠐまれたࡍにできたと考えられる。

第318ਤ　調査区平面ਤ
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第319ਤ　調査区南น・東น土層断面ਤ
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第320ਤ　竪穴建物̨̝１࣮測ਤ
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ग़土した遺物はগなかったが、ॅډ内から弥生土器ޱᆵのޱԑ෦と体෦の一෦、ଟ数の弥生

土器ย、ੴแஸのഁย、主柱穴からは弥生土器ย、周นߔ内からは弥生土器ുの体෦とఈ෦がग़

土した（第324ਤ１～17）。ग़土した遺物から弥生時代後期である。

ᆮุ̨̭ （̎第321ਤ）　竪穴建物̨̝１から北̼̑のとこΖでݕग़した。࣠4.15̼、

࣠1.9̼のପԁܗをఄしている。ਂさは0.2～0.3̼でઙいすりുঢ়をఄする。中央近にこͿし大

よりもややখさめのがまとまってஔされていた。埋土は̓層に分けることができ、明৭೪

࣭土（１層）やԫ৭中ཻ࠭～極ૈཻ （࠭２層）、ԫ৭シルτ～極ཻࡉ （࠭４・̑層）などの೪性の

。い層ংであるڧ

遺物は、１層のԁにࠞじって弥生土器ยが、また２・３層から弥生土器のࡉยがग़土したの

みである（第324ਤ18）。後ड़する̨̭３とಉ様、墓の可能性がある。

ᆮุ̨̭ （̏第322ਤ）　土壙墓̨̭２から北西４̼のとこΖでݕग़した。辺2.1̼、辺

0.7̼のํܗをఄしており、ਂさは0.35̼である。辺と土坑の中央近にこͿし大のԁが

ஔされているのを確認した（第322ਤ上ஈ）。埋土は、大きく３層に分かれ、こͿし大のԁをؚ

む৭೪࣭土（１層）、こͿし大のԁをଟくؚむԫ৭シルτ～極ૈཻ （࠭２層）、ԫ৭ཻ࠭ࡉ

～ૈཻ （࠭３層）である。

第321ਤ　土壙墓̨̭２࣮測ਤ
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第322ਤ　土壙墓̨̭３࣮測ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 øþø 冊

-３ýÿ-

土坑内を۷すると、土坑の۷ܗに合ΘせるようにこͿし大よりもやや大きめのがํܗに

८らされていた（第322ਤ中ஈ）。ੴྻは辺1.95̼、辺0.45̼であり、辺のੴྻはやや内ଆに

されてい༺。いていた。さらに、西ଆの辺から0.25̼東ଆに人಄大のがஔされていた

るੴは、大ࡕ層群に༝དྷする࠭ؠとνϟーτを主なものとし、Ֆቋؠが１ؚまれていた。ੴは

平らな面をおおむͶ上に向けているようである。

土坑の۷ܗの断ちׂり調査を行った（第323ਤ下ஈ）。明ԫ৭シルτ～中ཻ （࠭13層）と明ԫ

৭ཻ࠭࠭ࡉ～ૈཻ （࠭14層）の２層がੴのཪࠐめと考えられる。上面がݻくకまる৭極ૈཻ （࠭15

層）は、断面̲－̲ʅの؍の݁Ռ、ް さ̑ᶲ程でۉにଯ積していることから地層と判断した。

ํܗにੴྻを८らせるなどから、̨̭３も墓の可能性が考えられるが、棺のࠟ跡はなく、

副品もग़土しなかった。

遺物は２・３層から弥生土器ยがग़土したのみである。

̨̭ （̔第323ਤ）　土壙墓̨̭３から6.5̼西でݕग़した。辺1.3̼、辺１̼のପԁܗを

ఄしており、ਂさは0.2～0.3̼である。土壙のน面はਨにཱち上がる。埋土は４層に分かれ、

化物ࠞじりのԫ৭シルτ～中ཻ （࠭１層）、ಉじく化物ࠞじりのփԫ৭೪࣭土（２層）、や

や೪りؾのあるԫ৭࣭࠭土（３層）、͝くΘͣかに化物がࠞじる明৭シルτ（４層）である。

遺物は１層上面から弥生土器ޱᆵやᙈ・ുのޱԑ෦、ᙈのఈ෦、弥生土器ย、ੴ֩などが、

第323ਤ　土坑̨̠࣮̔測ਤ
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３層上面からも弥生土器ᙈのޱԑ෦体෦、弥生土器ยがग़土した（第324ਤ19～30）。ग़土した遺

物から弥生時代中期͝Ζと推定される。

（山﨑美輪）

̎ʣग़遺

୦݀ݐ̨̝ （̍第324ਤ１～17）　１は大きなਨ下ޱԑをもつޱᆵである。֎面には竹文

をࢪした1.6ܘDmほどのԁුܗ文をషりける。ޱԑ෦֎面にϋέ、ޱԑ෦内面にφσをࢪす。

２もਨ下ޱԑをもつޱᆵであるが、１にくらべるとখܕ品である。ޱԑ෦֎面には̑のٖԜ

ઢをࢪし、ͦの上に0.5ܘDm前後のԁුܗ文をషりける。ԁුܗ文は約１Dm間ִで認められ

る。内֎面ともφσをࢪす。３はᙈもしくはുのޱԑ෦である。ࣼめ上ํにཱち上がった体෦か

らޱԑ෦が大きく։くܗঢ়で、ޱԑ෦に面をもつ。ޱԑ෦の内֎面とも、ϋέの後Ϥコφσを

ࢥするᙈとۂす。４はᙈである。ᰍ෦がʮくʯ字ঢ়に۶ࢪす。また、体෦の内֎面にはϋέをࢪ

Θれるがɼখഁยのためৄࡉは不明である。ޱԑ෦内面にϋέをすがɼ全体にはϤコφσをࢪ

す。̑は大きくʮϋʯ字ঢ়に։くޱᆵのޱԑ෦とࢥΘれる。ޱԑ面にԜઢが２～３८る。

内֎面ともϤコφσをࢪす。̒は器であΖう。ޱԑ෦をਨ下ؾຯにංްさせて面をܗ成す

る。面には１とಉじような竹文をࢪした1.4ܘDmほどのԁුܗ文をషりける。̓～11は

ᙈのఈ෦である。֎面の調にϋέをࢪすもの（̓・10）とタタΩをࢪすもの（̔・̕）がある。内

面の調はϋέもしくはφσである。11はຏ໓のため内֎面とも調が不明ྎである。12はുで

あΖう。ఈ෦の֎ఈ面の中央が上͛ఈঢ়となる。13はఈ෦のみのࢿྉであるが、12とಉܗಉの

ുのఈ෦であΖう。14も12・13にྨࣅするが、上͛ఈ時ܗঢ়が12・13ほどݦ著ではなく、ܘも大

きいことから、খܕのᆵのఈ෦となる可能性もある。15・16は器の٭෦のഁยである。と

もに٭面には２ないし1のٖԜઢをࢪす。またどちらも֎面にϛΨΩをࢪす。17はഋ෦と

の݁合෦が存する高ഋの٭上෦のഁยである。ഋఈ෦と٭෦֎面にϛΨΩをࢪす。

ᆮุ̨̭ （̎第324ਤ18）　18はᆵのݞ෦のഁยである。ޱԑ෦を欠ଛするため、ᆵのৄࡉな

。すࢪし、内面にφσをࢪ式は不明である。֎面はຏ໓するがϋέをܗ

̨̭ （̔第324ਤ19～30）　19はޱᆵのޱԑ෦である。ややްखのつくりである。内֎面

ともϤコφσをࢪし、֎面には๒Ԏঢ়のものが４確認できる。20・21はഋ෦がঢ়をఄするも

のである。֎面の調はφσもしくはϛΨΩで、̒のԜઢ文をࢪす。ޱԑ෦近はϤコφσ

をࢪし、ഋ෦内面にはφσをࢪす。22はޱᆵのޱԑ෦である。डけޱঢ়をఄし、֎面にԜઢ文

を２ࢪすޱԑ෦内面ଆがංްし、ޱԑ෦は面を؇やかな面をもつ。ޱԑ෦内֎面ともϤコ

φσをࢪし、ᰍ෦内面近はϋέをࢪす。23・24は؇やかに֎しながらޱԑ෦にࢸるᙈであ

る。いͣれも෦は面をなす。23はޱԑ෦が෦に向かって器นがްくなるɽまたɽᰍ෦֎面に

۳ඳきઢ文をࢪすようである、24はޱԑ෦がࣼめ下ํにΘͣかにԆͼるものである。25はᙈ

体෦下のࢿྉである。平ఈのఈ෦からࣼめ上ํに体෦がまっすぐԆͼるもので、全体のܗঢ়は

ཛܗに近いと想定される。֎面にϋέ、内面にφσをࢪす。26も25にྨࣅしたᙈのఈ෦である。

調もಉじである。27は高ഋの٭෦とഋ෦の合෦にॆరした೪土մである。28・30はᆵの体
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෦ยである。28はᆵのݞ෦のഁยで、上から۳ඳきঢ়文、۳ඳきઢ文、۳ඳきঢ়文、۳ඳ

きઢ文を܁りฦしࢪしている。30はᆵの体෦ยと考えられ、３一で、֨ࢠঢ়にަࠩし、ͦ

の間にࣼ֨文をࢪす。29は25・26とಉじ調をࢪすᙈの体෦ยである。

遺แؚ（第325ਤ31～40）　31はᰍᆵのޱԑ෦と考えられる。内֎面ともຏ໓ؾຯである

が、調はϤコφσとࢥΘれる。32はᙈである。31とಉじく内֎面ともຏ໓・ണが著しく、調

は不明ྎであるが、ᰍ෦近ではϤコφσをࢪすようである。33～36はᆵもしくはᙈのఈ෦で

ある。33はややްखのݸ体で、ఈܘも大きいことからᆵのఈ෦と考えられる。ຏ໓のため調は

不明である。34～36は֎面にφσをࢪすものである。35はఈ෦֎面がԜみఈとなる。36はఈ෦֎

面ଆの೪土がണしたと考えられるものである。36は高ഋの٭෦と考えられる。ややްखで、

内֎面ともຏ໓のため調は不明である。38・39はᆵの体෦ยである。38は28とಉじく上から۳

ඳきঢ়文、۳ඳきઢ文、۳ඳきঢ়文、۳ඳきઢ文を܁りฦしࢪしている。39はᆵのᰍ෦

からݞ෦のม化に当たるഁยで、上からঢ়文、۳ඳきಥ文、۳ඳきઢ文をࢪす。40は

高ഋの٭柱෦である、柱ঢ়の٭柱෦に大きく։く٭෦がつくものと考えられる。内面にはシϘ

リࠟが確認できるが、֎面はຏ໓のため調は不明である。

（筒井崇史）

̏ ɽ· ͱ Ί

向山遺跡の調査では、弥生時代中期の土坑１基と、弥生時代後期の竪穴建物１基をͦれͧれ確

認した。また、ৄࡉな時期は不明であるが、弥生時代の可能性が高い土壙墓とࢥΘれる遺構を２

基確認した。弥生時代後期の竪穴建物について、近ྡ地域では、八幡市美濃山廃寺下層遺跡やಉ

備前遺跡、幣原遺跡などで確認されている。また、京田辺市田辺天神山遺跡などで遺構・遺物が

確認されている。このように八幡市から京田辺市にかけての丘陵地帯には、平地෦からएׯのൺ

高をもって展։する高地性集落が確認されており、向山遺跡もͦの１例に加えることができよう。

また、弥生時代中期の遺構を確認したのも大きな成Ռであるが、ৄࡉは今後の周辺の調査に期

したい。         　　（筒井崇史）

第325ਤ　ग़土遺物࣮測ਤ（２）
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　1994、ಸྑ߁ਖ਼・ҏլ高弘ʮ女谷・荒坂横穴群第13次　ޚໟ通２号墳ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ

第157冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2014

48　Ҿ原ໜ治ʮ֟谷古墳・美濃山遺跡ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第146冊　財団法人京都府埋蔵文化財調

査研究センター）　2011
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49　竹原一ʮޱ谷古墳群ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第51冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター）　1992、京田辺市ڭҭҕһ会ʰޱ谷古墳群　ݱ地આ明会ࢿྉ 、ɦ2012

50　ח田തࢠほかʮ田遺跡発۷調査֓報ʯ（h 京田辺市埋蔵文化財調査報告書ʱ第35集　京田辺市ڭҭ

ҕһ会）　2005

51　竹原一・下　Ӵʮ内ཬ八ஸ遺跡ᶗʯ（h 京都府遺跡調査報告書ʱ第26集　財団法人京都府埋蔵文

化財調査研究センター）　1999

52　Ԟ村ⅉ一ほかʮ八幡地区ะ備事ۀ関遺跡ত和58年度発۷調査֓要ʯ（h 埋蔵文化時発۷調査

֓報（1984）ɦ　京都府ڭҭҕһ会）　1984、松ඌ史ࢠʮՏচ遺跡ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第

122冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2007

53　下　ӴほかʮՏচ遺跡ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第88冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査

研究センター）　1999

54　八ेౡ๛成・Ԙହ༸ʮ女Ֆ遺跡発۷調査֓報（第３・̑次）ʯ（h 八幡市文化財発۷調査֓報ʱ第

28集　八幡市ڭҭҕһ会）　1999

55　八ेౡ๛成ʮ上ಸྑ遺跡（第４次）発۷調査֓要ʯ（h 八幡市文化財発۷調査֓報ʱ第35集　八幡市ڭ

ҭҕһ会）　2003

56　竹原一ʮ遺跡第３次ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第106冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター）　2003、筒井崇史ʮ田遺跡第３～̑次　田遺跡における古墳時代後期～飛鳥時代の集落

の展։についてʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第161冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター）　2015

57　ར健྄ʰ日本古代地ཧ研究 　ɦ大明ಊ　1985

58　下　Ӵ・ࣲ　ڿʮ内ཬ八ஸ遺跡ᶘʯ（h 京都府遺跡調査報告書ʱ第30冊　財団法人京都府埋蔵文

化財調査研究センター）　2001

59　ҏլ高弘ʮ荒坂遺跡ʯ（h 京都府遺跡調査֓報 第ɦ56冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）

　1994

60　55にಉじ。

61　51にಉじ。

62　ߐ谷　ʮࢤਫ廃寺発۷調査報告ʯ（h 八幡市文化財調査報告ʱ第２集　八幡市ڭҭҕһ会）　1978

63　大ಎਅനʮ美濃山廃寺・美濃山廃寺下層遺跡範囲確認調査（１～̑次）報告書ʯ（h 八幡市文化財発۷

調査֓報ʱ第39集　八幡市ڭҭҕһ会）　2006

64　西田ೋ・松ढ़लʮ八幡町ࢤਫ瓦༼ᅿʯ（h 京都府史名উ天વل೦物調査報告ʱ第17冊　京都府）

　1937

65　ੴ井ਗ਼࢘ほかʮ田遺跡第３～̑次ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第161冊　公益財団法人京都府埋蔵

文化財調査研究センター）　2015

66　Ԟ村ⅉ一ほかʮ八幡地区ะ備事ۀ関遺跡ত和58年度発۷調査֓要ʯ（h 埋蔵文化時発۷調査

֓報（1984）ɦ　京都府ڭҭҕһ会）　1984

67　松下知世・大ಎਅനʮ女Ֆ遺跡（第11－2次）発۷調査報告書ʯ（h 八幡市埋蔵文化財発۷調査報告ʱ

第53集　八幡市ڭҭҕһ会）　2009

68　53にಉじ。

69　51にಉじ。

70　大ಎਅന・খढ़ʮ上屋遺跡発۷調査（第̑・̓・̔次）֓ 報ʯ（h 八幡市文化財発۷調査֓報ʱ
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第36集　八幡市ڭҭҕһ会）　2003

71　大ಎਅനʮ女Ֆ遺跡（第̔次）発۷調査報告書ʯ（h 八幡市文化財発۷調査֓報ʱ第41集　八幡市ڭ

ҭҕһ会）　2007

72　大∁ٛほかʮ西村遺跡第２・３次ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第161冊公益財団法人京都府埋蔵文

化財調査研究センター）　2015

73　ؠ井ढ़ʮ山城ᅳ௲܊ت大ॅ村松井の横穴にबきてʯ（h 歴史地ཧ 第ɦ20巻第４号　日本歴史地ཧላ။）

　1912

74　ߐਖ਼一ʮ京都府௲܊ت大ॅ村大字松井の横穴ʯ（h 考古ላᯑࢽʱ第̓巻第̔号　考古ላ။）　1917

75　ւහਖ਼ʮᶙɽ主要遺跡の֓આ　1ɽ松井横穴群ʯ（h 田辺町遺跡分布調査֓報ʱ田辺町埋蔵文化財

調査報告書第３集　田辺町ڭҭҕһ会）　1982

76　京都府ڭҭҕһ会ʮ京都府遺跡地ਤ　第２൛ʯ第̑分冊　1985

77　京都府ڭҭҕһ会ʮ京都府遺跡地ਤ　第３൛ʯ第３分冊　2003

78　ക原治ʮ第े三　美濃山ϊ古墳ʯ（h 京都府史উ地調査။報告ʱ第２冊　京都府）　1920、京都府

ҭҕһ会ʮ京都府遺跡地ਤʯ1972ڭ

79　ࠤ藤ދ༤ʮ美濃山の横穴ʯ（h 京都府史名উ天વل೦物報告書ʱ第10冊　京都府）　1929

80　田一ʮ京都府相ָ܊山城町Ҵՙ山古墳گݱ報告ʯ（h 史想ʱ第12号　߫ࢵ史ֶ会）　1963

81　高ڮ美ٱೋʮງ横穴群発۷調査֓要ʯ（h 埋蔵文化財発۷調査֓報 　ɦ京都府ڭҭҕһ会）　1969

82　ླ重治ほかʰ古屋ෑ遺跡・൧Ԭ横穴発۷調査報告書 （ɦ田辺町埋蔵文化財調査報告書　第１集　ಉ

ҭҕһ会）　1980ڭ地ֶज़調査ҕһ会・田辺町ߍ社大ֶࢤ

83　高ڮ美ٱೋʮ女谷横穴についてʯ（h 京都考古ʱ第２号　京都考古ץ行会）　1974

84　ٱอ田健士ʮ狐谷横穴群ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第̔冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター）　1982

85　　ߒ一ʮ近ـ地ํの൏人ʕとくに考古ֶのࢹからʕʯ（h 日本古代文化の୳ٻ・൏人 　ɦ社会ࢥ想社）

　1975

86　八幡市ࢽ編ࢊҕһٞڠ会ʰ八幡市ࢽʱ第１巻　八幡市　1986

87　平ྑହٱʮ南山城の後期古墳とࢯʯ（h 京都考古ʱ第14号　京都考古ץ行会）　1975

88　75にಉじ。

89　ؠ松　อほかʮ女谷・荒坂横穴群ʯ（h 京都府遺跡調査報告書ʱ第34冊　財団法人京都府埋蔵文化財

調査研究センター）　2004

90　89にಉじ。

91　Ҿ原ໜ治・松ඌ史ࢠʮ女谷・荒坂横穴群第11・12次ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第142冊　財団法人

京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2011

92　ಸྑ߁ਖ਼ほかʮ女谷・荒坂横穴群第13次ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第157冊　公益財団法人京都府

埋蔵文化財調査研究センター）　2014

93　ؠ松　อʮ南山城地域の横穴と൏人、ͦ のඃ者૾を८って－横穴の系ේとの関Θりから（予）ʯ（h 南

山城地域における文化త景؍のܗ成ա程とอ全に関する研究（平成18年度京都府ཱ大ֶ地域ܕݙߩ特

別研究成Ռ報告書）ɦ　京都府ཱ大ֶ文ֶ෦）　2007

94　Ֆ田উʮـ内横穴墓の特࣭ʯ（h 古文化ஊʱ第22集　भ古文化研究会）　2009

95　Ֆ田উʮـ内横穴墓のݕ࠶౼ʯ（h ദ原市ཱ歴史ࢿྉؗ文化財ߨԋ会ࢿྉ 　ɦദ原市ཱ歴史ࢿྉؗ）

　2017
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96　҆村ढ़史ʮ第三ষ　横穴のと展։　第ᶘ෦　横穴のと展։ʯ（ಉh 群集墳とऴ期古墳の研究ʱ

　ਗ਼文ಊग़൛）　2008

97　খઘ༟࢘ʮ南山城地域の群集墳ʯ（h 京都府の群集墳　第16回京都府埋蔵文化財研究集会 　ɦ京都府埋

蔵文化財研究会）　2009

98　和田ޗʮ群集墳とऴ期古墳ʯ（h 新൛ 古代の日本ʱ第̑巻（近ـᶗ）֯ 書ళ）　1992

99　田辺ত三ʰ陶༢古༼ᅿ群ᶗʱ平ֶ҆Ԃ研究編集第10号　1966、田辺ত三ʰ須恵器大成 　ɦ֯書ళ　

1981

100　നੴߞ治ʮ谷山地区の編年ʯ（h 陶༢古༼ᅿ群ʕ谷山地区の調査ʕ和ઘ丘陵内遺跡発۷調査報告

書ᶚ 　ɦ和ઘ市ڭҭҕһ会）　1992、࡚ٶହ史編ʰ年代のものさしʕ陶༢の須恵器 （ɦ大ࡕ府ཱ近つ飛

鳥ത物ؗਤ録40　大ࡕ府ཱ近つ飛鳥ത物ؗ）　2006、খ　ʮ須恵器అළ࠶考ʯ（h 京都府埋蔵文化

財集ʱ第̒集（ཱ三े周年記೦ࢽ）　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2010、

২田ོ࢘ʮ古墳時代須恵器編年のݶ界と展ʯ（h ཾ谷大ֶ考古ֶ集ʕׯળڭઌ生ౣ文集ʱ

２　ཾ谷大ֶ）　2012

101　西　弘ւʮ土器の時期区分とܕ式ม化ʯ（h 飛鳥・藤原ٶ発۷調査報告ᶘʱಸྑཱࠃ文化財研究所ֶ

報第31冊　ಸྑཱࠃ文化財研究所）　1978

102　ਂᖒ๕थʮ第ᶚষ　考　山田寺下層の土器についてʯ（h 大和山田寺跡ʱಸྑ文化財研究所）　

2002

103　中世土器研究会編ʰ֓આ 中世の土器・陶࣓器 　ɦ中世土器研究会　1995

104　খ・前ܝ100文

105　ࣖの؍は（辺2012）をࢀ考に、10ഒの࣮体ݦඍڸを༻して行った。

　　　辺ஐ恵美ʮ一須լ古墳群ग़土ࣖのࣗવՊֶత調査ʯ（h 大ࡕ府ཱ近つ飛鳥ത物ؗ　ؗ報ʱ16　大

府ཱ近つ飛鳥֨物ؗ）　2012ࡕ

106　鉄᭲の؍・記ड़については、Ҏ下をࢀ考にした。

　　　ਿ山लʮ古墳時代の鉄᭲についてʯ（h 原考古ֶ研　1988־ཱݝ原考古ֶ研究所集ʱ̔　ಸྑ־

107　খ・前ܝ100文

108　によるด࠹と地のঢ়گについては、҆井એࢯからಸྑ市の田横穴群の事例をࣔ͝ڭいた

だいた。

109　ळ山ߒ三ʮΩズϞϊの土器 ʕ古代土師器のࠇൗのࢹとྲྀ通ʕʯ（h 大ࡕ府埋蔵文化財ڠ会研究

会）　1994ڠ府埋蔵文化財ࡕ要ʱ第２号　財団法人大ل

110　ౡ߁༤ʮ瓦器ʯ（h ֓આ　中世の土器・陶࣓器 　ɦ中世土器研究会）　1995

111　鉄ఝの؍については下記の文をࢀ考にした。

　　　田中࠼ଠʮ古墳時代棺に༻いられた݁ۓ金۩ʯ（h 考古ֶ研究ʱ第25巻第２号　考古ֶ研究会）　

1978

112　Ԭྛ࡞ʮ棺系౷ʯ（h 原考古ֶ研究所）　1994־　原考古ֶ研究所集ʱ第11־

113　ಸྑ市埋蔵文化財センターʰ田横穴墓群・田１号墳 （ɦh ಸྑ市埋蔵文化財調査研究報告ʱ第４

冊　ಸྑ市ڭҭҕһ会）　2016

114　ҏ近ʮ土師器ࡼʯ（h ֓આ　中世の土器・陶࣓器 　ɦ中世土器研究会）　1995

115　西ʮԁ筒埴輪総ʯ（h 考古ֶࢽࡶʱ第64巻第２号　日本考古ֶ会）　1978

116　ʮ第一ষ　ٕۀज़の発ୡとߞ地の։ʯ（h 日本ߞ社会の成ཱա程 　ɦؠ書ళ）　1989

117　当調査研究センターの増田士༤ཧ事にࣔ͝ڭいただいた。
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118　ҏ・前ܝ114にಉじ。

119　ؠ松　อʮԫઘࠃの通路ʕત道・墓道・前ఉを埋める行ҝʕʯ（h ݉山考古ֶ集ʕ都ग़ൺ࿊ࢤ

ઌ生ୀ記೦ 　ɦ大ࡕ大ֶ考古ֶ研究ࣨ）　2005

120　98にಉじ。

121　94・96など

122　加լ市の法ߖ山横穴古墳ではಉ様の穴をʮ連བྷ穴ʯとして報告している（加լ市ڭҭҕһ会ʰ法ߖ

山横穴古墳群ʱ1971）

123　女谷・荒坂横穴群26号横穴では鉄ఝの可能性があるものが１しかग़土していないが、࣭のখഁ

ยがݕग़されていることから、遺体が൘の上にஔかれた可能性がࢦఠされている。（2014）

124　ؠ松　อ・上田ਅ一ʮ八幡市女谷・荒坂横穴群におけるվの࣮例ʯh 京都府埋蔵文化財報ʱ

第87号　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター　2003

125　新納　ઘʮ০ଠと古墳時代後期のฌ੍ʯ（h 考古ֶ研究ʱ第30巻第３号　考古ֶ研究会）　

1983

126　陶棺についてはٶԬণએࢯにࣔ͝ڭいただいた。

127　本࣐ʮҟܗの陶棺を発ݟしたる大和ࠃ生ۨ܊෬ݟ村ๅདྷ字中ඌの遺跡についてʯ（h 考古ֶࢽࡶʱ

第14巻第̑号　日本考古ֶ会）　1924、෬ݟ町史ץ行ҕһ会ʮๅདྷの横穴と๒ܕ陶棺ʯh ෬ݟ町史ʱ

1981

128　113にಉじ。

129　h ٢弘文ؗ　1983　史大ࣙయʱ第４巻ࠃ

130　山城町ʰ山城町史ʱ本文編　1987

131　130にಉじ。

132　h ٢弘文ؗ　1979　史大ࣙయʱ第１巻ࠃ

133　130にಉじ。

134　城ཅ市所ʰ城ཅ市史ʱ第１巻　2002

135　134にಉじ。

136　٢田থʮ大化前代の南山城ʖٱ世܊地域を中৺としてʖʯ（大ࡕ歴史ֶ会編h 古代ࠃՈのܗ成と展։ʱ

　٢弘文ؗ）　1976

137　136にಉじ。

138　ಸྑ文化財研究所（h 藤原ٶ؆ʱ三　ಸྑ文化財研究所史ྉ第88冊）　2012

139　西田ೋʰ大ॅ村史ʱ1951

140　井上ୢ༤ʰ൏人と大和政権 　ɦֶ生社　1974

141　南෦₱ʰ日本古代戸੶の研究 　ɦ٢弘文ؗ　1992、荒井ल規ʮ古代戸੶研究と大ౡڷ戸੶ʯ（০

区ڷ土と天文のത物ؗ編ʰ東京低地と古代大ౡڷ－古代戸੶・考古ֶの成Ռから－ 　ɦ名著ग़൛）　

2012

142　133にಉじ。

143　ؠ本次ʮ൏人の近ـ地ํҠ地についてʯh 日本歴史ʱ230　1967、次ʮ൏人ʯ（h 日本古

代ฌ੍史の研究 　ɦ٢弘文ؗ）　1968

144　92にಉじ。

145　京都府ڭҭҕһ会とのࢿٞڠྉ࡞成ա程において、ಸྑ߁ਖ਼が行ったࢉࢼ。

146　ࠃの史跡ࢦ定されている横穴群で全体の基数が100をえるものは、Ҏ下のものがある。࡛٢ݝۄ
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：府高井田横穴群ࡕをؚめると300～500基、大ޱദ谷横穴群：141基でະ։ݝඦ穴：222基、੩Ԭݟ

160基でະ։ޱをؚめると200基Ҏ上、大分࢛ݝ日市横穴群：161基。近ـ地ํでの大規模な横穴群と

しては、史跡ࢦ定されていないがಸྑཾݝԦ山古墳群で292基の横穴が確認されている。

147　73にಉじ。

148　93にಉじ。

149　ढ़ʮग़Ӣࠃ大井谷横穴群ʯ（h たちの考古ֶʱ̔　考古ֶ研究会）　1956ࢲ

150　92にಉじ。

151　和༤ʮ群集墳ংઆʯ（h 古代ֶ研究ʱ15　古代ֶ研究会）　1978

152　筒井崇史ʮ（１）田遺跡第３～̑次　（４）چ௲܊ت西෦における集落遺跡の展։と横穴群ʯ（h 京都

府遺跡調査報告集ʱ第161冊　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2015

153　道上ʮ古代ـ内における集落࠶編成と土地։発ʯ（h 考古ֶ研究ʱ第63巻第４号　考古ֶ研究会）

　2017

154　ඛ田ʮ̓世لにおける地域社会のม༰ʯ（h 歴史ཱࠃ　歴史ຽଏത物ؗ研究報告ʱ第179集ཱࠃ

ຽଏത物ؗ）　2013

155　近藤ٛʮの所在ʯ（h ҭҕһ会）　1952ڭ山古墳群の研究ʱ第１冊　山市ྑࠤ

156　121にಉじ。

157　87にಉじ。

158　Ֆ田উࢯがԾশしたʮ大ॅ・௲ت横穴群ʯは、ʮ大ॅʯが大字ないしڷ名をࢦし、ʮ௲تʯは܊名を

。しており、ҟなる地域֓೦がซ記されている（Ֆ田2017）ࢦ
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12 号横穴
1 須恵器 ഋ̝֖ 10.0 4.1 ʕ ܗ ֎ 面 : ੨ փ

৭（51#5/2） 
内 面 : に Ϳ
い   ৭

（5:35/3）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈか

֎面にՐ᧪

2 弥生土器 ఈ෦ ʕ （2.8） 4.4 ఈ 12/12 に Ϳ い 
（7.5:35/3）

土：２～１ܘ
mm 大 の  ੴ を
ଟくؚむ

3 弥生土器 ఈ෦ ʕ （3.4） 4.7 ఈ 12/12 ֎ 面 : に Ϳ
い ԫ ᒵ ৭

（ 1 0 : 3 7 / 4 ） 
内 面 : ҉ փ ৭

（/3/0）
13 号横穴

4 須恵器 平ළ 4.9 12.8 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ΧΩϝ、ϩ
Ϋϩの回సํ向：ӈか

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
をଟくؚむ

15 号横穴
6 土師器 ഋ̘ 10.4 3.1 ʕ 6/12 ԫ ᒵ ৭

（7.5:3）
ఈ෦֎面：φσ、内面：
์ࣹ一ஈ҉文とཐટঢ়
҉文

土：ඍࡉなന
৭࠭・Ӣをଟ
くؚむ

7 弥生土器 ᙈ ʕ （4.2） ʕ ഁย にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

֎面：ଠい横ϋέ、内面：
φσ

16 号横穴
17 須恵器 ᰍᆵ 11.3 14.8 ʕ ܗ փ৭（5:6/1）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ

リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

体෦֎面と内面
にࣗવᬵ、ਖ਼Ґ
でম成、ఈ෦֎
面に重Ͷমきさ
れたࠟ跡、ޱԑ
෦֎面にӈ上が
りのऑいϋέϝ
ঢ় 調 、  土：
ܘ 0.5mm 大のࠇ
৭ཻをଟくؚむ

18 土師器 ഋ̘ 10.6 4.0 ʕ ܗ ԫ ᒵ ৭
（7.5:37/8）

ఈ෦֎面：φσ・ΦαΤ、
内面：一ஈ์ࣹ҉文

17 号横穴
19 須恵器 ഋ̝֖ 11.6 3.5 ʕ ܗ փന৭（/7/0）

～փ৭（/6/0）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、֎周෦にϔϥ
こし時のέズリ、ϩى
Ϋϩの回సํ向：ӈ

内֎面にম成時
のփண、天井
෦֎面にϔϥ記
号ʮ一ʯ

20 須恵器 ഋ̝֖ 11.6 4.2 ʕ ܗ ֎ 面： փ ന
৭（/7/0）　 
内 面： փ ৭

（/6/0）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

21 須恵器 ഋ̝֖ 11.2 3.4 ʕ ܗ 明Φリーϒփ
৭（2.5(:7/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、֎周෦にϔϥ
こし時のέズリى

22 須恵器 ഋ̝ 10.3 3.9 ʕ ܗ ֎ 面： ੨ փ
৭（10#(5/1） 
内面：փന৭

（/7/0）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

ম成時のփண、
֖をඃせてম成

23 須恵器 ഋ̝ 10.2 4.1 ʕ ܗ փന৭（/7） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調、֎周෦にϔϥى
こし時のέズリ

24 須恵器 ഋ̝ 9.8 3.4 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（10#(6/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

ఈ෦֎面にࣗવ
ᬵ、ٯҐでのম
成

25 弥生土器 খ ܕ ᙈ
か

ʕ （7.4） ʕ ʕ にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

ఈ෦֎面：έズリ、内面：
ϋέϝ

ද̑　松井横穴群ग़土土器؍ද
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18 号横穴 ʕ
26 須恵器 ഋ̝֖ 10.9 3.7 ʕ ܗ ੨ փ ৭

（51#6/1）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈか

27 須恵器 ഋ̝ 10.0 2.8 ʕ ܗ 明Φリーϒփ
৭（2.5(:7/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

28 須恵器 ഋ̝ 9.4 2.7 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

29 須恵器 ഋ̜֖ 10.3 3.5 ʕ ܗ փന৭（/7） 天井෦֎面にম
成 時 の փ  ண、
にඃせてম成

30 須恵器 ഋ̜ 8.6 3.1 ʕ ܗ փ ന ৭
（7.5:7/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調（έズリに近い）

31 須恵器 ᆵ֖ 8.8 3.8 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（10#(5/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

32 須恵器 అළ ʕ （20.3）ʕ ԑを欠ޱ
く

փ৭（/6/0）

33 須恵器 平ළ 6.0 12.6 ʕ ܗ փന৭（/7/0）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ࠨ

19 号横穴
34 須恵器 平ළ 5.0 11.2 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/1） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ

リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

ް ख の つ く り、
土：を΅か
したようなࠇ৭
ཻをগྔؚむ

35 土師器 高ഋ 16.4 （3.4） ʕ 2/12 ᒵ৭（5:36/6）֎面：ϛΨΩとέズリ、
内面：์ࣹ҉文

土：৭ཻを
ଟくؚむ

20 号横穴 ʕ
37 須恵器 ֖ 10.2 （2.8） ʕ つまみを

欠く
փ৭（/6/0） ഋ̝を֖にར

༻したものか
38 須恵器 ແ ֖ 高

ഋ
10.6 13.5 10.0 ほ΅ܗ փന৭（/7/0） ಁかし：ೋஈೋ

ԑ෦内面ޱ、ํ
をআいてম成時
のփがண、
ཱ ঢ় ଶ で ম 成、
土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
をଟくؚむ

39 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

11.7 6.7 8.5 ほ΅ܗ փ৭（/5.0） ম 成： や や ೈ、
瓦器にࣅたง囲
ؾ

40 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

11.4 6.5 7.2 ܗ ҉փ৭（/3/0） ম 成： ೈ、 瓦 器
にࣅたง囲ؾ

41 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

13.1 10.0 8.7 ܗ փ৭（/7/0） ম 成： や や ೈ、
ڧԑ෦֎面にޱ
いϩΫϩ

42 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

10.0 30.3 15.1 ԑの一ޱ
෦を欠く

明 ੨ փ ৭
（5#7/1）

ಁかし：ೋஈೋ
ํ

43 須恵器 అළ 6.2 19.4 ʕ ܗ փ ന ৭
（7.5:8/1）

体෦にম成時の
ண物ଟ数

44 土師器 ഋ̜ 12.3 4.0 ʕ ܗ ᒵ৭（5:36/6）ຏ໓により不明
45 土師器 ᙈ̖ 14.0 （17.6）ʕ 10/12 ୶ ԫ ৭

（2.5:8/4）
֎面：ଠいϋέϝ、内面：
φσ

22 号横穴
48 須恵器 ു 15.8 6.8 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ম成ややೈ
49 須恵器 ແ ֖ 高

ഋ
12.0 11.1 10.0 ほ΅ܗ փ৭（/6/0） ಁ か し： ແ、 

ཱでম成、٭෦
内面とഋ෦֎面
にփがண

50 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

11.8 6.5 7.3 ܗ փ৭（/5/0） ಁかし：ແ、ম成：
ややೈ

51 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

11.3 6.6 7.9 ܗ ҉ ੨ փ ৭
（5#4/1）

ಁかし：ແ、ম成：
ややೈ
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52 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

8.3 22.6 12.8 ԑの一ޱ
෦を欠く

փ৭（/6/1） ಁかし：一ஈೋ
ํ、 ٭ が  む、
֎面にփがண

53 土師器 ᙈ̖ 13.9 14.5 ʕ ԑの一ޱ
෦を欠く

ԫ ᒵ ৭
（7.5:37/8）

内面：۩φσとϋέ
ϝ

ൗ１か所、ࠇ
土： ܘ 0.5 ～ １
mm 大 の ന ৭ ཻ
をଟくؚむ、ඍ
なӢをଟくࡉ
ؚむ

23 号横穴
54 須恵器 ഋ̝֖ 10.7 3.6 ʕ ܗ փ ന ৭

（2.5:8/2）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

内֎面全体にຏ
໓、ম成：ೈ

55 須恵器 ഋ̝ 9.3 3.1 ʕ ܗ փന৭（/7/0）天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

56 須恵器 平ළ 6.1 12.5 ʕ ܗ 明Φリーϒփ
৭（2.5(:7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

土：を΅か
したようなࠇ৭
ཻをগྔؚむ

57 土師器 ഋ̘ 9.9 3.6 ʕ ほ΅ܗ ᒵ৭（5:36/8）֎面：ຏ໓のため不明、
内面：์ࣹ一ஈ҉文と
ཐટঢ়҉文

ఈ෦֎面にࠇൗ

24 号横穴
58 須恵器 ᰍᆵ ʕ （17.4）ʕ ԑ෦をޱ

欠く
փന৭（/7/0）
　

ম成時のփが֎
面全体にணし
ޫがある、ఈ
෦֎面に重Ͷম
きのࠟ跡

59 須恵器   
ᰍᆵ

ʕ （9.2） 9.6 2/12 ֎ 面： に Ϳ
い   ৭

（ 5 : 3 4 / 3 ） 
内 面： փ ৭

（/4/0）

ಁかし：ԁ࢛ܗ
ํ

60 須恵器 ᰍᆵ 10.0 17.8 ʕ ܗ /8/0 փന৭～
/4.0 փ

֎面全体に発๐
するࣗવᬵ

61 土師器 ഋ ̜ な
いし̘

8.8 3.3 ʕ ほ΅ܗ ᒵ৭（5:36/8） 内֎面とも器面
が荒れる

25 号横穴
62 須恵器 ഋ̝֖ 10.7 3.9 ʕ ܗ ੨ փ ৭

（5#6/1）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

27 号横穴
63 須恵器 ഋ̝֖ 12.0 3.7 ʕ ܗ ֎ 面 ： に

Ϳ い  ৭
（7 . 5:35/3）
～ փ ന ৭

（ 1 0 : 3 8 / 2 ） 
内 面 ： に
Ϳ い ᒵ ৭

（7.5:37/4）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ（ஸೡ）、ϩΫϩの回
సํ向：ࠨ

土：ܘ 0.5 ～３
mm 大 の  ৭ ཻ
をଟくؚむ

64 須恵器 ഋ̝ 10.6 3.9 ʕ ܗ փന৭（/7/0）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

65 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

9.5 13.4 13.4 ܗ փ（7.535/2）
～  ࠇ

（7.532/1）

ϩΫϩの回సํ向：ࠨ ಁかし：ೋஈ三
ํ

28 号横穴
67 須恵器 ແ ֖ 高

ഋ
14.4 11.3 11.2 ほ΅ܗ Φリーϒࠇ৭

（10:3/1）
ಁかし：ೋஈೋ
、෦む٭、ํ
ഋ෦内面と٭෦
֎面にম成時の
փがண

68 土師器 ᙈ̖ 12.2 13.4 ʕ ޱ ܘ
6/12

明 ԫ  ৭
（10:37/6）

֎面：෦上をॎϋ
έ、෦下はέズリ、
内面：෦をϤコϋέ、
ఈ෦はΦαΤ
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29 号横穴
72 須恵器 ഋ̝֖ 11.2 4.0 ʕ ܗ Φリーϒփ৭

（10:6/2）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈか

土：ඍࡉな
を΅かしたよう
なࠇ৭ཻを͝く
গྔؚむ

73 須恵器 ഋ̝ 11.4 3.2 ʕ ܗ փന৭（/7/0）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

֖をඃせてম成、
土：ඍࡉなࠇ
৭ཻをଟくؚむ

74 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

13.2 16.8 14.3 ഋ෦ 3/4 ੨ փ ৭
（5#(6/1）

ಁかし：ೋஈೋ
ํ、ഋ෦内面Ҏ
֎にম成時のփ
がண

75 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

13.2 16.8 14.3 ほ΅ܗ ੨ փ ৭
（5#(6/1）

ഋ෦のࠐݟみ෦にಉ৺
ԁ文か

ಁかし：ೋஈೋ
ํ

76 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

12.0 15.6 13.8 ܗ ੨ փ ৭
（5#6/1）

ಁかし：ೋஈೋ
ํ

77 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

12.4 （5.4） ʕ ޱ ԑ ෦
3/4、 ٭
を欠く

੨ փ ৭
（5#5/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ（ஸೡ）、ϩΫϩの回
సํ向：ӈか

78 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

16.0 15.8 ෮ 原
15.6

7/12 փ ന ৭
（2.5:8/1）

ಁかし：ೋஈೋ
ํ、ম成：ೈ

79 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

12.4 16.8 13.8 7.5/12 փന৭（/7/0）
～ ҉ փ ৭

（/3/0）

ಁかし：ೋஈೋ
ํ

̨̭ 1216
86 須恵器 ഋ̝֖ 12.0 3.9 ʕ ほ΅ܗ ੨ փ ৭

（5#(5/1）
天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

87 須恵器 ഋ̝֖ 11.6 4.0 ʕ 9.5/12 ֎面：にͿい
ᒵ৭（5:36/3）
～ ࠇ  ৭

（ 2 . 5 : 3 / 1 ） 
内 面： に Ϳ
い   ৭

（5:35/3）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ（ࡶ）

88 須恵器 ഋ̝֖ 11.6 9.5 ʕ 7/12 ੨ փ ৭
（5#(5/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ࠨ

31 号横穴
89 須恵器 ഋ̝ 10.3 3.5 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ

調、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ఈ෦֎面にম成
時のփがண

90 須恵器 ഋ̝ 10.1 2.9 ʕ ܗ փ ԫ ৭
（2.5:6/2）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ

91 須恵器 平ළ 5.4 （11.5）ʕ ԑを一ޱ
෦欠く

փ৭（7.5:4/1）ϩΫϩの回సํ向：ӈ  土： ܘ １mm
大の発๐するࠇ
৭ཻを͝くগྔ
ؚむ

32 号横穴
92 須恵器 ഋ̜֖ 10.4 3.4 ʕ 7/12 փ ന ৭

（2.5:7/1）
遺存ঢ়ଶѱく੬
い

93 須恵器 ഋ̜֖ 11.4 3.3 ʕ 2/12 փ ന ৭
（7.5:8/1）

94 須恵器 ഋ̜֖ 19.0 4.1 ʕ ԑ෦のޱ
ଟく欠く

ઙ ԫ ৭
（2.5:7/3）

遺存ঢ়ଶѱく੬
い

95 須恵器 ഋ̜ 10.6 4.2 ʕ ほ΅ܗ փ ന ৭
（7.5:8/2）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

遺存ঢ়ଶѱく੬
い

96 須恵器 ഋ̜ 9.6 3.9 ʕ 9/12 に Ϳ い ԫ ৭
（2.5:6.4）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

遺存ঢ়ଶѱく੬
い

33 号横穴
100 須恵器 ഋ̜֖ 8.1 3.4 ʕ ܗ փ  ৭

（2.5:35/2）
天井෦֎面にম
成時のփண

101 須恵器 ᆵ֖ 7.3 2.5 ʕ ܗ փ ന ৭
（2.5:7/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
後φσ

天井෦֎面にম
成時のփண
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102 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

ʕ （22.7）ʕ ԑおよޱ
ͼ٭を欠
く

੨ փ ৭
（51#5/1）

ಁかし：ೋஈ三
ํ、体෦上面と
ԑ෦内面にমޱ
成 時 の փ  ண、
ਖ਼Ґでのম成

103 瓦器  13.0 4.25 4.7 ܗ փ৭（/4/0）
104 瓦器  12.4 5.1 4.0 ܗ փ৭（/4/0）
105 土師器 ࡼ 13.4 2.4 ʕ ܗ にͿいԫᒵ৭

（10:37/4）
内面にεεঢ়の
ண物、౮明ࡼ
か、  土： ܘ
0.5mm 大 の ന ৭
ཻ・  ੴ・ Ӣ 
をଟくؚむ

34 号横穴
106 須恵器 ഋ̝֖ 11.4 3.4 ʕ ܗ ੨ փ ৭

（10#(6/1）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の 発 ๐ す
るࠇ৭ཻをଟく
ؚむ

107 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.1 13.8 10.0 ܗ փ৭（/7/0） ಁかし：ೋஈ三
ํ、֎面とࠐݟ
み෦にম成時の
փがண

108 須恵器 ֖ 10.2 3.8 ʕ ほ΅ܗ ੨փ৭（6/1） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ԑ෦にೋのޱ
Ԝઢ

109 須恵器 ֖ 10.0 3.9 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ԑ෦にೋのޱ
Ԝઢ

110 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

8.4 22.4 12.1 ほ΅ܗ փ৭（/6/0） ֎面の体෦下は平行
タタΩ

ಁかし：一ஈೋ
෦が٭、ํ
む、体෦上の
֎面にম成時の
փがண、土：
ܘ 0.5 ～１mm 大
のന৭࠭をඇৗ
にଟくؚむ

111 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

6.8 23.0 10.9 ͼٴԑޱ
の一෦٭
を欠く

փ৭（/5/0） ಁかし：一ஈೋ
ํ、体෦֎面の
上にম成時の
փがްくண

35 号横穴
153 須恵器 ഋ̝֖ 11.9 3.7 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ

ະ調
154 須恵器 ഋ̝֖ 12.0 3.3 ʕ ܗ ֎ 面 ： փ

৭ （ / 5 / 0 ） 
内 面： փ ৭

（/7/0）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

155 須恵器 ഋ̝ 11.2 3.1 ʕ 天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

ఈ෦֎面からड
け෦にম成時の
փがண

156 須恵器 ഋ̝ 11.0 3.2 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

内面মきͿくれ、
ఈ෦֎面にম成
時のփがްく
ண、天地ٯでম
成

157 須恵器 ഋ̝ 10.7 3.3 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈ

ड෦に֖の෦
が༥ண、ఈ෦֎
面にম成時のփ
がްくண、֖
をඃせて天地ٯ
でম成

158 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.0 12.5 （9.8） の一෦٭
を欠く

փ৭（/6/0） ಁかし：ແ
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159 須恵器  ٭ 
ᰍᆵ

9.0 25.1 11.6 の一෦٭
を欠く

փ৭（/6/0） ಁ か し： ແ、 ٭
む、֎面全体
と٭内面にম成
時 の փ が  ண、
土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ࠭
をଟくؚむ

160 須恵器 ᰍᆵ 7.4 10.1 ʕ ܗ փ৭（/6/1） ϩΫϩの回సํ向：ӈ 土：ܘ 0.5 ～３
mm 大 の  ੴ・
ന৭࠭をඇৗに
ଟくؚむ

161 須恵器 ഋ̝֖ 11.7 3.7 ʕ 11/12 փ৭（/6/1） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

 土： ܘ １mm
大のੴ・ന৭
ཻをଟくؚむ

36 号横穴
163 須恵器 ഋ̝֖ 12.0 4.6 ʕ ܗ փ ന ৭

（5:8/1）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
後φσ

ϩ Ϋ ϩ  ڧ い、
天井෦内面に೪
土をิう、ম成：
ೈ

164 須恵器 ഋ̝֖ 9.8 3.1 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈ

165 須恵器 ഋ̝֖ 9.7 3.0 ʕ ܗ փ৭（/5/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
後φσ

166 須恵器 ഋ̝֖ 9.2 3.1 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調か、ϩΫϩの回
సํ向：ӈ

167 須恵器 ഋ̝֖ 9.1 3.1 ʕ ܗ փ৭（/6/1） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
後φσ、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈ

 土： ܘ １mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
を͝くগྔؚむ

168 須恵器　 ഋ̝ 10.9 3.7 ʕ ܗ փ ന ৭
（2.5:8/2）

ఈ෦֎面：不明 ম 成： や や ೈ、
 土： ܘ 1 ～ ２
mm 大 の  ৭ ཻ
をগྔؚむ

169 須恵器 ഋ̝ 10.7 4.2 ʕ ほ΅ܗ փ ന ৭
（5:7/2）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

֎面のϩΫϩ
、い、ম成：ೈ調ڧ
 土ʀ ܘ 1 ～ ２
mm 大 の  ৭ ཻ
をଟくؚむ

170 須恵器 ഋ̝ 10.5 3.7 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:8/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

ম成：ややೈ調

171 須恵器 高ഋ 13.8 13.0 10.6 ޱ ԑ
10/12

փ৭（/7/0） ಁかし：ແ、土：
ܘ 0.5 ～１mm 大
のੴ・ന৭ཻ
をଟくؚむ

172 須恵器 平ළ 5.1 11.8 ʕ ܗ  փ ৭
（5(6/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ 土：ܘ 0.5 ～２
mm 大のന৭ཻ・
ੴをଟくؚむ

173 土師器 ഋ̜ 10.3 3.7 ʕ ほ΅ܗ ᒵ ৭
（7.5:37/4）

ఈ෦֎面：ΦαΤ、ޱ
ԑ෦φσ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大の৭ཻ、
Ӣをଟくؚむ

174 土師器 ᙈ̖ ʕ （18.9）ʕ ͼٴԑޱ
体෦の一
෦を欠く

ԫ ᒵ ৭
（7.5:38/8）

ຏ໓で֎面調は不明 土：ܘ 0.5 ～１
mm 大の৭ཻ・
ന৭ཻ・ੴを
ඇৗにଟくؚむ

37 号横穴
175 須恵器 ഋ̜֖ 10.3 （2.7） ʕ ほ΅ܗ փ৭（/5/0） 天井෦֎面：έズリと

φσ
176 土師器 低 ٭ 高

ഋ
10.1 6.4 7.3 ほ΅ܗ ᒵ ৭

（2.5:36/8）
ഋ෦֎面：ϛΨΩ、内面：
์ࣹ一ஈ҉文

177 須恵器 ഋ̝֖ 11.4 3.7 ʕ ܗ փ ന ৭
（7.5:7/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭ཻをඇ
ৗにଟくؚむ
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178 須恵器 ഋ̝ 10.2 3.35 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

38 号横穴
179 須恵器 ഋ̝֖ 12.0 4.1 ʕ ܗ փ৭（/6/1） 天井෦֎面：ϔϥΩリ

後φσ
180 須恵器 ഋ̝֖ 11.7 3.0 ʕ ܗ 明 ੨ փ ৭

（51#7/1）
天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリか

天井෦֎面にϔ
ϥ記号ʮʷʯ

181 須恵器 ഋ̝֖ 11.4 3.6 ʕ ܗ փ৭（/5/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭ཻをඇ
ৗにଟくؚむ

182 須恵器 ഋ̝֖ 11.4 3.4 ʕ ܗ փന৭（/7/0）天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

ϔϥ記号ʮʷʯ

183 須恵器 ഋ̝֖ 11.6 3.6 ʕ 6/12 փ ന ৭
（7.5:7/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

184 須恵器 ഋ̝ 10.2 3.3 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（5#6/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ、ϩΫϩの回۩
సํ向：ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
をଟくؚむ

185 須恵器 ഋ̜ 11.2 4.35 ʕ ܗ փന৭（/7/0）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

ఈ෦֎面にϔϥ
記号ʮʹʯ、土：
ܘ １mm 大 の 
を΅かしたよう
なࠇ৭ཻをଟく
ؚむ

186 須恵器 ᆵ ʕ （11.7）ʕ 体 ෦
ޱ、6/12
ԑを欠く

ԫ փ ৭
（2.5:6/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ 体෦上にম成
時のփがணす
る、土：ܘ 0.5
～ １mm 大 の ന
৭ཻ・ੴをඇ
ৗにଟくؚむ

187 土師器 ᙈ̘ 21.7 （4.4） ʕ ޱ ԑ
3/12、体
෦を欠く

にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭物をଟ
くؚむ。

39 号横穴
188 須恵器 ഋ̝ 9.2 2.9 ʕ ܗ ੨ փ ৭

（5#6/1）
ఈ෦֎面にϔϥ
記 号、  土： ܘ
0.5 ～ 1mm 大 の
ന৭࠭をଟくؚ
む

189 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.6 （12.5）ʕ ԑの一ޱ
෦と٭を
欠く

փ৭（/6/1）

190 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

1 0 . 5
～

12.7

11.35 10.2 ܗ փ৭（/7/0） ԑむ、ఈ෦ޱ
֎面にম成時の
փがண

191 須恵器   
ᰍᆵ

ʕ （23.5）10.0 体෦・٭
の一෦を
欠く

փ ന ৭
（5:7/1）

ಁかし：一ஈೋ
ํ、体෦内面の
下にはঢ়
۩のࠟ跡がೋか
所

192 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

9.0 （11.4）ʕ ఈ෦を欠
く

փ৭（6/0） は人ҝతにଧ٭
ち欠いたか、ޱ
ԑ෦内面と体෦
上面にম成時の
փがண

193 須恵器  ᰍ ᆵ
֖

16.5 2.6 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/5/0） ֎面にম成時の
փがண

194 須恵器 ᰍᆵ ʕ （8.4） ʕ 5/12 փ৭（/7/0）  土： ܘ 0.5 ～
1mm 大の発๐す
るࠇ৭ཻをଟく
ؚむ

195 須恵器 ᰍᆵ 11.2 17.0 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

196 土師器 ഋ̝ 12.6 4.7 ʕ 9/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

ఈ෦֎面：έズリ、内
面はφσ

ϔϥ記号あり
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197 須恵器 ഋ̜ 11.4 3.3 ʕ 3/12 ҉փ৭（/3/0）ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ

198 土師器 ഋ 14.8 4.0 ʕ ܗ ᒵ৭（5:36/8）内֎面ຏ໓で不明
40 号横穴

200 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

10.6 12.1 10.9 ޱ ԑ
6/12

փ৭（/5/0） ಁかし：ೋஈ三
෦内面を٭、ํ
আいてম成時の
փがண

201 須恵器   
ᰍᆵ

8.4 23.2 9.8 ほ΅ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

41 号横穴
218 須恵器 ഋ̝֖ 13.0 3.5 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ

ະ調
219 須恵器 అළ 5.0 ～

6.0
18.9 ʕ ԑを一ޱ

෦֯
փ ന ৭

（7.5:7/1）
ϩΫϩの回సํ向：ӈ

220 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

10.1 （3.6） ʕ ഋ ෦
:4/12 お
よͼ٭を
欠く

փ৭（/6/0）

221 須恵器 ෦٭ ʕ （4.4） 8.8 4/12 փ৭（/5/0） ಁかし：一ஈೋ
ํ、֎面にম成
時のփがணす
る、土：ܘ 0.5
～ １mm 大 の 
ੴ・ന৭ཻをଟ
くؚむ

222 土師器 ഋ̜ 10.7 3.8 ʕ 8/12 明  ৭
（7.5:35/8）

ఈ෦֎面：φσ・ΦαΤ、
内面：φσ

43 号横穴
224 須恵器 ഋ̝֖ 12.0 3.7 ʕ ܗ փ ԫ ৭

（2.5:6/1）
天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

内֎面にম成時
のփがண

225 須恵器 ഋ̝֖ 11.8 3.5 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ԑ෦内面にޱ
༥ண物、とセ
οτでম成、ޱ
ԑ෦֎面にはଞ
ԑ෦ޱ体のݸ
が༥ண

226 須恵器 ഋ̝֖ 11.7 3.4 ʕ ܗ ֎ 面 ： փ
৭ （ 7 / / 0 ） 
内面：փ৭

（10:36/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ԑ෦内面にޱ
༥ ண 物 が あ り、
とセοτでম
成

227 須恵器 ഋ̝֖ 11.5 3.6 ʕ ܗ ࢵ փ ৭
（5316/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

228 須恵器 ഋ̝ 11.0 3.7 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

ఈ෦֎面にম成
時のփがணす
る、土：ܘ 0.5
～ ２mm 大 の 
ੴ・ന৭ཻをଟ
くؚむ

229 須恵器 ഋ̝ 10.4 3.5 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

内֎面にম成時
のփがண

230 須恵器 ഋ̝ 10.2 3.1 ʕ ܗ ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

डけ෦とఈ෦֎
面にম成時のփ
がண

231 須恵器 ഋ̝ 10.1 2.7 ʕ ܗ ࢵ փ ৭
（516/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

ԑ෦֎面に֖ޱ
の  ෦ が ༥ ண、
֖をඃせてম成、
ఈ෦֎面にࣗવ
ᬵ、  土： ܘ
0.5mm 大 の ࠇ ৭
ཻを͝くগྔؚ
む
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232 須恵器 ഋ̝ 9.9 3.2 ʕ ܗ ࣲ փ ৭
（516/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リか

डけ෦に֖の
෦が༥ண、֖を
ඃせてম成、ఈ
෦֎面にࣗવᬵ、
土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ࠇ ৭ ཻ
をগྔؚむ

233 須恵器 ഋ̝ 9.9 3.1 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

डけ෦とࠐݟみ
෦にম成時のփ
が  ண、  土：
を΅かしたよ
うなࠇ৭ཻを͝
くগྔؚむ

234 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.2 14.9 10.3 の一෦٭
を欠く

փ৭（/6/0） ಁかし：ೋஈೋ
ํ

235 須恵器   
ᰍᆵ

11.9 18.5 11.5 ܗ փ৭（/6/0） 高の内面をআ
く内֎面にম成
時のփがண

44 号横穴
236 須恵器 ഋ̝֖ 13.5 3.8 ʕ ほ΅ܗ 明Φリーϒփ

৭（2.5(:7/1）
天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

土：ܘ 0.5ᶲ大
のന৭ཻをଟく
ؚむ

237 須恵器 ഋ̝֖ 1 1 . 1
～

12.5

3.9 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ԑむ、ఈ෦ޱ
֎面にম成時の
փ が  ண  土：
ܘ 0.5 ～１mm 大
のੴ・ന৭ཻ
をଟくؚむ、
を΅かしたよう
なࠇ৭ཻをগྔ
ؚむ

238 須恵器 ഋ̝ 10.8 3.8 ʕ ܗ փ৭（/5/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

239 須恵器 高 ഋ ٭
෦

ʕ （6.1） 10.4 6/12 ҉փ৭（/3/0） ಁかし：ೋஈ三
ํ

240 須恵器 ᰍᆵ 7.9 5.7 ʕ ܗ ԫ փ ৭
（2.5:6/1）

ఈ෦֎面にম成
時のփがண

241 土 師 器　
　

ഋ 10.6 3.4 ʕ ほ΅ܗ ᒵ৭（5:37/8）

242 土師器 ᙈ̖ 13.9 12.8 ʕ ほ΅ܗ ԫ ᒵ ৭
（10:38/6）

֎面：ॎϋέ後ఈ෦έ
ズリ、内面：෦上
横ϋέ

45 号横穴
243 須恵器 ഋ̝֖ 12.4 3.6 ʕ ܗ ੨ փ ৭

（51#6/1）
天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

 土： ܘ １mm
大のࠇ৭ཻをଟ
くؚむ

244 須恵器 ഋ̝֖ 12.3 3.7 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

֎面に৭إྉ
か

245 須恵器 ഋ̝֖ 12.2 4.1 ʕ ܗ ԫ փ ৭
（2.5:6/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

 土： ܘ １mm
大のࠇ৭ཻをଟ
くؚむ、ܘ 0.5 ～
３mm 大のੴ・
ന৭ཻをଟくؚ
む

246 須恵器 ഋ̝ 10.3 2.9 ʕ ܗ փ৭（/5/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ

247 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

13.1 7.8 7.6 ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

248 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

8.5 ～
10.5

30.8 13.7 ܗ փ৭（10:6/1） ಁかし：一ஈೋ
ԑむޱ、ํ

249 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.3 12.1 10.2 ほ΅ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ
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250 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

ʕ （19.7）ʕ ԑおޱ
よͼ٭を
欠く

明Φリーϒփ
৭（2.5(:7/1）

ಁ か し： 三 ํ、
は人ҝతなଧ٭
ち欠きか、体෦
֎面の上にম
成時のփがண、
土：ܘ 0.5 ～１
mm 大のന৭ཻ・
ੴをඇৗにଟ
くؚむ

46 号横穴
257 須恵器 ഋ̝֖ 13.7 3.6 ʕ ܗ ੨ փ ৭

（51#6/1）
天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ԑ෦内面にޱ
Ԝઢ、ࠄ物のѹ
ࠟか

258 須恵器 ഋ̝ 11.9 4.15 ʕ ܗ փ৭（/6/1） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
をଟくؚむ

47 号横穴
261 須恵器 ֖ 12.2 4.7 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ

ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

天井෦とޱԑの
֎面にஈ

262 須恵器 ֖ 11.8 4.7 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

天井෦とޱԑの
֎面にஈ

263 須恵器 ഋ̝ 11.4 3.3 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

264 須恵器 ֖ 9.3 3.3 ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

265 須恵器 ֖ 9.1 2.7 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/1）
266 須恵器 అළ 7.0 19.6 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ 土：を΅か

したようなࠇ৭
ཻをଟくؚむ

267 須恵器 అළ 6.4 17.3 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ࣖはϘタンঢ়、
֎面上෦にࣗ
વᬵ

268 土師器 高ഋ 16.8 （5.4） ʕ ޱ ԑ
٭、7/12
を欠く

明   ৭
（5:35/8）

 土： ܘ 0.5mm
大の৭ཻをଟ
くؚむ

269 土師器 ᙈ̘ 19.6 38.4 ʕ ܗ ઙ ԫ ᒵ ৭
（7.5:38/6）

ఈ ෦ ֎ 面： 一 次 ϋ έ、
෦֎面はࡉかいॎϋ
έ、 ఈ ෦ 内 面： φ σ、
෦内面はࡉかいϋέ

、ԑはऑく内ޱ
෦はϥάϏー
Ϙールޱ、ܗᰍ
෦ڥやや上にӶ
いઢ、෦に
ൗࠇ

270 土師器 ഋ̜ 10.6 3.6 ʕ ほ΅ܗ ᒵ ৭
（7.5:36.8）

ఈ෦֎面：φσ・ΦαΤ、
内面：φσ

ԑが֎しޱ
෦は内、土：
ܘ 0.5 ～１mm 大
の৭ཻ・ന৭
ཻ・ੴとඍࡉ
なӢをଟくؚ
む。

271 土師器 ࡼ 15.3 2.3 ʕ 4/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

48 号横穴
276 須恵器 ഋ̝֖ 11.2 3.5 ʕ ܗ փ৭（/6/1） 天井෦֎面：ϔϥΩリ

後φσか、ϩΫϩの回
సํ向：ӈ

֎面にՐ᧪

277 須恵器 ᆵ 5.9 12.0 ʕ ԑの一ޱ
෦を欠く

փ৭（/7/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ 土：を΅か
したようなࠇ৭
をগྔؚむࢠཻ

278 須恵器 అළ ʕ （16.9）ʕ ԑを欠ޱ
く

҉  փ ৭
（7.533/1）

ࣖはঢ়、体
෦֎面のด࠹෦
は平行タタΩ

279 須恵器 అළ ʕ （20.9）ʕ ԑを欠ޱ
く

ࢵ փ ৭
（516/1）

ࣖはঢ়
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280 土師器 ᙈ 10.6 10.7 ʕ ޱ ԑ ෦
4/12

ઙ ԫ ᒵ ৭
（10:38/3）

෦内面：ࡉかいϋέ
ϝ

ఈ෦֎面にϔϥ
記号

49 号横穴
283 須恵器 ഋ̝֖ 12.4 4.0 ʕ 8/12 փന৭（/7/0）天井෦֎面：ϩΫϩέ

ズリ
284 須恵器 ഋ̝ 12.4 4.2 ʕ ܗ փ ന ৭

（5:8/1）
ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ࠇ ৭ ཻ
をগྔؚむ

285 須恵器 ഋ̝ 12.0 4.3 ʊ ܗ փ ന ৭
（7.5:7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ܗ時ӈ・έズリ時ࠨ
か

 土： ܘ １mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
をগྔؚむ

286 須恵器 ഋ̝ 12.0 4.4 ʕ ほ΅ܗ փ ന ৭
（7.5:7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の  を ΅
かしたようなࠇ
৭ཻをগྔؚむ

287 須恵器 ഋ̝ 11.7 4.2 ʊ ほ΅ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ܗ時ӈ・έズリ時ࠨ
か

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の  を ΅
かしたようなࠇ
৭ཻをগྔؚむ

288 須恵器 ഋ̝ 10.9 4.6 ʕ ܗ փ ന ৭
（7.5:8/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

ম 成： や や ೈ、
土：を΅か
したようなࠇ৭
ཻ を গ ྔ ؚ む、
ܘ 0.5 ～ １ mm
大のന৭࠭をଟ
く ؚ み、 ܘ 2 ～
3mm 大のཻ࠭を
͝くগྔؚむ

289 須恵器 ഋ̝ 10.4 4.0 ʕ 10/12 փ ന ৭
（5:8/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

290 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

11.8 17.4 13.2 ޱ ԑ
6/12 ٭
෦ :3/12

փ৭（5:6/1） ಁかし：ೋஈ三
ํ、土：ܘ 0.5
～ １mm 大 の ന
৭ཻをଟくؚむ

291 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

12.1 13.6 10.3 ほ΅ܗ  փ ৭
（535/1）

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ を
ඇৗにଟくؚむ

292 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

10.4 13.4 9.8 ܗ ੨ փ ৭
（5#6/1）

ಁかし：ೋஈೋ
ํ

293 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

ʕ （4.7） 14.3 6/12 փ৭（/5/0） ෦のみ٭

294 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

8.7 23.3 11.6 ほ΅ܗ փ৭（/6/0） ಁかし：一ஈೋ
ํ

295 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

10.1 27.4 14.0 ほ΅ܗ փ৭（/7/0） ಁかし：一ஈೋ
ํ、֎面にম成
時 の փ が  ண、
土：ܘ 0.5 ～３
mm 大 の ന ৭ ࠭
をଟくؚむ

296 須恵器 ᰍᆵ 6.8 8.5 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ み෦にঢ়ࠐݟ
֎、のࠟ跡۩
面 に ϔ ϥ 記 号、
֎෦上にはম
成時のփがண、
土：ܘ 0.5 ～２
mm 大 の  ੴ・
ന৭࠭をඇৗに
ଟくؚむ

297 須恵器 平ළ ʊ （9.4） ʕ ԑを欠ޱ
く、体෦
:9/12

փന৭（/7/0） ࣖはϘタンঢ়、
土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
をଟくؚむ

298 土師器 ᙈ̖ 11.8 12.4 ʕ 体෦の一
෦を欠く

ઙ ԫ ᒵ ৭
（10:38/4）

内֎面ともϋέϝ、ఈ
෦֎面έズリ
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299 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

10.8 14.8 10.4 ٭ :2/12 փ ന ৭
（7.5:7/1）

ಁかし：ೋஈೋ
ํಁ、ম成：ೈ、
土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の  を ΅
かしたようなࠇ
৭ཻを͝くগྔ
ؚむ

300 須恵器 ഋ̝ 13.0 （4.2） ʕ 2/12 փ ന ৭
（5:8/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

ম成：ೈ

301 須恵器 ഋ ̝ 
か

14.6 （3.4） ʕ 3/12 փ৭（6/1）

302 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

12.3 （3.5） ʕ ഋ ෦
٭、1/12
を欠く

੨ փ ৭
（51#6/1）

303 須恵器 খ ܕ ϋ
ι

9.2 10.1 ʕ ԑを一ޱ
෦欠く

փ৭（/5/0）

304 須恵器 খ ܕ 平
ළ

5.6 10.7 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/4/0）

50 号横穴
306 須恵器 ഋ̝ 12.2 4.1 ʕ ܗ փ ന ৭

（2.5:8/1）
ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

307 須恵器 ഋ̝ 11.4 4.3 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大のന৭ཻ・
ੴをଟくؚむ、
ܘ １mm 大 の έ
ズリでྲྀれるࠇ
৭ཻを͝くগྔ
ふくむ

308 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.0 13.3 9.2 ほ΅ܗ ֎ 面 :  փ
৭（5:34/1） 
内 面 : փ ന ৭

（7.5:8/1）

ಁかし：ೋஈೋ
ํ、上ஈはれ
みのみ、֎面ࠐ
に  ৭ إ ྉ か、
ԑ෦内֎面にޱ
ম成時のփがް
くண

309 須恵器 ᰍᆵ 7.9 21.6 ܗ փ৭（/5/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ ԑ෦の内֎面ޱ
と体෦֎面の上
にম成時のփ
がணする

310 須恵器 అළ 6.4 17.4 ʕ ܗ փ৭（/6/1） ࣖはϘタンঢ়、
体෦にম成時の
փがްくண

311 須恵器 అළ 6.7 18.2 ʕ ԑを一ޱ
෦欠く

 փ ৭
（7.5:35/1）

ࣖはϘタンঢ়、
෦上にϔϥ
記

51 号横穴
316 須恵器 ഋ̝֖ 13.4 4.2 ʕ ܗ փ৭（/5/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ

ະ調
317 須恵器 ഋ̝֖ 13.2 4.4 ʕ 8/12 փ ന ৭

（5:8/2）
天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

318 須恵器 ഋ̝֖ 11.8 4.0 ʕ ܗ փ৭（/5/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
後φσ

֎面にՐ᧪とম
成時のփがண

319 須恵器 ഋ̝֖ 11.5 4.2 ʕ ܗ փ৭（/5/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈ

320 須恵器 ഋ̝ 11.5 3.8 ʕ ܗ ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ

डけ෦ٴと内面
にম成時のփが
ண、ఈ෦֎面
に重Ͷমきした
ࠟ跡

321 須恵器 ഋ̝ 11.3 3.9 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:8/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ
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322 須恵器 ഋ̝ 10.5 3.9 ʕ ܗ փ৭（/5/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

ఈ෦֎面にম成
時 の փ が  ண、
 土： ܘ １mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
をগྔؚむ

323 須恵器 ഋ̝ 10.4 3.6 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

֎面にম成時の
փがண、֖を
ඃ せ て の ম 成、
 土： ܘ １mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
をগྔؚむଟく
ؚむ

324 須恵器 ഋ̝ 10.1 4.0 ʕ ܗ փ৭（/5/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

ఈ෦֎面にম成
時のփがண

325 須恵器 అළ ʊ （19.6）ʕ ԑ෦をޱ
欠く

փ৭（5:6/1） ࣖはϘタンঢ়、
֎面にম成時の
փがްくண

326 須恵器 平ළ 6.7 12.8 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ࣖなし
53 号横穴

328 須恵器 ഋ̝ 8.5 2.7 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（5#6/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

ఈ෦֎面にՐ᧪
ࠟ

329 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

10.5 10.5 8.7 ܗ փന৭（/7/0） ಁかし：ແ

54 号横穴
330 須恵器 ഋ̗֖ 20.2 3.1 ʕ ܗ փ৭（/6/1） ϩΫϩの回సํ向：ӈ
331 須恵器 ഋ̗ 18.7 4.1 14.1 ܗ ֎ 面 ： փ

৭ （ / 3 / 0 ） 
内 面： փ ৭

（7.5:7/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ম 成： や や ೈ、
 土： ܘ 0.5mm
～ 5mm 大のന৭
ཻをଟくؚむ

332 須恵器   
ᰍᆵ

9.7 22.9 11.4 ܗ փ৭（/5/1） ϩΫϩの回సํ向：ӈ
か

 土： ܘ 0.5mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
を͝くগྔؚむ

333 土師器 ᙈ̖ 11.2 8.2 ʕ ܗ 明 ԫ  ৭
（10:37/6）

෦内面έズリ

334 須恵器 ഋ̖ 12.2 3.9 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ

335 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

10.5 （3.6） ʕ 1/12 փ৭（/6/0）

336 土師器 ᙈ̖ 15.1 13.6 ʕ 1/2 明 ԫ  ৭
（10:37/6）

ఈ෦֎面：έズリ、
෦内面：横ϋέ

55 号横穴
337 土師器 ᙈ̖ 12.0 12.0 ʕ  ෦ 

存、ޱԑ
3/12

ઙ ԫ ᒵ ৭
（10:38/4）

֎面：ϋέ後ఈ෦έズ
リ、内面：φσ・Φα
Τ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大のന৭ཻ・
ੴ・༗৭ཻを
ଟくؚむ

56 号横穴
338 須恵器 ແ ֖ 高

ഋ
9.5 8.6 7.9 ܗ ֎ 面 : փ ന ৭

（2.5:7/1） ～
փ ৭（/4/0）
内 面 : փ ന ৭

（/7/0）

ԑむޱ

339 須恵器   
ᰍᆵ

7.5 （20.5）ʕ ෦を欠٭
く

҉փ৭（/3/0）
～ ҉   ৭

（2.5:33/2）

ಁ か し： ແ か、
は人ҝతにଧ٭
ち欠きか

59 号横穴
340 須恵器 ഋ̝֖ 11.1 3.2 ʕ ܗ փ৭（/6/1） 天井෦֎面：ϔϥΩリ

ະ調
341 須恵器 ഋ̝֖ 10.9 3.1 ʕ ܗ փ৭（7.5:6/1）天井෦֎面：ϔϥΩリ

ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ࠨ

土：ඍࡉなന
৭ཻをଟくؚむ
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342 須恵器 ഋ̝֖ 9.7 2.8 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:5/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

内面にম成時の
փ が ް く  ண、
 土： ܘ １mm
大の発๐するࠇ
৭ཻをগྔؚむ

343 須恵器 ഋ̝ 8.4 2.7 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

344 須恵器 ഋ̜֖ 8.7 3.3 ʕ ܗ փ৭（/7/0） 天井෦֎面にম
成時のփがްく
ண

345 須恵器 ഋ̜֖ 8.6 3.5 ʕ ܗ փ৭（/7/0） 天井෦֎面にম
成時のփがްく
ண

346 須恵器 ഋ̜֖ 8.6 2.8 ʕ ܗ փ৭（/7/0） 天井෦֎面にম
成時のփがްく
ண

347 須恵器 ഋ̜֖ 8.3 3.3 ʕ ܗ փ৭（/7/0） 内面にম成時の
փ が ް く  ண、
天井෦֎面にଞ
、体෦が༥ணݸ
重Ͷমき

348 須恵器 ഋ̜֖ 8.3 3.8 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面にম
成時のփがްく
ண

349 須恵器 ഋ̜֖ 8.4 2.4 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ 天井෦֎面にম
成時のփがްく
 ண、  土： ܘ
１mm 大 の ࠇ ৭
ཻをগྔؚむ

350 須恵器 ഋ̜֖ 7.3 ～
8.3

2.3 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ϩΫϩの回సํ向：ࠨ
か

ԑむ、天井ޱ
෦֎面にম成時
のփがண

351 須恵器 ഋ̜ 10.0 3.6 ʕ ܗ փ৭（/6/1）
352 須恵器 ഋ̜ 9.9 3.5 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ

調、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

353 須恵器 ഋ̜ 9.7 3.6 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

 土： ܘ １mm
大のࠇ৭ཻを͝
くগྔؚむ

354 須恵器 ഋ̜ 9.6 3.2 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ࠇ ৭ ཻ
をଟくؚむ

355 須恵器 ഋ̜ 9.4 3.4 ʕ ܗ փ৭（/6/1） ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ

天井෦֎面にՐ
᧪

356 須恵器 ഋ̜ 9.3 ～
10.0

3.5 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

内֎面にম成時
のփがண

357 須恵器 ഋ̜ 8.8 ～
9.5

3.2 ʕ ܗ փ৭（5:5/1）ఈ෦֎面：不明 内֎面にম成時
のփがްくண、
 土： ܘ １mm
大の発๐するࠇ
৭ཻをগྔؚむ

358 須恵器 低 ٭ 高
ഋ

9.6 6.0 7.1 の一෦٭
を欠く

փ৭（/6/0）

359 須恵器   
ᰍᆵ

7.4 22.7 9.6 ほ΅ܗ ੨ փ ৭
（51#5/1）

体෦上面とޱԑ
෦内面にম成時
のփがண、
土： ܘ 0.5mm 大
のを΅かした
ようなࠇ৭ཻを
গྔؚむ

360 土師器 ഋ̘ 16.8 5.7 ʕ ܗ ᒵ৭（5:36/8）ఈ෦֎面：έズリ後ϛ
ΨΩ、内面：ཐટঢ়҉
文か

土：ඍࡉなന
৭ཻをଟくؚむ
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361 土師器 ഋ̘ 9.4 2.9 ʕ ܗ ᒵ৭（5:37/8）ఈ෦֎面：φσ、内面：
์ࣹ一ஈ҉文

土：ܘ 0.5 ～２
mm 大 の  ৭ ཻ
をଟくؚむ、ܘ
１mm 大 の ന ৭
ཻ・ੴをগྔ
ؚむ

362 土師器 ᆵ 8.8 14.7 9.3 ܗ ԫ ᒵ ৭
（7.5:38/8）

体෦֎面はϋέ後に上
෦φσ・ϛΨΩ、ޱ
ԑ෦内面：横ϋέ

61 号横穴
364 須恵器   

ᰍᆵ
8.5 23.1 8.7 ܗ փ৭（/6/0） ֎面の෦上

にࣗવᬵ、土：
ܘ １mm 大 の 発
๐するࠇ৭ཻを
গྔؚむ

365 須恵器 ഋ̝֖ 11.0 3.5 ʕ ܗ փ৭（/4/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
後φσ

ݸԑ෦にଞޱ
体༥ண、にඃ
せてম成

366 須恵器 ഋ̝֖ 10.6 3.6 ʕ ܗ փ৭（/4/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

62 号横穴
367 須恵器 ഋ̝ 8.9 2.8 ʕ ܗ փ（7.534/2）ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ

調、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
をଟくؚむ

368 須恵器 ഋ̝ 8.9 3.0 ʕ ܗ փ৭（/5/0 ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
をଟくؚむ

369 須恵器 ഋ̝ 8.9 3.2 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

370 須恵器 ഋ̝ 8.9 2.8 ʕ ܗ փ৭（/4/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭ཻをଟ
くؚむ

371 須恵器 ഋ̝ 8.5 2.8 ʕ ܗ փ৭（/5/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

ఈ෦֎面にম成
時のփがްく
ண

372 須恵器 ഋ̜֖ 8.5 3.4 ʕ ܗ փ৭（/5/0）
373 須恵器 ഋ̜ 8.0 2.5 ʕ 7/12 ઙ ԫ ᒵ

（10:38/4）
ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

ఈ෦֎面にϔϥ
記号

374 須恵器   
ᰍᆵ

7.7 20.4 9.4 ܗ փ৭（/6/0） 体෦֎面の上
とޱԑ෦内面に
ম成時のփが
ண、ਖ਼Ґでম成、
 土： ܘ １mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
をগྔؚむ

375 土師器 ഋ̝ 11.3 3.7 ʕ ܗ ୶ ԫ ৭
（2.5:8/4）

ఈ෦֎面：έズリ、内面：
φσ、時計ํ向۩
の೪土巻き上͛ࠟ跡

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭ཻ・Ӣ
をଟくؚむ

376 土師器 ഋ̝ 11.0 3.6 ʕ ܗ ᒵ ৭
（7.5:37/6）

ఈ෦֎面：έズリ、内面：
φσ、時計ํ向۩
の೪土巻き上͛ࠟ跡

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭ཻ・Ӣ
をଟくؚむ

377 土師器 ഋ̜ 10.9 3.1 ʕ ほ΅ܗ 明   ৭
（2.5:35/6）

ఈ෦֎面：ΦαΤ、内面：
φσ

ԑ෦の内面ޱ
はऑいԜઢঢ়

378 土師器 ഋ̜ 9.9 3.1 ʕ 11/12 ᒵ ৭
（2.5:36/8）

ఈ෦֎面：ΦαΤ、内面：
φσ

ԑ෦の内面ޱ
はऑいԜઢঢ়

379 土師器 ᙈ̖ 14.0 13.6 ʕ ܗ ᒵ ৭
（7.5:36/6）

ఈ෦֎面にࠇൗ

380 土師器 ᙈ̖ ʕ （9.2） ʕ ԑを欠ޱ
く

明  ᒵ ৭
（2.5:35/6）

ׂれޱの上が
ԑޱٖ

381 土師器 ᙈ̘ 23.5 35.9 ʕ ޱ ԑ：
5/12

֎面：ઙԫᒵ
৭（10:38/4） 
内面：ࠇ৭

（10:33/1）

ఈ෦内面：ΦαΤ、
෦内面は横ϋέ

 土： ܘ １mm
大のੴ、ന৭
ཻをଟくؚむ
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382 土師器 ᙈ̘ 30.0 （28.4） ෦下
を欠く

ઙ ԫ ᒵ ৭
（7.5:38/6）

֎ 面： ॎ ϋ έ、 内 面：
横ϋέ

63 号横穴
384 須恵器 ഋ̝ 10.3 3.6 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ

調
土：ܘ 0.5 ～２
mm 大 の ന ৭ ࠭
をগྔؚむ

385 須恵器 ᰍᆵ ʕ （10.2）ʕ ԑ෦ޱ
を欠く

 փ ৭
（5(6/1）

֎面の一෦にম
成時のփがްく
 ண、  土： ܘ
0.5 ～１mm 大の
ന৭ཻをগྔؚ
む

386 須恵器 平ළ 5.3 12.4 ほ΅ܗ փ৭（/7/1） ϔϥ記号ʮʷʯ、
土：ඍࡉなന
৭ཻをଟくؚむ、
ܘ 1 ～ 5mm 大の
をগྔؚむ

387 土師器 高ഋ 14.6 8.5 10.0 ܗ ԫ ᒵ ৭
（10:38/6）

内面：۩φσ 土：ܘ 0.5 ～３
mm 大 の  ৭ ཻ
をඇৗにଟくؚ
む

388 土師器 高ഋ 13.0 8.8 10.3 ܗ ઙ ԫ ᒵ ৭
（7.5:38/6）

֎面：۩φσとφσ・
ΦαΤ、ഋ෦内面：φ
σ

土：ܘ 0.5 ～２
mm 大 の  ৭ ཻ
をগྔؚむ

389 土師器 高ഋ 14.6 8.3 10.4 ܗ にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

内֎面φσ・ΦαΤ  土： ܘ １mm
大の৭ཻを͝
くগྔふくむ

390 須恵器 ഋ̝ 10.0 3.15 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ

64 号横穴
391 須恵器 ഋ̝֖ 13.4 4.1 ʕ ܗ փന৭（/7/0）天井෦֎面：ϩΫϩέ

ズリ（ஸೡ）、ϩΫϩの
回సํ向：ӈ

392 須恵器 ഋ̝֖ 12.7 4.1 ܗ փന৭（/7/0 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

 土： ܘ ２mm
大の༗৭ཻをগ
ྔؚむ

393 須恵器 ഋ̝֖ 12.5 3.5 ʕ ܗ Φリーϒփ৭
（2.5(6/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

෦֎面の一෦
にম成時のփが
 ண、  土： ܘ
0.5 ～１mm 大の
を΅かしたよ
うなࠇ৭ཻをඇ
ৗ に ଟ く ؚ む、
ܘ 0.5 ～１mm 大
のന৭ཻをଟく
ؚむ

394 須恵器 ഋ̝ 12.5 3.5 ʕ ܗ Φリーϒփ৭
（2.5(6/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ（ࡶ）

土：ܘ 0.5 ～２
mm 大のന৭ཻ・
ੴをඇৗにଟ
くؚむ

395 須恵器 ഋ̝ 11.3 4.2 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

396 須恵器 ഋ̝ 11.2 3.5 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

 土： ܘ 1 ～ ２
mm 大のന৭ཻ・
ੴをଟくؚむ

397 須恵器 平ළ 4.7 11.3 ʕ ܗ փ৭（7.5:6/1）ϩΫϩの回సํ向：ӈ ด࠹したଆをఈ
面にする、土：
ܘ 0.5 ～１mm 大
のを΅かした
ようなࠇ৭ཻを
গྔؚむ

398 土師器 ᙈ ʕ （8.8） ʕ ԑ෦ޱ
を欠く

にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

 土： ܘ １mm
大のന৭ཻ・
ੴ・Ӣをଟく
ؚむ



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-３Āü-

報告൪߸ छྨ छث ๏ྔʢᶲʣ ଘ ৭調 ٕ๏্ͷಛ උߟ
ܘޱ ߴث ఈܘ

65 号横穴
404 須恵器 ഋ̝ 10.2 3.6 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ

調、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

405 須恵器 ഋ̝ 10.2 4.0 ʕ ܗ փ৭（/6/0） ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調、ϩΫϩの回సํ
向：ࠨ

406 須恵器 ഋ̝ 9.6 3.3 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（5#5/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

407 須恵器 ഋ̝ 9.6 3.2 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（5#5/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

408 土師器 高ഋ 14.5 13.6 11.0 ܗ ᒵ ৭
（2.5:37/8）

409 土師器 ᰍᆵ 9.3 18.3 ʕ ほ΅ܗ ᒵ ৭
（2.5:36/8）

410 須恵器 平ළ 4.2 10.1 ʕ ܗ 明 ੨ փ ৭
（5#7/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ Ϙタンঢ়のු文
が２୯Ґ

411 土師器 ᙈ̖ 15.1 18.0 ʕ 1/2 ᒵ ৭
（2.5:36/8）

ఈ෦やや平ఈؾ
ຯ

66 号横穴
417 須恵器 ഋ̝֖ 13.0 3.7 ʕ ܗ ੨ փ ৭

（51#6/1）
天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の  ੴ・
ന৭ཻをଟくؚ
む

418 須恵器 ഋ̝ 11.9 3.4 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
およͼ発๐する
৭ཻをඇৗにࠇ
ଟくؚむ

419 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

8.9 22.4 12.5 ܗ փ৭（/5/0） ෦下έズリ ಁかし：一ஈ三
ํ、土：ܘ 0.5
～ １mm 大 の ന
৭ཻをଟくؚむ

420 須恵器 ᰍᆵ 6.0 14.3 ʕ ほ΅ܗ փ৭（5:6/1）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の 発 ๐ す
るࠇ৭ཻを͝く
গྔؚむ

421 須恵器 平ළ 5.9 17.0 ʕ ܗ փന৭（/7/0） ࣖはᭉঢ়、ఈ
෦֎面にଞݸ体
༥ண、上面にࣗ
વᬵ、ܘ 0.5 ～１
mm 大 の 発 ๐ す
るࠇ৭ཻをඇৗ
にଟくؚむ

67 号横穴
424 須恵器 ഋ̝֖ 13.8 4.2 ʕ ܗ  փ ৭

（5(6/1）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
後φσ

֎面の一෦に
৭

425 須恵器 ഋ̝ 12.2 4.1 ʕ ܗ Φリーϒփ৭
（5(:6/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσか

֎面に৭がみ
られる。

426 須恵器 ഋ̝ 12.6 4.0 ʕ ܗ 明  փ ৭
（10(:7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

ఈ෦֎面およͼ
֖डの一෦にম
成時のփがண、
֖をඃせてম成

427 須恵器 ഋ̝ 12.2 4.1 ʕ ܗ 明Φリーϒփ
৭（5(:7/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσか

֎面に৭、
土： ܘ 0.5 ～ １
mm 大 の ന ৭ ཻ
をগྔؚむ

428 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

10.7 15.5 17.0 ܗ փ ന ৭
（7.5:7/1）

ಁかし：ೋஈ三
ํ、土：ܘ 0.5
～ ２mm 大 の ന
৭ཻをଟくؚむ
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429 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.3 14.1 3.3 ෦を٭
一෦欠く

ԫ փ ৭
（2.5:6/1）

ಁかし：ೋஈ三
ํ、上ஈのಁか
しはれࠐみの
み、٭内面をআ
いて全面にম成
時のփがண

430 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

14.8 8.3 10.4 ܗ փ ന ৭
（5:7/6）

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭࠭をগ
ྔؚむ

431 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

14.2 8.3 10.4 ほ΅ܗ 明Φリーϒփ
৭（5(:7/1）

432 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

13.7 8.3 8.5 ܗ փ৭（10:6/1）

433 須恵器 ᰍᆵ 8.8 14.7 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ఈ෦֎面にঢ়
の 器 面 の ཚ れ、
シοタないしম
か

434 須恵器 ᰍᆵ 7.1 6.2 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（10#(5/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ  土： ܘ １mm
大のന৭ཻ、
を΅かしたよう
なࠇ৭ཻをগྔ
ؚむ

435 須恵器 అළ 4.5 16.3 ʕ ܗ փ৭（/7/0） 体෦֎面に۩ԡҾき
の文様

ࣖはϘタンঢ়、
瓦器のようなง
囲ؾ

436 須恵器 అළ 7.3 19.7 ʕ ܗ փന৭（/7/0）ϩΫϩの回సํ向：ӈ ࣖはϘタンঢ়
437 須恵器 平ළ 5.9 15.6 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ ࣖはϘタンঢ়
438 須恵器 ഋ̝֖ 13.8 4.0 ʕ ܗ փ৭（/6/1） 天井෦֎面：ϔϥΩリ

後φσ
内֎面の一෦に
৭

439 須恵器 ഋ̝֖ 13.4 3.5 ʕ ܗ փ৭（7.5:5/1）天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

440 須恵器 ഋ̝֖ 12.6 4.2 ʕ 8/12 明 ࢵ փ ৭
（517/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

天井෦֎面にম
成時のփがண、
ܘ １mm 大 の 
を΅かしたよう
なࠇ৭ཻを͝く
গྔؚむ

441 須恵器 ഋ̝ 12.1 3.8 ʕ ܗ 明 ࢵ փ ৭
（5137/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

ఈ෦֎面にম成
時のփがްく
ண、ड෦に৭調
のҧい、֖をඃ
せてম成、土：
ܘ １mm 大 の 発
๐するࠇ৭ཻを
ଟくؚむ

442 須恵器 ഋ̝ 11.6 3.5 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（10#(6/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ（ஸೡ）、ϩΫϩの回
సํ向：ӈ

土：ܘ 0.5 ～３
mm 大 の ന ৭ ཻ
をগྔؚむ

443 須恵器 ᙈ 19.0 3.1 ʕ ޱ ԑ
8/12

੨ փ ৭
（51#5/1）

෦内面にಉ৺
ԁ文、෦֎面
に 平 行 タ タ Ω、
෦֎面はタタ
Ω後に平行のϋ
έϝ

68 号横穴
454 須恵器 ༗ ֖ 低

高ഋ٭
11.6 9.8 9.6 ܗ փ ന ৭

（5:7/1）
455 須恵器 ༗ ֖ 低

高ഋ٭
11.4 9.1 9.4 ܗ փ ന ৭

（10:7/1）
ϩΫϩの回సํ向：ӈ

456 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

12.6 15.1 11.9 ܗ փ৭（5:7/1） ಁかし：ೋஈೋ
ํ、  土： ֎ 面
およͼޱԑ෦内
面にম成時のփ
がண
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457 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

14.7 6.7 9.2 ܗ 明Φリーϒ৭
（2.5(:7/1）

458 須恵器 低 ٭ ແ
֖高ഋ

14.7 7.1 9.6 ܗ փ ന ৭
（5:8/2）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ  土： ܘ 0.5mm
大の༗৭ཻをগ
ྔؚむ

459 須恵器 低 ٭ ແ
֖高ഋ

14.6 8.0 9.0 ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

460 須恵器 低 ٭ ແ
֖高ഋ

14.4 7.8 9.4 ܗ փ ന ৭
（5:8/1）

 土： ܘ 0.5mm
大の༗৭ཻをগ
ྔؚむ

461 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

10.0 6.7 ʕ を欠く٭ փ৭（/6/1） ϩΫϩの回సํ向：ӈ ಁ か し： 三 ํ、
は人ҝతなଧ٭
ち欠きか、土：
ܘ 1 ～ ２mm 大
のന৭ཻをগྔ
ؚむ

462 須恵器 খܕᆵ 4.5 7.5 ʕ ܗ փ৭（/6/0）
463 土師器 ᆵ̗ 5.9 6.3 ʕ ܗ にͿいԫᒵ৭

（10:37/4）
ఈ෦֎面にࠇൗ、
ࠄԑ෦内面にޱ
物ѹࠟ

69 号横穴
465 須恵器 ഋ̝֖ 13.5 4.4 ʕ ܗ  փ ৭

（10:35/1）
天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

466 須恵器 ᰍᆵ 8.3 19.9 ʕ ܗ ԫ փ ৭
（2.5:4/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ（ஸೡ）、ϩΫϩの回
సํ向：ӈ

֎面の෦上
とޱԑ෦内面に
ম成時のփがް
くண

70 号横穴
473 須恵器 ഋ̝ 12.2 4.3 ʕ ܗ փ৭（/6/1） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ

リ（ஸೡ）、ϩΫϩの回
సํ向：ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大のന৭ཻ・
ੴをଟくؚむ

474 須恵器 అළ 4.9 15.0 ʕ ほ΅ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

体෦֎面φσ 土：ਫ਼ྑでࠞ
和 ࡎ ほ ΅ な し、
体෦のണ面に
ಥࠟ跡

475 須恵器 ഋ̝֖ 14 4.3 ʕ ܗ ֎ 面 : փ ന
৭（7.5:7/1） 
内 面 : փ ന ৭

（7.5:8/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ম成：ೈ、土：
ܘ １mm 大 の 
を΅かしたよう
なࠇ৭ཻগྔؚ
む、ඍࡉなന৭
ཻをগྔؚむ

476 須恵器 ഋ̝֖ 13.5 4.4 ʕ 8/12 ੨ փ ৭
（51#6/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

 土： ܘ １mm
大のന৭ཻをগ
ྔؚむ

477 須恵器 ഋ̝֖ 12.3 3.9 ʕ ܗ փ৭（/6/1） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の έ ズ リ
でྲྀれるࠇ৭ཻ
をগྔؚむ。

478 須恵器 ഋ̝֖ 11.5 4.1 ʕ ܗ 明 ੨ փ ৭
（51#4/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
後φσ

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭ཻをඇ
ৗにଟくؚむ

479 須恵器 低 ٭ 高
ഋ̝

12.6 7.7 9.6 ほ΅ܗ փന৭（/7/0） ಁかし：ೋํの
  、ܗ  土：
ܘ 1 ～ ２mm 大
のੴ・ന৭ཻ
をগྔؚむ

480 須恵器 ᰍᆵ 8.7 16.0 ʕ ܗ փ ന ৭
（10:7/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ
か

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大のന৭ཻ・
ੴをଟくؚむ

481 須恵器 ᰍᆵ 6.8 12.4 ʕ ܗ ֎ 面 : ԫ փ
৭（2.5:5/1） 
内 面 : ઙ ԫ ᒵ

（7.5:38/6）

֎面の෦上
にࣗવᬵ、土：
ܘ ２mm 大 の ന
৭ཻを͝くগྔ
ؚむ
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482 須恵器 ᰍᆵ ʕ （8.8） ʕ ఈ෦～
෦ย

֎ 面 : ԫ փ
৭（2.5:5/1） 
内 面 : ઙ ԫ ᒵ

（7.5:38/6）

ম成：ೈ、土：
ܘ 0.5 ～１mm 大
のੴ・ന৭ཻ
をଟくؚむ

483 須恵器 అළ ʕ （14.2）ʕ ෦ย ֎ 面 : ࠇ 
（ 2 . 5 : 3 / 1 ） 
内 面 : փ ന ৭

（/7/0）

体෦֎面にম成
時 の փ が  ண、
 土： ܘ １mm
大の発๐するࠇ
৭ཻをଟくؚむ

71 号横穴
490 須恵器 ഋ̝֖ 14.8 4.6 ʕ ܗ փ৭（/7/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ

ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大のന৭ཻ・
を΅かしたよ
うなࠇ৭ཻをগ
ྔؚむ

491 須恵器 ഋ̝֖ 14.6 4.3 ʕ ܗ փന৭（/8/0）天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

瓦器にࣅた器面

492 須恵器 ഋ̝֖ 14.3 4.8 ʕ ܗ փ ന ৭
（2.5:8/2）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

493 須恵器 ഋ̝֖ 13.9 4.3 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ（ஸೡ）、ϩΫϩの
回సํ向：ӈ

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭ཻと
を΅かしたよう
なࠇ৭ཻをগྔ
ؚむ

494 須恵器 ഋ̝ 13.1 4.0 ʕ ܗ փ ന ৭
（7.5:7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

瓦器にࣅた器面、
ड෦に৭調のҧ
い、֖をඃせて
ম成

495 須恵器 ഋ̝ 12.9 4.5 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（5#6/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ࠨ

 土： ܘ １mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
を͝くগྔؚむ

496 須恵器 ഋ̝ 12.9 4.3 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

ఈ෦֎面にম成
時のփがްく
ண、֖をඃせて
ম 成、  土： ܘ
0.5mm 大 の ന ৭
ཻをଟくؚむ

497 須恵器 ഋ̝ 12.1 4.0 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭ཻ・
ੴをগྔؚむ

498 須恵器 高ഋ֖ 14.0 4.0 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

 土： ܘ 0.5mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
を͝くগྔؚむ

499 須恵器 ༗ ֖ 低
高ഋ٭

13.7 7.0 9.1 ܗ փ ന ৭
（7.5:7/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ

500 須恵器 ༗ ֖ 低
高ഋ٭

13.2 8.1 9.4 ܗ փ৭（/5/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ

501 須恵器 ༗ ֖ 低
高ഋ٭

13.3 7.5 9.7 ܗ փ৭（/6/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ

502 須恵器 ༗ ֖ 低
高ഋ٭

12.9 7.6 11.1 ܗ փ৭（/7/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ

503 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.8 17.5 11.8 ܗ փ৭（/4/0） ಁかし：ೋஈೋ
ํ

504 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

11.3 12.8 10.7 ܗ փ৭（/6/0）  土： ܘ １mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
を͝くগྔؚむ

505 須恵器 ᰍᆵ 10.9 12.2 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ఈ෦֎面：έズリ 土：ඍࡉなന
৭ཻをඇৗにଟ
くؚむ

506 須恵器 ϋι 14.8 16.6 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/0）
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507 須恵器 అළ 6.6 20.8 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ϩΫϩの回సํ向：ӈ ֎面にম成時の
փがண、土：
ܘ １mm 大 の 
を΅かしたよう
なࠇ৭ཻをଟく
ؚむ

508 須恵器 ഋ̝֖ 14.5 3.4 ʕ ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ

֎面にম成時の
փ が ް く  ண、
土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の 発 ๐ す
るࠇ৭ཻをଟく
ؚむ

509 須恵器 ഋ̝֖ 13.8 3.9 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

 土： ܘ １mm
大のを΅かし
たようなࠇ৭ཻ
を͝くগྔؚむ

510 須恵器 ഋ̝ 13.4 4.8 ʕ ܗ ԫ փ ৭
（2.5:6/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

ఈ෦֎面にম成
時のփがްく
ணしଞݸ体の一
෦が༥ண、土：
ܘ 0.5 ～１mm 大
の発๐するࠇ৭
ཻをଟくؚむ

72 号横穴
523 須恵器 ഋ̝֖ 13.9 3.6 ʕ ܗ փ৭（/7/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ

ະ調
524 須恵器 ഋ̝ 13.3 3.9 ʕ ܗ փന৭（/8/0）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ

リ
ԑのཱ上りはޱ
中ほどでやや۶
して上ํを向ۂ
く、  土： 発 ๐
するࠇ৭ཻをগ
ྔؚむ

525 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

14.2 （5.2） ʕ ഋ ෦
1 0 / 1 2 、
を欠く٭

੨ փ ৭
（51#5/1）

ಁ か し： 三 ํ、
ఈ෦֎面にփが
ްくண

526 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

14.4 （3.2） ʕ 2/12 ੨ փ ৭
（5#6/1）

527 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

10.5 17.1 11.6 ޱ ԑ
6/12

փ৭（7.5:6/1） ಁかし：ೋஈ三
ํ

528 須恵器  ٭ 高
ഋ

14.0 （17.6）ʊ ഋ ෦
٭、5/12
5/12

ࢵ փ ৭
（516/1）

ಁかし：ೋஈ三
み෦にࠐݟ、ํ
重Ͷমきのࠟ跡、
 土： ܘ １mm
大のࠇ৭ཻをଟ
くؚむ

529 須恵器 ແ ֖ 低
高ഋ٭

13.2 6.9 9.1 ほ΅ܗ 明Φリーϒփ
৭（2.5(:7/1）

み෦にϔϥࠐݟ
記 号、  土： ܘ
0.5mm 大 の ന ৭
ཻをଟくؚむ

530 須恵器 ᆵ֖ 7.3 3.8 ʕ ܗ փ৭（/6/0） かえりに৭調が
ҟなる෦分、ᆵ
に ඃ せ て ম 成、
 土： ܘ １mm
大のന৭ཻをଟ
くؚむ

531 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

9.6 25.0 13.7 ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ ಁかし：一ஈ三
ํ、体෦֎面の
上にփがްく
ண
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532 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

8.4 22.9 12.5 ܗ  փ ৭
（7.5:35/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ ಁかし：一ஈೋ
ํ、 ٭  む、 内
֎面にম成時の
փがணし٭内
面 は փ が ബ い、
ਖ਼Ґでম成、
土： ܘ １mm 大
のを΅かした
ようなࠇ৭ཻを
গྔؚむ

533 須恵器 ֖ 19.4 5.8 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

内֎面に重Ͷম
きのࠟ跡、土：
ܘ 0.5mm 大のന
৭ཻをଟくؚむ

534 須恵器 ֖ 19.7 3.2 ʕ ܗ   ৭
（1035/4）

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
をඇৗにଟくؚ
む

535 須恵器 అළ ʕ （4.9） ʕ ෦のみݞ
存

փ৭（/6/0）

536 須恵器 అළ 4.2 14.2 ʕ ܗ ԫ փ ৭
（2.5:6/1）

体෦֎面にϔϥ
記号、体෦֎面
にଞݸ体が༥ண
しম成時のփが
ண

537 須恵器 అළ 5.9 21.1 ʕ ܗ փ৭（/7/0） 土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ന ৭ ཻ
をඇৗにଟくؚ
む

１・ ２ τ
Ϩ ン ν 遺
構֎

541 須恵器 ഋ̝֖ 11.3 3.2 ʕ 9/12 փ৭（/6/1） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈ

542 須恵器 ഋ̝ 12.4 4.0 ʕ 6/12 փ ന ৭
（2.5:8/2）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リか

543 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

13.8 19.2 16.8 ٭ を 1/2
欠く

փ৭（/5/0） ಁかし：ೋஈ三
み෦にࠐݟ、ํ
ಉ৺ԁ文か

544 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

14.1 17.6 16.4 ٭  ෦
11/12

փ৭（/5/0） ಁかし：ೋஈ三
ํ

545 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

18.8 （6.0） ʕ ഋ ෦ 
存。٭を
欠く

փ৭（/6/0） ಁかし：三ํ

546 須恵器 高 ഋ ٭
෦

ʕ （8.9）（15.4）4//12 փ৭（/6/0）

547 須恵器 ༗ ֖ 低
高ഋ٭

12.0 8.5 （10.9）ഋ෦ほ΅
٭。ܗ
3/12

੨ փ ৭
（5#5/1）

֎面と٭内面に
ম成時のփがް
くண

548 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

ʕ （13.9）10.5 ԑを欠ޱ
く

փ৭（/4/0） ಁかし：ೋஈ三
ٴみ෦ࠐݟ、ํ
ͼ٭֎面にম成
時のփがண

549 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

10.6 （3.8） ʕ ޱ ԑ ෦
٭、4/12
を欠く

փ৭（/4/0） み෦にম成ࠐݟ
時のփがண

550 須恵器 高 ഋ ٭
෦

ʕ （5.1） 7.7 ഋ෦を欠
く

փ৭（/4/0）

551 須恵器 ᰍᆵ 5.2 20.9 ʊ ޱ ᰍ ෦ :
ԑを一ޱ
෦ 欠 く 
体 ෦
:3/12

փ৭（/5/0） ఈ෦内面はܘ 1.5ᶲ程度
のঢ়۩෦でΦα
Τ

土：ܘ 0.5 ～３
mm 大のന৭ཻ・
ੴをଟくؚむ

552 須恵器 ᆵྨ ʕ （6.2） ʕ 5/12 ੨ փ ৭
（5#6/1）
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553 須恵器  ٭ 
ᰍᆵ

ʕ （15.4）ʕ  ෦ 
存。 ᰍ・
を欠く٭

փ ന ৭
（2.5:8/2）

ಁかし：ೋํ

554 須恵器 ᰍᆵ ʕ （10.9）ʕ ԑを欠ޱ
く

փ৭（/4/0）  土： ܘ 1 ～ ３
mm 大 の  ੴ ཻ
をଟくؚむ

555 須恵器 ϋι ʕ （15.0）ʕ ᰍ෦
存。ޱԑ
෦を欠く

੨ փ ৭
（10#(6/1）

556 土師器 ഋ̘ 13.0 （4.3） ʕ 1/12 明  
（5:35/8）

557 土師器 ᙈ̖ 23.2 （10.5）ʕ 1/12 ઙ ԫ ᒵ ৭
（10:38/4）

֎ 面： ॎ ϋ έ、 内 面：
不定ํ向のϋέ

෦֎面にεε
ண

558 土師器 ᙈ 17.7 （8.9） ʕ ޱ ԑ ෦
7/12

ᒵ ৭
（7.5:37/6）

 土： ܘ 0.5mm
大のന৭ཻをଟ
くؚむ

559 弥 生 土
器ʁ

 ޱ ᆵ
な い し
器

ʕ （2.2） ʕ 1/12 ᒵ৭（5:36/8） ޱ ܘ は 24Dm 程
度

560 弥生土器 ʕ ʕ （8.0） ʕ ʕ ୶ ԫ ৭
（2.5:8/4）

 土： ܘ １mm
大のੴ・ന৭
ཻをଟくؚむ

74 号横穴
563 須恵器 ഋ̝֖ 12.1 3.9 ʕ ܗ փ ന ৭

（7.5:7/1）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈ

みに೪土をࠐݟ
ิう

564 須恵器 ഋ̝ 10.7 3.8 ʊ ほ΅ܗ փ ന ৭
（10:7/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調（ஸೡ）、ϩΫϩの
回సํ向：ӈ

565 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

10.8 14.9 10.1 ܗ փ৭（/7/0） ಁかし：ೋஈೋ
ํ

566 須恵器  ٭ 
ᰍᆵ

ʕ （19.6）11.8 ٭ԑとޱ
の一෦を
欠く

փ৭（/5/0） ෦֎面下：έズリ ಁかし：ೋํの
ԁޱ、ܗԑ෦内
面・ ݞ ෦ ֎ 面・
෦֎面にম成٭
時 の փ が  ண、
ਖ਼Ґでম成

567 須恵器 ᰍᆵ 7.6 10.3 ʕ ܗ փ৭（/6/1） ఈ෦֎面：一ํ向のέ
ズリ

全体にম成時の
փண、֖をඃ
せてম成

568 須恵器 అළ 5.4 17.0 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/0） ෦֎面にϔϥ
記号

569 須恵器 అළ 6.8 17.0 ʕ ܗ 明 ੨ փ
（51#7/1）

体෦֎面：֨ࢠタタ
Ω

֎面の一ଆ面に
ࣗવᬵ、横Ґで
のম成

570 須恵器 అළ 6.9 20.7 ʕ ܗ փ৭（/4/0） 体෦֎面：֨ࢠタタ
Ω後ΧΩϝ

571 土師器  ख 
ു

11.2 6.5 ʕ ܗ ᒵ ৭
（2.5:36/8）

内֎面ϛΨΩ

75 号横穴
579 須恵器 ഋ̝ 11.5 3.9 ʕ ܗ փ৭（/5/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ

リ
580 須恵器 ഋ̝ 10.9 3.8 ʕ ܗ փ৭（/5/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ

リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

 土： ܘ 0.5 ～
1mm 大の発๐す
るࠇ৭ཻをඇৗ
にଟくؚむ

581 須恵器 అළ 6.4 22.6 ʕ ほ΅ܗ փ ന ৭
（7.5:7/1）

ᰍ෦ڥの֎面
にϔϥ記号ʮʷʯ、
෦֎面にՐ᧪

582 土師器 ٭ ʕ （6.4） ʕ 上の٭
み

ᒵ৭（5:6/6）

583 須恵器 ϋι 12.2 16.5 ʕ ԑの一ޱ
෦を欠く

փ ന ৭
（10:8/1）

෦下はέズリ

584 土師器 高ഋ 16.8 （12.1）ʕ ෦を欠٭
く

ԫ ᒵ ৭
（7.5:37/8）

ࠇԑ෦֎面にޱ
ൗ
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585 土師器 高ഋ 16.9 12.6 10.5 ܗ ᒵ ৭
（7.5:37/6）

586 須恵器 ഋ̝ 10.9 3.7 ʕ 9/12 փ৭（/5/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

587 須恵器 ᰍᆵ 9.7 16.6 ʕ ԑ෦をޱ
ଟく欠く

փ ന ৭
（10:8/1）

体෦下はϩΫϩέズ
リ、ఈ෦֎面はະ調

592 瓦器  1 3 . 5
～

13.9

4.85 4.7 ～
5.0

ܗ փ৭（/5/0）

593 瓦器  1 3 . 6
～

14.2

4.8 4.8 ～
5.0

ܗ փ৭（/5/0）

594 瓦器  13.2 3.95 5.5 ほ΅ܗ փ৭（7.5:5/1） 高の断面は
三֯～ܗ

595 瓦器  13.4 4 4.8 6/12 փ৭（/6/0） 上ԑはؙくޱ
͛る、高は低
い断面三֯ܗ

596 瓦器  13.6 4.6 4.2 ほ΅ܗ փ৭（7.5:6/1） 内֎面のຏ໓が
著しい、ޱԑ
෦のܗঢ়も不明

597 瓦器  13.4 （4.2） ʕ 8/12 փ৭（/4/0） 上ԑをؙくޱ
͛る

598 土師器 ࡼ 7.6 1.35 ʕ 8/12 明 ԫ  ৭
（2.5:7/6）

599 土師器 ࡼ 8.3 1.3 ʕ ほ΅ܗ ઙ ԫ ᒵ ৭
（7.5:38/4）

 土： ܘ １mm
大の৭ཻを͝
くগྔؚむ

600 土師器 ࡼ 8.2 1.4 ʕ ܗ 明 ԫ ᒵ ৭
（10:37/6）

601 土師器 ࡼ 8.4 1.1 ʕ 9/12 に Ϳ い ᒵ ৭
（7.5:37/4）

602 土師器 ࡼ 7.8 1.2 ʕ 8/12 ԫ ᒵ ৭
（10:38/6）

土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の  ৭ ཻ
をগྔؚむ

603 土師器 ࡼ 8.5 1.5 ʕ 10/12 に Ϳ い ᒵ ৭
（7.5:37/4）

604 土師器 ࡼ 8.1 1.4 ʕ 11/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

605 土師器 ࡼ 7.7 1.3 ʕ 6/12 に Ϳ い ᒵ ৭
（7.5:37/4）

606 土師器 ਂು 18.1 （8.5） ʕ ほ΅ܗ ᒵ ৭
（7.5:37/6）

 土： ܘ 0.5 ～
1mm 大の৭ཻ
をଟくؚむ

607 土師器 ᙈ 16.0 （12.4）ʕ ఈ෦を欠
く

ᒵ৭（5:36/6）内֎面φσ ෦֎面にはε
εがண

608 ੨࣓  15.5 6.6 5.0 ܗ փ Φ リ ー ϒ
（7.536/2）

ཾઘ༼系

609 ന࣓ ࡼ 9.5 2.5 4.5 ܗ փ ന ৭
（7.5:7/1）

高：りग़し

610 ന࣓ ࡼ 9.6 2.7 3.6 ܗ ᬵ ： փ ന
৭（10:7/1） 
࿐：փന৭

（2.5:8/2）

高：りग़し み෦にᬵのࠐݟ
かきとり

611 ന࣓ ࡼ 9.9 2.4 ʕ ܗ փ ന ৭
（2.5(:8/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリ 高はແい

76 号横穴
612 須恵器 ഋ̝֖ 13.8 3.8 ʕ ܗ ֎ 面： փ ԫ

৭（2.5:7/2）
～ փ ৭

（ 7 / 5 : 6 / 1 ）
内 面 ： に
Ϳ い ԫ ᒵ ৭

（10:36/3）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

天井෦֎面に
書ʮ一ʯ、天井෦
֎面のέズリは
天井෦の中央ま
でٴない



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-û÷３-

報告൪߸ छྨ छث ๏ྔʢᶲʣ ଘ ৭調 ٕ๏্ͷಛ උߟ
ܘޱ ߴث ఈܘ

613 須恵器 ഋ̝֖ 13.5 4.1 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（5#6/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

天井෦֎面のϩ
Ϋϩέズリは天
井෦の中央まで
ないٴ

77 号横穴
617 須恵器 ഋ̝֖ 13.5 4.2 ʕ ܗ փ৭（/5/1） 天井෦֎面：ϔϥΩリ

ະ調
ԑ෦内面にޱ
のडけ෦が༥ண、
土：ܘ 0.5 ～１
mm 大 の ࠇ ৭ ཻ
をඇৗにଟくؚ
む

618 須恵器 ഋ̝ 11.6 4.2 ʕ ܗ փന৭（/7/0）ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調か

डけ෦に֖のޱ
ԑが༥ண、ఈ
෦֎面にはփが
ްくண、土：
ܘ 0.5mm 大のന
৭ཻをඇৗにଟ
くؚむ

619 須恵器 ഋ̝ 11.1 4.0 ʕ ܗ փ৭（7.5:5/1）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リか

डけ෦に֖のޱ
ԑが༥ண、ఈ
෦֎面にࣗવᬵ
がްくண、
土： ܘ 0.5 ～ １
mm 大 の ࠇ ৭ ཻ
をඇৗにଟくؚ
む

620 須恵器 ᆵ֖ 8.8 3.6 ʕ ܗ 明Φリーϒփ
৭（2.5(:7/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ఈ෦֎面にϔϥ
記号ʮʷʯ

621 須恵器 ᰍᆵ 5.2 7.6 ʕ ܗ 明Φリーϒփ
৭（5(:7/1）

ఈ෦֎面：不定ํ向ϋ
έϝঢ়

内面に৭إྉ

622 須恵器 ᰍᆵ 11.7 16.9 ʕ ܗ փ৭（/6/1） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

෦֎面にϔϥݞ
記号ʮʷʯ、土：
ܘ 0.5 ～２mm 大
のを΅かした
ようなࠇ৭ཻを
গྔؚむ

623 土師器 ു 17.3 7.6 ʕ ܗ ԫ ᒵ ৭
（10:38/6）

ఈ෦֎面：έズリ ֎面にΧΰのѹ
ࠟ

78 号横穴
624 須恵器 ഋ̝֖ 13.8 4.4 ʕ ܗ ֎面：୶ԫ৭

（2.5:8/3）　 
内面：փന৭

（2.5:8/2）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ম成：ややೈ

625 須恵器 ഋ̝֖ 12.9 3.75 ʕ ܗ փ৭（10:6/1）天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調、ϩΫϩの回స
ํ向：ӈか

ԑޱ、ԑむޱ
෦の内֎面にম
成時のփがண

626 須恵器 ഋ̝֖ 12.5 4.15 ʕ ܗ  փ ৭
（10:34/1）

天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

全 体 త に ް ख、
֎面にম成時の
փがண、土：
ܘ 0.5 ～１mm 大
の発๐するࠇ৭
ཻをଟくؚむ

627 須恵器 ഋ̝ 11.0 3.4 ʕ ܗ փ৭（10:5/1）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

डけ෦にଞݸ体
のޱԑ෦が༥ண、
֖を重Ͷてম成、
 土ʀ ܘ 1 ～
2mm 大のࠇ৭ཻ
をଟくؚむ

628 須恵器 ഋ̝ 10.9 3.9 ʕ ܗ ֎ 面 ： փ
৭ （ / 6 / 0 ） 
内 面：  փ
৭（1035/1）
～   ৭

（1035/3）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

֖をඃせてのম
成
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629 須恵器 ֖ 13.7 5.6 ʕ ܗ փ৭（/7/0） 天井෦֎面に重
Ͷমきࠟ跡、内
面ՐͿくれ、
土： ܘ １mm 大
のࠇ৭ཻをগྔ
ؚむ

630 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

12.7 15.6 14.4 ܗ փ৭（/6/1） ಁかし：ೋஈೋ
ํ

631 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

13.7 19.4 15.6 ܗ փ৭（/7/0） ಁかし：ೋஈೋ
ํ、ഋ෦֎面と
෦の内֎面に٭
ম成時のփが
ண

632 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ

13.5 19.2 15.4 ほ΅ܗ փ৭（/7/0） ಁかし：ೋஈೋ
ํ

633 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.5 13.8 10.3 ԑ෦をޱ
分欠く

փ৭（/6/1） ಁかし：ೋஈೋ
ํ

634 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.7 14.3 10.7 ܗ ԫ փ ৭
（2.5:5/1）

ಁ か し： ແ、 ٭
෦内面とഋ෦
֎面にম成時の
փがண、ཱ
・でম成、ᆵ࢟
ළྨとの重Ͷম
きࠟ跡

635 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

1 1 . 3
～

12.3

12.6 9.8 ܗ ੨ փ ৭
（5#5/1）

ಁかし：ೋஈೋ
ํ、 ޱ ԑ  む、
֎面全体にম成
時のփがண

636 須恵器 ᰍᆵ 1.7 18.2 ʕ ܗ Φ リ ー ϒ ࠇ
（7.5:3/1）

෦֎面の下はϩΫ
ϩέズリ、ఈ෦内面に
ঢ়۩の෦ࠟ跡

֎面全体にޫ
のあるࣗવᬵ

637 須恵器  ٭ 
ᰍᆵ

9.8 （21.6）ʕ ～ܘޱ
෦存

੨ փ ৭
（51#6/1） ～
明 ੨ փ ৭

（51#3/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ
か、෦֎面下のΧ
Ωϝとφσはཱঢ়ଶ
でࢪ文

ಁ か し： 三 ํ、
はҙਤతなଧ٭
ち欠きか

638 須恵器  ٭ 
ᰍᆵ

8.4 25.5 12.4 ܗ փന৭（/4/0）ϩΫϩの回సํ向：ӈ ಁかし：ೋஈೋ
ํ、֎面の෦
下のΧΩϝは
ཱさせてのࢪ
文

639 須恵器 ᰍᆵ 12.0 9.4 ʕ ܗ փ৭（5:4/1） ֎面の上෦と
内面のࠐݟみ෦
にম成時のփが
ண、内面にম
きͿくれ

640 須恵器 খܕᆵ 4.0 8.4 ʕ ܗ փ৭（/5/0）
641 須恵器 ϋι 11.5 14.8 ʕ ܗ փ৭（/4/0） ԑ෦・ᰍ෦がޱ

む、෦上面
とޱԑ෦内面に
ম成時のփが
ண

642 須恵器 ϋι 9.6 13.5 ʕ ԑ෦をޱ
欠く

৭（/2/0）ࠇ ఈ෦֎面：έズリ

643 須恵器 平ළ 5.0 11.4 ʕ ܗ Φリーϒփ৭
（2.5(:6/1）

ϩΫϩの回సํ向：ӈ ঢ়ख 1 ୯
Ґ

644 土師器 ഋ̘ 18.8 7.4 ʕ ܗ 明   ৭
（2.5:35/6）

ఈ෦֎面：έズリ後ϛ
ΨΩ（３分ׂ）

645 土師器  ख 
ു

14.4 8.3 ʕ ܗ 明   ৭
（2.5:35/8）

ఈ෦֎面：ϔϥέズリ
（４分ׂ）、खはૠೖ
ٕ法

646 須恵器 ٭  
ᰍᆵ

8.2 25.8 13.4 ܗ փന৭（/7/0） ಁかし：一ஈ三
ํ、֎面にްく
ࣗવᬵ
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647 須恵器 అළ 7.4 20.0 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（51#6/1） ～
҉ ੨ փ ৭

（51#4/1）

体෦֎面にࣗવ
ᬵ、内面に٠文
ঢ়のࠟ跡

648 須恵器 ഋ̝ 11.2 3.85 ʕ ほ΅ܗ ֎面：҉੨փ
৭（5#4/1）　 
内面：明੨փ
৭（5#7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ

80 号横穴
656 須恵器 ഋ̝֖ 9.6 3.8 ʕ 4/12 ੨ փ ৭

（10#(6/1）
天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

657 須恵器 ഋ̝ 9.8 3.3 ʕ ܗ 明 ੨ փ ৭
（51#7/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

ম成時のփが
ண、֖をඃせて
ম成

658 須恵器 ഋ̝ 8.5 2.7 ʕ ܗ փ ന ৭
（10:7/1）

ఈ෦֎面：ϔϥΩリະ
調

ম成時のփが
ண、֖をඃせて
ম成

659 須恵器 ഋ̝ 8.4 ～
9.2

3.9 ʕ ܗ փ৭（/6/1） ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσか

ԑ෦むޱ

660 須恵器 ഋ̜֖ 10.4 3.2 ʕ ܗ փ৭（/5/0）  土： ܘ 0.5 ～
2.0mm の ࠇ ৭ ཻ
をগྔؚむ

661 須恵器 ഋ̜֖ 7.8 3.1 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

天井෦֎面にম
成時のփ、土：
ܘ 0.5 ～２mm の
৭ཻをଟくؚࠇ
む

662 須恵器 ഋ̜֖ 8.4 3.1 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/0）
663 須恵器 ഋ̜֖ 9.5 3.0 ʕ 4/12 փ৭（5:6/1）ϩΫϩの回సํ向：ӈ  土： ܘ 0.5mm

大のࠇ৭ཻをଟ
くؚむ

664 須恵器 ֖ 9.6 3.9 ʕ ܗ ੨ փ ৭
（5#5/1）

665 須恵器 ഋ̜ 9.8 （3.2） ʕ 6/12 փ৭（10:6/1）
666 須恵器 ഋ̜ 7.8 ～

10.1
4.2 ʕ ܗ փന৭（/7/0）ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ

リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

ԑ෦が大きくޱ
む

667 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ֖

15.5 5.4 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

668 須恵器 ༗ ֖ 高
ഋ֖

14.6 5.5 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/6/0） 天井෦֎面：ϩΫϩέ
ズリ、ϩΫϩの回సํ
向：ӈ

669 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.7 （6.7） ʕ 3/12 ࢵ փ ৭
（51#5/1）

ಁかし：三ํか

670 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

11.6 （3.2） ʕ 1/12 փ৭（10:4/1）

671 須恵器 高 ഋ ٭
෦

ʕ （1.7）（12.8）1/12 փ৭（/5/0）

672 須恵器 ແ ֖ 高
ഋ

12.2 16.7 12.6 ほ΅ܗ ੨ փ ৭
（5#5/1）

ಁかし：ೋஈ三
ํ

673 須恵器 ᰍᆵ 7.7 9.9 ʕ ܗ փ৭（/4/0） ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ࠨ

֎面にম成時の
փ、重Ͷমきࠟ
跡

674 須恵器 খ ܕ 
ᰍᆵ

6.2 7.0 ʕ ܗ փ৭（/7/0） ఈ ෦ ֎ 面： ૈ い φ σ、
ϩΫϩの回సํ向：ӈ

675 須恵器 అළ 5.6 18.4 ʕ ほ΅ܗ փ৭（/7/0） ࣖのͻとつは
ፏ 平 に ௵ れ る、
体෦にϔϥ記号、
土：ܘ 0.5 ～２
mm 大 の  ੴ・
ന৭࠭をଟくؚ
む

676 須恵器 ഋ̝ 9.4 3.2 ʕ 4/12 փ৭（5:5/1）ఈ෦֎面：ϔϥΩリ後
φσ
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677 須恵器 ഋ̝֖ 11.3 3.2 ʕ ܗ փ৭（/5/0） 天井෦֎面：ϔϥΩリ
ະ調

 土： ܘ 0.5 ～
5mm 大のന৭ཻ
をଟくؚむ、ܘ
0.5 ～ 1mm 大 の
発๐するࠇ৭ཻ
をগྔؚむ

678 須恵器 ഋ̜֖ 10.1 2.8 ʕ ܗ փ ന ৭
（5:7/1）

天井෦֎面にম
成時のփ、土
にܘ 0.5 ～２mm
大の発๐するࠇ
৭ཻをඇৗにଟ
くؚむ

679 須恵器 ഋ̜ 9.8 4.0 ʕ 6/12 明Φリーϒփ
৭（2.5(:7/1）

ఈ෦֎面：ϩΫϩέズ
リ、ϩΫϩの回సํ向：
ӈ

680 須恵器 高ഋ٭ ʕ （6.8） 9.7 ٭  ෦
6/12

੨ փ ৭
（5#5/1）

ಁかし：ೋํ

681 須恵器 ᙈ ʕ （7.4） ʕ ഁย ੨ փ ৭
（5#5/1）

֎面平行タタΩ後ΧΩ
ϝ、内面ಉ৺ԁ文

682 須恵器 ᙈ ʕ （8.2） ʕ ഁย ੨ փ ৭
（5#5/1）

֎面平行タタΩ後ΧΩ
ϝ、内面ಉ৺ԁ文

683 土師器 ഋ̘ 10.4 3.5 ʕ ܗ 明  
（5:35/8）

ఈ෦֎面：不定ํ向の
έズリ、内面はややࠨ
上りでࡶな一ஈ์ࣹ҉
文

684 ന࣓  18.0 7.0 6.0 ܗ ᬵ： ୶ ԫ ৭
（2.5:8/3）　 
࿐：୶ԫ৭

（2.5:8/4）
685 ന࣓ ࡼ 10.0 2.75 4.8 ܗ ᬵ ： փ ന

৭ （ 5 : 7 / 2 ） 
࿐：୶ԫ৭

（2.5:8/4）

み෦にᬵのかきとࠐݟ
り

３ τ Ϩ ン
ν

689 弥生土器 ᙈ 24.9 （4.1） ʕ 2/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

内面は横ํ向のϋέϝ
調

690 弥生土器 ఈ෦ ʕ （3.6） 5.0 6/12 ԫ ᒵ ৭
（10:38/6）

֎面：φσ、内面：ϋ
έϝ

691 弥生土器 ఈ෦ ʕ （1.8） 5.0 5/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

692 弥生土器 ఈ෦ ʕ （3.3） 4.2 6/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

֎面：φσ、内面：ϋ
έϝ

693 弥生土器 ෦٭ 23.5 （2.0） ʕ 2/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

内֎面Ϥコφσ

11 τϨン
ν

694 弥生土器 高ഋ 27.0 （5.5） ʕ 1/12 ઙ ԫ ᒵ ৭
（10:38/4）

内֎面φσか

695 弥生土器 高ഋ ʕ （4.8） 19.6 5/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

696 弥生土器 器 ʕ （15.3）15.3 ٭  ෦
4/12

ઙ ԫ ᒵ ৭
（10:38/4）

は෮原̑୯Ґ

697 弥生土器 ᙈ 17.0 （4.2） ʕ 2/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

内֎面ともφσ調

698 弥生土器 ఈ෦ ʕ （3.8） ʕ 12/12 にͿいԫᒵ৭
（10:37/4）

ఈ෦にઠ

（）は存高



新名神高道路備事ۀ関遺跡平成 23 ～ 26 年度発۷調査報告

-û÷þ-

ද̒　松井横穴群ग़土鉄器法ྔද

報告൪߸ छྨ گଘঢ়
๏ྔʢࡺΛআ͘࠷େɺDNʣ

උߟ
શ ෯ ް͞

14 号横穴
5 ࢠ ৌ৲の一෦

を欠ࣦ
（10.4） 1.6 0.9 㮊あり

15 号横穴
12 鉄᭲ ᰍ෦を欠く （7.1） 2.2 0.5 ᰍの平ࠜ᭲
13 鉄᭲ ᰍ෦を欠く （4.9） 2.0 0.4 ᰍの平ࠜ᭲
14 鉄᭲ ᰍ෦を欠く （7.6） 1.7 0.4 ᰍの平ࠜ᭲、֯関か
15 鉄᭲ ෦を欠くܪ （9.4） 2.1 0.5 ᰍの平ࠜ᭲、ઌはܗܓ
16 鉄᭲ ほ΅存 11.2 2.1 0.3 ᰍの平ࠜ᭲、関はઢঢ়のಥग़がめぐ

る
27 号横穴

66 鉄 存 44.8 4.4 0.8 存にఝ、ৌ金۩あり、࣭ܪ
29 号横穴

82 鉄᭲ ほ΅存 8.3 3.95 0.5 平ࠜ᭲、֯関である、ܪに࣭存
83 鉄᭲ ෦を欠くܪ （10.3） 3.5 0.8 平ࠜ᭲、֯関、ܪに࣭存
84 鉄᭲ ෦を欠くܪ （9.2） 3.5 0.5 平ࠜ᭲、֯関
85 ࢠ 存 15.6 2.05 14.4 㮊あり、ܪに࣭存、背ଆに関

32 号横穴
97 ࢠ ほ΅存 14.0 1.5 0.4 存、྆関かに࣭ܪ
98 握り᭔ ਕઌを欠く （11.1） 2.0 0.7
99 握り᭔ ほ΅存 9.1 2.3 0.4

34 号横穴
113 鉄ఝ 存 9.6 1.0 0.4 ಄෦を一にંり͛ۂる
114 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （7.8） 1.0 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる、಄の෯い
115 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （7.6） 1.1 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂるものか
116 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （8.2） 0.7 0.4 ಄෦を一にંり͛ۂる
117 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （7.1） 0.6 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
118 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （6.4） 1.1 0.4 ಄෦を一にંり͛ۂる
119 鉄ఝ 存 6.4 0.7 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
120 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （5.5） 1.0 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
121 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （6.1） 0.9 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
122 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （5.4） 1.2 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
123 鉄ఝ ෦分 （4.5） 1.0 0.6 ಄෦を一にંり͛ۂる
124 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （4.6） 1.1 0.5
125 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （4.2） 0.7 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
126 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （3.9） 1.0 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
127 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （3.4） 0.7 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
128 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （3.4） 0.8 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
129 鉄ఝ 存 8.0 0.9 0.5 ಄෦をંり͛ۂない
130 鉄ఝ 存 7.3 0.9 0.4 ಄෦をંり͛ۂない
131 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （8.7） 0.8 0.6 ಄෦をંり͛ۂない
132 鉄ఝ 存 8.8 0.5 0.4 ಄෦を一にંり͛ۂる
133 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （5.4） 0.6 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
134 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （2.8） 0.7 0.4 ಄෦෯、ંり͛ۂたものか
135 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （7.4） 0.7 0.5 ಄෦をંり͛ۂない
136 鉄ఝ 存 6.3 0.6 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
137 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （3.8） 0.6 0.4 ಄෦をંり͛ۂない
138 鉄ఝ ಄෦欠ࣦ （7.6） 0.5 0.4 人骨Ϋリーχンά時ग़土、಄෦をંり

ないものか͛ۂ
139 鉄ఝ ಄෦欠ࣦ （6.8） 0.4 0.3 ಄෦をંり͛ۂるものか
140 鉄ఝ ಄෦欠ࣦ （4.2） 0.5 0.4
141 鉄ఝ ಄෦欠ࣦ （4.2） 0.4 0.3
142 鉄ఝ ಄෦欠ࣦ （3.6） 0.3 0.3
143 鉄ఝ ಄෦欠ࣦ （2.3） 0.4 0.3
144 鉄ఝ ಄෦欠ࣦ （2.2） 0.4 0.4 ࣭存
145 鉄ఝ ෦分 （7.8） 0.5 0.4 鉄ఝである。
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146 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （7.6） 0.5 0.4 人骨Ϋリーχンά時ग़土、಄෦をંり
ないものか͛ۂ

147 鉄ఝ ෦分 （5.0） 0.5 0.5
148 鉄ఝ ෦分 （3.7） 0.4 0.4
149 鉄ఝ ෦分 （3.3） 0.7 0.5 ಄෦を一に͛ۂる
150 鉄ఝ ෦分 （3.7） 0.3 0.3 人骨Ϋリーχンά時ग़土
151 鉄ఝ ෦分 （3.0） 0.4 0.4
152 ᭬か 下欠ࣦ （5.8） 0.4 0.4

40 号横穴
203 鉄ఝ 存 9.9 1.2 0.5 ࣭存、಄෦を一にંり͛ۂる
204 鉄ఝ 存 8.9 1.0 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
205 鉄ఝ 存 7.9 1.1 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
206 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （2.9） 1.5 0.5 ࣭存、಄෦を一にંり͛ۂるも、

಄෦い
207 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （4.8） 0.9 0.5 ಄෦を平ら
208 鉄ఝ 存 8.1 0.9 0.5 ಄෦をંり͛ۂないものか
209 鉄ఝか ಄෦欠ࣦ （7.0） 0.5 0.4
210 鉄ఝ ෦分 （7.0） 0.6 0.5 ࣭存、಄෦を一にંり͛ۂるも

のか
211 鉄ఝ ෦分 （6.6） 0.7 0.5
212 鉄ఝか ෦分 （9.4） 0.5 0.4
213 鉄ఝか ෦分 （3.2） 0.8 0.3 ࣭存
214 鉄ఝ ෦分 （3.0） 0.5 0.4 ࣭存
215 鉄ఝか ෦分 （3.6） 0.4 0.3
216 鉄ఝか ෦分 （6.0） 0.4 0.4

41 号横穴
223 鉄 ᭲෦のみ （4.2） 1.0 0.2 ᰍ᭲

45 号横穴
253 鉄ි ほ΅存 7.9 3.3 1.5 ແݞの༗ା鉄ි
254 鉄製ं ࣠෦ંれ （13.6） 4.4 0.5
255 ঢ় ෦分 （10.6） 0.4 0.4 254 とಉ一ݸ体か
256 鉄 存 55.0 2.6 0.7 ۬ग़௳あり、㮊あり、背ଆに関、ܪに

ఝ、࣭存
49 号横穴

305 不明 ࣠෦ંれ （7.9） 2.3 0.5 にަしてঢ়のものがつく
50 号横穴

312 鉄᭲ 存か 14.5 1.0 0.2 ᰍ᭲、ᑜঢ়関
313 鉄᭲ ෦を欠くܪ （12.4） 0.6 0.4 ᰍ᭲
314 鉄᭲か 一෦のみ （2.4） 0.4 0.3 ᝲがけでग़土、313 とಉ一ݸ体か
315 ࢠ 存 15.2 0.9 0.4 ແ関か

59 号横穴
363 ࢠ ઌを欠ࣦ （12.8） 1.1 0.3

62 号横穴
383 חਕۂ 存 16.6 1.9 0.2

64 号横穴
402 鉄᭲ ほ΅存 15.2 0.9 0.3 ᑜঢ়関か
403 鉄᭲ ᭲෦欠ࣦ （14.1） 0.5 0.3 ᑜঢ়関

65 号横穴
413 鉄᭲ ほ΅存 9.0 2.4 0.3 平ࠜ᭲、ᑜঢ়関
414 鉄᭲ 存 14.2 1.9 0.2 ᰍ᭲、ᑜঢ়関
415 ࢠ ෦ （6.1） 1.2 0.4
416 ࢠ ෦ܪ （4.6） 0.7 0.4

67 号横穴
444 鉄᭲ ᰍ෦欠ࣦ （7.6） 1.1 0.4 ᰍ᭲
445 鉄᭲ ઌ欠ࣦܪ （9.2） 1.8 0.2 ᰍ᭲、ٯあり、ᑜঢ়関
446 鉄᭲ ᰍ෦欠ࣦ （5.4） 0.8 0.4 ᰍ᭲
447 鉄᭲ ᭲෦欠ࣦ （9.0） 0.5 0.4 ֯関か
448 鉄᭲か ෦分 （2.0） 0.5 0.4 ෦かܪ
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449 ࢠ ઌ欠ࣦ （15.2） 1.7 0.6 関はਕଆがஈঢ়、౩ଆはࣼめ、࣭
存

450 ࢠ ઌ欠ࣦ （10.8） 1.2 0.3 ྆関か
451 ࢠか ෦分 （4.5） 1.0 0.4 ࢠの෦にあたる෦分である。
452 ࢠ ෦のみܪ （8.4） 1.3 0.6 ࢠで、౩ଆに明ྎな関がある。

453 不明 存 2.0 1.9 0.4 ྆಄のමঢ়、০り金۩か
68 号横穴

464 ࢠ ྆欠ࣦ （11.8） 1.4 0.5 ࣭ண
69 号横穴

469 鉄᭲ ᭲欠ࣦ （5.9） 2.9 0.5 平ࠜ᭲、ҙਤతに͛ۂたか
470 鉄᭲ 存 10.5 0.7 0.5 ᰍ᭲、ҙਤతに͛ۂたか
471 ࢠ 存 14.0 1.8 0.6 㮊あり、྆関
472 ࢠ ෦のみܪ （6.3） 1.4 0.5 ౩ଆに関

70 号横穴
484 鉄 ෦のみ （58.5） 1.6 0.4
485 鉄か ෦分 （6.2） 2.0 0.3 人骨Ϋリーχンά時ग़土
486 鉄か のみܪ （7.2） 3.2 1.2 㮊あり、ఝなし、࣭存
487 ࢠ ෦のみ （6.8） 1.0 0.4
488 ࢠ のみܪ （7.8） 1.9 0.3 㮊あり、࣭存
489 不明 下欠ࣦ （3.2） 1.5 1.1 筒ঢ়

71 号横穴
515 鉄᭲ 存 10.0 3.2 0.3 平ࠜ᭲、ٯあり、ᑜঢ়関
516 鉄᭲ ᰍ෦欠ࣦ （12.8） 0.6 0.2 ᰍ᭲
517 鉄᭲ ྆欠ࣦ （12.6） 1.2 0.3 ᰍ᭲、ࣼ関か
518 鉄᭲ ᰍ෦欠ࣦ （10.2） 1.2 0.2 ᰍ᭲
519 鉄᭲ ᰍ෦のみ （5.0） 1.0 0.3 ᰍ᭲
520 ࢠ 存 14.8 1.8 0.8 ࣭存
521 ࢠ ઌ欠ࣦ （12.9） 1.8 0.5 ྆関、࣭存
522 ࢠ ᰍ෦のみ （8.9） 1.2 0.6 ౩ଆに関あり

72 号横穴
540 ࢠ ほ΅存 15.0 1.6 0.5 ࣭存

74 号横穴
572 ࢠ ෦のみ （9.0） 1.6 0.3
573 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （10.5） 1.3 0.7 ಄෦を一にંり͛ۂる
574 鉄ఝ ಄෦欠ࣦ （9.4） 1.0 0.6 ಄෦を一にંり͛ۂるものか
575 鉄ఝ 存 7.8 1.0 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
576 鉄ఝ ઌ欠ࣦ （5.9） 0.9 0.5 ಄෦を一にંり͛ۂる
577 鉄ఝ ಄෦欠ࣦ （3.8） 0.9 0.3 ಄෦を一にંり͛ۂる
578 鉄ఝ ෦分 （2.6） 0.8 0.2 ബい、಄෦を一に͛ۂる、࣭存

75 号横穴
590 鉄 ෦のみ （22.1） 2.7 0.4 ྆関
591 鉄 ෦のみ （24.7） 21.5 0.6

78 号横穴
652 鉄᭲ ᰍ෦を欠く （6.7） 1.0 0.2 ᰍ᭲
653 ࢠ ෦のみ ʪ7.0） 1.8 0.5
654 鉄 中ࢠのみ （9.3） 2.1 1.2 ఝ存、653 とಉ一ݸ体か
655 鉄 存 57.1 2.9 0.8 ۬ग़௳あり、㮊あり、ܪにఝ存

80 号横穴
687 鉄 存 30.5 2.8 0.6 ఝ穴あり

（）は存
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15 号横穴
̔ 金 中࣮ 2.91 2.77 0.65 ～ 0.90 24.8 
̕ 金 中࣮ 2.98 2.77 0.65 ～ 0.86 25.8 
10 金 中ۭ （2.85） （2.55） 0.8 （2.6）
11 金 中ۭ 3.1 2.8 0.8 ～ 0.88 4.5

19 号横穴
36 金 中࣮ 2.7 2.49 0.61 ～ 0.80 16.6

20 号横穴
46 金 中࣮ 2.92 2.65 0.62 ～ 0.82 21.2
47 金 中࣮ 2.9 2.67 0.63 ～ 0.81 22.0

28 号横穴
69 金 中࣮ 2.3 2.1 0.58 ～ 0.62 8.6 
70 金 中࣮ 2.27 2.05 0.47 ～ 0.60 9.1 
71 金 中ۭ （2.5） 2.8 0.8 ～ 1.2 （2.4）

29 号横穴
80 金 中࣮ 3.0 2.7 0.65 ～ 0.74 21.6 
81 金 中࣮ 3.2 3.7 0.65 ～ 0.72 21.2 

34 号横穴
112 金 中࣮ 2.55 2.36 0.6 ～ 0.75 14.8 

35 号横穴
162 金 中࣮ 2.92 2.6 0.6 ～ 0.72 16.6 

39 号横穴
199 金 中࣮ 2.6 2.36 0.52 ～ 0.54 9.3 

40 号横穴
202 金 中࣮ 3.1 2.79 0.69 ～ 0.81 15.0 

45 号横穴
251 金 中࣮ 2.83 2.66 0.64 ～ 0.77 19.0 
252 不明 中࣮ 2.83 2.63 0.63 ～ 0.81 19.7 

46 号横穴
259 金 中࣮ 3.2 2.82 0.71 ～ 0.73 23.7 
260 金 中࣮ 3.19 28.1 0.69 ～ 0.72 23.8 

47 号横穴
272 金 中࣮ 3.56 3.17 0.86 ～ 0.9 37.4 
273 金 中࣮ 3.54 3.21 8.8 ～ 8.9 37.5 
274 金 中࣮ 2.7 2.42 0.59 ～ 0.62 13.5 
275 金 中࣮ 2.66 2.41 0.56 ～ 0.61 12.9 

48 号横穴
281 金 中࣮ 2.86 2.61 0.64 ～ 0.67 14.1 
282 金 中࣮ 2.85 2.63 0.61 ～ 0.65 15.0 

64 号横穴
399 金 中࣮ 3.1 2.73 0.67 ～ 0.68 13.4 
400 金 中࣮ 3.03 2.7 0.66 ～ 0.69 13.0 
401 不明 中࣮ 	2.76
 	2.6
 0.43 ～ 0.45 	7.5


65 号横穴
412 金 中࣮ 2.77 2.45 0.44 ～ 0.45 3.1 

66 号横穴
422 金 中࣮ 3.27 3.0 0.7 ～ 0.79 18.2 
423 金 中࣮ 3.3 3.0 0.78 ～ 0.79 22.4 

69 号横穴
467 金 中࣮ 3.17 3.75 0.7 ～ 0.8 21.6 
468 不明 中࣮ 3.18 2.8 0.67 ～ 0.69 17.8 

71 号横穴
511 金 中࣮ 3.09 2.8 0.62 ～ 0.66 14.5 
512 不明 中࣮ 3.05 2.8 0.63 ～ 0.64 11.9 
513 金 中࣮ 2.8 2.57 0.59 9.8 
514 金 中࣮ 2.81 2.54 0.6 ～ 0.61 11.9 

72 号横穴
538 不明 中࣮ 2.7 2.5 0.43 ～ 0.53 6.3 
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539 不明 中࣮ 2.78 2.47 0.43 ～ 0.5 6.3 
75 号横穴

588 不明 中࣮ 3.17 2.91 0.62 ～ 0.67 19.6 
589 不明 中࣮ 3.12 2.8 0.69 ～ 0.7 20.0 

76 号横穴
614 金 中࣮ 3.3 2.9 0.75 ～ 0.80 25.6 
615 金 中࣮ 3.35 2.9 0.75 ～ 0.8 25.6 
616 金 中࣮ 2.9 2.6 0.5 ～ 0.52 8.3 

78 号横穴
649 金 中࣮ 3.0 2.75 0.7 ～ 0.9 27.2 
650 金 中࣮ 3.1 2.75 0.7 ～ 0.9 27.6 
651 金 中࣮ 2.95 2.7 0.75 ～ 0.8 16.8 

80 号横穴
686 金 中࣮ 3.05 2.8 0.66 ～ 0.7 13.4 

（）は存、重ྔをআく法ྔはμΠϠルήーδで測定
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1 弥生土器 ᆵޱ 4)1 2 区
土器 7

30.0 （4.7） － 1/12 ややૈ 明ԫ10:36/6 ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφޱ
σ、ޱԑ෦～ᰍ෦֎面：
ϋέ、ޱԑ෦～ᰍ෦内
面：φσ

2 弥生土器 器 /
ᆵޱ

－ 南น
ଆߔ

18.0 （1.8） － 3/12 ऑ ややૈ ᒵ 7.5:37/6 ྑ ԑ内֎面：Ϥコφσޱ

3 弥生土器 ു / ᙈ 4)1 13
ፊ

22.0 （3.9） － 1/12 ややૈ 明ԫ10:36/6 ྑ ԑ֎面：ϋέのちϤޱ
コφσ、体֎面：ϋέ、
、ԑ～体内面：ϋέޱ

4 弥生土器 ᙈ 4)1 13
ፊ

（20.0）（2.2） － 1/12
Ҏ下

ややૈ にͿいԫᒵ
10:36/4

ྑ 、ԑ֎面：Ϥコφσޱ
体֎面：ϋέ、ޱԑ内面：
ϋέ

5 弥生土器 ᆵޱ
か

4) １ - 15.0 （3.6） － 1/12 ڧ ີ 明ԫ10:37/6 ྑ ԑ内֎面：Ϥコφσޱ

6 弥生土器 器か 4)1 １区
中۷

26.0 （1.6） － 1/12 ڧ ややૈ ԫ 10:35/6 ྑ ԑ෦内֎面：Ϥコφޱ
σ、φσ

7 弥生土器 ᙈ / ᆵ 4)1 内ډॅ － （3.0） 5.6 ఈ
12/12

ややૈ ֎：明ԫ
10:37/6、内：
にͿいԫᒵ
10:36/3

ྑ 体֎面：ϋέか、ఈ֎面：
φσ、内面：φσ

8 弥生土器 ᙈ 4)1 17
۷

－ （1.9） 5.5 ఈ
12/12

ややૈ ֎：明ԫ
10:36/8、内：
ԫᒵ 10:38/6

ྑ ఈ֎面：φσ、内֎面：
ຎ໓のため不明

9 弥生土器 ᙈ 4)1 1 区
土器 5

－ （2.5） 4.6 6/12 ややૈ փ：֎
10:34/1、内：
にͿいԫ
10:35/4

ྑ 体෦֎面：タタΩ、ఈ
෦֎面：ϢϏΦαΤ・
φσ、内面：ϋέ

10 弥生土器 ᙈ 4)1 1 区 － （2.7） 5.6 12/12 ややૈ ֎：ԫᒵ
10:38/6、内：
ࠇ 10:31.7/1

ྑ 体෦֎面：ϋέ、ఈ෦
֎面：φσ、内面：Ϣ
ϏΦαΤ・φσ・ϋέ

11 弥生土器 ᙈ / ᆵ 4)1 1 区 － （3.6） 4.1 ఈ
3/12 ڧ

ややૈ ֎：明ԫ
10:37/6、内：
にͿいԫ
10:35/3

ྑ ఈ֎面：ຎ໓のため不
明、ఈ෦内面：φσか

12 弥生土器 ു 4)1 土器 4 － （6.7） 4.4 ఈ
12/12

ややૈ 明ԫ10:37/6 ྑ ఈ֎面：ϢϏΦαΤ・
φσ、体内֎面：ຎ໓
のため不明

13 弥生土器 ു 4)1 1 区 － （1.9） 4.0 ఈ
12/12

ややૈ 明ԫ10:37/6 ྑ ఈ֎面：ϢϏΦαΤ・
φσ、ఈ内面：φσ

14 弥生土器 ᆵ / ᙈ 4)1 1 区 － （1.9） 5.3 ఈ
10/12

ややૈ 明ԫ10:37/6 ྑ ఈ֎面：ϢϏΦαΤ・
φσ、ఈ内面：φσ

15 弥生土器 器か 4)1 ਫ਼査 － （2.6） 24.0 1/12 ややૈ ᒵ 7.5:36/6 ྑ ٭、֎面：ϛΨΩ٭
内面：Ϥコφσ

16 弥生土器 高ഋ 4)1 2 区 － （1.7） 12.0 ఈ
2/12

ີ ԫ৭10:35/8 ྑ ٭、֎面：ϛΨΩ٭
内面Ϥコφσ

17 弥生土器 高ഋ 4)1 2 区
土器 4

－ （4.5） － ݁合
12/12

ີ ֎：明ԫ
10:36/8、内：
ԫᒵ 10:38/6

ྑ ֎面・ഋ෦内面：ϛΨΩ、
෦内面：シϘリࠟあ٭
り

18 弥生土器 ᆵ 492 １区 － （3.5） － － ややૈ ֎：ᒵ
2.5:36/6、内：
 2.5:34/8

ྑ ᰍ֎面：Ϥコφσ、体
෦֎面：ϋέ、内面：
φσ

19 弥生土器 ᆵ 498 ग़ݕ 18.6 （2.7） － 2/12 ऑ ややૈ にͿいԫᒵ
10:37/4

ྑ ԑ内֎面：Ϥコφσޱ

20 弥生土器 ുか 498 土器 12 13.3 （3.9） － 1/12 ややૈ にͿいԫᒵ
10:37/4

ྑ ԑ内֎面：Ϥコφσޱ

21 弥生土器 ുか 498 土器 12 （14.0）（4.4） － 1/12 ややૈ にͿいԫᒵ
10:37/4

ྑ 、ԑ内֎面：Ϥコφσޱ
ϛΨΩ

22 弥生土器 ᆵޱ 498 1 区
土器 2

（14.0）（4.5） － 1/12 ややૈ 明ԫ৭
10:37/6

ྑ 、ԑ内֎面：Ϥコφσޱ
ᰍ֎面：Ϥコφσ、ᰍ
内面ϋέ

23 弥生土器 ᙈ 498 土器 1 18.8 （4.7） － 2/12 ऑ ややૈ 明ԫ10:37/6 ྑ 、ԑ内֎面：Ϥコφσޱ
ᰍ～ݞ内֎面：φσ
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24 弥生土器 ᆵ 498 2 区
土器 6

12.6 （4.1） － 1/12 ڧ ややૈ ֎：ԫᒵ
10:37/8、内：
にͿいԫᒵ
10:37/4

ྑ ԑ内֎面：ຎ໓のたޱ
め不明

25 弥生土器 ᙈ 498 1 区
土器１

－ （9.8） 5.3 11/12 ややૈ ֎：にͿいᒵ
5:37/4、内：
ࠇ 2.5:2/1

ྑ ֎面：ϋέ、内面φσ（一
෦ϋέか）

26 弥生土器 ᙈ 498 土器 1 － （2.9） 5.4 3/12 ややૈ ࠇ：֎
2.5:3/1、内：
ઙԫᒵ10:38/4

ྑ 体֎面：ϋέ、ఈ֎面：
φσ、ఈ内面：ຎ໓の
ため不明（φσか）

27 弥生土器 高ഋ 498 土器 1 － （2.0） － － ややૈ にͿいԫᒵ
10:37/4

ྑ ഋ内面：φσ

28 弥生土器 ᙈ 498 3 区・
4 区

－ （7.2） － － ややૈ ֎：明ԫ
10:37/6、内：
にͿいԫᒵ
10:37/4

ྑ 体֎面：ϋέ、体内面：
έズリ

29 弥生土器 ᆵ 498 ग़ݕ － （5.8） － － ややૈ 明ԫ10:37/6 ྑ ݞ、面：ϛΨΩか֎ݞ
内面：ຎ໓のため不明

30 弥生土器 ᆵ 498 2 区
土器 6

－ （4.4） － － ややૈ ֎：明ԫ
10:37/6、内：
փ 10:35/1

ྑ ݞ、面：ϛΨΩか֎ݞ
内面：ϋέ

31 弥生土器 ᰍᆵ － 南น
ଆߔ

12.0 （3.7） － 1/12 ڧ ややૈ ઙԫᒵ10:38/4 ྑ ԑ内֎面：ຎ໓のたޱ
め不明（Ϥコφσか）

32 弥生土器 ᆵ / ᙈ 17.0 （3.5） － 1/12 ڧ ややૈ ֎：ઙԫ
10:38/4、内：
փ 10:34/1

ྑ 、ԑ֎面：Ϥコφσޱ
ԑ෦内面：ຎ໓のたޱ
め不明

33 弥生土器 ᆵ / ᙈ 遺物แ
ؚ層

－ （3.5） 10.6 4/12 ૈ 明 7.5:35/8 ೈ 内֎面ともຎ໓のため
不明

34 弥生土器 ᆵ / ᙈ 遺物แ
ؚ層

－ （3.7） 6.0 2/12 ڧ ややૈ ֎：にͿい
7.5:35/4、内：
ᒵ 7.5:36/6

ྑ ֎面：ϢϏΦαΤ・φσ、
内面：ϋέ（ຎ໓ؾຯ）

35 弥生土器 ᆵ / ᙈ 遺物แ
ؚ層

－ （1.9） 4.7 12/12 ややૈ 明ԫ10:36/6 ྑ 内֎面：ϢϏΦαΤ・
φσ

36 弥生土器 ᆵ / ᙈ 遺物แ
ؚ層

－ （1.7） － － ややૈ 明ԫ10:37/6 ྑ 内֎面：ϢϏΦαΤ・
φσ

37 弥生土器 高ഋ － 南น
ଆߔ

－ （1.7） 14.0 1/12 ややૈ 明ԫ10:37/6 ྑ 内֎面：ຎ໓のた٭
め不明

38 弥生土器 ᆵか 遺物แ
ؚ層

－ （5.0） － － ややૈ ֎：にͿいᒵ
7.5:37/5、内：
ԫᒵ 10:38/6

ྑ ֎面：ϛΨΩか、内面
φσ

39 弥生土器 ᆵか － 南น
ଆߔ

－ （3.8） － － ややૈ ֎：ԫᒵ
10:37/8、内：
明ԫ10:37/6

ྑ ֎面：φσもしくはϛ
ΨΩ、内面：ϢϏΦαΤ・
φσ

40 弥生土器 高ഋ 遺物แ
ؚ層

－ （7.7） － 柱٭
12/12

ややૈ ԫᒵ 10:38/6 ྑ 柱内֎面：ຎ໓のた٭
め不明、内面：シϘリ
ࠟ



報告書抄録
ふ り が な 　京都府遺跡調査報告集
書 　 　 名 　きょうとふいせきちょうさほうこくしゅう
副 書 名
巻 　 　 次 　第171冊
シ リ ー ズ 名 　京都府遺跡調査報告集
シリーズ番号 　第171冊
編 著 者 名 　加藤　雅士・村田　和弘・筒井　崇史・酒井　健治・山﨑　美輪・納屋内高史
編 集 機 関 　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
所 在 地 　〒617-0002　京都府向日市寺戸町南垣内40番の３　Tel. 075（933）3877
発 行 年 月 日 　西暦2018年3月31日

 
ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。

まついおうけつぐんだ
いいちじ～よじ

松井横穴群第１～
４次

きょうとふきょうた
なべしまついむかい
やま・かみにしうら

京都府京田辺市
松井向山・上西
浦

26211 2
34°50′32″ 135°43′53″

20120123
～

20120228
20120606

～
20130306
20130422

～
20140227
20140415

～
20150306

1,000

5,215

1,800

3,190

道路建設

むかいやまいせきだい
いち・にじ

向山遺跡第１・２
次

きょうとふきょうた
なべしまついむかい
やま・かみにしうら

京都府京田辺市
松井向山・上西
浦

26211 3 34°50′34″ 135°43′55″

20120123
～

20120228
20131002

～
20131225

－

842
道路建設



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松井横穴群第１～
４次

横穴 古墳～飛
鳥、中世

横穴 須恵器・土師器・埴輪・陶棺・鉄器・
金銅製品・人骨・瓦器

向山遺跡第１・２
次

散布地 弥生 竪穴建物・土壙墓・土坑・
柱穴

弥生土器

所収遺跡名 要 約

松井横穴群第１～４次 今回の松井横穴群の一連の調査により、70基の横穴を確認・調査し、合計81基の横穴の分
布が確認された。遺跡の範囲より、松井横穴群全体では300 ～ 400基の横穴が存在するもの
と判断される。近在の女谷・荒坂横穴群で300基程度の横穴の存在が予想されているほか、
狐谷横穴群、美濃山横穴群が分布しており、松井横穴群の所在する八幡市から京田辺市に
かけての約1.5kmの範囲内には、総計600 ～ 700基の横穴が存在することが想定される。こ
の数字は横穴群としては西日本で最大級である。こういった大規模な横穴群造営の背景に
は、中央政権による南山城の地域掌握の進展が進められたことが推定され、当該時期の地
域の歴史を知るうえで欠くことのできない極めて重要な遺跡である。

向山遺跡第１・２次 弥生時代中期の土坑１基、弥生古代後期の竪穴建物１基、弥生時代の可能性が高い土壙墓
２基を確認した。向山遺跡周辺の八幡市～京田辺市にの丘陵地帯には、八幡市美濃山廃寺
下層遺跡や備前遺跡、幣原遺跡、京田辺市田辺天神山遺跡などで弥生時代の集落が確認さ
れている。低地の集落の様相は不明であるが、丘陵上の集落の調査事例が増加した。
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